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プロローグ　前のゼライセ×今のゼライセ




「逃げられちゃったねぇ。前とは大違いだ」

「居場所は分かってるから、大丈夫さ」

「ならいいけど」

「でも、歴史がちょっと変わってきちゃってるねぇ」

「そりゃあ、僕が色々と動いてるんだから、少しは変わるさ」

「バルボラの時は、君がどうしてもって言うから。前の時とはやり方を変えたんだよ？」

「うん。前の時は、フランさんに魔石兵を一〇〇体以上倒されちゃったんじゃないかな？」

「今回は数体だけだもんね」

「そうそう。そこからしてもう、違う歴史に分岐してると言えるね」

「でも、まるっきり別ってわけじゃない」

「まあね。最初にこの国に逃げ込んだのは同じだね」

「冒険者を蹴散らして騒ぎを起こしているのも同じかな？」

「ああ。ただ、前回は大分死人も出している」

「今回は怪我人だけだって？」

「ゼロスリードさんにしては、温ぬるいよね」

「性格からして、君の知ってる前の時と変わってる？」

「うーん。どうなんだろうねぇ。ともかく、どうする？　捕まえに行くかい？」

「どうしようかな〜。前は──いや、聞いたらつまらないね。うーん。どちらにせよ、ゼロスリードさんは貴重な魔人化の成功例だし、そろそろ研究したいんだよね」

「うんうん。前の時も、色々新発見があって面白かったよ！」

「やっぱゼロスリードさん欲しいな〜。そうだ！　新型の実験をしよう！」

「魔人石かい？　あれは色々難しいからねぇ。今のところ七割くらいは暴走するし」

「ま、少し騒ぎが起きちゃうかもしれないけど……」

「それも面白そうだ！」

「そういうこと！」

「問題は、自治区の中でも学院の近くに潜り込んでいた場合かな？　あのハイエルフは、侮あなどれない」

「大丈夫！　あっちにも人は入れてあるから！　一つや二つは使い捨てにしたって構わないだろ？　ゼロスリードさんの方が貴重だし」

「そうだね！　ゼロスリードさんたちのためなら、ちょっと派手にやらかしても大丈夫さ。今の僕」

「楽しくなってきたね！　前の僕！」

「「あははははは！」」










第一章　国境越え




「きもちいい」

「オン！」

　フランは吹き付ける風に目を瞑ることもなく、むしろ気持ち良さげに風を浴びている。

　オークションで落札した魔道具と風魔術を併用するお陰で、強風が微風程度に抑えられているからだろう。周辺では、凄まじい風がゴウゴウと吹き荒すさんでいるのが分かる。直接浴びていたら、軽いフランなんて吹き飛ばされているかもしれない。

　最大化したウルシの速度は、それほど凄まじいものだった。一日と言われていた道のりを、一時間ほどで走破してしまうのだ。山も大河も森も空中跳躍で飛び越え、立ち塞がる魔獣などオヤツでしかない。立ち止まることすらせず、すれ違いざまに食い殺していた。拾い食いの極みだ。

「モムモム」

「おいしい？」

「オン！」

　素材を剥ぎ取るまでもない魔獣たちだから、別に構わないけどね。

　ウルシが雑食なのは分かっていたけど、変な煙を吹き出す苔こけみたいな魔獣とか、泥みたいな色のスライムとか、到底食べられそうにない魔獣もバクバクいっていた。俺の鑑定でも、可食とは表示されないやつらだ。今や上位の魔獣となったウルシならば、人が食べられない魔獣でも関係ないのだろう。

「ウルシ、どれが美味しい？」

「オン？」

　ちょ、フラン？　食べる気か？　お腹壊すから！　いや、でも、あまり小こ煩うるさく言うのは、フランを信じてないみたいに思われるか？　だいたい、フランはもう一いっ端ぱしの冒険者だ。何を食べるかなんて、自分で決められるのである。

「状態異常無効があるから、ちょっと毒なだけならいける」

「オ、オン？」

　だ、大丈夫だよな？　やっぱ止めた方が……。いやいや、口煩い剣なんて、いずれウザがられるかもしれん。そろそろ、反抗期に入るかもしれない年齢なのだ。フランの口から「師匠ウザい。最近なんか臭いし」って言われたら、心の耐久値が一瞬でゼロですよ！

「師匠？　なんか震えてる？」

『な、なんでもないよ』

「ふーん」

　何か微妙な目で俺を見てる？　怒ってる感じじゃないし、呆れてるの？　それとも、俺の気のせいか？　とりあえず微妙な雰囲気だし、なんとか話を逸らさねば。

『お？　ほ、ほら！　次の町が見えてきたぞ！　あれがクランゼル王国最後の町、ディディーアンだ！　あの町にも、名物があるらしいぞ！』

「名物？」

〈家畜化した魔獣のチーズが有名です〉

『超美味いらしいぜ』

「へー」

「オフ！」

　ふー、注意が名物に向いてくれたか。実のところ、ウルシの速度だったらとっくにベリオス王国に入っていなければおかしいんだが、俺たちは未だにクランゼル王国にいる。原因は、道中全ての町村に立ち寄って、名物料理を食べているせいだ。

　料理の作り方を習ったり、気に入られて一泊したりしている内に、一週間も経っていた。

　急ぐ旅ではないし、フランが気が済むようにすればいいだろう。むしろ、目的地に急ぐだけなんてつまらない。道中も楽しまなくては勿体ないのだ。フランには、戦闘以外にも色々な経験をしてもらいたいしね。

　チーズで有名なディディーアンの町は、国境近くの町だけあって外壁は高く、出入りのチェックも厳しそうだった。辺境であるため、町に入ろうとする人間が列をなしているという感じではない。だが、門番が重装備のうえ、門脇の詰め所の気配を併せれば五人はいる。

　警戒させないように門の手前で降りた俺たちは、ゆっくりと歩きながら近づいていった。

　視線の強さで向こうの警戒レベルが上がったのが分かる。大型犬サイズの狼を連れているとはいえ、子供のフランにもこれほどの警戒を見せるとは……。この辺て、そんなに治安が悪いのだろうか？

「ようこそディディーアンへ。冒険者かな？」

「ん。これ冒険者カード」

　警戒はしていても、高圧的ではない。フランのことを侮る様子もなく、むしろ非常に丁寧だった。

　だが、カードを見た直後に、態度が一変する。

「ラ、ランクＢ冒険者の方でしたか！」

「おお！　あの黒こく雷らい姫き殿がこのような場所に！」

　クランゼル王国内では、もうフランの名前はある程度広まっているようだ。一般市民はともかく、商人や一部の兵士には知られていると思った方がいいだろう。特に、噂や情報に耳聡ざとい町の門番兵などは、知っている確率が高いのかもな。手続きはすぐに終わり、大歓迎状態で町に入る。

　門を潜って最初に目に入ったのは、門番兵と同じように完全武装した警備兵たちであった。

　いくら国境の町だとは言え、さすがに数が多い気がする。

　だが、この物々しい雰囲気の理由はすぐに判明した。それは、最初に立ち寄った屋台でのことだ。

「お嬢ちゃん！　ディディーアン名物、チーズをたっぷり使ったパンだ！　一つどうだ！」

　フランの顔と同じくらいのサイズの、巨大パンを売っている。外側は固いが、千切ると中は柔らかいらしい。メチャクチャおいしそうだ。

「ん。五つちょうだい」

「お、豪気だね！　ちょっと待てよ」

　おっちゃんが、パンを麻袋に放り込んでいく。大量買いはたまにいるらしく、手慣れた様子だ。

「お嬢ちゃん、その格好、もしかして冒険者なのか？」

「ん」

「そりゃあすげー。小っちゃいのに頑張ってるな。この町に来たのは初めてか？」

「さっき到着した」

「そうかそうか！　この町はどうだい？」

「兵士が多い？」

「ああ、あれかー」

　屋台のおっちゃんが言うには、数ヶ月前、この付近で有名な賞金首が目撃されたらしい。その賞金首を捕まえるため、警備兵や領軍まで出動したそうだ。だが、たった一人の賞金首に、その軍勢は一方的に蹴散らされてしまったという。

「一〇〇くらいの兵士が、あっと言う間に壊滅しちまったんだぜ？　そんな危険人物が潜んでるかもしれないとあって、ここ最近はこんな感じなんだ」

「なるほど」

　一〇〇人の兵士を一人で壊滅させるって、結構な凶悪犯だよな。そりゃあ、領主も放ってはおけないのだろう。ただ、それにしては少し違和感がある。

「……兵士の人たち、あまり真面目じゃない？」

　そうなのだ、数は揃っているものの、兵士たちには取り立てて殺気立った様子はない。不真面目ってわけじゃないが、何が何でも賞金首を捕らえようという熱意には欠けている気がした。

「まあ、人死には出なかったからなぁ」

「死んだ人がいない？　軍隊が壊滅したのに？」

「オン？」

「それがよ。大怪我を負わされたやつはいても、一人も死ななかったんだと。そのせいで、兵士はあまり本腰を入れてないみたいなんだ。領主様としても、これだけ兵士を増員したっていう実績がほしいだけなんじゃないかね？」

　民を守るために最善を尽くしたというアピールをしてはいても、その賞金首を捕縛することには乗り気ではないということか。どうせ下手な戦力をぶつけても返り討ちに遭うだけだろうしな。

「いやー、かなり凶悪な男だっていう噂だったから、最初はこの町もパニック気味だったんだがなぁ。賞金首目当ての冒険者も増えて、治安が悪くなったりもしたし。ただ、最近じゃ姿を見たっていう話も聞かないし、兵士が増えたおかげで治安も向上した。むしろこのまま見つからないで居てくれた方がありがたいくらいだ」

「ふーん。ねぇ、その賞金首って、どんなやつ？」

「もしかして捕まえようっていうのか？　止めておけって」

　フランの顔を見て、賞金首に強い興味を抱いていることを見抜いたのだろうか？　フランの表情を読むとは、やるな。いや、初対面の相手でも分かるくらい、フランがやる気になっているということだろう。

「いいか？　そいつの名前はゼロスリード。今までに何百人も殺している凄腕の傭兵だっていう話だ。駆け出し冒険者が捕まえられるような相手じゃない」

「ゼロス、リード？　ゼロスリードがこの辺にいるの？」

「あ、ああ」

　いや、待て。それは絶対におかしい。兵士一〇〇人と戦って、死人が出ていないんだぞ？　全員が虐殺されたって言うならともかく、一人も殺さないなんてありえないだろう。何せゼロスリードだぞ？　関係ない人まで殺しまくるような男だぞ？　本物か？

〈本物である確率、１９％〉

　だよなぁ。まあ、犯罪者とは言え、有名人であることに変わりはない。成り済ました贋にせ者ものが現れてもおかしくはない気がする。

「外見は？」

「全身傷だらけの大男っていう話だが……。おいおい、本気で追う気か？」

「さあ？」

「……まあ、いいけどよ」

　フランの答えを聞いて、おっちゃんははぐらかされたと思ったらしい。苦笑いをしながら、パンの入った袋を渡してくれた。

　だが、今の返しはフランの本心だ。

　フランの中には、確かにゼロスリードを憎む気持ちはある。だが、キアラには復讐するなと言われているのだ。フランとしても積極的に追いかけようとは思っていないのだろうが、近くにいれば別である。本物ではなさそうだし、この辺に残っているとも思えないが、無視することもできなかった。

『ウルシの鼻で追ってみるか？』

　近くに潜伏していれば追えるはずだ。数ヶ月前の事件の後、すぐにこの近辺から離れていれば、さすがに匂いは残っていないだろう。まあ、そのゼロスリードが本物であれば、だが。

「ん！　ウルシ！」

「オンオン！」

「お嬢ちゃんもちっこいワンコロも、あまり無茶すんなよ！」

「だいじょぶ」

　ウルシなんて、本当はでっかい狼ですから！

『まずは町中の捜索かな？』

「ん。ウルシ、お願い」

「オン！」

　ということで、フランとウルシは賞金首捜しを始めたんだが……。

「モグモグ。いない」

「ホン！　オムオム」

　本当に賞金首を捜してる？　穴場の屋台を探してるわけじゃないよね？

「クンクンクンクン」

「ウルシ、どう？」

「クゥン……」

　ディディーアンの町で食べ歩きをしながら、ウルシの鼻でゼロスリードを捜す。もし町中にいるのであれば、ウルシの鼻から逃げることは不可能に近い。何せ奴とは何度も戦って、その匂いをウルシが記憶しているのだ。

　しかし、結果は空振りであった。本人の匂いどころか、残り香さえなかったのだ。完全にこの町に潜伏している線はなくなったと言っていいだろう。

『仕方ない。どうせ不確定な情報だったんだ』

「ん」

　フランとしても、ダメ元という感じだったし、そこまで落ち込んでいないらしい。そもそも食べ歩きのついでにやる時点で、期待してないと言っているようなものだ。

『それで、どうする？　チーズは大量に仕入れたけど、この町で一泊するか？』

「いい。次の町行く」

『いいのか？』

「ん。チーズ飽きた」

　そんな理由？　でも、さっきからチーズと関係ない料理を買うなーとは思ってたんだ。朝から延々と食べ過ぎて、もう飽きたらしい。まあ、チーズってそんな大量に食べるもんじゃないしな。

『次の町はもうベリオス王国だ。その前に、国境がある。ちゃんとしたルートで入国しておかないと、後々面倒だからな』

「わかった」

　この世界、国境というのはあやふやなものだ。線が引いてあるわけでもないし、壁などで仕切られているわけでもない。関所を無視しようと思えば簡単にできてしまう。

　仲が良好な国同士では、通行などに特に制限のない国も多いらしい。だが、これから向かうベリオス王国は違っている。この世界ではトップクラスに出入国管理が厳しいのだ。

　街道筋全てに関所が設置され、監視所なども多かった。また、関所を通らずに入国したことがばれると、かなりお高めの入国税というものを取られるそうだ。それだけではなく、入国手続きをしていない状態で罪を犯すと、軽犯罪でも重罰化することが多いという。

　これは隣国のレイドス王国からのスパイなどに対抗するための措置であり、場合によっては身柄を拘束される可能性もあるらしい。

　国境をきちんと通過していれば、そこまで酷いことにはならないはずだし、俺たちはあまり気にする必要はないだろう。

「じゃあ、いく」

『え？　今すぐか？』

「ん」

　余程チーズに飽きたらしい。そういえば、今日食べたカレーのトッピングでもリクエストされなかった。フランにも好き嫌いがあったのか。いや、チーズが嫌いなわけじゃないから、超好きか、大好きか、普通に好きくらいの差だろうが。

『じゃ、関所に向かおう。ウルシの足なら、なんとか今日中に国境を越えられるだろ』

「オン！」

「ん」

　張り切るウルシとは裏腹に、フランはやや浮かない顔だ。チーズ食べ過ぎ問題と、ゼロスリードを発見できなかったことで、少しだけ気分が落ちているのだろう。

『は、早く出発しよう』

「オ、オン！」

　空で風を浴びれば、下がった気分も上向くだろう。




　それから一時間後。

　買い物や冒険者ギルドでの出国報告などを済ませた俺たちは、関所にたどり着いていた。

『あれがクランゼル側の関所だな』

「砦とりで？」

「オン？」

『まあ、関所兼砦ってことなんだろ』

　フランが言う通り、関所というにはかなり大きく、物々しい。むしろ関所としての機能よりも、ベリオス王国への牽制と言う意味の方が大きいのだと思われた。

『あの関所の先にある山道を越えると、ベリオス王国らしい』

「ふーん」

　クランゼル王国とベリオス王国の国境線は、一部は川であるが、この辺は山岳部となっている。山の峰を国境線と定めているらしい。

　その中で、山と山の間を通すように街道が設置されており、関所はその街道の途上に存在している。国境線上ではないのは、関所が砦としての機能を有しているからだろう。

　たとえ友好国だとしても、一方だけに砦を作ることを許すわけがない。片方が関所という名の砦を作れば、もう一方も同じことをするはずだ。そして、できるだけ相手の国に近い場所に砦を作りたいと思うはずだった。

　しかし、双方が同じことを考えれば、国境線を挟んで二つの砦が隣接し合うということにもなりかねない。そこで大概の場合、国境からある程度の範囲内に建造物を作らないという条約が、国同士で締結されていることがほとんどであった。まあ、これはディディーアンの町の警備兵から聞いた受け売りだが。

『まずはクランゼル王国側で出国手続きをする。その後、峠を越えてベリオス王国側の関所で入国手続きだ。ちょっと面倒だが、仕方ない』

「わかった」

『とりあえずこの辺で降りよう。このままウルシに乗って近づいたら、絶対にあらぬ誤解される』

　危険な魔獣が攻めてきたとでも思われたら、余計に時間を取られるだろう。

「オンオン！」

　ちょっとだけ緊張しつつ国境に向かったんだが、手続きは非常にスムーズだった。

　賞金首を警戒していたディディーアンなどより、余程気安かったのではなかろうか？

　そもそも、俺たちしかいないから待たされないし、冒険者カードがあれば煩はん雑ざつな手続きもない。出国の理由なんて、「冒険」と答えればそれで済んでしまった。

　ここを通る人間は商人か冒険者しかいないため、彼らも暇であるようだ。前回人が通ったのは、五日前の商隊が最後であるという。そりゃあ、歓迎もしてくれるか。

　まあ、フランが本当にランクＢ冒険者なのかと少し疑われたようだが、冒険者カードが本物だと分かれば突っ込んだことも聞かれない。冒険者の中には身の上を聞かれることを嫌がる人間も多いし、本当のランクＢともなれば怒らせるわけにもいかないからだろう。

　ウルシに関しては従魔証もあり、サイズも最小であれば全く問題にならなかった。関所を通り抜けるのに五分もかからなかっただろう。

　むしろ、ベリオス王国への入国の方が大変そうだった。クランゼル王国の兵士たちから、騒ぎを起こすなと忠告されたのだ。どこだって、出るよりも入る方が大変なのである。

『じゃあ、しばらくは歩きで行くぞ。ウルシの姿をこの辺で見せるのは、色々と混乱を招くからな』

「オン」

「ん」

　敵対しているわけじゃないとはいえ、国境に余計な緊張を与えることは良くないだろう。

　大型犬サイズに変形したウルシと共に、フランが峠を登り始める。ただ、峠と言ってもそこまで険しいものではない。なだらかな坂であり、一般人でも半日程度で抜けられるそうだ。

　魔獣が出没するという話もあるが、兵士たちが日夜狩りをしている。精々が脅威度Ｆまでの魔獣しか出没しないらしい。一応、確認されている中で一番強い魔獣は脅威度Ｄという話だったが、そいつも数年に一度目撃されるだけだった。

　脅威度Ｄの魔獣と出くわさない限り、フランとウルシなら峠を越えるのに半日もかからないだろう。いや、今のフランたちであれば、脅威度Ｄの魔獣でも相手にならないかな？

　既に夕方だが、野営をしたとしても明日の朝には向こうの関所にたどり着けるはずだ。

　そのはずだったんだが──。

『まさか、フラグだったのか？』

「ん？」

『いや、なんでもない。それよりアレどうする？』

「助ける！」

　峠の頂上付近で、旅人が襲われる現場に出くわしていた。しかも、脅威度Ｄ魔獣であるストーム・ワイバーンに。

「ウルシ、いく！」

「ガル！」

　一瞬で真面目な顔になり、駆け出すフラン。

　峠の頂上でストーム・ワイバーンに襲われているのは、女性三人組であった。冒険者かと思ったら、どうも違うようだ。一人は冒険者とは思えない騎士風の全身鎧だし、他の二人の装備品も妙に気品がある。ぶっちゃけて言えば、装飾過多なのだ。お貴族様の冒険者ごっこ？　そんな感じだ。

「カーナお嬢様！　私が奴を引き付けます！　その隙にお逃げください！」

「……くっ！　シェラー！　行きますよ！」

「で、ですがディアーヌ様が……！」

「私たちは足手まといなのです！」

　カーナという一〇代前半に見える少女が、主人であるらしい。貴族なのか、金持ちの娘なのかは分からないが、この場面で恐怖に我を忘れることなく行動しようとしている。なかなか見どころがありそうだな。シェラーという二〇歳ほどの女性が従者で、全身鎧のディアーヌが護衛なのだろう。兜のせいでディアーヌの顔は見えないが、声で若い女性であるということは分かった。

　ディアーヌは自分が囮おとりとなり、主たちを逃がそうとしているらしい。

　と言うかだ、あのディアーヌって女がガシャガシャと金属音を鳴らしていたから、ワイバーンを引き寄せたんじゃ……。ま、まあいい。とりあえず助けよう。

『奴の注意は完全にあの女騎士に向いている。一気に仕留めるぞ』

「ん！　上に転移！」

『おう！』

「ウルシは女のひとたちを守る！」

「オン！」

　ストーム・ワイバーンは脅威度Ｄの魔獣の中でも弱い方だ。戦闘力やステータスだけなら脅威度Ｅクラスだろう。ただ、その飛行能力が厄介なので、Ｄにランクされているだけだった。攻撃を当てる手段があるのであれば、そこまで強い相手ではない。

「はっ！」

「ギャオオッ──」

　転移後、瞬時に魔力の流れを見極めて魔石の場所を特定したフランは、その場所に俺を突き込んだ。首の付け根にある魔石を貫かれ、ストーム・ワイバーンがあっさりと絶命する。

　下にいるディアーヌに被害が出ないようにそのまま収納してしまえば、まるでワイバーンなど最初からいなかったかのような静寂が場を支配した。

「え？」

　三人の少女たちがマヌケな顔でこちらを見上げている。いつの間にか真横にいるウルシにも気づいていないらしい。

「だいじょうぶ？」

「え、ええ。助けてくださってありがとうございます……」

　空中から下りたフランが未だに呆然としている少女たちに話しかけると、いち早く反応したのは主である最年少の少女だった。

　菫すみれ色のゆるふわ髪に紫の瞳が美しい美少女だ。着ているドレスアーマーも上等な物である。高貴な生まれであることは間違いないと思うんだが、鑑定しても貴族かどうかは分からなかった。

　本人が爵位を持っているわけではないご令嬢の場合、称号としては何も表示されないのだ。

「その、今のは貴女が？」

「ん。倒して収納した」

「そうですか。ありがとうございました」

　少女が頭を下げる頃、ようやく他の二人も動き出す。

「た、助かった。礼を言う」

「ありがとうございます……ひぃ！　お、狼！」

「な、いつの間に！」

　ようやく近寄ってきていたウルシに気付いたらしい。女騎士が大慌てで剣を向けた。

「それは私の仲間。だいじょぶ」

「そ、そうなのか？　これ程凶悪そうな狼を？　信じられん……」

「オン！」

　女騎士の呟きを聞いたウルシが、その場で子犬サイズに変形して伏せる。それを見て敵意がないと理解したのだろう。ようやく三人の肩から力が抜けた。

　紫の少女が、フランに向かって頭を下げる。

「助かりました。私はカーナ。こちらの二人はシェラーとディアーヌ。私の仲間ですわ」

「ランクＢ冒険者のフラン」

「まあ、あなたは冒険者ですの？」

「ん」

　フランが名乗った直後だった。カーナたちが三者三様の反応を示していた。カーナは心底驚き、シェラーは何故か恐怖の表情を浮かべ、ディアーヌは嫌悪感をその顔に浮かべる。

　彼女たちが冒険者に良い想いを抱いていないことは、確かなようだった。それを感じたのか、フランはそそくさとその場を立ち去ろうとする。

　自分からトラブルを避けようとする分別を身に付けたんだなぁ。俺は嬉しいよ。

「じゃあ、行く」

『まあ、こいつらなら他のモンスターは大丈夫だろう』

　鑑定してみると、三人の基礎力はそこそこ高かった。ディアーヌだけではなく、カーナ、シェラーもレベルが三〇もあったのだ。多分、パワーレベリングをしたのだろうが、ただそれだけではないようだった。カーナは火魔術、水魔術を、シェラーは回復魔術を使うことができた。

　そして、そこそこの実力があるディアーヌだ。さすがに空を飛ぶストーム・ワイバーンと戦う程の実力はないが、この辺でワイバーン以外に苦戦することはないだろう。だとすれば、互いに嫌な思いをしながら、わざわざ居座る理由もなかった。

　フランが立ち去ろうとする姿に、シェラーとディアーヌは露骨にホッとする様子を見せる。しかし、彼女らの希望を打ち砕いたのは他でもない、主であるカーナだった。

「お、お待ちください！」

「ん？」

「その、できれば護衛をお願いできないでしょうか！」

　なんと、カーナが驚きの発言をする。フラン以上に、彼女の従者たちの方が仰天しているようだ。

「なっ！　お嬢様！　こいつは冒険者ですよ！」

「ですが、先程の強さを見たでしょう？」

「冒険者など、金に汚い野蛮人どもですぞ！　いつ裏切られることか！」

　酷い言われよう。フランの機嫌が急降下するのも無理ないだろう。しかし、そのフランの前で主従の言い合いが続く。

「でも、またあの魔獣が出現した時に、対処できるのですか……？」

「そ、それは……。いえ、できます！　命に代えてでも、お嬢様を逃がしてみせます！」

「そうではありません。私はあなたに死んでほしくないのです、ディアーヌ」

「私はこれでも栄えある紅こう旗き騎士団の一員！　死の覚悟などとうにできております！」

　どうしよう。もう完全にフランのことなんか忘れてるよね。そもそも、受けるとも言ってないのに。

『もう放って行っちまうか？』

（ん──）

『え？　こいつらに付き合う気か？』

（……カーナは死なせたくない）

　どうやら同年代で、かつ冒険者を馬鹿にした様子もなく、部下の身を案じているカーナに対しては好感を持ったらしい。だが、ディアーヌに対しては怒りを覚えていることも確かだろう。

『どうする？』

（……条件次第で雇われてやってもいい）

『そうか』

　とりあえず二人の言い合いが収まるのを待つか。

　ディアーヌの冒険者嫌いは、かなりのものだな。どれだけ信用できないのか、主に訴えるその言葉はもうボロクソだ。彼女の言葉を総合すると、冒険者というのは信義の欠片もない守しゅ銭せん奴どで、自己中な犯罪者予備軍。そんなイメージである。

　ただ、ディアーヌ自身がそう思うような経験をしたわけではなく、伝聞であるようだった。言葉の端々から、そんな様子が伝わってくる。カーナもそれに近い話は知っているようだったが、彼女自身が見たわけではないので話半分としか思っていないらしい。

　本気のディアーヌと半信半疑のカーナ。二人の話は平行線かと思ったが、なんとか終わったらしい。

　相変わらずの上から目線のディアーヌが、内心腹を立てているフランに話しかけてきた。

「おい、冒険者」

「なに？」

「同行を許可する」

　うわー、何様だこいつ。フランのイライラが加速するのが分かった。その目が軽く細められる。

「いくら出す？」

「金をせしめようと言うのか！」

　いや、何言っちゃってんの？　冒険者を護衛に雇うのがタダなわけないじゃん？　しかし、ディアーヌはさらにフランを罵倒した。

「これだから冒険者というのは……！」

「冒険者を護衛に雇うのに、報酬が必要なのは常識」

「カーナお嬢様の御おん身みを守らせてやろうと言うのだぞ！　名誉な事であろう！」

　どこの誰かも明かしてないのに、名誉？　冒険者憎しで暴走しているのかもしれないが、あまりにも聞き苦しい言葉であった。

「騎士は名誉でお腹が膨れる？　すごいね。でも冒険者はただ働きをしない」

　フランの言葉が長文だ。これは怒っている証あかしである。フランの怒りを感じたのか、カーナが前に出て頭を下げた。

「申し訳ありません。私たちは少々冒険者の常識を知らないんです。おいくら出せばよろしいですか？」

「お嬢様！　おやめください！」

　カーナの謝罪を聞いてディアーヌが悲鳴を上げている。だが、カーナは鋭い視線を自らの護衛に向けた。

「黙りなさいディアーヌ」

「な……！　何故です！」

「自分の価値観を他人に押し付けてはいけません。騎士と冒険者の価値観は違うのです。同じ騎士同士、貴族同士でも違うのですから……」

「……それは……」

「ねえ。そっちで話してるだけなら、もう行っていい？」

　ああ、いい加減フランも飽きてきたみたいだ。だが、フランの言葉にディアーヌが何か言う前に、カーナが再度頭を下げた。

「申し訳ありません。それで、おいくらならよろしいのでしょうか？」

「ん……」

「ふん。どうせ高い金額をせしめようというのだろう。いいぞ、ほら」

　フランが何か言う前に、ディアーヌが革袋をフランの足下に投げた。こいつ、学習能力がないのか？　カーナがメッチャ不愉快そうにお前を睨んでいるぞ？

　フランが革袋を拾って開いてみると、中には二〇〇〇ゴルドほど入っていた。

「一晩なのだ、破格であろう？」

　ただ一緒に過ごすというだけなら、それでもいいのかもしれない。だが、護衛として雇うというのであれば、全く足りなかった。これで雇えるのは精々ランクＥ以下の冒険者だろう。

　フランはランクＢ冒険者だぞ？　一晩だろうが、その程度のはした金で雇われるわけがない。

　フランもさすがに腹に据えかねたらしい。金を拾えという態度よりも、その安さに。

　これが決定的にフランの機嫌を損ねたのだろう。言ってしまえば、お前らなどその程度の価値しかないと、言い切られたわけだからな。

「弱者を守り、魔獣を狩るという栄えある仕事を、下世話で下劣な金銭などに替える者どもは、金さえ払えば命を懸けるのであろう？」

　もしかして、フランをわざと怒らせて交渉を決裂させようとしているのか？　それとも、そこまで冒険者が嫌いなのだろうか？　だが、フランがそんな事情を汲んで様子見をする訳もない。

　フランは革袋を少々強めにディアーヌの足下に投げ返すと、口を開いた。

「足りない」

「馬鹿な！　一晩だけだぞ？　たった一晩でいくら取ろうと言うのだ！」

「私はランクＢ冒険者。この程度で雇えるわけない。依頼料は冒険者への評価の証。私がその程度の価値しかないというのであれば、交渉は決裂」

「……ふん。金銭で身を売る冒険者らしい言い様ざまだ。ではいくら出せばいいというのだ！」

　あー、もうぶち殺して黙らせていいんじゃないか？　フランは良く我慢しているな。殺気が漏れそうになっているのを、無理やり抑え込んでるぞ？

「私を雇うなら、有り金全部出せ」

「ば、馬鹿な！　ふざけるな！　それでは、今後我らの旅が立ち行かなくなるではないか！」

「ふざけてない。私を雇わないか、有り金全部出すか。そのどちらか。よかったね？」

「は？」

「お金は下世話で下劣なんでしょう？　私が全部もらってあげる。大嫌いなお金を、大嫌いな冒険者に全部押し付けることができるよ？」

「ふ、ふざけるな！」

「ふざけてない。それとも、下世話で下劣なお金が本当は大事なの？　騎士のクセに嘘ついたの？　ああ、お前が嘘つきなだけ？　嘘つきの贋物騎士？　お前なんかが騎士になれるんなら、きっと雑魚ざこばかりの国。雑魚騎士しかいない雑魚国」

　あ、メッチャキレてた。多分、言いたいこと全部言って、それで相手を怒らせるつもりなのだろう。交渉を決裂させるつもりなのはフランの方でした。

「ぐっ……。我が国を馬鹿にするな！」

「先に馬鹿にしたのはそっち。何様なのか知らないけど、冒険者を馬鹿にするな。自分の方が馬鹿のクセに」

「ば、馬鹿ではない！　何を根拠に！　学もない冒険者如きが、騎士を馬鹿にするな！」

「馬鹿を馬鹿にしただけ。主の言葉にも従わないで、雇おうとしている相手を怒らせて殺されそうになっているのにも気づかない。本当に馬鹿」

「は？」

　ディアーヌがフランの言葉に、目を点にする。彼女の頭の中で「殺される？　なんで？」という疑問が渦巻いているのが分かった。その間に、フランが一瞬で彼女の背後に回り込む。

「今、死んでたよ？」

　そして、背後から声をかけた。突然声をかけられ、ディアーヌの背筋がビクンと震える。

「……！」

　フランの動きを全く追えなかったことで、彼ひ我がの実力差と状況の悪さを理解したようだ。ディアーヌは顔を青ざめさせて、その場で尻餅をついた。今までは俯き加減だったせいで、フランの顔が見えなかったのだろう。視線が下がったことで、フランと眼めが合った。

「……」

「ひっ……」

　ようやく、その眼に渦巻くフランの怒りを感じ取ったか。

　ディアーヌが掠かすれた悲鳴を漏らしながら、身を大げさに竦すくませた。蔑さげすんでいようと馬鹿にしていようと、相手が圧倒的強者であるという事実に変わりはない。そして、今現在敵対しかけている。そのことに気づいてしまったのだろう。目の端には薄っすらと涙が浮かび、その口が微かに震えていた。

　フランも本気で殺すつもりはないだろうが……。

「……」

　いや、マジで殺さないよね？　それとも、俺の想像以上に怒っていて、殺意が抑えきれないのか？

　だとしたら、止めるべきか？　でも、フランが殺やると決めたのなら、背中を押してやるのが剣である俺の仕事だろうか？

『あー、フランさん？　こ、殺すの？』

（……脅おどしただけ）

　ですよねー。ただ、俺がちょっと心配になるくらい、今のフランからは暴力的な気配が漏れ出していた。殺すつもりがないと分かり、胸を撫で下ろすような気分でホッとした直後である。カーナが、フランとディアーヌの間に割って入っていた。

「そこまでです。ディアーヌ、あなたが悪いわ。聞いていた私も不快です。もう喋らないように」

「あ、あ……」

　ほほう。護衛の女を注意するように見せかけて、フランから庇かばったぞ。しかも、自分が威圧を叩きつけられる位置に入ったのに、その表情に変化はない。この娘、ちょっと凄いんじゃないか？

「……ふん」

　フランは不機嫌そうに鼻を鳴らすが、俺には分かる。カーナの肝きもの太さに、感心しているようだ。

「本当に申し訳ありません。ディアーヌには後できつく言って聞かせます。これ以上、あなたに不愉快なことは言わせませんから。どうか、お怒りを鎮めてはくださいませんか？」

「……」

　フランが威圧を解いて、カーナと向き合った。やはり、この少女だけは特別だな。ディアーヌがやり込められるのを見ていたシェラーなどは卒倒しそうな顔をしているのに、カーナの顔には恐怖すらない。押し殺しているのだとしても、見事だった。謝罪の言葉にも嘘はないしな。

「それで、どうする？　有り金全部、出す？　出さない？」

「それなんですが……。少しまかりませんか？」

「ん？」

「正直言いますと、我々は今の手持ちのお金でどうしてもセーナルの町まで行かなくてはならないのです」

（セーナル？）

『えーっと……』

〈ベリオス王国西部に位置する都市。向かっている魔術学院の近くに存在しています〉

　俺が思い出そうとしていると、アナウンスさんがサッと教えてくれていた。

（おお、なるほど）

「ここで有り金を全て渡してしまうと、少々路銀に不安が残り……」

　面白い。あれだけの威圧感を発していたフランを見ているにもかかわらず、交渉しようというのか。しかも、上目遣いであざとさ全開である。

　俺は、フランの口元に薄っすらと笑みが浮かんだのを見逃さなかった。多分、ディアーヌの醜態を見て憂さが晴れ、カーナへの興味だけが残ったのだろう。物もの怖おじせずに、値段交渉をするカーナを面白がっているらしい。

「あなたがお強いのは分かりました。きっと、凄くたくさんのお金が必要になるんでしょう。でも、私たちに払えるのはこの程度なのです。これで、次の関所まで同行してはもらえませんか？」

　そう言って差し出した革袋には金貨が入っていた。全部で三万ゴルドを超えている。面白いのは意外と適正であるということだった。

　モンスターのレベルが低い場所をランクＢ冒険者が一晩護衛するとなると、まあこのくらいなのだ。いや、彼女たちにある程度戦闘力があり、野営の準備などもできているならむしろ貰いすぎかもしれん。それが分かっているのかどうか……。ただ、これでフランが彼女を決定的に気に入ったのは確かだった。

「わかった。そのかわり、そいつは……」

「勿論です。もう、悪口は言わせません」

「ん。なら引き受ける」

「ありがとうございます！」

　さて、道中どうなるかね？　トラブルの香りがプンプンだが……。まあ、フランが自分で受けた仕事だ、俺は精一杯サポートすればいいか。

　そうしてカーナたちの護衛を引き受けたフランだったが、すぐに日が落ちてしまっていた。

　彼女たちとのやり取りに、時間をかけ過ぎたらしい。

　結局、途中で野営をすることになってしまった。

『まあ、ここなら脇道からの通行の邪魔にもならないし、大丈夫だろう』

「ん」

　この峠は完全な一本道ではない。何十もの脇道があり、それらの道は様々な場所に繋がっているそうだ。中にはレイドス王国に繋がる道もあるらしい。当然、関所や見み張はり櫓やぐらで監視はされているので自由な通行はできないが。

　俺たちは野営をする場所を決めると、大地魔術で魔物除よけの壁を作り出し、防御陣地を構築していく。ワイバーン以外の魔獣であれば、この壁で十分防げるだろう。

「こ、これほどの魔術が……」

「う、嘘でしょう……！」

　フランが作り上げた陣地を見て、ディアーヌとシェラーが呆然としている。

　フランが強力な戦士であることは分かっていたのだろうが、魔術の腕前がこれほどの物だとは思わなかったのだろう。高さ一〇メートル近い壁がせり上がっていく光景に、カーナたちは息を呑んで見入っていた。ウルシの最大化を見せた時よりも驚いたんじゃないかね？

　道中の雰囲気は思ったよりも悪くなかった。

　完全に心を折られたディアーヌと、未だにフランに恐怖を抱いているシェラーがほとんど喋らなかったのだ。対して、カーナはフランに積極的に話しかけてくる。

　野営中、フランからもウルシからもやや離れた場所で、気配を殺すようにジッとしているディアーヌたちに対し、カーナはフランの真横に座ってカレー風味のスープに舌鼓を打っていた。

　さすがにシェラーが毒見などをしていたが、フランが出した一見粗末な料理を文句も言わずに食べている。まあ、見た目は粗野だが、魔獣肉と香辛料をたっぷり使った高級料理だけどね。

　それに、カーナは串焼きなどをそのまま食べることが楽しいらしい。その表情の明るさは演技ではないだろう。

「フランさんは冒険者なのですよね？」

「ん？」

「私と同じくらいの齢としだと思いますが、それくらいの冒険者は珍しくはないのですか？」

「ん……。いる」

「そうですか……。あの、フランさんは、なぜ冒険者に？」

　ディアーヌたちのようにマイナスの感情はないようだが、冒険者に対して興味はあるらしい。そんなに珍しいものか？　どんな町にだって何人かはいるだろう。それとも、全く見かけたことがないくらい箱入り？　それにしては魔術が使えたり、野営に文句も言わないなど、逞たくましさがある。

「強くなるため」

「強く、ですか？　それは、例えば騎士や兵士を目指すのではいけないのですか？」

「子供じゃ無理」

「そうですか……。あの、冒険者の仕事は辛くないんですか？」

「なんで？」

　カーナの問いを聞いたフランは、心底不思議そうに聞き返した。

「私と同じくらいの年齢でそんなに強くなるには、凄く大変だったんじゃないですか？」

「……強くなりたいから冒険者になった。だから、怪我したり、強い相手と戦ったりするのを苦しいと思ったことはない」

「そ、そうですか……」

　フランの真っすぐな目に見つめられ、カーナは気け圧おされたように目を逸らした。互いの価値観が余りにも違いすぎる。分かり合えないとは言わんが、出会って一晩で全てを理解し合うことは無理だろう。

　カーナにとっては地獄のような日々に思えるとしても、フランにとっては掛け替えのない日々だったはずだ。逆に、フランにもカーナのことは理解できない。きっと、いいとこの令嬢には彼女たちにしか理解できない辛さがあるのだろう。

　人っていうのはそういうものだ。

「冒険者の仕事は、魔獣や盗賊を倒したりするんですよね？　後は商人さんや旅人の護衛をしたり」

「ん？　違うよ？」

「え？　そうなのですか？」

　え？　そうなの？　俺も驚いちゃったんだけど。

　だが、フランにはフランの思い描く、冒険者像がしっかりとあるのだった。

「冒険者の仕事は冒険」

「冒険？」

「そう。冒険するのが冒険者」

「盗賊を捕まえたり、魔獣を狩るのは？　冒険者の方がやっているのではないのですか？」

「やってる。ちょっと前に通った町でも、ゼロスリードっていう賞金首を冒険者とかが捕まえようとして返り討ちにあったって聞いた」

　フランの言葉にディアーヌが強く反応する。

「ゼロス、リード……！」

　だが、突っかかってきたわけではなかった。ゼロスリードの名前を呟き、目を見開いているのだ。

「知ってるの？」

「いや……聞いたことがあるだけだ……」

　それにしちゃあ、妙な緊張感だった気がするが……。ゼロスリードは他の国でも散々暴れているっていうし、知っているのかもしれないな。

「？」

　フランは首を捻っていたが、すぐに興味を失ったらしい。カーナとの話に戻る。

「賞金首を捕まえるのだって、本当は騎士とか兵士がやる仕事」

「ま、まあ。そう言われればそうですね」

「でも、やってくれないから、冒険者がやってるだけ」

　うーん、フランと同じ意見の冒険者はあまり多くないと思うけどな。フランの言う冒険とは、魔境やダンジョンに入って、戦う事全般を指しているはずだ。

　そして、単に盗賊や魔獣を倒す治安維持は、本来騎士団の仕事であると言っているのである。だが、そこは境界線がかなり曖昧だった。ダンジョンの中で魔獣と戦っているのだから外でも戦えるし、盗賊などと戦うこともその延長線上であるとも考えられるのだ。

　フランの言葉にカーナは驚いているが、最も激しい反応を示したのはディアーヌであった。今度はしっかりとフランを睨みつけてやがるね。

「……だ、だが、力を持つ者には人々を守る義務があるはずだ！」

「そうなの？」

「そうだ！　力には義務が伴う！」

「ふーん。よくわかんない」

「ディアーヌ」

　カーナが制すが、ディアーヌの言葉は止まらない。

「お、お前はそれ程の力を持ちながら、弱者を見て何とも思わないのか？　虐しいたげられている者を救おうと思わんのか！」

「思うよ？　だからあなたたちも助けた」

「……今、よくわからないと……」

「ん？　助けたいから助ける。それだけ。別に、自分が弱くても助けたいと思ったら助けようとするから。お前は自分が強いから人を助けるの？　弱かったら見捨てる？」

「そ、それは……」

「騎士は任務じゃなければ人を救わないの？　目の前で襲われてる人を、助けない？」

「そんなことは……！　赤騎士は──」

「ディアーヌ！　黙りなさい！」

「……っ！　も、申し訳……」

　カーナに怒鳴られたディアーヌが、青い顔で黙り込んだ。

　しかし難しい問題だ。俺は、力の義務っていう考えが好きじゃない。強者を利用するための弱者の都合のいい理屈。もしくは、力に酔った強者の驕おごりだと思う。

　フランの場合はそんな難しいことは考えていないだろう。そもそも、目の前に困っている人がいれば理由を考える間もなく、とりあえず助けちゃうからね。自身が口にした通り、助けたいから助ける。それだけだ。

　もし相手がムカつくやつだったら普通に見捨てるか、助けて法外な報酬を要求するだろう。

　これもまた、冒険者と騎士の差と言えるかもしれない。騎士というのはいわば税金で食わせてもらっている人たちだ。その辺の義務と権利について、入団時から叩き込まれるのだろう。ああ、オーギュスがいた頃のアレッサ騎士団みたいに、腐ったクズ騎士団じゃなければね。

　ただ、「給料分働け！」では士気も上がらないし誇りも保てない。だから、弱者の救済とか、正義の為の奉仕みたいな、騎士たちのやる気を上げるための表現が使われるのだろう。

　そういった教育が行き過ぎれば、ディアーヌみたいな騎士が生まれる訳だ。

　対して冒険者は全て自己責任だ。つまり手に入れた力も自分の力であり、自分のために使うという考え方が普通であるはずだ。

「ディアーヌの肩を持つわけではありませんが、冒険者の中には盗賊まがいのことをする人間もいると聞きました」

「騎士にだって貴族にだって、クズはいる。あなたたちの国には、悪人がいないの？」

「それは……そうですね。本当です。悪い騎士や貴族もいますものね」

　カーナはフランの言葉を聞いて、深く頷いている。何か心当たりがあるらしい。考えてみれば、お嬢様がこんな所を少数で旅しているのも不自然だし、訳アリなのだろう。

「それでは冒険者というのは──」

「ん──」

　余程冒険者に興味があるのか、カーナの質問は就寝するまで延々と続くのだった。







　カーナたちを救った翌日。

「見えた、あれが関所」

「もうですか？　凄く早かったですね」

「ん。ウルシはすごい」

　日の出とともに出発したフランたちは、二時間もかからずベリオス王国側の関所にたどり着こうとしていた。ウルシの背に全員を乗せて、駆け抜けたのだ。揺れないようにややゆっくり走っても、凄まじい速さであった。

　道中の魔獣は近いやつだけ仕留めて、他は無視である。カーナたちの身の安全が最優先だからな。たとえどんな成り行きであろうとも、護衛依頼を引き受けたのだから、そこは完璧にこなさなくてはならないのだ。

「このまま行くと騒ぎになる。一度下りる」

「わかりました」

「……これほどの魔獣を使役できるものなのか？」

「む、無理ですよ。聞いたことがありません」

　ディアーヌとシェラーは、ウルシの背の上でずっと青い顔をしたままだった。

　どれだけ人懐っこかろうが、巨大な魔獣というだけで恐ろしいらしい。それに、ディアーヌはフランを怒らせたからね。いつけしかけられるか分からないとでも思っていそうだ。

　シェラーは、フランの実力を理解してからはずっとディアーヌの側にいた。どうやらディアーヌが失礼な言葉を発して、これ以上フランを怒らせないようにしようと考えたらしい。おかげで、静かでよかったのだ。

「では行きましょうか」

「ん」

　フランを先頭に関所に向かう。結構審査が厳しいという話だったが、無事に通過できるだろうか？

　ベリオス王国の関所も、クランゼル王国の関所に負けず劣らず大きかった。有事には魔獣や敵軍を防がなくてはならないし、砦としても作られているのだ。

　砦の中から弓で狙われているな。ただ、これはならず者や敵兵が旅人に偽装していた場合の備えなのだろう。明確な殺意は感じられなかったので、俺もフランもあえて無視である。

「止まれ！　四人組か？」

「ん」

「身分証をこちらへ提示しろ」

「わかった」

「わかりました」

　言われるがままに身分証を取り出して、兵士に手渡す。案の定最初は驚かれたが、冒険者カードが本物だと分かるとその後は特に問題なく入国を許可された。

　やはり高ランク冒険者という肩書は強いようだ。ベリオス王国としても、国内に強い冒険者が増えるのは利になるわけだし、拒否する理由がないのだろう。

「こちらは三人一緒？　そちらの少女とは別口なのか？」

「フランさんは先日雇った護衛兼道案内です」

「ふむ、モーリー商会？　聞いたことがないが……」

「小さな商会ですので」

「商会の令嬢と、その従者二人……」

　おや？　カーナたちが何やら疑われているようだ。カーナは商会主の娘だったらしい。なるほど、言われてみるとあの度胸は商人っぽかった。ただ、それにしては気品がある気がするんだよな。

　大商会のご令嬢ならば理解できるが、多くの情報を頭に入れているであろう入国管理官が聞いたことがないような小さな商会の娘が、あんな気品を身に付けるか？　いや、厳しい教育を受けたということなら理解できるが……。

　それにディアーヌの存在が謎だ。彼女は騎士と名乗っていたが、職業は剣士となっていた。つまり職業が騎士なのではなく、身分が騎士と言うことだろう。

　商会の護衛がそんな名乗りをするだろうか？　勿論、単に騎士に憧れているだけという可能性はあるだろう。しかし、ハッキリと紅旗騎士団だとか、赤騎士だとか口走っていたはずだ。

　首になった後に商会に拾われた線もあるが、それで騎士と名乗り続けるだろうか？

（師匠、カーナたちどうした？）

『うーん……。ちょっと様子見をするぞ』

（わかった）

　いざとなったら無関係だと主張せねばならない。スパイ容疑などかけられたら、ベリオス王国で自由に動けなくなるかもしれないのだ。

「商会の所在地は？」

「クランゼル王国の港町。ダーズですわ」

「商会の主の名前は？」

「レイモンド・モーリー」

「ベリオス王国での目的は？」

「特別自治区です」

「……うむ」

　この入国管理官の男性。実は嘘看破スキルを持っている。レベルは低いが、相手が嘘を吐けば違和感くらいは感じるはずだった。しかし、そのスキルに反応がなかったのだろう。それでも、未だに納得のいかない顔でカーナたち三人を見ていた。

　長年の経験で怪しいことは分かるのに、スキルや身分証は彼女たちに怪しい部分がないことを示している。俺も虚言の理を使っていたのだが、カーナの言葉に嘘はなかった。やはりクランゼル王国の商会令嬢なのだろうか？　ダーズと言えば、俺たちも訪れたことがある北の港町だ。

　質問をしていた管理官が、上司らしき男性とコソコソと相談している。俺には聞こえちゃうけどね。

「どうします？」

「あの少女はクランゼル王国の冒険者なのだな？」

「はい」

「クランゼル王国の冒険者ギルドで護衛を雇ったとなれば、その身分はギルドによって証明されたと言ってもいい。それに、向かう先は特別自治区。ならば構うまい」

「よろしいのですか？」

「あの場所であればな。ただし、本当に自治区に入ったのか、後で照会を忘れるな？」

「はっ！」

　これはカーナに利用されたか？　冒険者を護衛として連れていれば、誰だって冒険者ギルドで依頼を出したと思うだろう。つまり、冒険者ギルドが怪しい人物ではないと認めたということになる。

　騙された訳じゃないが、やはりカーナは強したたかだったな。

　結局、それ以上は拘束されることもなく、四人は国境を越えることに成功したのであった。まあ、あれ以上はどうしようもないのだろう。

　それに、向かう先が特別自治区ということも見逃された理由であるようだった。特別な自治区というだけあって、ベリオス王国の中でも違う国的な扱いであるらしい。そっちに押し付けてしまえという思惑もあるのだろう。

　関所を抜けてしばらく歩いた時点で、カーナと向き合うフラン。ディアーヌとシェラーは離れた場所で地図などを確認している。

「依頼はここまで」

「はい。護衛、ありがとうございました。それにウルシさんのおかげで、思いもかけず早くベリオス王国に入ることができました」

「ねえ？」

「なんでしょう？」

「ディアーヌは騎士なの？」

　フランも実は気になっていたらしい。俺と同じで、関所で足止めされたくないので黙っていたんだろう。

「……そうです。私の身元が気になりますか？」

「ん？　別に？」

「え？」

「冒険者は過去を気にしない」

　冒険者の中には、様々な理由で過去を捨てた人間も多い。その過去を詮索するのはご法はっ度とだ。彼らの中で過ごすうちに、すっかりその精神が身に付いたらしかった。まあ、元々身分などに無頓着と言うこともあるが。

「それよりも、心配になった」

「心配、ですか？」

「ん。ディアーヌは自分が騎士だって普通に言ってたし、身なりも騎士」

　これから先、カーナの身分を不審に思う人物は他にも出てくるだろう。フランは純粋にカーナを心配していた。やはり、この強かな少女に興味を抱いているようだ。

「ああ、そういうことですか……。彼女は父の伝つ手てで借り受けただけで、完全な私の臣下という訳ではないんです……。最初は鎧を脱がせて、冒険者の格好をさせようとしたのですが、どうしても嫌がりまして」

　冒険者に凄まじい偏見を抱いていたようだし、仕方ない。フランに青猫族のふりをしろと言うようなものだ。死んでも拒否するだろう。

「それに、融通が利かなくて視野が狭い部分はありますが、腕はそこそこ立ちますから。ある程度強い女性となると、探すのも大変なのです」

　ディアーヌのような性格に難がある人材でも、貴重な女性の護衛なのだろう。

「関所では色々と黙っていてくださりありがとうございました」

　カーナが改めて深々と頭を下げた。確かに、あの場でフランが余計な口を挟んでいれば、カーナたちは窮地に陥っていたかもしれない。

　ディアーヌの怪しさ。フランを雇ったのは国境を越えてからだということ。クランゼル王国側の国境を越えた人間は、俺たちの前は商隊が五日前にいただけということ。

　どれ一つをとっても、カーナたちの身の上を怪しむには十分だろう。

「別に」

「ふふ。あなたに出会えたことは、私にとって本当に幸運でした。またお会いしましょう」

「ん。また」

　別れはあっさりしたものだ。どちらも振り返ることもなく、分かれ道を別々の方へと進んでいく。

　行かせちまってよかったのか？

　カーナたちと別れた後、俺は気になっていた疑問をフランにぶつけてみた。

『なんで、カーナをそこまで気に入ったんだ？』

　悪人とは言わんが、強かで、油断ならないタイプだった。入国が有利になるようにフランを利用したり、報酬を値切ったり。好意を抱く理由があったか？

　今思えば、ディアーヌの失礼な発言を強く制止しなかったのにも、何か理由があったんじゃないかと思ってしまう。フランの人となりを見極める、とかな。

『明らかにフランを利用しようとしたのは気付いてるんだろ？』

「ん。でも騙されてない」

『まあ、そうなんだが……』

「カーナ。同じ年」

『そういえばそうだったな』

　もしかしてそれだけで？　だが、フランにとってはさらに大きな理由があったらしい。

「それに黒猫族を侮らなかった」

『ああ、そういうことか』

「ん。ディアーヌも冒険者を馬鹿にはしたけど、黒猫族を馬鹿にはしなかった」

　実際、今までの旅で出会って仲良くなった人々にしても、黒猫族の少女という時点で非常に驚いていた。驚き方には二つのパターンはあったが。

　一番多いのは、黒猫族という弱い種族の少女が、冒険者などしていることに対する驚き。

　次が、黒猫族という種族でありながら、強者の気配を纏っていることに対する驚き。

　どちらにせよ、黒猫族という種族に対する侮りがあった。いや、彼ら彼女らに、黒猫族に対する侮蔑や悪意はないのだ。ただ、事実として黒猫族が弱い種族であり、戦闘に向かないということを常識と考えている。

　フランにとってそれは非常に歯がゆいことだった。悲しくもあったのだろう。だが、カーナもディアーヌもシェラーも、一度も黒猫族を弱者とする発言をしなかった。少女であるとか、冒険者であるといったことに対する侮りはあったが、それだけだ。特にカーナ。考えてみれば、種族、年齢、身分。彼女は一切気にしていないようだった。むしろ敬意さえ感じたほどだ。

「カーナは面白い。冒険者になればいいのに」

『へえ？』

　これは、フラン的には結構な褒め言葉だ。居い丈たけ高だかな貴族が平民に対して、「お前が貴族なら領地も安泰だ」とか言うくらいの褒め言葉である。

「カーナは弱い」

『まあ、魔術師としては下の上くらいか？』

「でも、私を怖がらない。侮れないって思った」

　強い冒険者同士が、出合い頭に力量を測り合うことがある。闘気をぶつけ合い、軽いフェイントの応酬をし、相手の力を見極めるのだ。一般人には殺気をぶつけ合い、武器を抜こうとしているようにしか見えなかったとしても、一流の冒険者同士であれば禍根は残らない。そして相手を認めれば、対等の相手として付き合う。

　冒険者のそれとはまた違っているものの、フランはカーナを観察して対等の相手として認めたらしかった。戦闘力以外の部分で、フランの琴線に触れる何かを持っていたのだろう。

　同じ年で、冒険者であることも黒猫族であることも見下さず、圧倒的な力を見せた自分に物怖じもせずに接し、利用しようとさえするカーナ。考えてみれば中々の器か？

「カーナは面白い」

『まあ、フランがそう言うならいいけど』

「ん！」

　結局のところ、なんか気に入った。つまりはそういうことなんだろう。

　カーナたちの気配が感じられなくなった頃、フランは大きくなったウルシに跨またがった。そろそろウルシが爆速でかっ飛ばしても、国境からは見咎められない距離だろう。

『ここから魔術学院までは普通だと五日くらいだな』

「ウルシだったらもっと早い」

「オン！」

　それはそうなんだが、初めて来た国だし、いくつかの町も見ておきたい。

『フランはどうしたい？』

「おいしい名物」

「オンオン！」

『それもあったな』

　あとは冒険者ギルドに顔も出しておきたいし、国内の情勢なんかも耳に入れておきたい。特に、クランゼル王国、レイドス王国との関係だ。戦争に巻き込まれたくはない。場合によってはフランの行き先を強引に変えてでも、戦争から遠ざけなければならないだろう。

「他に何かある？」

「オン？」

『……大人には色々あるんだ』

「おおー、なるほど」

　ウルシのサイズもあまり巨大にしない方がいいだろう。どんな噂が立つかも分からん。

　結局、ウルシには仔馬サイズに変化してもらい、ここから最も近い村に向かうことにした。その後は、大きめの町を目指すのだ。

　ただ、その村では特に成果を上げることはできなかった。国境に一番近い村なので宿場町的に発展していると思ったんだが、完全に農村だったのだ。

　冒険者ギルドの支部には元Ｅランクの爺さんが一人いるだけだった。気の良い爺さんで、食い物を差し入れたら色々教えてくれたけどね。さらに一時間ほど進んだ場所に湖があり、その畔ほとりに大きな町があるらしい。大抵の旅人は村を素通りして、その町へと行ってしまうんだとか。

『湖の畔の町か』

「楽しみ」

『そういえば、デカい湖を見たことはなかったか？』

「ん」

「オン」

　フランもウルシも、湖自体は初見ではない。クランゼル王国内でも、小さい湖ならいくつもあった。だが、これから行く場所は規模が違う。なにせ、対岸が見えないというのだ。多分、琵び琶わ湖ことかと同じくらいのサイズなのだろう。もしかしたらそれよりも広いかもしれない。

「ウルシ、急ぐ！」

「オンオン！」

『おいおい、湖は逃げんぞ？』

「魚」

「オン！」

　あー、そういえばデカイ淡水魚が名物だって言ってたな。鯉こいみたいなものなのかね？

「魚カレー」

　淡水魚って、カレーに合うか？　鯉カレーとか、ウナギカレーってあるっけ？　ご当地土産としては無くはないだろうが……。本場のカレーにはフィッシュカレーってあったはずだけど、俺が作ってるのは日本風のカレーなんだよなぁ。

『フラン、一つ言っておくが、カレーに合わない食材も存在するからな？』

「だいじょぶ。カレーは最強。何を入れても美味しい」

　やばい、フランのカレーへの信頼感が半端ない。ぜ、絶対に美味しい淡水魚カレーを作らねば！

　俺がレシピを考えている間にも、ウルシが快調に空を駆け続ける。もう少しゆっくりでもいいんですよ？　そんな俺の願いも空しく、ウルシはあっという間に目的地へと辿り着こうとしていた。

「みえた。おっきい水たまり」

『湖な』

「海みたい」

『いや、湖』

　遥か前方に見えるのは、キアーラゼンという町だ。小さく見えるが、それは湖が大きいからだろう。近づいてみると、かなりの規模であると分かる。

　別名、湖畔の乙女。なんでも、湖が見える広場に水の精霊を象かたどった像が立っており、それが観光名所なんだそうだ。フランは興味なさそうだけどね。さらに、町の建物が白を基調にして美しいこともあわせ、湖畔の乙女という愛称で呼ばれているらしい。

　乙女などと言われるだけあって、中々美しい光景だ。陽光を反射して青く煌めく湖面と、その畔に立つ白い建物たち。青と白のコントラストが鮮やかである。

　大きな湖の上をちっぽけな漁船たちが行き来する姿は、人々の営みの尊さを感じさせてくれた。

「……おっきい」

「オフ……」

　花より団子コンビも、この眺めには感じ入るものがあったらしい。美しい景色を愛でる感性が少しでもあってくれて、俺は嬉しいよ。口を半開きにして湖を見つめている。まあ、一分もたなかったが。

「魚」

「オン！」

『はいはい。じゃあ、町にいくか』

「ん」

　キアーラゼンへの入場は、スムーズだった。少し並んだものの、五分はかからなかっただろう。戦争の影響で人が少ないのかと思ったら、ほとんどの旅人が船を使って湖側から町へと入るらしい。

　陸路を使うのは僅かな行商人か、冒険者だけだった。

『フラン』

「……ん？」

『買い食いはほどほどにして、冒険者ギルドに行くぞ』

「もぐ」

『口に物を入れたまま返事するのはお行儀が悪いぞー』

　というか、町に入って三〇秒で屋台に向かうとは……。やばいな、フランの旅の目的に、買い食いが確実に追加されている。お金はあるんだけどさ、好きなだけ食べ物を買うっていうのは教育的にどうなんだろう？　絶対に無駄にはしないけど……。

『うーん』

「どうしたの師匠？」

『いやなに、フランはよく食べるなーと思ってさ』

「ふふん」

　なんでドヤ顔？　可愛いって言われても全く反応しないのに。そもそも、たくさん食べるって褒め言葉なんだろうか？

『で、何を買ったんだ？』

「これ」

『ほほう。魚の素揚げか』

　見た目はフナとか金魚に近いだろう。淡水魚っぽいな。料理方法は単純で、内臓を取り出してそのまま油で揚げただけ。鱗うろこさえとっていない。

『味はどうだ？』

「塩？」

『……他は？』

「ちょっと泥」

　典型的な下処理不足の川魚だろう。しかし、フランはそう言いつつ魚の素揚げを勢いよく平らげる。

「バリバリするのはいい」

『ああ、食感が好きってことか？』

「ん」

　素揚げされた鱗部分が気に入ったようだ。味はいまいちでも、こういう気に入り方もあるのね。

　フランは食べ終わった端から屋台に突撃し、魚の素揚げを買っては齧かじりついている。

「！」

『ど、どうした？』

「これ、おいしい」

　目を見開いて固まったフランに何事かと思ったら、しっかりと美味しい素揚げに出会ったらしい。

「モムモム！」

『ウルシもか』

　フランが食べているのは、この通りにあるほぼ全ての屋台が提供している魚の素揚げだ。使っている魚も一緒のようだし、見た目では他の屋台と違いが分からない。

　だが、フランとウルシが言うのであれば間違いないだろう。

『当たりの屋台だったんだな。下処理とか味付けがいいのかね？』

「戻る！」

「オン！」

『あ、ちょっと！』

　フランとウルシがダッシュで来た道を引き返し、ある屋台に突撃していった。よくここで買おうと思ったな。

　その屋台は閑かん古こ鳥どりが鳴いていた。しかも屋台がやけにボロい。塗装は剥げているし、暖の簾れんのような物は色あせてみすぼらしい。この外観のせいで客が来ないのか、客が来ないからみすぼらしいままなのか。少なくとも俺だったらこの店は選ばないだろう。

「あれー？　また来てくれたの？」

　売り子は、金髪ハーフツインの少女だ。貴族の血でも混じっているのかと思うほどに美しいゆるふわブロンドに、白い肌。魚をその場で素揚げして売っているのだから、油跳ねで肌が荒れていなくてはおかしいと思うのだが、少女の肌にはシミ一つない。

　だが、この少女目当てで客が殺到することはないだろう。黒い鉢巻みたいな眼帯で、両目を覆っているのだ。片目ならともかく、両目である。見目麗しい分、その目隠しのような眼帯の異様さが際立つ。しかし、フランはそんなことには全く頓着せず、魚を注文した。

「ん！　ここのが一番おいしい。匂いに嘘はなかった」

「オン！」

「ありがとう」

　少女はふわりと笑うと、軽く頭を下げる。どうやらフランたちは鼻でこの屋台を選んだらしい。揚げ油が他と違うのだろうか？　使い回しせず、こまめに入れ替えているのかもしれない。




[image: ]




「全部ちょうだい」

「え？」

「全部ほしい」

「えっと、ここにあるの全部ってこと？」

「ん。揚げてくれたらそれも買う」

『こらこら、買い占めはダメだって。営業できなくなるだろ』

　店っていうのは、単に売り上げさえ良ければいいものではないのだ。お得意さんとか常連さんのために、ある程度は残さないと評判に関わる。

　しかし、少女は普通に喜んでいた。

「ありがとう。じゃあ、早速揚げるわね」

　考えてみりゃ、これだけ流行はやっていないんだ。全部売れるのは少女にとって幸運でしかないのかもしれない。

『それにしても、凄いな』

　少女は見えているのかと思うほどに、流麗な動作で魚の素揚げを作っていく。魚を捌さばく動作も、油から上げるタイミングも完璧だ。それだけではない。フランからお金を渡された少女は、それを僅かに触っただけで銀貨か銅貨か判別し、お釣りを返してきた。

　気になって鑑定してみると、その疑問は解消される。





名称：レーン　年齢：２４歳




種族：人間




職業：料理人




状態：欠損・両目




Lv：２５




生命：８４　魔力：１０１　腕力：３０　敏びん捷しょう：４１




スキル：鋭敏聴覚２、風魔術４、気流視覚２、気配察知２、杖術２、反響定位４、魔力視覚５、水魔術２、料理４、魔力操作




装備：樫かしの短杖、水精の服、魔力の眼帯、魔力の首飾り






　視覚を補うためのスキルを多数所持していた。スキル構成から考えて、元々魔術師だったのだろう。

「……」

『！』

　なんだ？　いま一瞬レーンの目が俺を見た？　いや、目は見えないはずだが……。魔力視覚で俺が魔剣だと分かったのか？　不思議な感覚だ。俺というよりは、剣に宿った俺の魂を見透かされたような……。いや、そんなわけないよな。

　ただ、視力を失っている分、それ以外が非常に鋭敏であるらしかった。彼女の前では油断しないように気を付けよう。

「この上載せて」

「大きなお皿ね。分かったわ」

「ん」

　フランが取り出した大皿に、レーンが揚がった魚をドンドンと載せていく。

　その手つきには迷いがなく、魚が崩れるようなこともなかった。想像以上に、周囲のことを把握できているのだろう。最終的には、三〇匹ほどを積み上げていた。

「これで全部ね」

「ん！　おいしそう」

「オン！」

「たくさん買ってくれてありがとう」

　レーンがそう言って、右手を差し出してくる。

　フランが反射的にその手を握り返すと、レーンはさらに左手を重ねてギュッと握り込んだ。そのままブンブンと上下に振る。

　嬉しいのは分かるが、妙に馴れ馴れしくないか？　フランは嫌がってないけど、露店でここまでフレンドリーな人は初めて見た。魚が売れたのが余程嬉しいのだろう。

「私がこの屋台を始めて以来、最高売り上げだわ！」

「ん。またくる」

「ありがとう。またね」

　そうしてレーンの屋台を後にしたのだが、なぜか彼女にずっと見られているような気がする。

『いやいや……。気のせいか？』

「師匠？」

『なあ、誰かに見られてるとか、ないよな？』

「む……？」

「オン……？」

　俺の言葉にフランたちが一瞬身構える。だが、すぐに首を傾げた。周囲の気配を探っても、何も感じないのだろう。やはり俺の気のせいか。

『すまん。俺の勘違いだったみたいだ』

「ん？」

「オン？」

『気を取り直して、冒険者ギルドに行こう』

「わかった」

　俺の言葉で冒険者ギルドに向かうのだが、その道中もあの眼帯の少女のことが気になってしまう。

『あの娘、俺が鑑定を使ったことに気づいてたかな？』

「レーン？」

『ああ』

　俺の勘違いだと思ったが、やはり何かが引っかかるのだ。

「だったらすごい」

　そもそも俺たちはあの平原での修行で、隠おん密みつ能力や隠蔽能力をかなり強化していた。鑑定を発動させる気配なども、以前よりも抑えられている。それこそ高レベルの鑑定察知でも持っていなければ、勘づかれない自信があるほどに。

　アマンダでさえ、余程集中していなければ気付けなかったくらいだからな。しかも、気付くと言ってもせいぜい、「見られたかな？」という違和感を与える程度だったのである。

　俺が見たところ、レーンはそれほど強くはなかった。感覚が研ぎ澄まされてはいたものの、動きは素人に毛が生えた程度の物だったし、魔力も低かったのである。

　はっきりいって、あの程度の実力の相手に勘づかれるとは思ってもみなかった。実際、彼女のスキルには鑑定に完璧に気づけるスキルはなかったし、強者のように勘や感覚で何となく気付ける可能性は低いステータスだったはずだ。はずだったんだが──。

『……自信なくすぜ』

　魔ま狼ろうの平原でも散々練習したんだがなぁ。ディアスの言葉を忘れたわけじゃないよ？　ただ、あれは王族などに鑑定を仕掛けたら、不敬罪になるかもよと忠告されただけだ。鑑定を使うなと言われたわけじゃない。むしろ、上手く使えという忠告だった。

　その忠告に従い、できるだけ安パイっぽい相手に鑑定を使って、練習をしていくつもりだったのだが……。やはりレーンのことが気になる。しばらくは人間相手に鑑定の練習をするのは控えるか。

　そんなことを考えていたら、あっと言う間に冒険者ギルドの看板が見えてきた。

「たのもー」

「はい、冒険者ギルドにようこそ！」

　キアーラゼンのギルドに入ると、受付のお姉さんが笑顔で迎えてくれる。裏表がなさそうな、悪く言えば能天気そうな女性だった。外見でフランを侮る様子もないし、フランとしては有難いタイプの受付さんだろう。

「ご依頼──ではないかな？」

「依頼を見にきた」

「やっぱり冒険者さんか。一人なの？」

「ん」

「あれ？　でもおかしいわね」

「何が？」

「あなた、商業船団にくっついてきたんじゃないわよね？」

「しょうぎょうせんだん？」

「知らない？　もしかして外国の生まれ？」

「ん」

「そっか。商業船団っていうのはね──」

　お姉さんが説明してくれた。商業船団というのは、ヴィヴィアン湖を回遊している大船団のことである。ああ、ヴィヴィアン湖というのは、この巨大な湖のことだ。

　小国よりも大きな湖の畔には大きな町や都市がいくつも存在しており、船団はそれらの場所を定期的に巡っているそうだ。彼らの仕事は多岐にわたり、特産品などを仕入れて売る交易。冒険者や旅人の移動の足。危険な湖中央部での漁業や素材の仕入れ。さらにはサーカスや吟遊詩人などの娯楽を提供し、医者などによる定期健診まで行うそうだ。

「そんなにたくさん、船に乗れる？」

「一隻じゃないから。そうじゃなきゃ船団とは呼ばれないでしょ？」

「じゃあ、船がいっぱい？」

「うん、いっぱいね。正確な数は分からないけど、大型船が一〇以上。中、小型船が五〇以上はあるかな」

「ほー」

　そりゃあ凄い。そこまで行くと、ちょっとした村よりも人が多いだろう。水上の大型キャラバンみたいなのを想像していたが、もっと規模が大きいかもしれない。

「もう何百年も昔からこの湖を回ってるんだよ？」

「へー。誰がはじめたの？」

「それが面白いの。嘘かほんとか分からないけど、このヴィヴィアン湖は昔は海だったんだって」

「海が湖になった？」

　海って……。そりゃあ、海に見間違うくらいにデカいが、湖だろ？　昔海と繋がってたってことだとしても、かなり距離があるぞ？

「元々は小さい湖があって、その湖と海が合わさって、大きな湖になったって話よ。ヴィヴィアン湖はその小さい湖の名前が引き継がれてるんですって」

「どういうこと？」

「うーん。私も詳しくはわからないけど、天変地異で湖と海が繋がって、その後にまた何かあってここと海を切り離して、今の湖の形になったらしいわよ？」

　海と湖を隔てるような何かって、何だよ？　天変地異だとしても、凄い規模だろ？

「その時に湖側にとり残された貿易船が、魔物から身を守るために集まったのが商業船団の始まりだって、船団の商人さんが言ってたわ」

「そのままずっと湖にいるの？」

「だって、せっかくの船を放ってはおけないでしょう？　そのまま居ついちゃっても不思議はないんじゃない？」

　船っていうのは高価な物だ。それだけで一財産。外洋を航海できる交易船ともなれば、積荷などよりもはるかに高価である。交易船の船長たちが、船の持ち主なのか雇われだったのかは分からないが、船を放置して国に戻るという選択肢はなかったのだろう。

　だが、生きるには仕事をしなくてはならない。湖賊にならないだけの良心があったのか、獲物が少なくて盗賊稼業ができなかったのかは分からないが、彼らは村々を港として考え、交易を始めた。

　輸送、漁業、護衛、娯楽、交易、医療。稼ぐ方法を色々と考えたのだろう。

　結果、今の商業船団と呼ばれる形になっていったとしてもおかしくはなかった。

「で、商業船団にはこの辺の駆け出し冒険者がたくさん乗ってるんだよ。荷運びとかの安全な仕事もあるし、先輩冒険者さんの仕事を見て学べるしね」

　この湖周辺では、駆け出しはまず商業船団で修行をするというのが冒険者たちの常識になっているほどだという。

「だからあなたぐらいの年の冒険者は、商業船団だと結構多いのよ？」

「へぇ」

　子供冒険者が多い場所っていうのは、珍しいかもしれない。ただ、命の危険が少なく、先輩冒険者の指導も受けられるのであれば、意外と悪くない職場かもしれなかった。

「船団も快く迎え入れてくれるし」

「そうなの？」

「最初に恩を売っておけば、成長したときに商業船団のお得意になるじゃない？　強く育てば護衛として雇ってもいいし。冒険者から支持されているっていうのは、大きな武器だもの」

「なるほど」

　乗るかどうかはともかく、一度見てみたいな。フランも同じ気持ちであるらしい。

「その商業船団。どこに行ったら見れる？」

「あら、興味出た？」

「ん」

「そうねー。本隊は今の時期だと東の方に居ると思うわよ。さすがに正確な位置は分からないわね。分隊なら、一週間に一回はくるけど」

「分隊？」

「数隻の小型船で村なんかを回っている、商業船団の分隊のことよ。特定の航路を回っている船団とは違って、依頼やなんかで色々なところを回ってるわ」

　小回りが利く小型の商隊って感じなのかね？　それにしても、東か。この町は、湖のちょうど真南に位置している。ここから東と言うと、俺たちが向かう魔術学院のある方角とも一致していた。

　魔術学院は湖から離れているが、その周辺の自治区が湖とも接しているそうだ。これは、大船団を拝むチャンスがあるかもしれない。

「ねえ、一人でクランゼル王国から来たの？」

「ん。でも、なんでクランゼルって分かった？」

「そりゃあ、レイドスに冒険者はいないもの。だったら、この辺にくる外国の冒険者なんて、クランゼル王国から来た人しかいないわ」

「なるほど」

「あなたぐらいの年齢の子が一人で来るのは初めてだけどね。でも、商業船団に所属するのはいいことだと思うわ。一年もすると、いっぱしの冒険者になれるもの」

「ん？　別に所属しない」

「あれ？　興味を持ったんじゃないの？」

「おっきい船見てみたいだけ」

「あー、そういうことか。でも、命の危険はないし、絶対にお勧めなんだけどな。商業船団内にギルドの支部もあるから、ランクアップもできるし」

　船の中にギルドの支部？　すげーな。動く大商会どころか、動く町だったらしい。

「ランクＧとかＦの子でも、うまくいけば一年で一ランクアップできるの。冒険者を育てるノウハウが蓄積されてるから、安全に成長できるんだから」

　つまり、冒険者を育てるために、段階を踏んで仕事を割り振ってくれるってことか？　それは確かにいい制度かもしれない。他の支部だと、子供の死亡率が高い場所なんかもあるし。商業船団の紐付きになってしまうだろうが、この近辺で活動するならむしろそのコネはプラスだろう。

「だから、商業船団に所属するの、お勧めよ？　紹介状が欲しいなら書いてあげる」

「いい」

「たまーに、あなたみたいに強がって意固地になる子もいるのよね〜。でも、お姉さんの助言は素直に聞いておく方がいいわよ？」

「いい」

「もう！　頑固なんだからぁ！　大丈夫、いいところだから。一度所属してみなさいな」

「……そこだと、強くなれるの？」

　お姉さんの押しに根負けしたのか、フランが渋々質問をしてみる。相手に悪意が全くなく、善意で言ってくれていることが分かったのだろう。どんな場所かくらいは聞いてみることにしたらしい。

「なれるわよ？　一年もすれば、Ｆくらいならあっという間なんだから」

　お姉さんが、色々と説明してくれるが、フランが気になるのは一点だけだ。

　効率のいい育成とか、採取の穴場情報の共有とか、フランからすればどうでもいい。

「Ｆはなくて、もっともっと上。ランクＡとかは？」

　フランにとって重要なのは、それだけだった。

「いやー、さすがにＢとかＡくらいの高位の冒険者になると、物足りなくなって船を下りる人が多いみたいだけど……。でも、ランクＣの人は、かなり多いって話よ」

「だったら、私はいい」

「あら？　どうして？」

「これ」

　明らかにフランが駆け出しだと思っているお姉さんに、フランが冒険者カードを見せる。

「……？　いつもの黒いカードと色が……」

　冒険者カードはＧ、Ｆが銅でＥ、Ｄが黒。Ｃ、Ｂの場合は銀色になる。このギルドにはランクＤ以下の冒険者しかいないらしく、フランが出したランクＢの冒険者カードを見慣れていないようだ。

「えええ？　ほ、本物？　本物だよね？　うん、本物！　本物なんですけどぉ！」

「うるさい」

　ようやくこれが本物だと分かった途端、お姉さんが絶叫した。直後、直立不動になる。

「も、もも、申し訳ありませんでした！　舐めた口きいてましたぁ！」

「ん？」

「す、すんませんしたぁ！」

　もしかして元ヤン？　それにしても凄まじい恐れられようだ。実力を示してもいないうちからここまで激しく反応されたのは初めてだな。

「あわわ……」

　分かりやすく動揺していらっしゃる。これはまともに話が聞けそうになかった。

「あわわわわ……！」

　カオスな状態のまま数十秒が経過した時、ギルドの奥から人がやってくる気配があった。

　待っていると、仕立ての良い服に身を包んだ銀髪オールバックのおじ様が姿を見せる。ギルドマスターかな？　明らかに、冒険者上がりだと分かる肉体だ。

「なにがあった？」

「あわわわ……ギルマスゥゥ！」

「お、おい！　こら！　抱き着くんじゃない！」

「私！　大変な粗相をぉぉぉ！」

「な、何がどうなってやがる！」




　五分後。

「うちのアホが済まなかったな」

　執務室で、ギルドマスターが頭を下げていた。

　見た目は爽やかなおじ様風なのに、喋り方が荒っぽくてギャップがある。ただ、その身から発せられる気配は、間違いなく高ランク冒険者のものだった。

「高ランクなんかめったに来ないからよ。他国のランクＢなんて目の前にして、パニクリやがったらしい。いつまでも新人気分がぬけねーんだよなぁ。あれでも去年よりはましになったんだが」

「高ランクが少ない？　強い魔獣が出たらどうするの？」

「滅多に出ることはないが、その場合は俺が出るか、商業船団に応援を依頼するな」

　船団自体は決まったルートを回遊しているが、小舟などを使えば数日で各町に向かうことも可能らしい。さっき話に出た分隊ってやつだろう。

　各町の冒険者で何とかしのぎつつ、商業船団の助けを待つ。それが、手に負えない事態が発生したときの基本方針であるらしい。それ故、この地域の高位冒険者の多くは商業船団にあるギルドに所属し、その都度各町に散って仕事をするそうだ。

「ランクＢ以上はほとんどいないがな」

「そうなの？」

「そこまで高レベルになると、他の地域へと移ってしまうことが多いのさ。ランクに見合った依頼も少ないからな」

　この辺で高ランクと言えば、ランクＣ冒険者のことを指すらしい。しかも、彼らへの対応はマスターがしてしまうので、受付嬢は高ランク冒険者と接することがあまりないようだった。そのせいで、あのパニックっぷりだったのだろう。

「まあ、ここんところ、冒険者がちょいと減っちまってよ。常駐できる中級冒険者を派遣できないか、商業船団に掛け合ってる最中だがな」

「……なんかあったの？」

「お察しの通り、未帰還の冒険者が増えてんだよ。でっかい事件もないし、油断してるやつが増えてるのかもしれんが……違う理由の可能性もある。気が抜けねぇんだわ」

　依頼に出て帰らない冒険者が増えているらしい。だが、明確な理由は分からないようだ。そりゃあ、気が抜けないだろう。ギルドマスターがどこか疲れた雰囲気を出しているのも、そのせいなんだろう。

「それで、フランはこの後どうするんだ？　あのアホに商業船団の話を聞いていたようだが、興味あるのか？」

「ん……。少しあるけど、でも行かなきゃいけないところがあるから。また今度」

「そうか。あの黒雷姫がこの辺で活動してくれるとなれば、大歓迎なんだがな」

「知ってるの？」

「はははは。この大陸のギルドマスターで、嬢ちゃんの名前を知らないやつはいねーよ。あのディアスに目をかけられているんだろ？　だいたい、嬢ちゃんをランクＢに上げるときに色々と話が出ていたからな」

　そういえば、高位の冒険者になるにはギルドマスターの推薦と、各支部の承認が必要だった。その関係でギルド上層部にはフランの話が広がっているのだろう。

「しっかし、実際に向かい合うととんでもねーな……。本当に黒猫族か？　俺の強者察知スキルがあんだけの警告を鳴らすのも久しぶりのことだ……。これでも元ランクＢなんだが」

　それも仕方ない。確かにこのギルマスも結構強いが、フランの場合は今でさえランク詐欺状態なのだ。フランを軽く観察し、苦笑いしている。

「ここに来たのは、この国の情報が知りたかった」

「ああ、クランゼルからベリオスに入ったばかりだったか」

「ん。この国と、他の国の関係どうなってる？」

「そうさな。まず、ベリオスとクランゼルの関係は、付かず離れずって感じだろうな」

　互いに、レイドス王国という軍事大国と接しており、過去においても大きな諍いさかいがない国同士。どちらかが倒れれば、次はレイドスの標的になることが分かってもいるので、緩やかに連携をしながら様々な面で融通し合う。そんな関係が長く続いているそうだ。

「国の上層部としての理想は、相手の国とレイドスが潰し合い、漁夫の利を得ることだろう。だが、それが難しいことも理解している」

　現在、レイドス以外に脅威となる勢力もなく、彼かの国の脅威のおかげで貴族たちが外を攻めろと言い出すこともない。戦争にさえならなければ、国内情勢は安定しているといってもよかった。

　俺は前世の三さん国ごく志しを少し思い出した。名軍師・孔こう明めいが、主である劉りゅう備びに献策したという天下三さん分ぶんの計だ。拮抗した国が三つ、互いに牽制し合うことで三竦みとなり安定が訪れるという、有名な策である。ジルバード大陸の北部は、クランゼル、レイドス、ベリオスの三国によって期せずしてその状態になっているらしかった。

「まあ、クランゼルは少々揺らいでいるようだが、あそこも大国だ。いきなり潰れちまうこともあるまい。ベリオス王国からしても、潰れてもらっちゃ困る」

　互いにスパイを送り合ったりはしているものの、積極的に潰し合うことは両国ともに望んでいないのだった。

「近々、ベリオスからクランゼルに対し何らかの支援があるだろう。裏でひっそりと、だがな」

「なるほど。じゃあ、レイドスとは？」

「今も少し語ったが、最悪だな」

　何百年も前から、度々戦争をした間柄であり、国民感情も悪い。はっきり言ってしまえば、敵国と考えている国民が多いらしかった。

「ただ、侵略を受ける危険性については、低いと考えている」

「どうして？」

「自治区があるからだ」

　特別自治区。魔術学院があるという場所だ。位置的にはベリオス王国の西側にあり、レイドスが侵略をした場合には自治区は絶対に通り道になるだろう。

「いくら相手が伝説に語られるハイエルフだったとしても、国土の一割にも匹敵するような土地をポンと貸し与えるわけがないだろう？　あれは防波堤の意味もあるのさ。実際、自治区の長であるウィーナレーン様と国の間では、色々と契約が交わされているそうだぜ？」

「契約？」

「俺も詳しく知っているわけじゃねーんだが、有事の際に参戦することや、魔術学院で生み出された技術を国内に優先して公開することなんかが取り決められているそうだ」

　そして、国側も様々な特権をウィーナレーンに与えている。

「特別区域の自治。これが一番だろうな。納税義務の免除や、犯罪者の引き渡しの拒否権とか、いろいろと認められているらしい。あと、ヴィヴィアン湖の統治にも口出しする権限があるらしいぜ？」

「あの湖もハイエルフのものなの？」

「いや、全権があるってわけじゃないそうだが、開発やら何やらに、口を出すくらいの権限はあるそうだ。なんでもこの湖には精霊が住んでいて、その精霊を怒らせると国が亡ぶ危険があるんだと。その精霊を怒らせないように、監視する役目があるって話だ」

「国を亡ぼす精霊？」

　どっかで聞いた話だ。クリムトの風の大精霊である。もしかして水の大精霊がここに居るのだろうか？　だとしたら、怒らせるのは危険だろう。

　風の大精霊が暴走したことで、小国が滅びかけたって言う話だし。

「商業船団のやつらもぼやいてたぜ。船を増やしたり、新しい航路を決める度に、国や自治区への報告義務があって面倒だってな」

　実際、そんな精霊がこの湖に住んでいるのかどうかなんて、誰も分からないのだ。

　ただ、ハイエルフであるウィーナレーンが言っているから、そういうものなのだろうと認識されているだけである。

「ハイエルフを怒らせるわけにもいかないから、逆らいはしないだろうがな」










第二章　ヴィヴィアン湖




「この辺？」

『多分な。ウルシは分かるか？』

「オウン？」

『さすがに植物じゃ、気配もないか』

「オフ……」

　俺たちは今、キアーラゼンのギルドマスターから依頼を受けて霊草の採取に訪れていた。

　この近辺の冒険者ギルドには、特有の面白いシステムがある。他のギルドで出された依頼を、違う場所のギルドで受けられるというシステムだ。逆に、依頼の報告を他のギルドでしても構わない。採取などの納品依頼に限るが。

　それも商業船団があるおかげだった。船を使ってアイテムを運ぶことで、違うギルドに素材を納品できるのである。主に、分隊とよばれる小型商船が対応するらしい。

　今探している霊草は湖の湖底に生えているのだが、周囲に魔獣がいるためなかなか採取ができないそうだ。それを採取して、この先にある町で納品すればキアーラゼンに届くというシステムだった。

『まあ、潜ってみりゃ分かるだろ。風の結界を張る。フランとウルシは魔獣に備えろ』

「わかった」

「オン！」

『じゃ、いくぞ』

　湖に潜る。そこは、驚くほど美しい世界だった。

　まず、巨大な湖とは思えない程に透明度が高い。文明に汚染されていない、異世界の湖だからだろうか？　湖底一面に緑の水草が生え、僅かな水流によってユラユラと棚引いている。しかも、そこには色とりどりの花が咲いているのだ。

　生前、梅ばい花か藻もという、水中で小さな白い花を咲かせる植物を見たことがある。だが、こっちはそれとは比べ物にならないほどに大きく、地上の植物と変わらない見た目だった。

　様々な魚が緑の絨毯の上を泳ぎ回り、エビや亀などの水中生物が花々の間から顔をのぞかせる。見慣れない生物は、異世界の生物なのだろう。

　差し込む陽光は水面で拡散され、地上よりも優しく、柔らかく揺らいでいる。そのユラユラと変化する光が、この空間の幻想的な雰囲気をさらに高めていた。

　一瞬、ここが魔獣の生息する危険な場所だということも忘れ、俺たちはその光景に見入ってしまう。

『スゲーな』

（ん）

（オン）

　フランたちを感動させるんだから、大したものである。

　だが、その感動の時間も長くは続かなかった。

「キュアアアアアア！」

『ちっ。お客さんか』

　透明度が高いということは、こちらを狙う相手からもよく見えているということだ。

（でっかい蜥蜴とかげ）

『ワニっていうんだよ！』

　俺は偉そうにそんなことを言ったんだが、ワニでもなかった。

　顔はワニに似ているし、全身に硬い鱗が生えているところも同じだ。だが、体のフォルムはどちらかというとアザラシやトドなどに近いだろう。泳ぐことに特化したヒレ状の手足が、体の左右に二対ずつ計八枚生えていた。恐竜好きの人であれば、ヒレが八枚あるモササウルスと言えば通じるだろうか？　体長は三メートルほどなので、サイズはワニと同程度だろう。

（あれが、レイク・マーダー？）

『そうだろうな』

　物騒な名前のこの魔獣こそ、霊草採取を阻む強敵であるらしい。脅威度はＥ。まあ、水中の魔獣は戦いにくいので脅威度が高めに設定される傾向がある。

　鑑定したが、ステータスだけ見れば脅威度Ｆ程度だろう。水泳スキルが突出して高いが、これは水中のモンスターであれば珍しくないしね。正直、低ランク冒険者でもやり方さえ間違えなければ戦えそうだ。

　ただし、単体であればという注釈が付くが。このレイク・マーダー、必ず一〇匹以上の群れで行動するうえ、連携して狩りをする。さらに危険になるとすぐに逃げ散るせいで、駆除もしづらいらしい。実際、俺たちに向かってくるレイク・マーダーは三〇匹以上いるだろう。

　それだけではなく、弱いながらも水魔術による遠距離攻撃も備えているということで、この湖で最も嫌われている魔獣であった。被害の数も断トツで多いらしい。

　ゴブリンやオークと同じように、討伐依頼が常設で掲示されているほどなのだ。

『まずはあっちを片付けるか』

（ん。霊草とか他のお花を傷付けたくない）

『じゃあ、あまり派手じゃない技でいくぞ？』

（そうする）

（オン！）

　な、なんとフランからお花を傷付けたくないなんて言葉が出るとは……！　俺、メッチャ感動してます！　この言葉が聞けただけで、この場所に来た甲斐がありました！

（ウルシ！　いく！）

（オーン！）

　フランが光魔術で閃光を放つ。目潰しや、遠くへの合図用の術だが、今回は強烈な光で一瞬でも影を作り出すために使っていた。

　そこに、ウルシの暗黒魔術が炸裂する。影を媒介した拘束魔術である。影縫いとか影縛りと言われるタイプの術だ。今使ったのは影から闇を作り出し、相手に巻き付けて動きを封じる術だった。

　フランが光魔術を上げたいと言い始めたときには驚いたが、これがウルシの暗黒魔術と驚くほど相性がいいのである。特に、任意の場所に影を作り出すことができるのは、かなりのアドバンテージであろう。自分なりに考えてその結論に達したというのだから、うちのフランは天才に違いない。

『よし、後は任せろ！』

　ウルシの魔術で手足を縛られ、水面に浮かび上がってもがいているレイク・マーダーの群れ。俺は形態変形で刀身を複数に分割すると、それぞれを別々に動かし、全ての魔石を貫いていった。

　その直後に死体を収納すれば、あっさりと駆除完了である。

　肉は臭くて食えた物ではないらしいが、皮は防具として需要があるし、頭の剥製も好こう事ず家かに人気が高いらしい。それに、常設依頼も達成できるのだ。駆除はランクＥ依頼だが、この辺で嫌われている魔獣を駆除したという実績になる。達成しておいて、損はないだろう。

『じゃあ、病気に効くっていう霊草を採取しちゃうか。赤くて、棘の生えた草だっていう話だ』

（……あれは？）

『お、確かに赤いな。棘は……ある。これで間違いない。根ごと採取するぞ』

（あっちにもある）

『よし、しばらく手分けして採ろう。あればあるだけ欲しいって言ってたからな』

（わかった）

『ウルシは周囲の警戒だ』

（オン！）

　フランから少し離れて、より深い場所に生えた赤い霊草を採取していく。念動で持ち上げて引き寄せるよりも、刀身を分割して周囲に伸ばし、触れたものを収納する方が簡単だ。

　フランたちも採取を頑張っている。ウルシが湖底を蹴ってフワフワと歩き回りながら魔獣を警戒し、その脇でフランがしゃがみ込んでいる。透明度が高いせいで、まるで地上にいるようにも見えた。それなのにフランの横を小魚の群れが横切る光景は、不思議で仕方がない。

　このまま採って採って採りまくるぜ！　なんて思っていたら、不意に人の気配があった。そちらを見ると、湖面を小舟が進んでくるのが見えた。誰かが霊草の採取にやってきたらしい。

　しばし観察していると、舟からドポンと水中に跳びおりてくる。

　子供だ。茶髪で小柄な少年だった。多分、フランと同年代だろう。レイク・マーダーの縄張りとして知られる場所に、たった一人できたのか？

　その姿を視界に収めたことで、向こうも、気配を消していたフランとウルシに気付いたらしい。驚きに目を見開いている。驚きすぎじゃね？　それくらい目を見開いていた。驚愕という言葉は、この少年のためにあるのかもしれない。

「ゴポ！」

「ゴポ？」

「ゴポポ！」

　しばらく呆然としていたようだが、すぐに気を取り直したらしい。すると、今度はこちらをメッチャ睨み始めた。首を傾げるフランに対し、強い敵意を向けてくる。

　フランは採取場所を荒らしたせいで、怒っているんだと思ったらしい。自分が手に持っていた霊草を、そっと少年に向かって差し出した。距離はかなりあるが、フランの意図は伝わっただろう。

　しかし、少年の敵意は晴れない。むしろ敵意が増したようだ。フランを睨みつけるその目に、殺意すら宿っているように思えた。

　どこかで叩きのめしたことでもあったかと思ったのだが、フランも覚えていないらしい。

『まるで親の仇かたきでも見るみたいな目だが』

（……知らない）

『まあ、考えても分からんし、少し気を付けておこう』

（ん）

　親族が黒猫族に殺されたとか、そんな理由だろうかね？　それとも、フランが倒した敵の子供とか？　そうでもなけりゃ、初対面でこの敵意は考えられないのだ。

　睨まれているからと言って、それで排除する訳にもいかない。向こうも、その感情はともかくとして、ここで俺たちと敵対するつもりはないようだった。

　感情を押し殺すように表情を消すと、フランに対して会釈をする。そして、こちらに背を向けて採取を始めるのであった。ウルシの姿を見ているはずなんだが、それに怯おびえるような様子がない。やはりこちらの情報を知っているのか？

　まあ、互いに不干渉で粛々と採取を進めればいいだろう。そう思っていたんだが、中々都合よくはいかない。俺たちは採取の手を止め、身構えた。高速で接近してくる、大きな気配を捉えていたのだ。

〈高速で接近する生命反応があります〉

『本当にいたか！』

（レイク・キラー！）

　実はこの場所では、レイク・マーダーの上位種である、レイク・キラーの目撃情報があった。ただ、遠目に見たということで、他の魔獣との見間違いではないかとも考えられていたらしい。

　俺たちも確実に出現するとは言われておらず、あくまでも噂として聞かされていただけだったのだ。

　まだ姿は遠目にしか見えないが、魔力の質が明らかに違っている。それこそ、ゴブリンとハイオーガくらい違うだろう。サイズは五倍近くだが、その強さは一〇倍では済まないほどに強いらしい。

　厚みを増した鱗と皮下脂肪は物理的な攻撃を弾き返し、魔術によって身にまとった水の盾は魔術からその身を守る。巨大な牙は容易に人の肉体を噛み千切り、水魔術は小舟を簡単に沈めるのだ。体が大きくなって水の抵抗も増しているはずなのに遊泳速度が上昇しているのは、水魔術を使いこなしているからなんだろう。

　その脅威度は単体でＣ。ヴィヴィアン湖では最強クラスの魔獣だった。それこそ、この湖でも数パーティしかまともに対処することはできないほどである。少年ではなく、フランを狙っているようだ。フランの方が美味そうに見えるのだろうか？

（速い！）

　想定以上の速度である。魚雷のように水中を突き進むレイク・キラーの姿は、既にフランの目の前だった。人を一飲みにできるほどの巨大な口を開きながら、勢いのままに突っ込んでくる。俺でも引くくらいの圧力だった。

　しかし、フランは怯ひるむことなく冷静に迎撃を試みる。

「ゴオオオォォォ！」

（はっ！）

　ギャイィィン！

　レイク・キラーの噛み付きを回避しながら、交差するように俺を振り切ったのだが──。

『浅いぞ！　まだやれてない！』

（ん！）

　フランはその首を斬り裂き、致命傷を与えるつもりだったのだろう。だが、レイク・キラーは水の盾と鱗によって斬撃を逸らし、ダメージを最小限にとどめていた。ヒレの少し上辺りに浅い傷を穿うがっただけである。さしものフランも、体勢が整っていない水中では勝手が違うようだ。

　今の一合ごうで、フランが手強いと理解したのだろう。なんと、まだ逃げずにいた少年へと、その矛先を向けていた。ワニに似たその口元が、舌なめずりをするかのように歪む。

　先に逃がしておくべきだったな！　今から少年が逃げても、間に合わないぞ！

　俺がそんなことを考えている中、少年は逃げるどころか身構えていた。湖面を両足で踏みしめ、腰に差した剣の柄へと手を伸ばす。

　おいおい！　戦う気かよ！　動きを見れば、少年がまだ低ランクだと分かる。ハッキリ言って、勝てるはずがなかった。ここに一人きりで来ることといい、フランを睨んでくることといい、どんだけ跳ね返りなんだよ！

　だが、少年が剣を抜くよりも早く、側にいたウルシがその襟首を咥くわえて湖底へと浮上していた。

「ゴポ!?」

　少年は驚いているが、無謀な行為で死ぬよりはマシだろう。せいぜい、ウルシに咥え上げられる恐怖を味わうといい。

「ゴォォ！」

　姿が完全に消えてしまったウルシと少年のことは諦めたのか、レイク・キラーの視線が再びこちらを向いた。苦々しげに見えるのは、簡単に仕留められそうな獲物を逃したからだろう。

『また来るぞ！』

「ん！」

　フランは再び俺を構える。魔術は使わないつもりであるらしい。あの巨体を仕留めるほどの威力の魔術を放っては、霊草に影響が出る可能性があるからだろう。

「ゴゴオオオォォ！」

（なんか回ってる）

『回転して衝撃力を上げてやがるんだ！』

　ワニが見せるデスローリングのように。レイク・キラーがその全身を高速で回転させている。その体は激しい渦に包まれ、水中の砂や水草が恐ろしい勢いで舞い上げられている。

『戦闘が長引くと、霊草が全滅しちまうぞ！』

（次で決める）

　今のレイク・キラーは回転力が加わったことで、衝撃力も防御力もかなり上がっているだろう。

　だが、フランは正面から立ち向かうつもりであるらしかった。

　脱力した状態で、その身をレイク・キラーの前に晒さらしている。傍はたから見れば全くの無防備だ。レイク・キラーの牙がフランの幼い肉体を引き裂き、その血肉が美しい湖を汚すと思われたその刹那──。

　フランが静かに、俺を抜き放った。

　余りにも優雅で、静寂に満ちた斬撃である。だが、神速だ。動の極みである神速の剣閃と、静の極みである挙動の気配の無さ。それが両立された、まさに剣術の極みにあるような一撃だった。

　俺自身、振り上げられる最中に、ようやくフランが斬撃を放っているのだと認識できたほどだ。

　これを水中で行えるのだから、凄まじい。今のフランが、いかに修行で地力を上げたのか分かる一撃だった。

　音もない斬撃は水を断ち、レイク・キラーを斬り、湖底に深々と痕跡を残す。

　直後、レイク・キラーは水圧に負け、その体のど真ん中から綺麗に分かたれていった。フランの左右を、レイク・キラーであった肉塊が血をぶちまけながら通り過ぎていく。

（ん。勝った）

『いい一撃だったな！　さすがフランだ』

（ふふん）

　フランはドヤ顔だが、それが許されるほど鮮やかな勝利だった。今はいくらでもドヤるといい。

　とりあえず、湖面へと上がる。少年がどうなったか気になるからだ。

「ウルシ、だいじょぶだった？」

「オン！」

「……」

　小舟の上では、子犬サイズのウルシと、不機嫌な様子の少年が座り込んでいた。

　相変わらずフランを睨んでくるな。余計なことをしやがってとでも思っているのか？

「……いく」

「……ふん」

　このガキ！　礼の一つもないんかい！　俺が内心で怒っていると、フランは何事もなかったかのように小舟から離れた。空中跳躍を使い、スキップするように湖面を歩く。

『あのガキ、送っていってやらなくて平気かね？』

（……腰の剣。あれ、なんか変）

『腰の剣？』

　フランが言っているのは、少年が抜こうとしていた剣だろう。微かに魔力を感じるので、魔道具なんだろう。ただ、鑑定した感じ、そこまで強くはないんだが……。

　フランは何か違和感を感じているようだ。俺の鑑定を欺あざむくほどの偽装能力を備えた魔剣ってことなのか？　だとしたら、凄まじく高位の剣である。

　もしかしたら、ウルシに助けられるまでもなく、レイク・キラーに勝つ自信があった？

　そうなんだとしたら、完全におせっかいだったな。

「あの剣、どんな剣なんだろ？」

　フランの声には、どこかワクワクした響きがある。少年の態度への怒りなどなく、純粋にその強さや能力に興味があるようだった。立派な戦闘狂に育ってきたねぇ。







　翌日。

『いやー、運がよかったな！』

「ん」

『まさか商業船団がちょうど入港しているところに出くわすなんて』

　湖の畔を軽快に走るウルシの背から目撃したのは、いくつもの超巨大な船が湖岸に停泊する光景だった。

　全ての船が一斉に港に入れるわけではないので、何日もかけて順番に港を利用するらしい。

　キアーラゼンのアホ子さん（名前は聞いてない）の言っていた通り、大小併せれば五〇隻を超えているだろう。よくあれだけ密集して、船同士がぶつかり合わないものだ。

　この町はセフテント。

　湖畔にいくつか存在する町の中でも、特に大きい町のひとつであるらしい。商業船団本隊の寄港地の一つだと聞いていたので、少し期待していたのだが……。本当に出くわすとは思っていなかった。

「ウルシ、上から見る」

「オンオン！」

　ウルシが空中跳躍スキルを使って一気に空に駆け上がる。

『おー、上から見ると、ごちゃごちゃしてるな』

「ん」

　壮観だとか言う前に、船が多すぎて圧倒されてしまった。ただ、一番大きい船のサイズが上からだとよく分かる。大型船の中でも一際大きい旗艦と思われる船は、それこそ砦のような大きさであった。

　多分、全長一五〇メートルを超えている。幅も三〇メートルくらいはあるんじゃないか？　強い魔力の反応があることから、魔導推進機を積んでいると思われた。いや、船体からも魔力が感じられる。もしかしたら魔術で強化している？　それとも魔樹のような特殊な素材を使っているのかもしれなかった。

　さすがに豪華客船とは比べ物にならないが、以前見たことのあるカーフェリーよりは大分デカイ。

　船の多さと大きさにテンションが上がったのか、フランがウルシを急かした。近くで見ようというのだろう。

　今の状態で近づいたら、狼の魔物が攻めてきたと思われかねないからね。

「町に行ってみる」

「オン！」

『セフテントの冒険者ギルドに納品ついでに、商業船団のことを聞こうぜ』

「ん」

　セフテントの町に入ると、そこは大勢の人でにぎわっていた。キアーラゼンよりも大きな町ではあるが、何倍も違うわけでもない。しかし、その賑わいは天と地の差があった。

　商業船団の効果なのだろう。クランゼル王国の王都並みの人出である。祭りでもしてるのかっていうレベルだ。

「もぐもぐ」

「モムモム」

『このまま真っすぐだ』

　人混みのせいで全く視界の利かないフランを、俺が誘導する。幸いにも冒険者ギルドは背の高い建物だったので、屋根を目印に進めば迷うことはなかった。

　人混みと良い匂いを放つ屋台、珍しい露店やその客引きに邪魔されつつも、なんとか冒険者ギルドにたどり着く。だが、中も外に負けず劣らず賑わっていた。

「ひといっぱい」

『商業船団に乗ってる冒険者たちなんだろうな』

　商業船団の冒険者たちが、寄港地では船を下りて依頼をこなすと言っていたはずだ。若い冒険者が多いのも、キアーラゼンで聞いた話と一致する。

『めっちゃ並んでるな……』

　この人数に、カウンターの数が全く足りていない。一応臨時のカウンターを増設しているが、それでも足りていないようだった。これだけ混むのは年に数回だけなわけだし、改築するまでもないと考えてるんだろうな。

『仕方ない。並ぼう』

「ん」

　ウルシは影に入っていてもらってよかった。どんなサイズでも邪魔になっていたのだ。

　だが、列に並んだフランに、周囲からの視線が集中している。下手したら全員がフランを見ているかもしれなかった。どこに行っても注目されるのは慣れているが、入った瞬間から全員にガン見されるのはさすがに珍しい。

（……なんで？）

『あー、考えてみりゃ、ここにいるやつらって、俺たち以外は全員知り合いなんだよな』

　見覚えのないフランが目立ってしまうのは仕方ないだろう。だが、別に悪いことをしているわけじゃない。堂々としていればいいのだ。

　余所よそ者だからと言って、それが罪なわけでもないしな。絡んできたらぶっとばしてやるぜーと思っていたら、結局誰からも声をかけられなかった。

　普通にフランの順番が来たのだ。

　商業船団の冒険者たちは思ったよりも行儀がいいらしい。いや、狭い船の中の同じ面子メンツで依頼をこなすのだ、馬鹿なやつは自然と淘汰されるか、教育されるのだろう。

　受付の女性が、やや戸惑った様子でフランに質問してくる。

「えーっと、このギルドは初めてですか？」

「ん。何で分かった？」

「商業船団の冒険者さんなら、分かるようにエンブレムを付けていますから」

　よく見ると、周りのやつらは揃いの銀色のバッチをつけているな。あれがそのエンブレムなのだろう。そして、このギルドの受付なら、フランがここの冒険者でもないと分かるというわけか。

「ん。さっきついた」

「そうですか。それではどのようなご用件です？」

「依頼達成の報告。納品と討伐。納品はこれ」

　フランはキアーラゼンで受け取った依頼書を受付に提出する。すると、お姉さんが驚いた顔でそれを受け取る。

「まあ、緋ひ水すい草そうの納品依頼ですか。最近不足しているので少量でもありがたいです。ここに出していただいてもよろしいですか？」

「全部？」

「はい」

『あ、フランちょ──』

「わかった」

　ドササササ！

　あー、久しぶりにやっちゃった。多分、フランが駆け出しに見えたんだろうな。アイテム袋を持ってるなんて思わず、一つ二つ程度を持ってきたと考えたのだろう。下級の冒険者がたまたま浅瀬に生えている緋水草を見つけて、持ってくることがあるらしい。その手合いと一緒だと思われたようだ。

「え、ええ？」

「これで全部」

「ど、どんな量ですかこれ！」

「二〇〇本くらい？」

〈正確には二〇八本です〉

　採り過ぎたかなーとは思うよ？　でも、意外に多く生えてたし、あるだけ欲しいって言われたからね。あの近辺に生えていた緋水草は採り尽くしてきたのである。

　あの場所はレイク・マーダーの群れが出るうえ、水深もかなりあった。採取の難易度が高く、誰の手も付けられていなかったらしい。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　受付のお姉さんがプチパニックだ。あたふたしている。あと、冒険者たちの視線が凄い。驚き、嫉妬、値踏み、あまり穏やかとは言えない雰囲気がギルドの中に漂っていた。

　どうしよう？

　これは、トラブルになるか？

　受付のお姉さんが困った顔であたふたしていると、俺たちの後ろに並んでいた年とし嵩かさの冒険者が彼女に声をかけた。

「ルルちゃん。とりあえず数えて、処理をしたらどうだい？　緋水草は他に似た草もないから、贋物ってことはないだろうし」

「そ、そうですね！」

「不足しているこの霊草の買取は最優先事項だ。私たちも処理が終わるまで待つから。なあ？」

　このダンディな冒険者はこの中でも発言力があるようで、声をかけられた他の冒険者たちも同調するようにうなずく。

「は、はい。もちろんです」

「うっす」

　なんとかなりそうだな。ありがとうダンディさん！　だが、ホッとしているのも束の間、ダンディさんが声をかけてきた。

　その顔は、怒っているのかと思うほどに真剣だ。

「君は、この辺の冒険者じゃないよね？」

「ん。旅の途中にたまたま立ち寄った」

「そうか……。マナー違反だと知っていて、あえて尋ねさせてもらう。あの大量の緋水草は、どこで採取したんだい？　教えてもらえるなら、情報料を払う」

「場所？」

「ああ。緋水草の不足は、この地域の人間の頭を常に悩ませている問題でね。新たな採取ポイントが見つかったというのなら、それはかなりの朗報なんだ」

　なるほど。駆け出しにしか見えないフランが大量採取できるような、難易度の低い採取ポイントを見つけたと思っているらしい。

「別にいいよ」

「ほ、本当か？」

「ん。もう行かないし」

「恩に着る！」

　そう言って頭を下げた男性は、早速地図を取り出した。湖を中心にした、この地域のそれなりに詳細な地図だ。

　でも、残念ながらもう知られてる場所なんです。

「どこだか分かるかい？」

「ん。ここ」

　フランが指差したのは、キアーラゼンとセフテントの中間に位置する、小島のやや西側だ。キアーラゼンでは、星形の島から西に一〇〇メートルと教えられた場所である。

　キアーラゼンのギルドマスターは、フランであればこの場所でも採取が可能だと分かっていて、難易度の高い場所での採取を依頼してきたのだ。

「え？　ここって、レイク・マーダーの巣があったはずだが……？」

「倒した」

「は？　倒した？　君がか？」

「ん」

　フランが頷くと、再び冒険者たちが騒ざわめいた。今度は先程よりもさらに否定の空気が強い。

「いや、教えたくないなら、教えたくないと言ってくれればそれでいい。嘘をついてもすぐにわかるんだよ？」

「ん？　嘘じゃない」

「レイク・マーダーだけではない。レイク・キラーまでいるという噂まであったはずだ」

「それも倒した」

「はぁ？　黒猫族の君が、レイク・マーダーの群れを全滅させたと？」

「……ん」

　明らかに黒猫族を下に見る発言に、フランの声がワントーン下がった。

「で、では、レイク・マーダーの素材はあるんだよね？　レイク・キラーの素材も！　倒したのだから、あるのだろう？」

　ダンディさんも怒ってるね。怒鳴るような真似をしないのは感心するが、フランの方が怒っているからね？　この後の言葉次第では、血を見ることになるよ？

　ダンディさんは自分の命運がフランに握られていることにも気づかず、さらに言い募る。

「出してみてはくれないかい？　嘘じゃないのなら、できるだろう？」

「ここで？」

「そうだ」

　フランが周囲を見回すと、全ての冒険者が厳しい顔でこっちを見ている。あーあ、すっかり嘘つき認定されてるよ。

　ダンディさんと呼んでいたが、撤回だ。口調は丁寧だが、大勢で囲んでいる状態では命令と変わらないからな。冒険者が冒険者に行う行為としては、相当酷い部類に入るだろう。明らかにフランを格下と侮っているからこそ、本人たちも気づかずに「嘘つきにはお灸をすえてやろう」的な思考になっているのだと思われた。

　黒猫族だからこそ、侮られた。フランはそのことに気付き、さらに不機嫌になる。

「……」

「黙っていないで、何か言ったらどうだい？」

　俺もムカついた。やらかしちゃってオーケーだ。止めん。

「わかった」

　そして、先程以上の悲鳴が上がった。

　ギルドの中央に、レイク・マーダーが山となって積み重なったのである。しかも、そこにレイク・キラーもさらにドンだ！　真っ二つだけど、それでも十分に大きい。

　俺は昨晩のうちに肉と内臓を取り除いて、全身一枚皮として処理していた。頭は付いたままだし、中々迫力があるだろう。

　マーダー三〇匹分の皮の上に、巨大なキラーが乗る光景は、正に圧巻であった。

「ぎゃあぁぁ！」

「うわぁ！」

　あー、山が崩れたわ。巨大なキラーの皮に押しつぶされ、冒険者たちが悲鳴を上げている。

「これでいいの？」

「あ、あ……？」

　大騒ぎのギルドの中を、凄まじい生臭さが包み込む。処理したとはいえ、生ものだから仕方ない。でも、出せって言ったのはそっちだもんね！

「信じた？」

「う、嘘だろ……」

「嘘じゃない」

「うあ……」

　言葉を失った受付嬢とは対照的に、部屋の中にいた冒険者たちが一斉に騒ぎ出す。

「どうせどっかで買ったんだろ！」

「そんなことする意味はなんだよ！」

「だってよぉ！」

　どうしよう。収拾がつかない。やっぱり止めればよかったかも……。受付のお姉さんたちも、どうしたらいいのか分からないらしい。今度は全員であたふたしている。

（もう、全員ぶっ飛ばしちゃう？）

『え？』

（黙らせた方が早い）

　こ、好戦的！　ちょっと解決策が乱暴すぎない？　後で絶対にやり過ぎって言われるだろう。

　ただ、フランがもう面倒くさくなってるみたいだし、軽く電撃を叩き込むくらいならありなのか？

　俺が懊おう悩のうしていると、この騒ぎを聞きつけたのかギルドの奥から小柄な老婆が現れた。曲がった腰と、顔に刻まれた深い皺。かなりの高齢だと思われた。

　だが、ただものではない。見れば分かる。絶対にギルドマスターだろう。着ているローブはかなり強力な魔道具だし、なにより本人の魔力だ。その内側に流れる魔力の強さと淀みのなさは、彼女が一流の魔術師であると教えてくれていた。

「なんだこりゃ？　おい、ルル。何があったんだい！」

「あ、マスター。えっと、これはこの子が……」

「おいおい……。なんでこんなところに異名持ちが居るんだい？」

　老婆が軽く目を見張る。一目見ただけでフランの正体を看破したらしい。

「旅の途中」

「ありがたいが、もう少し考えてほしいもんだよ」

「あいつらが悪い」

「そりゃ分かってるよ。今のはただの愚痴だ」

　何があったのか凡およそ想像できたのだろうが、一応受付嬢たちから聞き取りをおこなう。そして、さらに深いため息をつくのだった。

「このギルドにはボンクラとフシアナしかいないのかい……。嘆かわしい。一見すればただ者じゃないって分かるだろうに」

「す、すみません……」

「まあいい、それは処理しておきな。スイフト、あんたも手伝うんだよ？　元はと言えば、あんたがこの子の実力を見抜けないマヌケだったせいなんだからね？」

「は、はい」

「それとその他のボケナスども……」

　お婆さんに睨みつけられた冒険者たちが、ビクリと体を震わせた。小柄な体から、凄まじい威圧感が放たれているのだ。

「今回はこの子が実力者だったから、あんたらがマヌケを晒すだけで済んだがねぇ……。そうじゃなければリンチ一歩手前の行為だよ？　後で全員にペナルティを科すから覚悟しときな！」

「そ、そんな！」

「お、俺たちは嘘ついてると思って……」

「黙れ！　クソボケナスのノータリンどもが！　反省が足りないようだねぇ？　覚悟しときな！　ああ、スイフト、あんたは他のやつらよりも罪が重いからね？　場合によっちゃ降格だ！」

「は、はい……」

「ドアホウども、今度似たようなこと仕出かしたら……ふん。楽しみにしておきな」

　そ、そこで言葉を切るの？　どんな罰が与えられるんだ？　冒険者たちはゴキュリと唾を飲んで、震えあがっている。

　冒険者たちにはムカついていたけど、ちょっと可哀そうになっちゃったぜ。怒るお婆さんには、それだけの迫力があった。

「あんたはこっちだ、黒雷姫」

「ん」

　お婆さんがフランを黒雷姫と呼んだ瞬間、それまでとは全く質の違うざわめきが起きた。一言でいうなら、驚愕だろう。フランの異名は、ベリオス王国にまで知られていたらしい。

　フランとギルドマスターが奥の部屋に入った瞬間、堪こらえていた悲鳴が一斉に発せられた。聞き耳を立てずとも、フランのことを噂しているのがわかる。

　あんな子供が強いわけないと言う意見が多い中で、冷静な冒険者たちがギルマスが間違えるわけがないと言っているようだ。それでも年少の冒険者たちが自分たちの方が強そうだと言い放って、笑われたりもしている。

「うるさいやつらで済まないね。あと、堪えてくれて感謝するよ」

「へいき」

「アタシはここのギルドマスター。冒険者どもからはジル婆さんて呼ばれてるね」

「私はフラン。ランクＢ冒険者」

　一応冒険者カードを見せるが、ジル婆さんは一瞥しただけだ。

「知ってるよ。黒猫族でここまでやるなんて、あんたしかいないからね。見た目も聞いた話にそっくりだ。で、旅の途中だって？」

「まじゅちゅ……魔術学院に行く」

　魔術を噛んだフラン可愛い。これでちょっと恥ずかしがってくれたらもっと可愛いんだがな。フラン的には特に恥ずかしいことでもないらしく、普通に言い直しただけである。

　ギルドマスターも流すことにしたらしい。

「魔術学院？　まさか入学するのかい？」

「違う。依頼を受けただけ」

「そうかい。まあ、あそこは戦闘技能だけを教える場所じゃないし、あんたくらいの年齢なら入学してもいいとは思うけどね」

「冒険してる方が強くなれる」

「ま、強制はせんよ。さっきの緋水草は、キアーラゼンにちゃんと送っておく。ただ、この辺でもあれが不足しててね。他のギルドでも分けていいかい？　ちゃんと依頼は複数達成扱いにしておくからさ」

「ん。必要なところで分ければいい」

「ありがとさん。助かるよ」

　ジル婆さんが明らかにホッとした表情をした。よほど不足しているらしい。

「レイク・キラーとマーダーの皮も売ってもらっていいのかい？」

「いい」

「あれだけ綺麗な皮だ、色をつけとくからね」

「ありがと」

「さて、雑談はこの辺にしておいて、少し真剣な話をいいかい？」

　おっと、やはり部屋に呼ばれたのには訳があったか。

「あんたをランクＢ冒険者と見込んで、一つ頼みたい依頼があるんだ。受けちゃくれないかね？」

「依頼？」

「なぁに。あんただったら、簡単な内容だよ。くっくっく」

　フランは乗り気っぽいが、どんな依頼なんだ？　ちょっと怖いんだけど！




（おっきい）

『近づいてみると、想像以上に大きく感じるな』

　ジル婆さんに依頼を受けるよう頼まれた翌日。

　フランの姿は小型の船の上にあった。隣にはギルドマスターのジル婆さんもいる。

　目指すのは港から一〇〇メートルほど離れた場所に停泊する、冒険者船と呼ばれる中型の船であった。

　中型船とは言っても、一軒家よりも余程大きい。自分たちが乗っているボートのような小型船と比較すると、よりその差が理解できた。

　最初はウルシに乗って向かおうとしたのだが、ジル婆さんに止められたのだ。パニックになるからという理由で。船団に所属する全員に周知する方法がない以上、確かに魔獣の襲来と勘違いされる恐れがあるだろう。

　船が密集しているこの場所でパニックが発生したら、町中以上に被害が増える可能性があった。それこそ、逃げようとした船が他の船にぶつかって沈没とか、マジで起きかねない。

「あそこに冒険者ギルドがあるの？」

「ああ、そうだ。いざという時に小回りが利くように、大型船じゃないのさ」

「ギルド支部だけの船？」

「冒険者用の宿舎や、訓練場。あとは解体場に武器屋なんかもある。冒険者に必要なものが全部そろった船と思えばいい」

「じゃあ、模擬戦をするのも、その訓練場？」

「ああ。そうだよ」

　ジル婆さんからフランへの依頼は、冒険者と模擬戦をしてほしいというものであった。

　理由は、商業船団の冒険者たちに外の世界の広さを感じさせるためである。

　この地域の冒険者は、他の地域に比べてヴィヴィアン湖周辺で生まれ育ち、そのまま冒険者になった者が多い。普通の地域であれば腕を上げる為や、自分に適した難易度のダンジョンなどを求めて、旅をする者が多いだろう。旅というほど大げさではなくても、ダンジョンや魔境に興味があれば、若い頃はそれなりに拠点を移すことが当たり前だった。

　しかし、商業船団を中心に、地域ぐるみで冒険者を育ててきた結果、驚くほどに定住冒険者の数が増えたのだという。地域密着型冒険者ギルドとでも言えばいいのかね？　地元出身なのでお行儀はいいし、暗黙のルールなどもきっちり分かっている。いいことずくめだった。

　ただ一方で、馴れ合いが発生してしまうという弊害もあった。特に問題なのが、低ランク冒険者の危機感、競争心の薄さであるそうだ。

　多くの冒険者が顔見知りであるし、格上の冒険者たちは自分が小さい頃に憧れた英雄たちである。そのせいで模擬戦などで叩きのめされても、「〜さんに負けたんなら仕方ない」と考えてしまい、悔しがるような事もしない者が多いのだという。

　競争心は相手の足を引っ張る敵てき愾がい心にもなるが、切磋琢磨を促す効果もあるのだ。この地域では、その競争心が欠けてしまっているってことらしい。

「せいぜい小僧どもを打ちのめしてやっとくれよ。他地域の人間に舐められたくないっていうのは、どこでも同じだからね」

「ん。わかる」

「お、そうかい？」

「私も、黒猫族が舐められてるのが嫌」

「ああ、確かにそれに近い感情かも知れないね。ひひひ。あんたの実力を見たやつらが、驚く姿が今から楽しみだよ。心も体もズタボロにしてやっておくれ」

　ジル婆さん、性格悪いな。だが同感だ。フランに負けた冒険者たちは、かなりショックを受けるだろう。少女でよそ者で黒猫族で強そうには見えない。

　うむ、俺なら泣くね。恨むなら、それを承知でフランに依頼をしたジル婆さんを恨んでくれ。フランに手加減させればいい？　はは、無理に決まっているのだ。

　話をしている内に、あっという間に冒険者船へと辿り着いていた。接せつ舷げんした小舟から、冒険者船の船側に取り付けられた階段へと乗り移る。頻繁に乗り降りがあるため、階段を備え付けているのだろう。

『見た目は普通の船だな』

「ん」

「オン」

　マストに冒険者ギルドの旗が立っている以外は、この近くに停泊している中型船とさほど変わらない外見をしている。しかし、中に入ればそれが間違いだと分かった。なにせ、冒険者ギルドの受付ロビーがそのまま船内に存在していたのだ。そこには多くの冒険者がたむろしている。活気もすさまじい。

　相当な数の冒険者がセフテントに上陸したはずだが、それでもまだこれだけ乗っているんだな。

　ジル婆さんに連れられて船内へと足を踏み入れると、全ての冒険者の視線がこちらに向いた。それなりに腕が立つ冒険者たちが、値踏みするようにフランを観察している。

　訝いぶかし気な表情をしている者も多い。ジル婆さんを見て、フランを見て、その背後に目をやったりしているようだ。

　ジル婆さんが、模擬戦を行うために外の冒険者を連れてくるという話はすでに知られているのだろう。フランの相手は、このギルドでも指折りの実力者だ。その相手となれば、それなりに高位の冒険者であるはずである。しかし、実際にはなぜか小さな少女が一緒にやってきた。

　実力を見抜けない冒険者たちからすると、意味が分からないらしい。多くの者たちが「なぜ少女が？」と訝しんでいるのが分かるのだ。ジル婆さんのことだから、わざとだろうな。

「よく来たなババア」

「そちらこそ出迎えご苦労だねジジイ」

　ジル婆さんと同じように、小柄で皺くちゃな爺さんが受付の前で出迎えてくれた。

　ジル婆さんと同じくらい小さいが、その内から発せられる凄みはかなりのものだ。動けることさえ驚きの背の曲がり方なのに、かなり強そうだった。若い頃は凄腕の戦士だったのだろう。

　この爺さんがここのギルマスで間違いなかった。

「儂わしはバルフィラン。ここのギルドマスターじゃ。バル爺さんとでも呼べ」

「わかった」

　言葉はぶっきらぼうだが、その握手は丁寧である。

「では今日の説明をする故、こちらに来い。歓迎するぞ」

「ありがと」

　バル爺さんがフランを普通に受け入れたことで、模擬戦の相手であると理解できたのだろう。高ランク冒険者たちは納得したようにうなずき、下級冒険者たちからは驚きの声があがっている。

　すると、納得できていない顔の青年が、フランたちの前に立ちふさがる。

「バル爺さん。それが今日の──」

「バカモン！」

「ひっ」

「わざわざこちらの依頼に応えてくれた冒険者に、その態度はなんだ！　礼儀も知らんのか！」

　バル爺さんに怒鳴られて腰を抜かした若者を、仲間が助け起こしている。

「あとで紹介してやる。実力を見極めることもできんボンクラは黙っておけ！」

「だ、だって……」

「そもそも、儂が丁重に出迎えたってことは、それなりに重要な相手だって分かんねえのか？　そんなことにも気付けねーボケナスどもは、引っ込んどれ！」

　これも、ジル婆さんが言っていた馴れ合いの弊害かね？　ギルマスと客の会話を邪魔した挙句、舐めた態度で接するとか、制裁の対象だろう。これがクランゼル王都で出会ったエリアンテだったら、ぶった切られていてもおかしくはなかった。フランの強さを見て、精々鼻っ柱をへし折られてくれ。

　階段を下りながら、バル爺さんが詳しい内容を改めて説明してくれた。

「じゃあ、戦うのは一回でいいの？」

「そうじゃ。圧倒的な力で叩きのめして、鼻っ柱をへし折ってもらいたい。ベッキベキのボッコボコにな」

「ひひ、軟弱どもにはいい薬だよ」

　バル爺さんは腕を振り回しながら、中々過激なことを言ってくる。ジル婆さんも楽しげだ。

「いいの？」

　フランは二人の言葉を聞いて、軽く首を傾げて聞き返した。これ、ジジババコンビは分かっていないだろうけど、かなりやる気満々だからね。

「さっきのやつらを見たじゃろ？　なんというか、どうも気が抜けておってな」

「甘やかしてるからだろ？」

「まあ、否定はせんよ。ここらでは、どうしても命の危険のある依頼が少ないでな」

「言葉じゃあ、どれだけ言っても完全には伝わらんからねぇ」

「うむ。ここんところ、冒険者が行方不明になる事例が増えてるんだが、知ってるか？」

「前の町で聞いた」

「それも、気が抜けてることが原因なんじゃねぇかと思うんだ。いつも通りの仕事だからって油断して、不測の事態に対処できないってことは有り得る」

「アタシもそれは気になってたんだよ。うちのギルドでも、馴れ合ってる奴らが少しずつ増えてきてるからねぇ」

　フランを囲んで問い詰めようとしたのも、ジル婆さんが言う馴れ合いの一つだろう。自分たちの暗黙のルールとかを、何も疑問に思わず他者に押し付けようとしたのだ。

　確かに、憂慮すべき事態なのかもしれない。

「ぜひ、思い知らせてやってくれ」

「ひひひ。頼むよ」

　このギルドの上位の実力者をボコボコにすることで、他の冒険者たちにも気合を入れ直してほしいらしかった。力の差を見せるだけなら、他にも方法はあると思うが……。冒険者に対してはこれが一番確実だからだろう。

「ただ、いくつか注意点がある。まずは手加減の問題」

「殺さなければいいんでしょ？」

「いやいや、さすがに再起不能なほどの怪我は困る！　じ、冗談だよな？」

「ん？」

「おい、ババア……」

　バル爺さんのこめかみから、ツーッと汗が落ちるのが見えた。ようやくフランが見た目以上に危険だと理解したらしい。

「もう頼んじまったよ」

「だ、だよな。とりあえず未来のある冒険者だ。後遺症が残るような怪我はできるだけ避けたい」

「わかった。できるだけ気を付ける」

「絶対に！　気を付けてくれ！」

「ん。任せておいて」

「……まじで頼むぜ？」

　大丈夫だ。フランが加減を間違えたら、俺が止めるから。まあ、できる限りは。

「あと、派手な魔法は使えん」

「なんで？　結界がある」

「いや、単純に船内だからだ。火魔術や雷鳴魔術を使ったら、船への被害がデカイ」

「なるほど」

　フランの異名の意味を知っているからこその忠告だろう。

「一応、結界やらで強化はしてあるが、お前さんが全力で魔術をぶっ放したら絶対に耐えられん」

「やり過ぎると、請求が行くから注意することだね」

『フラン、絶対に船を傷付けるな！』

（わかった。できるだけ気を付ける）

『絶対！　絶対だから！』

　どう考えても魔導船だし、機関部に被害でも与えたらどれだけの請求額になることか……。絶対にやり過ぎないようにせねば！

「あと、従魔がいるんだろ？　そいつ、今呼び出せるか？」

「ウルシ」

「オン！」

「おお、気付かなかったぜ！　闇魔術持ちか！　しかもこりゃあ……」

「ダークネスウルフ？　いや、違うかね？　強そうだってことは分かるが……」

　相手が人型であれば、長年の経験である程度の強さを感じ取ることができるのだろう。体に流れる魔力の淀みのなさや、立ち居振る舞いや、視線など、判断材料は多い。フランが魔力を抑えていても強者であると察することができる者がいるのは、それ故だ。まあ、簡単に言ってしまえば冒険者の勘ということになるわけだが。

　ただ、この二人は狼型の魔獣についてはそこまで詳しくないようだ。進化して、より魔力の隠蔽が上手くなったウルシの力を測りかねているらしい。

「ウルシ、とても強いよ」

「ほう？　フランが言う程か？　そりゃあいい。ならその狼にも戦って貰いてえ」

「オンオン！」

「ウルシ、やるって」

「助かるぜ。この辺は獣型の魔獣で強いのがあまりいなくてな。ぜひ魔獣の恐ろしさも分からせてやりたいんだ。冒険者の偏かたよりはいざという時に致命的だからなぁ」

「偏り？」

「おう。この辺の冒険者は、よく言えばヴィヴィアン湖やその周辺のプロフェッショナル。悪く言うと、尖り過ぎてるんだよ」

　この周辺で必要な技能ばかりが磨かれて、他地域のダンジョンなどに行くとあまり活躍できないということが多いらしい。ここのギルドでランクＣになった男が、レベルＥダンジョンであっさりと死んだこともあるんだとか。

　そうなってくると、冒険者たちも外に出て行こうとはしなくなる。それは地域にとっては悪くない事なので、問題視されてはこなかった。

　ただ、そんなことが長く続くと、ベリオス王国内でヴィヴィアン湖周辺で活動する冒険者が低く見られるようになってしまう。湖の上なら役に立つが、他の場所じゃ一ランク下で考えろ。そんな風に言われているそうだ。

「それが悔しくてなぁ。何とかしてーとは思っているんだが、なかなかうまくはいかないんだよ」

「だから、ウルシが協力してくれるのは本当に有り難いのさ」

　ジル婆さんがそう言いながらウルシを撫でている。

「それにしても綺麗な獣だね……。こりゃあ、実はとんでもないランクなんじゃないかい？」

「さあ？」

「……まあ、船を壊さんでくれればいい」

「だいじょぶ。ね？」

「オンオン！」

「じゃ、そろそろ訓練場に行くとするか」

「ん」

「オン！」

　船の下層にある訓練場は、それなりに広い部屋であった。それこそ体育館くらいはあるだろう。天井は低いが、動き回るには十分だ。

　そこに、大勢の冒険者たちが集まっていた。五〇人は優に超えるだろう。模擬戦をする相手は一人だけだが、野次馬が集まっているらしい。ただ、ジル婆さんは不満そうだ。

「少なくないかい？」

「仕方ねぇだろ。緊急の依頼が出ちまったんだ。かなり出払っちまった」

「まあ、あの方の依頼じゃ仕方ないか……」

　これでも予定よりは少ないらしかった。冒険者たちを観察していると、野次馬の中から一人の男が近づいてくる。この中で、明らかに一段上の力を持った冒険者だ。

『強いな』

　ステータスはランクＣ上位くらい？　コルベルトよりは大分弱いが、その分水魔術や水中行動系のスキル、罠わな感知などバランスがとれている。戦闘力以外の評価が高い、オールラウンダーと言えるだろう。

「やあ、こんにちは。私はランクＢ冒険者でロブレンと言います」

「ん。私はランク──」

「おおっと、名前だけにしておいてくれ」

「？　わかった。私はフラン」

「ああ、今日は色々と勉強させてもらおうと思っている。よろしく」

「ん」

　差し出された手を握り返すフラン。黒髪の爽やかイケメンだが、悪いやつじゃなさそうだ。

「それにしても、ギルマス。彼女の正体をあえて隠す意味あります？　私以外にも何人かは気付いてますよ？」

「気付かねー奴らが怠慢だ。情報を仕入れる耳も、相手を見る目も腐ってるってことだからな！」

「はは、手厳しい」

「笑いごとか！　まあ、低ランカーどもはいい。尻の青いガキどもに、情報を上手く使うようなオツムは期待しておらん！　だがな、Ｃ、Ｄの中にも、フランを侮るやつらが多いことが問題だ！　長い間ぬるま湯につかり過ぎてて、感覚が鈍ってやがるんだ！」

「まあ、ここ二〇年くらい、大きな事件もありませんでしたからね〜。ちょっと前の賞金首騒ぎは、有う耶や無む耶やになっちゃいましたし」

「へらへらすんな！　エースのお前がそんなだから、ヴィヴィアン湖の冒険者も馬鹿にされるんだ！　王都のやつらにはアメンボなんて言われてるんだぞ！」

「言い得て妙じゃないですか」

「ぐぬぬ」

「まあまあ、気にしたって仕方ないですよ。棲み分けしてるだけじゃないですか」

　ロブレンは本気で気にしてないっぽい。どうやら、かなり大らかな性格らしいな。対してバル爺さんはせっかちなタイプだ。こりゃあ、合わないだろう。

　いや、爺さんが一方的に血圧上げている感じかね？

　まあ、いい。それよりも気になっていることがあるのだ。

「この人が相手？」

「いや、違ぇ。こいつはエースだからな」

　つまり、ロブレンが負けてしまうと、さすがにショックが大きすぎるという判断なんだろう。生いけ贄にえに選ばれた冒険者、可哀そう過ぎね？　そう思ったが、今回の相手は志願制で、喜んで名乗りを上げたらしい。だったら、負けても自業自得だよね。

「ほらほら！　模擬戦を始めるよっ！　野次馬どもは壁際に寄りな！」

「トロトロしてんじゃねぇ！　さっさと動け！」

　婆さん爺さんに追い払われる冒険者たちだったが、一人だけ訓練場の中央に残る男がいた。

　厳いかめしい表情をした、精悍な男性だ。紺色の髪の毛を角刈りにした、ザ・海の男って感じの戦士である。まあ、ここは湖だけど。

「某それがし、ダゴールというランクＣ冒険者でござる。フラン殿、本日はよろしくお願いいたす」

「ん。よろしく」

「胸を借りることになるだろうが、失望させぬように精一杯努めさせていただこう！」

　見た目通り、お堅い武人タイプだな。お辞儀の直角度合いからも、生真面目さが伝わってくる。

　鑑定してみると、槍の技術が高い。槍聖術、槍聖技を持ち、銛もり術、投擲などのレベルも高かった。さらに、不思議なスキルとして『水切り』という物がある。どうも攻撃を水中に放つ際、水の抵抗を弱めるというものであるようだ。やはり湖特化型だ。

「では、お願い致す！」

「ん！」

「準備はいいな？　それでは、始め！」

「しいいゃあぁ！」

　バル爺さんの合図とほぼ同時に、ダゴールが動き出していた。初撃から殺す気の攻撃だ。それを俺で弾きながら、フランは笑った。ダゴールも笑っている。

「はっはっは！　凄まじい！」

「いい一撃」

　一瞬視線がぶつかり合い、激しい攻防が開始された。ダゴールは本気で、フランは様子見という違いはあるものの、両者ともに楽しそうだ。

　また、時おりヒヤッとする場面もあった。それは、ダゴールの使う槍の形状にある。先端に銛のような大きな返しが付いているので、突いた後に引くと、小鎌のように扱うことも可能なのだ。

　この武器特有のこの動きは今までに見たことはなく、何度かフランに掠ることがあった。

「面白い」

「おお！　黒雷姫殿にそう言っていただけるとは、光栄の極み！」

　ダゴールが戦闘しながら詠唱をし始める。動きながら魔術を使うとは、やはりこいつはかなりの手練れだな！　まだレベル等の関係でＢには至っていないが、スキルの鍛錬を日々続けているのだろう。その習熟度は、かなりのものだ。

　しかし、フランとやり合えるレベルではない。最後は槍を剣によって弾き飛ばされ、勝負ありであった。ダゴールは満足げに笑っているが、壁際の野次馬たちは呆然状態だ。納得しているのは、フランの実力を見抜くことができていた、一握りの実力者たちだけであろう。

　これで依頼は達成か？　いや、ウルシも模擬戦をするって話だったか。

　すると、静寂が支配する訓練場の中央に、一人の男が歩み出た。

「それじゃあ次は私の番かな。そこの狼君とやらせてもらっていいですか？」

「オン？」

　ランクＢ冒険者のロブレンだ。なんと、自分も模擬戦をすると言い出した。ウルシをご指名だ。

「ウルシと戦いたいの？」

「はい」

「ロブレン！　待て！」

　大慌てなのはバル爺さんだった。メチャクチャ焦っている。

「お前は引っ込んどれ！」

「でも、次はその狼さんと誰かがやるんでしょう？　だったら私でもいいはずです」

「ダメだ！」

　冒険者たちは、今でも茫然自失状態なのだ。これでロブレンまで負けてしまえば、どんな状態になってしまうか予想が付かない。しかし、ロブレンが退く様子はなかった。

「私も獣型の魔獣と戦った経験は少ないですから、ぜひ経験しておきたい。それに、私が負ける方がみんなも驚くでしょうしね」

　ロブレンの言葉に、ダゴールたちが驚きの表情を浮かべる。この中で最強であるロブレンが、敗北前提であることが信じられないのだろう。

「ロ、ロブレン殿でも、勝てぬと？」

「あの狼、本気出したら相当強いと思うよ？」

「ん。ウルシは強い」

「オン！」

　バル爺さんたちに、トップとしての自覚が足りないと怒られたからだろうか？　あえて負ける姿を見せることで、後輩たちに活を入れようと考えたらしい。

「お主が負けちまったら……。面子ってもんがあるだろ？」

　バル爺さんは、やはり頷かない。だが、当の本人は相変わらず軽い態度だ。

「強い相手に負けることは、誰だってあるだろう？　それで傷つくような面子なら、初めからいらないさ」

　事も無げに笑いながら、槍を構えるロブレン。ウルシもやる気満々で、進み出た。

「お願いします」

「オン！」

　ダゴールたちベテランだけではなく、ようやく立ち直った若手冒険者たちも真剣な眼で訓練場を見つめている。ただ、その眼には期待も大きい。ロブレンなら、ダゴールの仇を取ってくれると信じているのだろう。

「ロブレン！　いうことを聞け！」

「うるさいジジイだね！　男がやると言っとるんだ！　やらせてやりな！」

「ぐ……だがなぁ……」

「ふん。それでは、模擬戦を始めるよ！　準備はいいね？　それじゃあ、始め！」

「せいぃっ！」

　開幕は、ロブレンの突きからであった。ジル婆さんの開始の合図を聞き、食い気味に動き出している。ウルシを格上と認識しているからか、その攻撃に容赦はない。首を狙った、鋭い一撃であった。だが、それでもウルシには当たらない。身を捻って、突きを躱かわしていた。

「グル！」

「いい動きです！　ではこれは！」

「オフッ！」

「そりゃああぁ！」

　ウルシもだが、ロブレンも高機動タイプの戦士だ。両者の戦いは激しく位置が入れ替わる、目まぐるしい高速戦闘となっていく。もう下級冒険者たちでは、まともに姿を追えているかも怪しい。

　互いに魔術を使わないのは、周囲で見物している冒険者たちに被害が出ないように考えたからだろう。超高速で動く彼らが魔術を乱発し始めたら、躱せないやつの方が多そうだし。

　だが、次第にロブレンの動きが鈍ってきた。

　ウルシの速さに追いつくために、無理をしていたのだろう。肩で息をしている。

「ふぅぅぅぅ……」

　槍を構え、魔力を練り上げ始めた。限界が訪れる前に、自分で足を止めて勝負に出るつもりであるらしい。ウルシは床や天井を蹴って、ロブレンの周りを跳ね回っている。

　静と動。互いの戦法は違っても、一撃必殺を狙っているところは同じだ。

　緊張感が徐々に高まっていくのが分かる。

「……しぃぃ！　シャープスラスト！」

「ガァァァ！」

　ウルシに対し、背後に回り込んでロブレンが武技を繰り出した。素早さと正確さを兼ね備えた、必殺の一撃だ。
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　負けると分かっていても、わざと負けるつもりはサラサラないだろう。それでは見ている冒険者たちに見抜かれるかもしれない。本気で戦って負けることで、危機感を植え付けることが目的なのだ。

　閃光のような突きがウルシの頭部へ叩き込まれた。その穂先が、ウルシの口内を刺し貫──かない。一見、頭を刺し貫かれたかのように見えたが、ウルシはロブレンの攻撃を完全に見切っていた。

　魔力を纏った牙で、穂先を咥えていたのだ。そのまま首を振って、ロブレンの槍を放る。

　力の流れを無理に変化させられたことで、ロブレンは僅かに体勢を崩してしまっていた。ほんの一瞬の隙ではあるが、一対一の模擬戦では致命的だ。

　隙を逃さず、ウルシが強烈な体当たりをかました。

「ぐはっ！」

　大きく弾き飛ばされ、地面を転がるロブレン。ダメージは大したことないだろうが、彼が落ちている槍を拾って再び構えることはなかった。両手を上げて降参のポーズだ。

「いやー、凄いねぇ。私の負けです」

「オン！」

　あっさりと敗北を認めたロブレンを見て、冒険者たちがどよめく。下級冒険者たちなんか、悲鳴を上げているな。

「最近は少し怠なまけてたし、これは少し鍛え直さなきゃダメですね」

　ロブレンとしては、このセリフを真実味がある状況で冒険者たちに聞かせることが目的だったのだ。戦闘が好きなタイプじゃなさそうだし、負け確定の模擬戦を無理に続けるつもりはないのだろう。朗らかに笑うロブレンとは対照的に、未だに騒ぐ冒険者たちに向かってジル婆さんが声を張り上げた。

「ほら。これで模擬戦は終了だ。解散しな！」

　だが、多くの冒険者は訓練場に残ったまま、何やら語り始める。激しい模擬戦を見て、テンションが上がってしまったらしい。そして、フランの周囲には、高ランク冒険者が集まっていた。

「さすがでござるな！　いや、想像以上でござった！」

「うんうん。凄いね〜。同じランクＢって名乗るのが恥ずかしくなりそうだ」

　揉みくちゃにされるフラン。しかし、フランは嬉しそうだ。こういったコミュニケーションは新鮮なんだろう。それに、いかにも冒険者っぽいからな。

　先輩たちの雰囲気は、下級の冒険者たちにも影響を与えたようだ。暗い雰囲気は払しょくされ、誰もが強くなりたいと語らい始めている。きっと、今後の鍛錬にも身が入ることだろう。熱気に包まれた訓練場内で、冒険者たちが肩を組んで陽気に歌い出す。なんでも、この湖にいる精霊を歌ったもので、湖畔の乙女の歌というらしい。

　要約すると、右目がアメジストで左目がエメラルドのような不思議な瞳を持った、金髪で白い肌のいとけない少女の姿をした精霊が、この湖を守っている。ありがたやー。という内容の歌詞だった。

　歌っている内にさらにテンションが上がってきたのか、バル爺さんが叫ぶ。

「よっしゃ！　宴うたげだ──」

「バカ言ってんじゃないよジジイ！　ボンクラどもも、いつまでも騒いでるんじゃない！」

　さらに大騒ぎを始めそうな冒険者たちを怒鳴りつけたのは、仁王立ちするジル婆さんだった。

「仕事に戻りなボケナスども！」

　小柄な老婆とは思えない怒鳴り声と威圧感で、場の空気を一瞬で支配したな。婆さんに睨みつけられた冒険者たちは、一斉に逃げ散っていった。

「フラン、あんたはこっちだよ」

「ん」

「フラン！　今回は助かったぜ。何か困ったことがあったら言ってこい。次は儂が助けてやらあ！」

「ありがとバル爺さん」

　宴の機会を逃して少しションボリ気味のフランは、ジル婆さんに連れられて会議室のような場所に来ていた。

「なんだいあんた。もしかしてあの馬鹿どもともっと騒ぎたかったのかい？」

「ん……」

「はぁ。パッと見た感じじゃとてもあの馬鹿野郎どもと合うようには見えないんだけどね……。やっぱり高ランク冒険者ってことかい」

　呆れたように首を振るジル婆さん。それって、フランが外の高ランク冒険者みたいに変人だってことか？　ジル婆さんは苦笑いしているが、その眼差しは優しい。結局、彼女も馬鹿野郎どもが嫌いじゃないんだろう。

「さて、今回の依頼は助かったよ。こちらとしても満足だ」

「ん」

　予定外にエースを叩きのめしてしまったが、それも含めて満足してもらえたらしい。

　報酬の話などをして、依頼完了のお墨付きをもらった。後は報酬をもらえば終了だ。

『そうだ、一つ婆さんに聞きたいことがあったんだ』

　俺は、霊草採取で出会った殺気少年のことをジル婆さんに聞いてもらった。最初は分からなかったようだが、特徴を挙げていくと思い当たったらしい。

「あの子かい？　うちのギルドじゃ史上最年少でランクＥになった天才って言われてるね。今年で一三歳だったかな？」

　確かに、他の冒険者たちが一六歳以上だったことに比べると、非常に若いだろう。だが、やはりフランに殺気を飛ばす意味が分からん。自分以上に評価を受けている相手を嫌うのは分かる。憎々しげであるとか、嫉妬心、単純に怒りの念なら理解できるんだが……。

「殺気を感じた」

「ふむ……。初対面なんだろう？」

「ん」

「あの子の過去を聞いたことはないし、分からないねぇ。この辺で行動しているんだし、自分で直接聞いてみたらいい」

　結局、もう一度会うしかないようだった。

「名前は？」

「シエラさ。偽名だろうけどね」

「……偽名なの？」

「訳アリの偽名なんざ、冒険者じゃ珍しくもないだろ？」

「確かに」

　偽名の殺気少年、シエラ。本当に、何者なんだ？










間章　シエラ×？？？？




『相棒。落ち着いたか？』

「ごめん、おじちゃん。ちょっと冷静さを欠いてた」

『まさか俺の力を使おうとするとは思わなかったぞ？　あの娘が言いふらすとは思えんが、お前にレイク・キラーを葬るほどの力があるとバレたら、悪目立ちは間違いない』

「そうだね。おじちゃんを狙ってくるやつも出るかもしれない」

『まあ、あのフランって娘とは、色々因いん縁ねんがあるからな……。ただ、それは前のフランで、今のフランとは初対面だ。それは忘れるなよ？』

「分かってる。こっちのフランに罪はないって。ただ、どうしても……」

『苛立ちは抑えきれないか？』

「うん」

『気持ちは分かるが、あの娘とはまた顔を合わせるだろう。前の通りだったら、ウィーナレーンとともにこの湖に戻ってくるはずだ』

「魔術学院の関係者としてってことだろうね」

『ああ。毎年この時期、学院は特別な課外授業をヴィヴィアン湖で行う』

「……ウィーナレーンは、ロミオを連れてくるかな？」

『確実にな。あのクソエルフは、前の時もロミオを……』

「おじちゃん。抑えて。殺気が出てる」

『ちっ』

「本当はゼライセたちを止めることができれば一番いいんだけど」

『どれだけ捜しても、見つからねぇからな』

「湖の中央に出入りしてるのは間違いない」

『だが、俺たちでは立ち入れない。ガーディアンが守ってやがる』

「うん。結局、相手の出方待ちってことだね」

『歯がゆいがな』

「……とりあえず、霊草を採取しちゃおう。この依頼を達成すれば、ランクアップだ」

『だな。情報収集も少しはやりやすくなる』

「前とは違うんだ。そのために、力を付けてきた」

『ああ。そうだな。次こそは……』

「うん。今回こそは」

「『守って見せる』」










第三章　レディブルー




　模擬戦の依頼を引き受けた翌日。

　商業船団を離れた俺たちは、一路北東を目指していた。魔術学院に一直線のルートである。

『まさか成り行きで商業船団に関わるとは思ってなかったな』

「ん。凄かった」

「オン！」

『俺もあれだけの数の船が一ヶ所に固まってるのは初めて見たよ』

　出立する時に改めてヴィヴィアン湖を見たが、やはり大きかった。もしかしたら本当に琵琶湖を遥かに超えているかもしれん。

　まあ、本物の琵琶湖を見たことがないので、実際はどうなのか分からないが。鳥になるコンテストの時に、チョコチョコと全景が映っているのを見たことはあるんだが……。

　ともかく、対岸など見えないほどに巨大なことは確かだった。

「オンオン！」

「ウルシ！　もっとバシャバシャする！」

「オンオン！」

　ウルシが湖面スレスレを駆けながら、わざと水面に触れて水を撥ね上げる。大量の水がバッシャバッシャと舞い散り、フランも俺もビショビショだ。だが、フランはこれが楽しいらしい。ウルシにもっともっととお願いしている。

「おー、虹！」

「オーン！」

　水遊びをしてはしゃいだ後は、北を目指して空の旅だ。ベリオス王国は山がちな国であるので、それなりに高低差があり、少し進むだけで風景がガラリと変わるのが楽しかった。

「……？」

　楽しい空のドライブの途中、フランが遥か上空にある雲の彼方かなたをじっと見つめる。

『どうした？』

「あれ、なに？」

『あれ？　ああ、ついにきたか！　あそこは浮遊島だよ』

　フランが発見したのは、普通の雲よりもさらに上空に佇たたずむ、巨大な雲の塊だ。いや、その中に浮かぶ、島の影を見ているのだろう。

「浮遊島……」

『そうだ』

　死霊術師のジャンと共に探索した、あの浮遊島と同じものである。

　ただし、こちらはダンジョンではないが。アレッサの冒険者ギルドで、バッチリ調べてきてある。

「ダンジョンじゃないなら、強い魔獣はいない？」

『いんや、そんなことはない。あそこはＳ級魔境、天龍の寝床。この世で最強クラスである、ランクＡ魔獣が棲んでいる世界でトップクラスに危険な場所だよ』

　そうなのだ。むしろダンジョンよりも危険な場所であると言えた。

　どういう原理かは分からないが、あの浮遊島からは常に大量の水が滝となって流れ落ちている。

　島に到達した者の話では、幅一〇〇メートルほどもある川が島の端から大地に向かって落ちているらしい。だが、それらの水が大地に届くことはない。その前に、水蒸気となって霧散してしまうのだ。地球にもエンジェルフォールという滝壺がない滝があったが、それと同じ原理なのだろう。

　あの浮遊島を取り巻く雲は、その滝が雲になったことで生み出されている。そして、その雲の中に龍種の一つである天龍が棲んでいるのだ。

「天龍？」

〈是。およそ一〇頭ほどの生息が確認されています〉

　だが、その天龍たちがこの国に被害を与えたことはほとんどない。そもそも、地上では生きられないらしく、雲よりも下には下りてこないのだ。天龍の寝床に侵入した冒険者との戦闘時、天龍が放ったブレスが大地に降り注ぎ、街道を破壊したことがある程度だという。

『過去に討伐された記録がほとんどなくて、実際はどこまで強いのかは分からんらしいが』

　脅威度Ａと言われているのは、他の龍種が脅威度Ａにランクされているからだった。同じ龍だし、とりあえずＡにしておけというわけだ。

　それ故、天龍の寝床には、ランクＡ以上の冒険者しか入ることが許されない。まあ、半分以上は島への上陸前に、雲海に生息する魔獣に叩き落とされるらしいが。

　そして、上陸したとしても、大半の冒険者は天龍に挑まない。彼らの目的は、浮遊島にいくつか存在する巣穴だという。その巣穴で、抜け落ちた鱗や、生え変わった髭などを採取して、逃げ戻る。それが冒険者たちの目的だ。

　複数の天龍に襲われる可能性があるうえ、いざという時の逃げ場もない。はっきり言って、冒険者側に圧倒的に不利な場所だろう。そこで天龍たちと戦うなど、自殺行為でしかないのだ。

『運がいいと、雲の外を飛ぶ天龍が見れるそうだぞ』

「ほんと？」

『ああ』

「どんな姿なの？」

『体長二〇〇メートルくらいの細長い蛇みたいな姿らしい』

　そう。龍というのはドラゴンと違って、東洋風の龍であるのだ。竜を遥かに超える魔力を持っており、竜が戦士タイプとするなら、龍は魔術＆スキルタイプと言えた。似た種類の上位魔獣ではあるが、その生態は大きく違うらしい。

『金色の鱗をしていて、晴れた日はピカピカ光って見えるんだと』

「ん……見えない」

「オン……」

『まあ、本当に極ごく稀まれだそうだからな。この国の東部にいる間はどこからでもあの巨大雲は見えるっていうから、運がよければ天龍も見れるさ』

「ん」

　天龍の寝床を見上げつつ、フランとウルシは進んでいく。ずっと見上げているせいで進む速度が少し遅くなったうえ、時おり高度の維持に失敗してフランがウルシから落ちそうになったりしていた。しかも天龍は見られなかったし。

　それでも、フランとウルシは楽しかったらしい。そういう失敗も、新鮮に感じるようだ。

　修行後、力が有り余っているのか、フランは少し戦闘狂気味である。こういう、のんびりと笑える雰囲気は大事だろう。

『お、町が見えたぞ』

「あそこが魔術学院？　おっきい」

『違う違う。魔術学院は奥の塔があるあたりだ。いや、まあそれでもデカいが。手前にあるのは、普通に都市だよ』

　魔術学院を囲むように、町が発達したらしい。学院都市なんて呼ばれ方もするそうだ。

『あれが魔術学院を擁する都市、レディブルーだ』

「ぶるー？　青くないよ？」

『青の淑女。つまり、世界最強の大海魔術師であるハイエルフのウィーナレーンを称たたえた名前ってことだよ』

「なるほど」

　一人の名前が都市に付くほど、有名で偉いってことだからな。フランが粗相をしませんように！

　俺の不安とは裏腹に、ウルシはグングンと町へと近づいていく。

　上空から見下ろしたレディブルーは、想像以上にゴチャゴチャした町だった。蜘蛛の巣のように細い道が放射状に広がり、都市計画とか完全に無視した造りだ。上から道を覚えようとか思ったんだが、早々に諦めた。もうね、超細かい迷路の道順を記憶するようなものなのだ。

　中に入ると、その複雑さは想像以上のものだった。大通りを大人しく歩いていれば、主要施設にはたどり着けるんだろうが……。

『なあ、前も全く同じ失敗をしたと思うんだが？』

「ん？」

『クランゼルの王都でも、メインストリートを外れて、迷ったよな？』

「おいしそうな匂いがした」

「オム！」

　俺の言葉にそう返すフランの手には、ワッフルのような焼き菓子が握られている。ウルシは三つを一気食いして咀そ嚼しゃく中だ。

　最初は普通に大通りを進んでいたのである。しかし、フランがおいしそうな匂いを嗅ぎつけて、急に道を逸れてしまったのだ。その元である焼き菓子屋を発見したところまではよかったんだけどね。

　クランゼル王国の王都も相当迷いやすかったが、こちらも負けず劣らずの迷路っぷりだ。ただ、建物の雰囲気が違うせいで、町のイメージは大分違っている。

　地中海風のクランゼル王国と比べると、こちらは古き良き英国風とでも言えばいいだろうか？　まあイギリスに行ったことはないから、完全に主観だけど。

　テレビのビートルズ特集で紹介されていたリヴァプールの下町とか、郊外の田舎町なんかがこんな雰囲気だった気がする。赤レンガを多く使った建物が並び、その中に森や小川が残されている風景は何故か懐かしい気がしてしまう。ただ、今はよく分からん郷愁に浸っている場合じゃないけど。

『完全に迷ってるじゃん』

「ん」

『焼き菓子屋のおばあさんに道を聞いたよな？』

「聞いた」

『なぜその通りに行かない？』

「こっちの方が面白そう」

『ああ、そう』

「ん！」

　体を横にしないと通り抜けられない小道とか、老人は途中で力尽きるだろっていうくらい長くて狭い階段とか、植え込みを利用して作られた緑のトンネルとか、とにかく子供心をくすぐるような場所が多いんだよ。フランもウルシも、喜び勇んで町を探検していた。最早、自ら迷いに行ったといっても過言ではないだろう。

『まあ、急ぐわけじゃないからいいけどさ。とりあえず冒険者ギルドにいっておきたいけど、それだって絶対じゃないからな』

　それに、俺もちょっとだけ探検が楽しくなってきたところだ。この辺はアパートタイプの建物が減り、一軒家の多い地区なんだが、各家の庭が凝っていて見ているだけで楽しい。イングリッシュガーデン風の庭がどの家にもあるのである。

　町中を散策しながら進んでいくと、フランが急に立ち止まって、前方を指差した。

「師匠、あれ」

『どうしたフラン？』

「あの建物すごい」

　フランが見ているのは、少し先にある特徴的な外観の建物だ。なるほど、あれは確かに凄いな。

　三階建ての一軒家なんだが、屋根から木が生えていた。屋上を緑化しているというわけじゃないよ？　どう見ても屋根に穴が開いて、そこから巨木の上部が突き出ているのだ。

　よく見れば、三階や二階の窓の一部からはその木の物と思われる枝が飛び出ている。あの建物の中を、巨大な木が縦に貫いているのか？

　ただ、俺たちが驚いたのはそれだけではない。なんと、庭に洗濯物が干されている。どうやら普通に人が住んでいるらしい。

　俺たちはその家に近づいてみた。すると、そこでまた驚きの発見をする。

　なんと、敷地の入り口に「緑の古木亭」という看板がかけられていたのだ。

　どうやら宿屋であるらしい。営業してるわけじゃ、ないよな？　だって、この建物に泊まれんの？

「ウルシ、行ってみる！」

「オン！」

『あ、ちょっと！』

　フランたちは目を輝かせて宿屋に突撃した。まだどんな場所かもよく分かってないのに！

「おおー」

「オフー」

　フランと中型犬サイズのウルシは、庭の真ん中で二人並んで巨木を見上げる。クスノキに似た木なんだが、その枝葉の広がりはすでに宿の屋根よりも広く、もう一つ屋根があるかのようだ。

　しばらく見ていると満足したのか、フランは宿の扉を開いた。よく手入れされてはいるが、非常に古い木製の扉だ。

「おおー」

　そして、もう何度目か分からない感嘆の声を上げた。

「中にも木がある」

『そりゃあ、そうだろ。まあ、驚く気持ちも分かるが』

　木の幹は、想像以上に太かった。そこそこ広いはずの宿屋なのに、半分は木の幹に占拠されている。中央にドーンと鎮座する巨木と、その根っこの周りにまるでウッドデッキのように張り巡らされている床。床板の形が凸でこ凹ぼこしているのは、根っこの成長に合わせてその形に切っているからだろう。

　完全に、巨大樹木を優先しているようだ。

「おんやあ、お客さんかね？」

「誰？」

「誰って、あんたこそ誰だね？」

「フラン。冒険者」

「はーはー。なるほどー」

　宿の入り口で立ち止まっていたフランたちに話しかけてきたのは、一人の小柄なエルフの老婆であった。いつの間に？　最初からいたか？

「わしゃ、この宿の主人だで。お泊りかね？」

「ん！　一泊！」

『おいおい、ここに泊まるのか？』

（ん！）

　まだ冒険者ギルドとかも発見してないのに……。

　フランはこの面白い宿を、相当気に入ってしまったようだ。

　それにしても、エルフの老人は初めて見たかもしれない。聞いた話だが、エルフはその長い人生の大半を若い姿で過ごし、最後の一〇〇年ほどで人間と同じように老化をするらしい。そうなると大概のエルフは引き籠って、長時間の睡眠に入るそうだ。そうして、眠るように息を引き取る。

　老婆で、なおかつ人の町で働いているとなると、相当珍しいんじゃなかろうか？

「夕飯と朝飯が付いて、五〇〇ゴルドじゃねー」

「わかった」

「あと、注意することがあるんよ。この大樹様を傷付けたら、叩き出すだよ。いいかね？」

　大樹様ね。何か特別な木なんだろうか？　フランが尋ねると、なんと精霊が宿っているという。この老婆はその精霊と契約を結んでいるそうだ。

「悪いことしなければ、優しい方だで」

「精霊、私も会える？」

「さあのう。会えるかもしれんし、会えないかもしれん。まあ、良い子にしとれば、もしかしたら会えるかもしれんの」

「わかった。いいこにしてる」

「ほうほう、それはええ心がけだで」

　その後、案内された部屋は思ったよりも普通だった。綺麗なベッドに、簡単なインテリア。また、心配していたような、部屋の中に木の枝が張り巡らされているようなこともなかった。

　伊達だてに精霊が宿っているわけではなく、宿に合わせて成長する方向などを大樹自身が調整しているそうだ。そのおかげで、客間には大樹の枝が入り込んだりはしていない。

　根っこなどが太くなってしまうのは仕方ないようだが。

「良い部屋」

「オン！」

『随分と気に入ったみたいだな』

「ん！　まるで森の中にいるみたいな、いいにおいがする」

　自然児でもあるフランにとって、町の中でありながら森の気配があるこの宿は、心安らぐ場所であるのかも知れない。ベッドに腰かけて、息を大きく吸い込んでいた。







『ここが魔術学院か……デカイというか、高いな』

「とんがってる」

「オン」

　緑の古木亭で部屋を取った後、俺たちは改めて魔術学院にやってきていた。

　最初は冒険者ギルドに行くつもりだったのだが、思いのほか学院が近いことを知ったのである。

　宿を出た俺たちは、とりあえず高台から町を見ようと考えた。そして、五〇〇段以上はある狭い階段を上り、その先にあった高台広場からレディブルーを見渡してみたのだ。すると、魔術学院が驚くほど近くに見えていた。

　迷っている内に、魔術学院に近づいていたようだ。宿から魔術学院まで、直線距離にして三、四〇〇メートルくらいしかないだろう。

　そこから学院に行くまでにまたちょっと迷ったから、結構時間はかかってしまったが。

　上から行けば五分もかからなかったはずなんだけど……。まあ、探検が捗はかどったから、フランもウルシもご満悦だけどね。

　この町はワッフルが名物であるらしく、色々な店を発見してしまった。まさか甘い味だけではなく、甘くない生地にハムやチーズを挟んだ物まであるとは思わなかった。

　これは、レディブルーにいる間に色々とお店を発掘してみるのも面白そうだ。余裕ができたら、俺も作ってみようかな？

　ちなみに、フランが食べたいと言っていた淡水魚のカレー。ちょっと変わり種を一つと、ストレートなものを一つ考えてみた。湖周りでは淡水魚の種類が豊富で、材料が手に入ってしまったからね。

　一つ目はウナギのカレーだ。この国で安く売っていた山さん椒しょうを強めに利かせて、さらに甘さ控えめに作ったウナギの蒲焼きを乗せてみた。ひつまぶし風カレー？　ちょっとやり過ぎたかと思ったがフランは美味しそうに食べていた。やはりカレーは最強だったらしい。

　もう一つの鯉カレーもまあ普通に食べていたが、フィッシュカレーだからね。目新しさもないし、泥臭さを取るために少し辛くし過ぎたらしく、こっちはウルシの方にヒットしていた。もう少し改良の余地があるだろう。

『とりあえず入り口を探そう』

「ん」

　俺たちが今立っているのは、魔術学院を囲む外壁の前だ。そこからでも、魔術学院の中に立ち並ぶ背の高い塔たちがよく見える。まるでビルのような細くて背の高い塔が、一〇以上は見えるだろう。奥に行けばもっとあるかもしれない。

　城や砦といった軍事施設以外で、これだけ高い建物は珍しいだろう。最初は狭い敷地を有効利用するためなのかと思ったが、どうやら違うようだ。

　何せ、歩いても歩いても門が見えてこない。思い返してみれば、町の外からこの都市を見たとき、約四分の一くらいは魔術学院が占めていたはずだ。都市と呼べる規模を誇るレディブルーの四分の一ともなれば、そこらの町よりも余程広いだろう。

　道中で立ち寄ったキアーラゼンよりも、魔術学院の敷地の方が広いと思う。

「……登っちゃう？　そうすれば人が来るかも」

「オン」

　あえて不法侵入して、警備兵を呼ぼうってこと？　フランさん！　過激！　やっぱり、力が有り余っているのかね？　でも、フランがそうしたいのなら、それでもいいのか？　飽きているようだし、確かにどこまで続いているか分からないし……。

　いや、さすがにマズいな。これから短い間お世話になる場所なのに、問題は起こせん。

『ダ、ダメだ！』

「ダメ？」

『ダーメ！』

「わかった」

　なんで、ダメって言われて笑ってるんだ？　本当に微かだけど、笑ってるよな？

『ともかく、ダメ！　ダメなものはダメ！』

　最初からトラブルメーカー認定されたら、働きづらくなっちゃうぞ！

　それに、この壁はただの壁ではないのだ。魔力の気配があった。一見、警報魔術に思える。フランもそう判断し、あえて警報を鳴らして人を呼ぶという、ヤンチャ過ぎる作戦を提案したのだろう。

　しかし、魔力統制ＳＰを手に入れた俺には、それ以外の魔力が感じ取れていた。警報魔術は目くらましで、その魔力の陰に何か違う魔術が隠蔽されているようなのだ。さすがにどんな魔術かは感じ取れないが、確実に面倒なことになるだろう。少なくとも自分たちで試してみる気にはなれない。ここは地道に歩くのが吉だった。

『というわけだよ。フラン君』

「ん。わかった」

　そうやって壁伝いにブラブラと歩いていると、ようやく壁以外の物が見えてくる。ただ、正門ではなさそうだ。

「師匠、あれ？」

『どうも入り口があるっぽいが……。なんであんなに小さいんだ？』

　ようやくたどり着いた魔術学院の門は、壁の巨大さに比べて驚くほど小さかった。勝手口かと思うほどだ。いや、実際、それに近いものなのだろう。

『どうも裏門に来ちまったらしいな』

　使用人や職員が外出時に使う裏口だと思われた。

「どうする？」

『まあ、正門に行ってもいいけど、とりあえずここで対応してもらえるかどうか声をかけてみようぜ。ああ、アリステアの紹介状は出しておくんだぞ？』

「わかった」

『ウルシは……まあ、そのままでいいか』

「オン」

　影に入っているよりも、最初から姿を見せる方がよかろう。後々紹介する手間も省けるのだ。

「たのもう」

『そこはすみませんで！』

「すみません」

　裏口とは言え、守衛さんはいる。そこでとりあえずその人に声をかけてみることにした。

「おや？　何かな？」

　優しそうなおじさんである。守衛がこんなに人当たりが柔らかくていいのかと思うが、それだけ職員への指導が行き届いているということなんだろう。

「依頼を受けて来た」

「ほう？　冒険者さんかね？　珍しいな、外部に委託するのは……」

「ん？」

「あっと、済まない。それで、どんな依頼かな？」

　どうも、ここで取り次いでもらえそうだ。フランがアリステアの紹介状を守衛のおじさんに手渡す。

「模擬戦の依頼。これに色々書いてある」

「失礼するね。なになに……ええ？」

　おじさんが紹介状を読んで驚いている。まあ、仕方ない。あれには学院長が探していた模擬戦教官の人材が見つかったから、紹介状を持たせて送ります。的なことが書かれているからね。

　フランを見て、まさか模擬戦教官とは思うまい。

　あとはアリステアの名前が書かれているはずだ。アリステアはこの魔術学院の教職員としての肩書があるらしい。魔術学院謹製の封筒と手紙に加え、彼女の署名があればしっかりと対応してくれるはずだった。

「えーっと、冒険者カードはお持ちですか？」

「もってる。これ」

「拝見させていただきますね」

　カードをしっかり確認した後、守衛のおじさんは裏口の横にある小さな小窓を開いて、向こうにいる誰かと話し始めた。そして、フランに尋ねてくる。

「この紹介状、少しお預かりしてもいいですか？」

「ん。へいき」

「では、失礼しますね」

　そして、おじさんは紹介状を小窓の向こうに渡すと、フランにカードを返しながらここで少しだけ待つように言ってくる。

「とりあえず私どもでは最終判断は下せないので、もう少し偉い人が来ます。少々お待ちください」

　大分態度が変わったな。さっきまでは子供扱いだったが、今ではキッチリお客さん扱いになったのである。

　紹介状を返してもらい、門の前で待つ。さて、どんな人が来るんだろうな？

　それから五分ほどボーッとしていると、門の中から男性が姿を見せる。

「ああ、先生。あちらの方です」

「やあやあ、待たせたね。君がアリステアの紹介状を持ってきたという冒険者さん？」

「ん」

「見せてもらっていいかな？」

「わかった」

「ほうほう……」

　現れたのは、軽薄な感じの兄ちゃんだった。ハーフエルフだから実年齢は高いのだろうが、どうみても一〇代半ばのチャラ男にしか見えんな。アリステアの紹介状を読んでいるんだが、その軽薄そうな雰囲気のせいで、適当に流し読みしているようにしか見えなかった。

「ふーん……。まあいいや、とりあえずこっちにどうぞ」

　読み終わった後の態度も、軽薄そうだ。守衛さんの態度からして本当に偉そうな人っぽいので、大人しく従うけどね。

　男性に案内されて裏口をくぐる。その向こうは天井が低い通路になっていた。外壁自体が相当分厚いらしく、そこを通り抜けるための通路はちょっとしたトンネルのようだ。

　フランを案内してくれる男性を後ろから観察してみる。魔力は高いが、足の運びは完全に素人。典型的な研究者タイプだろう。どれくらい偉いのか分からないが、先生って呼ばれていたよな？　少なくとも教職員なのは間違いなさそうだ。

「僕はコルタンディルー。気安くコルトって呼んでね？」

「冒険者のフラン。こっちはウルシ」

「オン！」

「狼型はいいよねぇ。従順だし、戦闘によし、索敵によし、夜の毛布代わりにもよしだもん」

「ウルシは最高」

「オンオン！」

「はは、仲が良さそうだ」

　そうやって笑うコルトに連れられて、トンネルを抜ける。すると、そこは想像以上に広く、面白い光景が広がっていた。敷地の中には芝生や池だけではなく、森や高い岩山などが存在している。訓練や実験に使うのだろう。

　さらに奥を見ると、なんと高さ一〇メートルほどの雪山が見えるではないか。魔力が感じられるので、魔術で生み出したか、魔術で維持しているんだろうが……。さすが魔術学院だな。

　森の手前には綺麗な池があり、水路がさらに奥へと続いているのがわかる。森の奥には、もっと大きな池があるのかもしれない。

　さらに、それら不自然な自然物の中央に、巨大な建造物が鎮座している。

　外から見えたたくさんの塔は、全てが通路や建物で繋がっており、実は超巨大な一つの建造物を構成する一部分でしかなかったらしい。

「ほー」

「中々凄いだろ？　今でも改築が続いているから、年々建物が広がっているんだよ？　最初は、あそこに見える少し背の低い塔から始まったんだ」

　コルトが指差すのは、たくさんの塔たちの中央にある、一際古めかしく、みすぼらしい塔であった。高さは一五メートルくらいかな？　元々が何色か分からないくらい黒ずんだ壁と、その半分ほどを覆い尽くす蔦つた。窓は小さく、内部の様子をうかがい知ることはできない。

　その古びた塔だけは巨大施設とは繋がっておらず、独立して静かに佇んでいる。

　魔術学院が最初はあんなに小さかった？　にわかには信じられないな。

「へー、いつ建てられた？」

「なんでも二〇〇〇年以上は経っているらしいよ？　元々は学院長の研究所だったっていう話だね」

　ハイエルフの研究所か。だとすれば、見た目の地味さで判断できないだろう。状態を保存するような魔術がかけられているだろうし、中ではどんな凄まじい研究が行われていることか分からない。

「ま、あそこは基本立ち入り禁止だから。学院長か、認められた人間だけだね。それよりも、僕らはこっちだ」

「ん」

　コルトが案内してくれたのは、トンネルの出口のすぐ脇にある、小さな建物だった。いや、学院を見た後では小さく見えるが、これだって三階建てのそこそこ大きい建物だろう。

「守衛さんの詰め所だけど、色々と調べる魔道具もあるからさ。とりあえず、冒険者カードが本物かどうか調べるけど、いいよね？」

「ん。構わない」

「ごめんね。僕は戦闘力は低いけど、魔力は感じられるからさ。君がただ者ではないって分かるんだけど、逆にそんな人物を検査もなしに素通りはさせられないんだよね」

　なるほど。雑魚ならむしろどうとでもなるが、実力者はしっかり検査が必要ってことか。

　コルトが何度か見たことのある水晶に、フランの冒険者カードをかざした。冒険者ギルドなどに置かれている、カードリーダー的な魔道具だ。それで、確認は完了であるらしい。

「はい、ありがとう。これで裏付けは取れた」

「ん？　もう終わり？」

「ああ。そうだよ」

「手紙が本物かどうか確認しない？」

　俺もそこは気になった。そもそも推薦状が贋物だったら、フランが冒険者かどうかなんて関係ないじゃん？　筆跡鑑定とか、押されている判が本物かどうかとか、調べることは色々あるだろう？

　なのに、コルトは軽く流し読みしただけだった。入り口で一応渡したけど、時間的には短いものだ。あの短時間で、筆跡やら指紋やらを鑑定したのだろうか？

　だが、コルトは紹介状をフランに返しながら、朗らかに笑った。

「あはは。ごめんごめん。紹介状の確認はもう終わってるんだ。それは特別な紙でね。ちょっとした薬液を垂らせば、真しん贋がんが判別できるんだよ」

　あの紹介状に使われた紙は、この学院でアリステア用に作られた特別な物であると、すでに確認できているそうだ。

「紹介状が本物で、冒険者ランクも高い。問題ないでしょ？　あとは面接なんだけど……」

　面接？　そ、そんなものまであるのか。いや、世界有数のマンモス校に、臨時とは言え教官として雇われるのだ。むしろ当然だろう。

　でも、大丈夫かな……？　面接試験なんて、フランが一番不得意なジャンルなんだけど。いや、宮廷作法スキルを全開にして、あとは俺の指示した通りに受け答えさせればなんとかなるか？

　伊達に就職氷河期に内定を取っているわけじゃないんだぜ？　まあ、昔のこと過ぎて、当時勉強した面接のイロハなんてもう半分以上忘れたけど。フランよりはマシなはずだ。ばっちこーい！

　そんな風に気合を入れていたんだが、面接が行われるのは今日ではないという。

「ごめんね〜。面接は学院長がやらなきゃいけないんだけど、ちょっと所用で学院の外に出てしまっていて。明日か明後日には戻ってくると思うんだ」

「学院長？　ハイエルフの？」

「そうそう。今学院にいないんだ」

　学院長がわざわざ面接するのか！　これだけ大きな学校の校長ともなれば、きっとすごい忙しいんだろう。そりゃあ、事前に到着日時を知らせていたわけじゃないし、こういうこともあるよな。

「わかった。じゃあ、どうすればいい？」

「宿はどこ？　もし宿がないなら、こちらで用意するけど？」

「もう決めた」

「へー、どこだい？」

「緑の古木亭」

　フランがそう言うと、コルトが驚いた顔をする。

「えぇ？　あ、あそこかい？」

「どうしたの？」

「いやいや。あそこの女お将かみさんは気難しくて、気に入らなければ泊めないことで有名なんだよ？　よく部屋がとれたね？」

「普通のお婆さんだった」

「オン」

　フランにもウルシにも優しい、エルフの老婆だったよな？　人を間違えてないか？

「そ、そうか……。ま、まあいいや。学院長が戻ってきたら、使いを向かわせるから」

「わかった」

　これで、あとは面接さえクリアしてしまえば晴れて学院の教官というわけだ。別に絶対教官になりたいわけじゃないんだけど、なんか試されている感があるので、俺もフランもちょっとムキになり始めている。

『次は冒険者ギルドだな』

「ん。ねぇ、冒険者ギルドってどこにある？」

「冒険者だと、ギルドへの報告も必要かぁ。少し説明が難しいから、地図を描くよ」

「お願い」

　地図は有難い。この町、慣れるまでは本当に迷いそうだからな。

　描いてもらった地図は、かなり詳細だ。さすが教師。表通りと裏通り、両方を網羅し、なおかつ目印の建物なども分かりやすい。

　冒険者ギルドまでは大通りを使えばすぐなんだが、フランとウルシはやはり挑戦者であった。学院を出て一分も経っていないのに、自ら裏路地に突入し、探検気分でどんどん進んでいく。地図があるからって、あまりにも道を外れ過ぎたらまた迷子になるからね？

　この町はどこに行っても綺麗で、歩くのが楽しいのもフランたちがフラフラと横道へと逸れてしまう原因なのだろう。メダカのような小魚が泳ぐ水路が流れ、路地に面する家々は植物の鉢を壁にかけたりしている。門扉に絡む蔦が花を咲かせ、美しい蝶を引き寄せたりもしていた。本当に美しい光景ばかりだ。

　それに、学院に近い場所だからなのか、裏社会の人間の気配など欠片も感じられなかった。学院側が、怪しいやつらを排除しているのだろうか？

　時折現れる屋台で買い食いをしながら進むと、大きな通りへと出た。そこから冒険者ギルドへは、本当にすぐだろう。地図上では、今いる場所から一〇〇メートルも離れていないのだ。

　しかし、それらしき建物は見えない。

　冒険者ギルドの建物というのは大抵大きく、遠くからでも見えるもんなんだがな。地図を信じて歩くと、すぐに冒険者ギルドは見つかった。看板もかかっているし、間違いないだろう。

　だが、冒険者ギルドの建物を見て、フランとウルシが首を捻っている。

「なんか、ふつー？」

「オン」

　この都市で特殊な建造物を色々と見たことで、冒険者ギルドにも過度の期待を抱いていたらしかった。だが、冒険者ギルドの外観は、この町ではごく当たり前なレンガ造りの建物である。さすがに大きさは倍近いが、それとて特別巨大すぎるわけでもない。同じくらいの建物は、そこかしこにあった。

『とりあえず中に入ってみようぜ』

「ん」

「オン！」

　ギルドの扉をくぐると、中もやはり普通の構造だ。床も天井も壁も受付カウンターも、どこにでもある造りをしている。どこの町にでもある、普通の冒険者ギルドといって良いだろう。

　冒険者がどの依頼を受けようか悩んでいたり、素材買取金額を吊り上げようと受付嬢相手に無駄な交渉をしているのも、他所よその冒険者ギルドと同じだ。

　ただ、一組だけフランの目を引く者たちがいた。

「子供？」

『フランよりは年上だろうが……。魔術学院の生徒なんだろうな』

　革製の、それなりに良い作りの外がい套とうを身に付けた少年少女たちだ。外套の肩には、逆巻く波を意匠化したエンブレムがあしらわれている。あのエンブレムには見覚えがあった。魔術学院の旗や裏口の扉に描かれていたはずだ。

　カウンターに並んでいる者もいれば、依頼票を見ている者もいる。魔術学院の外套を着ていなければ、普通の駆け出し冒険者だと思っていただろう。魔術学院の生徒が冒険者をやっているらしい。

　それってありなのか？　いや、ああも堂々と外套を身に付けたままなんだし、許されているんだろうな。

『学院生がなんで冒険者なんてやってるのかは分からんけど』

　経験値稼ぎ？　小遣いが欲しい？　それとも、フィールドワーク的な？　まあ、フランが教官になればわかるか。

（依頼、変なの一杯）

『変なのっていうか、町中の依頼が多いみたいだな。雑用も多いし』

（あれ、幽霊退治だって）

『ゴーストのことか？　なんか、ちょっと違うニュアンスっぽいが……』

　巨大な町あるあるだが、お遣いや雑用系の依頼が非常に多かった。戦闘系もある。ネズミ退治やカラス退治。あとは廃屋に出没する幽霊退治や、人の生き血をすする怪物退治など、本当に退治相手が存在しているのか怪しそうな依頼も貼ってあった。依頼料が超安いし。

（行方不明の知人捜し？）

『謎の怪人にさらわれたに違いないって……』

（こっちは、不審者を捕まえろ？）

『夜な夜な町を徘徊する謎の怪人を捕まえてほしい？』

　レディブルーは謎の怪人ブームなのか？　他にも謎の怪人関係の依頼が幾つもあった。目撃情報も、黒いって部分以外は姿形も目撃場所も全部違っている。依頼料の安さからも、ギルドが本腰を入れていないことが丸分かりであった。

『とりあえず、ギルドに挨拶をしておこう』

　通り過ぎるだけならともかく、しばらくはこの都市にいるつもりだ。まあ教官試験に落ちなければだけど。合格して教官になる場合、高ランク冒険者であるフランは地元のギルドに滞在を申請しておく必要があった。絶対の義務ではないが、推奨されているのだ。いざというとき、高ランク冒険者の居場所が分かっているかどうかは重要だってことだろう。

「ねえ」

「はい、冒険者ギルドへようこそ。どのようなご用件でしょうか？」

「ん。しばらくこの町に滞在するかもしれないから、挨拶に来た。これ、カード」

「ああ、そういうことですか。ではカードを拝見いたしますね」

　受付のお姉さんがフランからカードを受け取る。そして、一瞬驚いた顔をした。だが、すぐに営業スマイルを取り戻す。

「う、上の者が参りますので、少々お待ちください」

「わかった」

　絶対に、高ランク冒険者の真似事をする駆け出し冒険者だと思って対応したよな？　それでもほとんど笑顔を崩さずに対応し続けたのは凄い。最近、この最初のやり取りでその受付さんがベテランかどうかわかるようになってきたな。あの人は中堅どころであろう。

　そのまま受付の前で待っていると、背後から近付いてくる気配があった。受付に向かうのかと思ったら、そのままフランの後ろで足を止める。

「ねえ、あなた？」

「ん？」

　話しかけてきたのは、金髪の美少女だった。フランより少し年齢は上だろう。魔術学院の外套を身に付け、腰には強い魔力を発する剣を下げている。

　だが、俺の視界には、少女のあるものしか入っていなかった。

『う、うおおおお！　金髪ドリル！　金髪ドリルさんだよ！』

　その少女は、いわゆる金髪縦巻きロールだったのだ。こんなに近くで見たのは初めてである。しかも、高飛車お嬢様っぽい雰囲気まであった。

『金髪ドリルでデコ出し！　ま、まじかよ！　おーほっほっほって笑ってくれないかな？』

　その完成度の高さに、思わず声を上げちまったよ。

（師匠？　どうしたの？）

『あ、いや、髪型がな……』

（髪？　金髪？）

『な、なんでもない。ちょっと珍しい髪型だから、驚いただけだ』

（ふーん）

　フランは全く興味がないようだ。いや、当然だけどさ。こっちの世界に来て、執事とメイドを見たとき以来の興奮だったぜ。

　鑑定すると、一六歳。名前はキャローナ・リヴァールとなっていることから、本当に貴族のお嬢様なのだろう。うむ、この髪型で平民だったら、お仕置きしているところだ。

　能力的には、ランクＥ冒険者程度だろう。火魔術と水魔術を扱うが、どちらもレベルが３しかないし、近接戦闘力は低いのだ。それでも、生活魔術や気配察知、生存など、外で活動するのに最低限のスキルは所持していた。それは他の学院生も一緒で、全員がサバイバルに役立つスキルを覚えている。魔術学院で教えているんだろうか？

　ランクＥでも、いずれもっと上に行くことが確定しているＥって感じだった。まあ、魔術が使える人材はどこでも重宝されるしね。

「なに？」

　フランがやや警戒するように、金髪ドリルさんに視線を向けた。キャローナが敵意を持っていないことは分かるが、彼女の声にはやや棘というか、微妙な呆れのようなものが含まれていたのだ。

「何？　ではありませんわ」

　フランの言葉に、金髪ドリルさんが溜息をつく。

「学院生が冒険者ギルドで依頼を受ける際、外套の着用が義務付けられています。その状態では、学則違反ですわ」

　どうやらフランが魔術学院の生徒であると勘違いしているらしい。そして、学則違反をしているように見えたフランを注意するために声をかけてきたようだ。

「あなた、外套は？」

「ない」

　そりゃ、学院生じゃないんだから持ってないんだけど、もっと言い方があるだろ？　まるで今は持ってきていないように聞こえるぞ？

「ではこのまま見逃すことはできませんわ。一度学院にお帰りなさい」

　やっぱり誤解された。ギルドから連れ出そうというのか、金髪ドリルさんがフランの腕を掴む。悪意があるわけじゃないので、フランも振りほどこうか悩んでいるらしい。

　とりあえずその場で踏ん張って抵抗している。

「むぅ」

「むむ？　なかなか力強いですわね！　抵抗しないで大人しく従いなさい。ね？　あとで怒られてしまいますわよ？」

　金髪ドリルさんは聞き分けの無い子供を見る目だ。ここで怒鳴らない辺り、意外と優しい人なのかもしれない。

「……ふぬ」

「……ぐぬぬ」

　フランとドリルさんが無言で力比べをしていると、ギルドの奥から一人の男性が姿を現した。見た目は二〇代後半の美形の男性だ。まあ、エルフなので、見た目から年齢は分からないが、それなりの経験を積んでいることは間違いなさそうだった。

　戦士としての技量もしっかりしているうえに、その身に秘める魔力はそこらの魔術師よりもよほど高い。さらに気配の消し方も上手で、オールマイティーに能力が高そうだ。

　男性はやや早足に受付に近づくと、受付嬢にヒソヒソと話しかけた。

「緊急事態の知らせが鳴ったが、何があった？」

　どうやら受付で何かをすれば、ギルドマスターの部屋で音が鳴る仕掛けがあるらしい。強盗のときとかに便利そうだ。冒険者ギルドに押し入る間抜けな強盗がいるとは思えないけど。

「実は、高ランクの冒険者様が滞在報告にいらっしゃいまして」

「ほう？　ランクは？」

「Ｂです」

「どこにいる？」

「そこの子です」

　フランを諭すために一度手を離したドリルさんと、「帰る」「帰らない」という問答をしているフランを指差す受付嬢。そして、ギルドマスターは一瞬で何が起きているか理解してくれたらしい。

「おい、ちょっといいか？」

「え？　えっと、どちらさまですの？　私たち、少々取り込んでおりますの」

「いや、俺は彼女に少々用がある」

「……どのようなご用件で？　私は彼女の保護者ですわ」

　ドリルさんが、フランを庇うように前に出た。上級生として、下級生を守ろうとしてくれているのだろう。ギルドマスターは外見だけは若い男に見えるし、なにやら怪しい男に見えたらしい。子供冒険者に絡んできた、チンピラ冒険者とでも思ったのかな？　下級の冒険者じゃ、ギルドマスターに会ったことがなくても当然だろう。

「保護者？　そうなのか？」

「……ちがう」

「え？」

　フランが一瞬悩んだのは、ドリルさんに申し訳なく思っているからだろう。自分の口下手のせいで、なんか空回りさせてしまったうえ、ギルドマスターと変な絡み方をさせてしまったからな。フランにはしごを外されたキャローナは、可哀そうなほどのお間抜けフェイスだ。

「だよな。俺はキナバーロ。このギルドのマスターをやっている」

「え？」

「ん。冒険者のフラン」

「ええ？」

「まさか、異名持ちにお目にかかれるとはな。歓迎するぜ」

「ええええええ？」

　驚きすぎて、呆然としている金髪ドリルさんに、フランがペコッと頭を下げた。

「ごめんね」

　すまん、金髪ドリルさん。フランたちが階段を上る際も、ずっと立ち尽くしているね。そんな彼女に見送られながら、フランは執務室へと向かう。

「まあ、座ってくれ」

「……ん」

「ああ、さっきの面倒見が良さそうな嬢ちゃんには、後でフォローを入れておくから気にするな」

　初対面でありながら、フランの物憂げな表情を読み取ったらしい。さすがギルマスになるだけはあるぜ。観察力が凄い。逆に、俺がばれる可能性も高いってことだが。

「怒ってない？」

「ははは。むしろ俺はあのお嬢ちゃんを気に入ったぜ？　自分の後輩のために、不審者の前に立ちふさがるなんてなかなかできん。まあ、勘違いだったわけだがな。それにしても──」

　ギルドマスターがしげしげとフランを観察する。

「見極めができない人間からすれば、か弱い獣人の少女に見えるのかもなぁ。防具も見た目で性能は分かりづらいしよ」

　確かに何もわからなければ、ヒラヒラした布の装備にしか見えないのかもしれない。

「魔剣は確かに目立つが……。新人の中には騙されたり見栄を張ったりで、見た目だけ派手なナマクラを装備しているやつも多いしな。そう見えちまうこともあるかもなぁ」

　つまりキャローナはフランを見て、冒険者に憧れる魔術学院の下級生が、見た目だけは一人前のナマクラ装備で冒険者になろうとしていたと思ったわけか。超痛いやつって思われてた！

「それで、噂の黒雷姫フランがこんな場所でどうした？　長期滞在の予定があるってことだろ？」

　この人、口調はかなりぞんざいなんだが、美形エルフがこんな喋り方だとイケメン度が増すから不思議である。ちょい悪イケメンエルフにしか見えん。エルフずるい。

「魔術学院で教官をやる」

「ほう？」

「かも？」

「は？　かもって、未だ本決まりじゃないってことかよ？」

「ん」

「どういうこった？」

　フランがざっくりと経緯を説明する。知人が魔術学院の関係者であること。その知人が魔術学院で模擬戦の教官をする人材を探していたこと。そして、フランが誘われ、紹介状を持ってレディブルーまで来たこと。

「なるほどな。そういうことだったか」

「今日、学院に行ったけど、学院長がいなくて面接はまた今度だって」

　フランの言葉を聞いて、ギルドマスターが唸っている。

「学院の面接は結構厳しいぜ？」

「そうなの？」

「おうよ。この町の冒険者でも、学院指定の冒険者は三〇人程度しかいないからな」

「学院指定？」

「ああ、魔術学院の生徒を引率することを認められている冒険者さ」

　魔術学院の生徒たちの一部は、冒険者として活動することが認められている。技能や成績などが一定水準に達している生徒だけが、冒険者ギルドに登録することが許されるらしい。

　しかも、依頼を受けるにはさらに厳しいルールがあった。まず、ランクＥ以上の依頼は、生徒だけでは受けられない。魔術学院が指定する冒険者に付き添ってもらうことが、絶対条件であるそうだ。

　生徒を無駄に死なせないための措置なのだろう。その魔術学院の生徒を引率する資格がある冒険者を、学院指定冒険者と呼ぶらしい。

　この学院指定を受けると、生徒を引率する義務が生じる代わりに、毎年一定の報酬が学院から支払われる。これが結構な額であるらしく、レディブルーの冒険者垂すい涎ぜんの仕事であるそうだ。

「冒険者登録が許される生徒は学院の方で厳しく審査されて、それでも合格したやつらだからな。問題行動を起こすようなやつは稀なのさ」

　それ故、引率といってもクソガキのお守もりというわけではなく、新人冒険者への指南に近いそうだ。しかも魔術が使え、学ぶ意思のある優秀な新人冒険者である。それでいて依頼とは別に高額の報酬が支払われるとなれば、人気が出てもおかしくはないだろう。

　ただ、誰でも学院指定を受けられるわけではない。大事な生徒を任せるわけだから、学院としてもかなり厳正に審査を行うらしい。性格、能力に始まり、家族構成やら過去の仕事歴なども調べられ、最終的には学院長の面接に合格した冒険者だけが学院指定冒険者になることができるのだ。

　特に学院長の面接は厳しいことで有名らしい。

「紹介状があろうが、使えないと判断すればあっさりと追い出されるぜ？　以前、国からの紹介状を持って面接に来た貴族が叩き出されて、問題になったことがある。なんやかんやあって、その家は消滅したが……」

　いやいや！　消滅したって言った？　なんやかんやって、何があったんだよ！

「あの人は怖いぞ？」

「学院長を知ってるの？」

「そりゃそうだ。俺は冒険者ギルドのマスターで、エルフだぜ？」

　考えてみれば当然だった。有力者同士で、同じ種族。付き合いがないわけがないのだ。

　フランが学院長の人柄を尋ねてみる。すると、ギルドマスターは軽く腕を組み、顔をしかめた。

「普段は優しい人なんだが、怒るとそりゃあ怖くてな。絶対怒らせるなよ？」

「わかった」

　ギルドマスターはよっぽど学院長──ハイエルフのウィーナレーンが怖いらしい。情けない顔で、フランに念押ししていた。

「強いの？」

「当然だろ？　ハイエルフだぜ」

「大海魔術師って聞いた」

「ああ。世界一の大海魔術師だよ。以前、スタンピードを起こした中級のダンジョンを、たった一人で潰したことがある」

　しかも、その時にウィーナレーンは、入り口から動いてもいなかったらしい。なんと、有り余る魔力で延々と水を生み出し、ダンジョン内全てを水没させて魔獣を窒息死させたそうだ。

　三日間、絶えず魔術を使い続けた姿は圧巻であったという。

「他にはどんなことができる？　エルフだから、精霊魔術？」

「さあ？」

「ん？　知らない？」

「あの人レベルになっちまうと、大海魔術で大概はどうにかなっちまうからな。近接戦闘をしてる姿や、精霊魔術を使う姿は見たことがない。鑑定も利かないしな」

「鑑定遮断を持ってる？」

「いや、単純に格が圧倒的に高いせいで、鑑定が利かないんだよ」

　俺が神剣を鑑定できないのと一緒だろう。何千年も生きている、ランクＳ冒険者を超えるとまで言われる実力者。これは確かに鑑定は難しいかもしれない。

「学院長なんてやっているだけあって、子供好きで有名だ。フランなら問題ないとは思うがな」

　その後、この辺の名物の話など軽い雑談をして、俺たちはギルマスの執務室を後にする。ギルマスとしても、フランの人柄を見極めたいようだ。

「本当に学院長を怒らせないでくれよな？」

「ん。分かってる」

「……頼んだぜ？」

　不安そうだ。どんな噂が流れているんだろうな？

「なあ、学院に雇われるってことは、ギルドの依頼は受けないってことかい？」

「うーん？　まだ分からない」

「そりゃそうか。お前さんレベルの冒険者がいてくれるなら、色々頼みたい依頼もあるんだがなぁ」

「なんか、変な依頼ばっかだった」

「変？　あー、幽霊退治に怪人退治か？　まあ、あの辺は気にしなくていいぜ。七不思議とか、たまにブームがくんのさ。学院内で流行ってな。勘違いとか、見間違いがほとんどだ」

「ほとんど？　じゃあ、たまに本当のこともある？」

「この町には魔術学院があるだろ？　あそこには研究施設もあって、いろいろ変な研究もしてるからよ。たまに、実験動物が逃げたり、変な現象が起きたりすることもあんのさ」

　そう言った場合は学院側が解決に乗り出すので、結局フランのような高位の冒険者の出る幕はないのだという。

「ま、なんかあったら、一応報告にきてくれよな？　頼んだぜ？　マジで」

　しつこく念押ししてくるギルマスに見送られながら一階へと戻ると、近づいてくる人物がいた。

「あの……」

「ん？」

　フランに話しかけてきたのは先ほどの金髪ドリル、キャローナさんだ。その顔はやや引きつっているようにも思える。

「先ほどは申し訳ありませんでした。高ランクの冒険者様と知らず、大変無礼をいたしました」

　受付のお姉さんに、フランが本物の高位冒険者であると教えてもらい、恐縮しているらしい。プライドが高そうなお貴族様の令嬢なのに、躊ちゅう躇ちょすることなくその場で深々と頭を下げた。そこら辺、ちゃんと教育が行き届いているようだ。

「別に怒ってない」

「ほ、本当ですか？」

「ん」

　フランがそう告げると、露骨にホッとした顔をしている。高位の冒険者なんて、下級冒険者からしたら化け物だろうしな。たとえ見た目が幼くとも──むしろ幼くして高位冒険者に登りつめたというフランは、彼女にとっては正真正銘の怪物なのかもしれない。

「ギルドマスターも褒めてた」

「え？　私を、ですか？」

「ん。後輩のために不審者の前に立ちはだかるのは凄いって」

「あれは、その……」

　キャローナは困った顔で俯いてしまう。勘違いでフランを下級生扱いしたことや、ギルドマスターの顔を知らずに不審者扱いしたことを揶や揄ゆされているようにも思えるし、褒められて嬉しいという気持ちもあるのだろう。どちらにせよ、何も言えないに違いない。

『フラン、話を変えた方がいい』

「？　私が学院の生徒に見えたの？」

「申し訳ありません。てっきり、学則を知らない基礎学科生なのかと……」

「基礎学科生？」

「え、ええ。魔術学院には多種多様な学科が存在しますが、どんな生徒でも最初は基礎学科で魔術の習得を目指します」

　魔術学院というだけあって、最初に必ず魔術を習得させられるらしい。ここでなんでもいいので魔術を習得すれば、半年に一回ある進級期間で新たな学科を選ぶことが許されるという。三年以内に基礎学科を卒業できないと、退学になるそうだ。そこは魔術学院だし、仕方ないのだろう。

「基礎学科に在籍しているうちは、冒険者ギルドへの登録は禁止されておりますの」

　魔術も使えない、本当の素人の子供ばかりなのだろうし、当然の措置だ。

　しかし、魔術学院の生徒が冒険者ギルドに出入りしているという噂話だけを聞き、ろくに説明も聞かずに冒険者ギルドへと突撃する基礎学科生が毎年いるらしい。

「わがままを言って、ギルドに迷惑をかける生徒もいますの」

　学院の生徒が冒険者ギルドに迷惑をかけると、それは学院全体の評判を落とすことにもなりかねない。魔術学院の生徒であるということに誇りを持っている彼女からすれば、それは許せないことであるようだった。

　てっきり風紀委員とか生徒会的な役割なのかと思ったら、単なるおせっかいだったようだ。その後も、学則を守らない生徒の失敗談などを色々と教えてくれた。珍しくフランも大人しく話を聞いているな。こんな真面目に人の話を聞けるだなんて！

「おい、そろそろ時間だぞ」

「今行きますわ。その、この度は本当に申し訳ございませんでした。私はこれで失礼いたしますわ」

「ん」

「私などにできることなどあるか分かりませんが、困ったことがあったら頼ってくださいまし。週に一度は冒険者ギルドに顔を出しますので」

「わかった。ありがと」

「では」

　仲間に呼ばれたドリルさんは、最後にもう一度頭を下げ、ギルドから出ていった。

　それを見送りながら、フランが俺に話しかけてくる。

（師匠）

『どうした？』

（師匠が、面白い髪型って言ってた意味、分かった）

『ん？』

（動く度に、髪の毛がビヨンビヨンしてた）

『大人しく話を聞いてるなーって思ったら、髪に集中してたんかい！』

（あれは面白い）

　キャローナには気づかれていないだろうし、いい印象を与えられただろうからいいけどさ。

（この後、どうする？）

『学院もギルドも行ったし、特に行かなきゃいけない場所はないな』

（じゃあ、ごはん！　美味しいご飯探す！）

（オン！）

　この町に入ってからも、ずっと飯を食べ続けてたと思うが……。まだまだ食べ足りないらしい。

『また歩きながら、店を探すか？』

（ふふん。秘策がある）

『秘策？』

（ん。今までの私じゃない）

『ほう？』

　フランがドヤ顔だ。珍しく戦闘以外で頭を使い、美味しいご飯屋さんを探すための方法を考えたらしい。どうするんだ？　ウルシの鼻を使うってことじゃないよな？

　俺が疑問に思っていると、フランはおもむろに受付へと近づいていった。

「ねぇ」

「は、はい。なんでしょう？」

「美味しいお店を教えてほしい」

「へ？」

　真剣な顔で近づいてきたフランに、重要な話かクレームでもあるのかと思ったのだろう。おすすめのご飯屋さんを聞かれて目を白黒させている。しかし、すぐに気を取り直して、情報を教えてくれた。

　学院でコルトに描いてもらった地図に、さらに情報を書き足していく。

『なあ、フラン。これが秘策か？』

（そう。知らないなら、知ってる人に聞けばいい）

　すっげードヤ顔！　でも、コミュニケーションが苦手なフランにしたら、大きな進歩か？

『す、すごいなフラン』

「ふふん」

「ど、どうかされましたか？」

「ん？　どうもしてない」

「そうですか。これ、お店の場所を書いておいたので」

「ありがと」

「オン！」

　お姉さんにお礼を言って冒険者ギルドを出たフランたちは、仕入れた情報を基にレディブルー観光を楽しむ。

「この先に、美味しい煮込みのお店！」

「オン！」

『それにしても、スッゲー細かく書いてあるな。地図がなかったら、完璧に迷ってたぞ』

　受付のお姉さんはこの町で生まれた人であるらしく、穴場のお店や観光名所を熟知していた。地図にはどう回れば効率よく回れるかの説明まで記されており、美味しい屋台や、美味しいレストランを巡る合間に、景色の良い高台や、珍しい建物などを堪能していく。

　これ、お金払わなきゃいけなかったんじゃないか？　そこらの観光案内に比べても、遜色ないレベルだぞ？

　お姉さんのお陰で町を存分に堪能していると、いくつか他の町と違う点に気が付いた。

「ここも綺麗」

「オン」

『こっちを見張っているようなやつもいないな』

　どれだけ狭い裏道を行こうが、町外れへと行こうが、いわゆるスラム的な場所がなかったのだ。所得などの関係で貧富の差はあるのだろうが、ある一定水準を下回る雰囲気にはならない。

　当然、剣けん呑のんな雰囲気を身に纏った、裏組織の構成員的な人間にも出くわさない。カツアゲをしてくるチンピラにも出会わないし、絡んできてこっちの懐ふところを潤してくれるゴロツキもいない。

　魔術学院の周辺だけなのかと思っていたが、町全体がこうであるらしい。

　これだけの規模の都市では、珍しいのではないだろうか？

　さらに、そういった犯罪組織が少ない影響なのか、町中で見かける兵士や騎士の数も少なかった。いないわけではないが、他の町に比べれば半分以下だろう。

『治安がいいってことかね？』

「ん。子供も多い」

『そういえばそうかもな』

　治安が悪い町で、子供の姿を見かけることは少ない。最悪の事態を考え、外で遊ばせたりしないからだ。だが、この町ではどこに行っても子供がいる。

　子供たちだけで裏道を走り回り、遊んでいるのだ。安全に過ごせるということなんだろう。

　宿への帰り際、美味しい店を紹介してもらったお礼の焼き菓子を冒険者ギルドに渡しに行った時に、治安が良い理由を教えてもらった。

　ごく単純に、ウィーナレーンが犯罪組織や犯罪者を端から潰しているだけだった。そして、いつしかどんな組織もこの町へと手出しをしなくなったらしい。

　ウィーナレーンのやり方は過激で、例えば麻薬の売人がいたとする。するとその売人だけではなく、背後の組織と、流通に関わった組織、製造に関わった組織など、とにかく全てを叩き潰すんだそうだ。

　それが貴族や他国であってもお構いなしで。

　その過激な対処のせいで幾度となく外交問題に悩まされることになったベリオス王国は、いつしか国を挙げて自治区を守るようになった。ウィーナレーンに好き勝手に暴れられるより、予算を割いて自治区を守る方がマシってことなのだろう。いや、もしかしたらそうなるようにウィーナレーンが仕向けたのだろうか？

　ともかく、レディブルーは今まで巡ったどんな都市よりも、治安が良い町であった。

『にしても、子供好きで、過激で、エルフ……』

（アマンダみたい）

『似てるのは確かだな』

　そういえば、アリステアの口から魔術学院の話が出たとき、隣にいたアマンダは何も言わなかったな。アマンダとウィーナレーンなら、知人同士でも不思議はないと思うんだが……。まあ。知り合いならあの時に何か言うだろうし、面識はないんだろう。

『どんな人物なのかね？』

　ともかく怒らせてはいけない人物であることは間違いなさそうだった。

　俺がウィーナレーンへの警戒心を新たにしている中、フランとウルシは違うことを考えていたようだ。妙にキョロキョロとしている。そんな珍しい場所、この辺にはないと思うが？

「怪人いない」

「オン」

『探してたのかよ！』

　考えてみりゃ、こんな面白そうな相手に興味を示さないはずがなかったな。

　目撃情報によると、最大で五メートル。小さい場合は一メートルくらい。屋根の上をピョンピョン跳んでいることもあれば、蜥蜴のように壁に張り付いて移動する場合もあるらしい。人の生き血を啜すすったり、動物を食べることもあるという。目が赤いとか、角が生えているとか、長い牙があるとか、色々な特徴が書かれていたね。まあ、子供が考えた架空の怪人って感じだ。全てに共通しているのが、全身が真っ黒ということだけだった。

　フランとウルシは、少しだけ期待していたらしい。

『これだけ探して見つからないんだし、簡単には見つからないさ』

「ん……」

　正直、怪人は眉まゆ唾つばというか、噂が独り歩きしているだけだろう。ただ、ちょっとだけ気になったことがある。町を歩き回っていると、時おり死霊属性の魔力を感じることがあったのだ。本当に微かで、気づけたのは偶然に近い。これだけ弱いと、かなり下位の死霊が残したものだろう。

　もしかして、依頼の幽霊はいる可能性はあるかもしれない。これだけ大きな都市だから、下水かどこかに雑魚霊が潜んでいてもおかしくはなさそうなのだ。

　もしくは、アレッサで倒した隠密アンデッドを思い出したが、あまりにも残留魔力が弱すぎる。魔力感知でもウルシの鼻でも、後を追えないのだ。どう考えても、雑魚霊が這い回った後としか考えられなかった。報告するにしても、証拠がないしね。

『とりあえず、帰ろうぜ。お腹減っただろ』

「ん」

「オン！」

　色々な情報も仕入れたし、宿に戻って体を休めよう。体はともかく、新しい場所では精神的な疲れもあるはずなのだ。

　だが、フランたちが宿に辿り着いたのは、日が完全に落ちた後であった。宿の場所は、地図には載ってなかったよね。メッチャ迷ったのだ。明るいうちなら道を覚えていたんだけど、暗くなってくると雰囲気が変わってしまうのである。偉そうにフランたちに道を指示して、全然違っていた時の二人の視線といったら……。正にブリザードでした。

　ようやく宿に帰り着いたフランとウルシは、お婆さんが用意してくれた夕食をかきこんでいる。

「もぐもぐ！」

「ガフガフ！」

『うまいか？』

「ん！」

　あれだけ買い食いをした後なのに、夕食もきっちり味わって食べることができるらしい。フランもウルシも、胃が丈夫だよね。あと、料金は特に追加で払ったりしたわけではないのに、普通にウルシの食事まで出してくれた。

　内容は動物用とかじゃなくて、普通に塩分たっぷりの、フランと同じメニューだった。古き日本のおかんよろしく動物の健康など気遣わないスタイルなのか、ウルシを強力な魔獣と見抜いてあえて同じ食事を出しているのか、微妙なところだ。

　食事のメニューは、小麦と芋を練って作ったニョッキのようなパスタにチーズを絡めた物と、挽肉の入ったトマトスープ。あとはパン、スコッチエッグ、サラダである。

　ウルシの分は、大きめの深皿に一緒に入れられ、猫まんま状態だが。いや、これだけ色々混ざっていると、もう猫まんまでもないか。見た目は非常に悪いんだが、ウルシは美味しそうに食べている。意外と合う組み合わせのものばかりだったらしい。

「……ふむ」

　ああ、フランは混ぜたりするなって！　お行儀悪いから！　そんな羨ましそうな目でウルシを見るなってば。確かに美味しそうに見えるかもしれないが！

「わしの料理はどうじゃね？」

「おいしい！」

「オン！」

「そりゃあよかった。足りなければ言いんしゃい。まだたっぷりあるでね」

　その後、一切遠慮せずに三度もおかわりをしたフランに、お婆さんは嫌な顔一つせずに対応してくれた。むしろ嬉しそうに特盛で出してくれたほどだ。

　それにしても、こんな食べていいの？　追加料金を払うべきか？　多分、フランとウルシで一〇人分くらい食べたと思うが……。だが、お婆さんはフランとウルシの暴食を気にした様子もない。フランたちをニコニコと笑いながら見ているその姿は、孫を猫可愛がりする祖母にしか見えなかった。

「いやー、ええ食べっぷりだがね」

「美味しかった」

「そうかいそうかい。食後に薬草茶はどうかねぇ？」

「もらう」

「ほいほい」

　かなり苦そうな深緑色のお茶なんだが、フランは美味しそうに飲んでいる。むしろ、爽やかな香りを気に入ったようだ。フランはお茶を飲みながら、巨大な古樹を見上げる。まあ見上げるって言っても、その視線は天井で遮られているが。

　しばらくの間、静かに樹を見つめていたフランが、不意に口を開く。

「ねえ、この木には精霊が宿ってるの？」

「そうだで。緑樹の精霊様だでな」

「どうしてそんな木の周りに宿を作った？」

「語ると少々長くなるんじゃが──」

　お婆さんが自己申告通り、メチャメチャ長い説明をしてくれた。途中でフランが飽きかけたのを、念動で椅子に縛り付け、こっそり甘いお菓子を収納から出して与えつつ、なんとか聞き終える。

　簡単にまとめると、元々ここには精霊が宿る木があった。それこそ、現在では樹齢は三〇〇〇年を超え、この町でも精霊が宿る古木として有名だそうだ。だが、一五〇〇年ほど前は精霊が宿る木とは思われず、単なる不思議な魔樹と認識されていたらしい。そして、当時この辺に住んでいた錬金術師や薬師によって樹液や枝葉、樹皮を無理に採取されて、弱ってしまっていた。

　それを救ったのがこの宿の創業者であるエルフと、そのエルフに相談されたすでにハイエルフとなっていたウィーナレーンである。

　やり方は単純で、この場所を買い取り、誰も精霊樹にちょっかいをかけられないように周囲を囲ったのである。宿屋にしたのは、樹に宿る精霊が人を観察するのが好きだったかららしい。

　結果、精霊が認めた人間だけを泊める、一風変わった宿屋になったのだという。

　それから一五〇〇年が経ち、今では創業者の孫であるお婆さんが切り盛りしているそうだ。一五〇〇年も続くのにまだ三代目って……。さすが長寿のエルフだ。

「じゃあ、私も精霊に認められた？」

「そうだで。そもそも、精霊様が認めなくては、宿の中には入れんよ」

　そうだったのか。俺たちには精霊を感じ取れないから、全然分からなかった。やはり精霊って不思議な存在だよな。それに、改めてその恐ろしさも理解できた。もし攻撃能力を持っている精霊がこちらを狙っていたとしても、どこまで感知できるか分からないのだ。

　攻撃を仕掛けてくれば、さすがに分かると思う。だが、精霊が息を潜めてジッとしていれば発見することは不可能に近いだろう。

　その後、フランたちは食事のお礼を言って、部屋に戻った。その際も、ずっとキョロキョロと周囲を見回している。気持ちは分かるけどね。

『精霊を探してるのか？』

「ん！　見たい！」

「オン！」

　三階にある部屋に戻るまでに、精霊樹の枝の間や、小さい洞を覗き込んだりしている。決して触れようとしないのは、傷付けるなと言われているからだろう。

　ただ、そんなことで精霊を発見できるはずもなく、結局諦めることになるのであった。

『アナウンスさんはどうだ？』

〈仮称・アナウンスさんに、精霊を感知することはできません〉

　アナウンスさんでもダメか。才能の有無が、絶対条件なんだろうな。

「精霊……」

「オウン……」

　フランもウルシも、残念そうに床に就く。最近のフランたちは、一緒のベッドで眠るのが日課になっている。ウルシが小型になれるようになったことで、問題なくなったのだ。

「お休み。師匠」

『ああ、お休み』

「……すー」

　相変わらず寝つき早！　目を瞑って一〇秒で寝れちゃうんだもんな。あと、ウルシはこの体勢で大丈夫なのだろうか？　ウルシはフランの両手両足でガッチリホールドされ、完全に抱き枕状態になっている。メチャクチャ苦しそうだ。いや、ウルシの寝顔は幸せそうである。フランも気持ち良さげに寝息を立てているし、どちらも満足げであった。

　そんな二人の寝顔を観察していたら、フランが急に目を見開いた。俺の気配が邪魔だったか？

　だが、ベッドから飛び起きたフランの視線は俺ではなく、何故か部屋の入り口の方を向いている。

『ど、どうしたフラン』

「オン？」

　フランが突然身を起こしたことでベッドから転げ落ちたウルシも、事態が理解できずに首を傾げている。

「……視線を感じた」

『視線？　ウルシは感じたか？』

「オン……」

「気がする」

「オン？」

　フランにしては随分と曖昧だ。変な夢でも見たか？　俺もウルシも感じ取れていないんだが……。スキルを全力で使って気配や魔力を探ってみたが、俺たちとお婆さん以外の気配を宿の内外で感じ取ることはできなかった。

　無論、小さい虫などの気配はあるが、その気配を感じた程度でフランの目が覚めるとも考えづらい。例えば、虫の目を通じて遠くを見るような魔術やスキルがあったとしても、その残ざん滓しは間違いなく感じ取れるはずなのだ。宿の中にはそういった違和感もなかった。

『もしかしたら精霊かもな。人を観察するのが好きって言ってたし』

「なるほど」

　その後はフランにも俺たちにも、気配を感じることはできなかった。

　結局、フランは再びベッドに横になる。

「……おやすみ」

『おう。おやすみ』

「精霊……」

　どうやらフランがぐっすり眠れるのはもう少し先になりそうだった。




　フランが精霊らしきモノの気配を感じた翌日。

『フラン。寝不足っぽいけど、大丈夫か？』

「へいき」

　精霊の気配をずっと探っていたらしい。結局、その後は何も感じなかったらしいが。

　目をグシグシと擦りながら、それでも朝食を食べる手は止めない。その姿は本物の猫っぽいね。

　朝食は焼き立てのパンと肉入り野菜スープ。あとはフルーツ盛り合わせに、ミートボールのような挽肉料理大盛りとなかなか重いが、フランたちは喜んで食べている。

「まだねむいんかいね？」

「ん……」

「何かあったんかのう？　ベッドが悪かったんならすぐに直すけんど」

「視線を感じた」

「ほー？」

　フランが昨晩感じた視線について教えると、お婆さんは嬉しそうに笑っている。

「精霊様に気に入られたんじゃねぇ」

「そうなの？」

「そうだで。でなきゃ、見つかるほど熱心に覗いたりはせん」

　この宿に泊まるには精霊に認められなくてはならないが、それで精霊が気に入ったわけではないという。泊まることが許された人間の中でも、ほんの一握りが精霊に気に入られるそうだ。精霊、ツンデレさんかよ！　「泊まるのは許してあげるけど、気を許してるわけじゃないんだからね！」的な感じ？　場合によっては姿を見た宿泊客もいるらしいが、本当に少数であるらしい。

「どうすれば精霊さんに気に入られる？」

「さてなー？　良い子にしとればいいんじゃないかねぇ」

　うーむ、分からん。良い子って……。精霊樹に悪戯いたずらをせず、お婆さんと仲良くしてればいいんだろうか？

　そうやって朝食を摂っていると、宿の入り口が開いた。入ってきたのは、エルフの男性だ。おお、エルフなのにイケメンじゃない！　以前、蜘蛛の巣を一緒に探索した、地味エルフのフリーオンを思い出した。エルフでもそこそこの顔のやつ、結構いるんだな。

「あのー、こちらにフランさんという冒険者の方がお泊りのはずなんですが……」

「ん？」

　新しいお客さんかと思ったら、フランに用事があるようだ。その男性はフランを発見すると、笑顔で近づいてくる。

「そのお姿、フランさんですか？」

「あなたは？」

「ああ、申し訳ありません。私は魔術学院の職員です」

　お、ということは？

「本日の早朝に学院長が戻りました。そこで、フランさんの面接を行う日取りをお伺いするために参りました」

「お伺い？」

「はい。学院長は今日でも明日でも構わないと申しておりますが、いかがなさいますか？」

　やっぱりウィーナレーンが戻ってきたらしい。それにしても、今日でもいいんだな。いついつに来いって言われるかと思ったが、こっちの都合を優先してくれるようだ。いや、そう思わせておいて、何日も置いたら失格なのか？

（師匠、今日でいい？）

　まあ、俺たちはすぐに行くけどね。

『構わないと思うぞ』

　ここで明日にしたとしても、どうせ町の探検くらいしかやることがないし。だったら早い方がいいだろう。

「今日で」

「かしこまりました。それでは、時間のご指定はありますでしょうか？」

「こっちで決めていいの？」

「はい」

「じゃあ、ゴハン食べたら行く」

「承知いたしました。学院長にはそうお伝えいたします」

　去っていったエルフを見送りながら、フランが呟く。

「今の人も、精霊様に認められてる？」

　精霊の許可がなければ入れないという宿に、普通に入ってきたエルフが気になったようだ。

「エルフは精霊魔術が使えるでね。この宿にも入れるんさ」

「おー、エルフ凄い」

「お嬢も、そのうち覚えられるかもしれんでね」

「頑張る」

　精霊魔術を使える魔獣はレアだろうし、フランが自力で覚える方が早いかもしれんな。

　テンションが上がったフランは、いつもより多めに朝食を平らげ、宿を飛び出した。

『今日は絶対に遅刻できんし、買い食いはなしだぞ？』

「ん。分かってる。任せて。絶対に迷わない作戦ある」

『ほほう？』

　フランも、今日は寄り道できないと理解してくれているようだ。それどころか、迷わないための秘策があるらしい。

『頼もしいぞ！』

　なんて思ってた時期が、俺にもありました。

「よっ、ほっ」

「オンオン！」

『あんま無茶すんなよ！』

　フランの作戦は『道に迷うなら、そもそも道を使わなければいいじゃない！』作戦だったのだ。いきなり飛び上がったかと思うと、家々の屋根を蹴って一直線に魔術学院を目指し始める。

　これ、衛兵に見つかったら確実に不審者扱いされるだろう。職務質問されたら、面接に間に合わないんだけど！

　ただ、日頃の行いがいいお陰か、隠密スキルが仕事をしてくれたのか。俺たちは誰にも発見されず、魔術学院へと辿り着いていた。空から降ってきた少女を見て、守衛さんたちが驚いているな。彼らはフランが何をしていたのか分かっていないし、問題ないだろう。

　いやー、スリルあったぜ。

　今日も裏口からお邪魔する。正門に行こうかと思ったけど、フランの顔を知っている守衛さんがいる方が、話が早いと思ったのだ。

　これで正門に回れと言われたら従うつもりだったんだが、あっさりとコルトを呼んでもらえた。そもそも、裏口に飛び込みで部外者が来ることは少ないらしく、姿が見えた時点でもうコルトを呼んでくれていたようだ。

「やあ。昨日ぶりだね」

「ん」

「学院長の部屋に案内するからついてきて」

　昨日と同じようにトンネルを歩きながら、コルトから注意事項を教えてもらう。

「学院長は穏やかな人だけど、学院に敵対的な相手には容赦ない。怒らせないように気を付けて」

「わかった」

　皆が口をそろえて怒らすなって言うな。逆に言えば、それなりに怒りやすい人物だってことなんだろうか？

『フラン、絶対に粗相のないようにな』

（ん）

　何度目か分からない俺の注意に、フランがコクリと頷く。相手はハイエルフだし、最初から敵対する気はない。でも、世の中何が起きるか分からないのだ。

　昨日も通されたトンネルを抜けるが、今度は守衛の詰め所には向かわない。コルトの視線は、奥にある一本の高い塔に向いている。あそこに向かっているのだろう。校舎へと案内してもらえるようだった。

　建物の周囲にはまばらに生徒の姿が見える。昨日はいなかったんだが、時間帯のせいだろうか？　休み時間とか、そういった感じなのかもしれない。

　冒険者ギルドで出会ったキャローナたちと同じ外套を纏った生徒や、魔術師のようなローブを着込んだ生徒が多い。そんな生徒たちを遠目から観察していると、向こうからも観察されていることがわかる。学院の外套を纏わず、教師に連れられて歩いているフランは、非常に目立つのだ。

「新入生かな？」

「でも、あの装備は？」

「別に冒険者からこの学院の生徒になる人もいるじゃない」

「そりゃそうだけど……」

　多くの生徒の視線の中、フランが不意にその足を止めた。

「あれ？　どうしたんですか？」

「……」

　案内役のコルトが、驚いて振り返る。だが、フランの耳には届いていないだろう。今のフランの意識は、奥の建物から出てきた人物にしか向けられていない。

「……なんで、ここに……？」

　俺も驚いた。

　どうしてこんな場所にあいつがいるのだ？　そして、慌ててフランを止めようとしたんだが──。

「覚醒……！　閃せん華か迅じん雷らいっ！」

『まて！　フラン！』

　遅かった。フランは既に臨戦態勢で駆け出していたのだ。

　黒雷を棚引かせながら、学院の敷地を一直線に突き進む。

　さっきまではワクワクとした表情で学院を観察していたフランの顔は、怒りと憎悪で酷く歪んでいた。音が鳴るほど強く歯を噛みしめながら、憎き男の名前を呟く。

「ゼロスッ……リードッ！」

　その声には、凄まじい殺意が込められている。しかし、その殺気は一切外に漏れていなかった。

　当然、覚醒と閃華迅雷を使用したことで、周囲には大量の魔力が漏れ出している。だが、そこに殺意が伴うかどうかで、狙っている対象──ゼロスリードに気付かれるまでにほんの一瞬の間があるのだ。

　激情に支配されていても、戦闘に臨むフランは冷静だった。

　冷静に、ゼロスリードを殺すために行動している。

「剣神化っ！」

『ぐぅ……！』

　やばい。フランは想像以上にキレている。俺に使用してもいいかどうかの確認もせずに、剣神化を使っちまうとは！　いつものフランだったら絶対にありえない！

　これはもう止まらないだろう。その目はただただ、真正面にいる傷だらけの大男に向いていた。

　何故か邪気が薄らいでいるが、確かにその内側から邪気を感じることができる。あの姿に、この邪気。間違いなくゼロスリードだ。

　狂おしい程の殺意を秘めたフランの視線に気付いたのか、ゼロスリードの顔がようやくこちらを向いた。

　いや、俺たちが超高速の領域に入り込んだ為に遅く見えるだけで、まだフランが覚醒してから瞬き数回程度の時間しか経っていない。

　だが、すでに彼我の距離は半分以下だ。

　フランから魔力が迸ほとばしり、その全身の黒雷が密度を増す。ゼロスリードに気付かれたことを悟り、隠密性よりも速度を重視することにしたのだろう。

　そして、全速力で駆けるフランが、そのまま黒雷と化した。

「黒雷転動っ」

　黒雷化した状態で超高速移動したフランが再び出現した先は、ゼロスリードの背後だ。

「死ネッ！」

　抑えられていたフランの殺気が溢れ出した。これ程の殺気を放つフランは、俺でさえ初めて見る。

　そして、その殺気のはけ口を求めるかのように、斬撃が放たれた。

　フランの荒々しい感情とは裏腹に、その攻撃は静かで美しい。剣神化により最適化されている剣閃は、空気を切り裂く音すら置き去りにして、一直線にゼロスリードの首筋を捉えていた。

　これは絶対に躱せない。絶対に決まった。

　剣神化状態のフランがそう確信したのが、俺にまで伝わっていた。

　ゼロスリードはフランの殺気を感じ、反応している。こちらを振り向こうとして、頭が僅かに動いているのが分かった。だが、今さらそんな動きをしているという事は、フランの奇襲に対して反応が間に合っていないということだ。

　今から何をしたって、ゼロスリードがこの攻撃を防げる確率はゼロであった。スキルや魔術を発動しようとしたって、もう遅い。

　俺の刀身がゼロスリードの首に吸い込まれ、その肉を斬り裂いた。

　その感触が伝わってきた瞬間──ドオオゴオォ！

「がっ！」

『ぐあぁ！』

　俺とフランは横合いから襲ってきた衝撃に弾き飛ばされていた。

　それほど威力があったわけではない。だが、攻撃を繰り出した瞬間を狙われたせいで、完全にバランスを崩してしまった。このタイミングを狙ったのだとしたら、その見極めは完璧だ。

　フランは横に吹き飛ばされながら空中で体を捻り、危なげなく地面に着地した。

　謎の攻撃は誰のものなのか？　異常なことに、攻撃されるまで俺たちにはその大本が察知できていなかった。

　今は分かる。ゼロスリードのやや後ろ。そこにナニかがいる。

　しかし、俺にはその正体が掴めなかった。魔力と気配の偏り、空気の流れなどからそこに何らかの存在がいることは分かるんだが……。

　フランは理解しているようだ。その目ははっきりとゼロスリードの後ろにいる存在を見据えていた。もしかして見えているのか？　しかし、フランの目はすぐにゼロスリードに戻った。

『フラン？』

「いく」

『え？』

　僅かの躊躇もなく、フランが次に選択した行動は再びの攻撃であった。俺たちを攻撃してきた謎の相手を無視してでも、ゼロスリードを倒すつもりであるようだ。

　いや、障壁を纏う事で攻撃を防ごうということらしい。相手の正体が分かったのか？

「ちぃ！　このガキは！」

「ああああ！」

　最早その身に纏った凶悪な殺気を隠すこともせず、剣神化状態のフランがゼロスリードに斬りかかる。

「はぁっ！」

「くそっ！」

　初撃で左腕を斬り飛ばしたが、その感触がおかしい。明らかに肉とは違った、硬い物質だったのだ。そこで思い出す。そう言えば、キアラの最期の攻撃がゼロスリードの左腕を切断していた。未だに再生していなかったらしい。義手のようなものだったのだろう。

　邪人にとって、神属性は致命的なようだった。今の俺は剣神化の効果で、神属性を纏っている。これは、気休めでも何でもなくチャンスだ。

　今の俺をゼロスリードにぶち当てれば、致命傷を与えられるかもしれない。

　だが、この攻撃も上手くはいかなかった。

　先程の不可視だった衝撃ではなく、今度は俺にも感じられた。突如フランとゼロスリードの間に畳二枚ほどの大きさの水の膜が張られたのだ。魔力の障壁が張られたのかと思うほど、濃密な魔力を練り込まれている。

　しかし、フランは構わずに斬りかかっていた。水の膜ごと、斬り裂くつもりなのだろう。

　その瞬間、水の膜が大爆発を起こす。

「ごばぅ……！」

『フラン！』

　水の膜は、凄まじい量の水を魔術によって無理やり圧縮したものであった。

　その圧縮された水が一気に解き放たれた結果、圧倒的な量の水が瞬間的に溢れ出し、まるで大爆発を起こしたかのように見えたのだろう。

　水の暴威に揉まれ、溺れかけているフランを転移で救出する。しかし、俺には分かっていた。たとえ溺れかけていても、フランの顔はゼロスリードがいる方を向いていたということを。

　まだ諦めていないのだ。だが、正直俺がもう限界だった。これ以上の戦闘はまずい。

『フラン、すまん。俺がもう……！』

〈個体名・師匠の耐久値の限界まで、残り八秒〉

「っ！」

　俺たちの言葉を聞いて、ようやく自分が剣神化を使用していることを思い出したのだろう。慌ててスキルを解除する。

「ごめ……師匠……」

『今はいい！』

　泣きそうな顔のフランだが、俺の事なんかどうでもいい。

　凄まじいプレッシャーが周囲を覆っていた。ゼロスリードではない。なぜかゼロスリードの放つ圧力は大したことがなかった。まるで戦う気がないようである。

　プレッシャーの大本は、ゼロスリードの後に建物から出て来た人物だ。

　その凶悪な威圧感を叩きつけられ、フランの全身に鳥肌が立つのが分かる。

「誰かしら？　私の愛する学院で粗相をする悪い子はぁ？」

　フランの全身が総毛立つほどのプレッシャーを放つのは、金髪の美しいエルフの女性であった。

　しかし、今はその柳りゅう眉びは逆立てられ、明らかに怒りの感情を抱いている。

　顔だけ見ればエルフの少女がしかめっ面をしているだけなのだが、放たれる威圧感はまるで竜でも前にしているかのようだった。

「……ぅ」

　先ほどの水は、この女と同じ魔力を纏っていたのだ。剣神化の恩恵を受けている俺の耐久値をゴッソリと削り、フランの必殺の一撃を簡単に防いでみせたあの魔術は、この女が使ったもので間違いなかった。

　鑑定せずとも、このエルフが何者かは分かる。凄まじい魔力に、「私の愛する学院」というセリフ。そして強力過ぎる大海魔術。フランが思わずその名を呟いた。

「ウィーナレーン……？」

「その通り。私がウィーナレーンよ。ふむ……。可愛らしいお嬢さんだけど、もしかしてあなたがフランかしら？」

「ん」

「できれば違う出会い方をしたかったわ……。色々と聞かなきゃいけないこともあるけど──まずはお仕置きね」

「！」

　ウィーナレーンがそう言ってフランを見つめた瞬間、暴力的な威圧感がフランを包み込んだ。
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　今まで彼女が放っていたものは、僅かに漏れ出た魔力の欠片でしかなかった。彼女にとっては威圧している気さえなかったのかもしれない。

　ウィーナレーンが本気で威圧した時、そこには物理的な圧力さえ伴っていた。まるで、俺たちの周囲の重力が何倍にもなったかのような錯覚さえ覚えてしまう。

　額に汗を滲ませ、身構えるフラン。

「ごめんなさいね。敵対行為を働いた人間に対するお仕置きは、私の一存で止められないの。大丈夫、殺しはしないわ」

　そう言って微かに首を振ると、ウィーナレーンが何やらブツブツと呟き始めた。

「我、守護者ウィーナレーンの名において、部外者による──いえ、それじゃダメね。やり過ぎになる。特別職員内定者による──それでもまだダメなの？　じゃあ、特別職員内定者及び短期編入予定者による、特別保護対象生徒の保護者及び臨時職員への敵対行為に関する対処を開始する。まだこれでも普通のお仕置きよりは強めだけど……。まあ、アレを殺しかけてたしねぇ」

　明らかに周囲の空気が変わった。

　魔力がこの一帯を包み込んだのが分かる。その魔力から敵意や悪意は感じ取れないが、その量は膨大だ。さらに、周辺からウィーナレーンに魔力が流れ込んでいく。何らかの強化が施されたのだろう。

　だが、当のウィーナレーンは非常にやる気がなさそうに見えた。発する威圧感や言葉とは裏腹に、その顔にはモチベーションがあまり感じられない。むしろ戦闘をしたくなさそうですらあった。

「とりあえず拘束させてもらうわね。いくらでも抵抗してもいいけど、戦うのは私だけにしておきなさい。それが貴女のためでもあるから。先に言っておくわ。学院内なら私は最強よ？」

「……」

　自分を睨みつけるフランに対し、残念そうにため息を吐く。

「やる気満々ねぇ。面倒くさい。でも、やるからには負けないわ。神水創造──アクエリアス」

　ウィーナレーンの言葉と共に、強い魔力の込められた水の球が生み出される。しかもこの水球は、僅かに神属性を帯びていた。神水創造というスキルは、その名の通り神属性を持った水を生み出すスキルなのだろう。それを大海魔術アクエリアスで操作しているのだ。

　アクエリアスは周囲の水を操作するだけの下位の大海魔術であるが、上級者が使うと千変万化すると冒険者ギルドの資料に書いてあった。

　つまり、ウィーナレーンが使えば凄まじい効果を発揮するという事だろう。

　早速その効果が発揮される。なんと、水球から神属性と魔力が感じられなくなってしまったのだ。しかし、危機察知は相変わらず最大限の警鐘を鳴らしている。

　属性を失ったのではなく、アクエリアスの効果で気配を隠蔽したのだろう。一見するとただの水魔術。しかし、その実態は強力な魔力と神属性を内包した超絶魔術。初見殺しにも程がある。

　これで、俺の耐久値が一気に削られた理由も分かった。あの水の膜も、神水だったのだ。俺たちもしっかりと初見殺しに引っかかったというわけだ。

「じゃあ、行くわね」

　次の瞬間、水の球が弾丸のように撃ち出された。フランは飛び退いて回避したが、先回りするように新たな水の球が生み出されている。

「ちっ！」

　フランが水球を切り払おうとして──。

「！」

『厄介な！』

　弾かれた。咄嗟の攻撃だったとはいえ、そこらの中級魔獣程度は両断できるだけの斬撃だったのだが……。水の球を切り裂くことができず、逆に俺が大きく弾かれてしまったのだ。

　空中跳躍を使って体を捻り、なんとか水球を躱したフラン。そこに、再度水球が迫るが、フランも再び迎撃態勢を取っていた。空気抜刀術の構えである。

「はあぁっ！」

「あら？」

　今度はウィーナレーンが驚く番だった。空気抜刀術で真っ二つにされた水球を見て、目を見開いている。今度も俺を弾き、フランごとまとめて吹き飛ばすつもりだったのだろう。

「まさかこれ程とは……。凄まじい子ね。素晴らしいわ。ああ、どうして戦わないといけないのかしら……」

　やはりウィーナレーンは戦いたくないらしい。しかし、何らかの強制力が働いているのか、戦闘を続けざるを得ないようだった。

『フラン。鑑定では名前しか見えん！　何をしてくるかわからないぞ！』

「なら、速攻で倒す。今度はこっちの番！」

「今度は光魔術？　多才ね！」

　フランが光魔術、ソーラ・レイを放つ。凶悪な光の奔流がウィーナレーンを飲み込むかと思われた直後、邪魔をしたのはやはり例の水の膜だった。

　光線が水の膜で遮断され、霧散していく。だが、これはある意味想定済みだ。むしろ、閃光による目くらましと、防御に意識を回させることが目的だった。

「……黒雷転動──天てん断だん」

　フランは光魔術を維持しつつ、黒雷転動で真後ろに回り込んだ。

　そして、渾身の攻撃を繰り出す。

　フランの狙いは最初から接近しての天断であった。

　普通の相手であれば反応すらできず、斬られた後に気付くほどの神速だ。だが、ウィーナレーンは当然の如く対応してくる。

「速いわね！」

　ゼロスリードに剣神化状態で攻撃を仕掛けた時と同じように、水の膜がフランの前に立ち塞がった。さっきは大量の水流により全身が押し流され、斬撃を繰り出しきることができずに終わっている。

　しかし、一度見た技だ。フランはその対処法も当然考えていた。

（師匠！）

『ああ』

　正直言うと、ここでウィーナレーンに抵抗することが正解なのか、俺には分からない。ゼロスリードと違い、恨みがあるわけでも、殺したいわけでもない。むしろ客観的に見れば、非戦闘員が多数いる場所でいきなり剣を抜いて、戦闘を始めた俺たちの方が悪いだろう。

　ウィーナレーンからは殺気が感じられないし、大人しく捕まった方が後々のためには良い気もする。

　ただ、フランがやる気になっており、ウィーナレーンからは抵抗してもいいという言げん質ちも取れていた。この状態で無抵抗で捕まっても、フランは納得できないだろう。ならば、しっかりとやり合って、スッキリした方がいい。

　それに、俺だってここまで一方的にやられて、思うところがないわけではないのだ。

　フランの剣として、俺はフランに勝利を捧げなくてはならない。

　俺はフランの掛け声に合わせて、ディメンジョン・シフトを発動した。水流によるカウンターは、衝撃に合わせて自動で発動する設定なのだろう。

　ディメンジョン・シフトを使用中の俺たちは、あっさりと水の膜をすり抜けた。そして、ウィーナレーンに当たる瞬間、術を解除する。

　実体を取り戻したことで水の膜に触れてしまい、カウンターが発動する。爆発するように生み出された凄まじい水流に吹き飛ばされながらも、フランは獰どう猛もうに笑っていた。

　今回は確実に手応えがあったのだ。

「時空魔術まで……！」

　ウィーナレーンの右脇腹から、赤い液体が溢れ出している。フランの天断がウィーナレーンの脇腹を斬り裂いていた。

「想像以上に強いっ……。苦戦らしい苦戦をしたのなんて、何百年ぶり？」

　ウィーナレーンが呻うめいている。だが、すぐに申し訳なさそうな顔で、謝罪の言葉を口にした。

「ごめんなさい。私が抵抗していいなんて言ったばかりに……。あなたを侮っていた。手抜きが過ぎたようだわ。こうなったら、ある程度のダメージを与えないと精霊が治まらない……。ちょっと痛いわよ？」

「！」

　ウィーナレーンの呟きが耳に入った直後、目の前にその姿があった。傷を癒すために距離を取るどころか、そのまま踏み込んで来やがった！

　身体強化系のスキルを使っているのだろう。血流までもが強化されたせいで、ハイエルフの脇腹からは大量の血が噴き出している。

　いや、それすらウィーナレーンの狙いか！　溢れ出た大量の血液が無数の蔦となり、一斉にフランに襲いかかってきたのだ。

　液体だからなのか、自らの血液だからなのか。ともかく、ウィーナレーンは自分の血液を操作できるようだ。しかも強い魔力を帯びたウィーナレーンの血は、普通の水と比べてもかなりの強度を持っているらしい。障壁では、それを引きはがすことができなかった。蔦の凄まじい力に握り締められ、フランの腕がミシミシという音を立てている。

　生きているかのように蠢うごめく血の蔦は、さらに枝分かれして二重三重にフランの右腕に巻き付いた。剣を握る右を重点的に狙っているのだろう。

　魔力放出を使って血液を吹き飛ばそうとしたフランだったが、一瞬遅かった。それよりも早く、ウィーナレーンが至近距離で放った水球がフランの鳩みぞ尾おちに突き刺さったのだ。

「がうぅ！」

　腕を血液の蔦で押さえ込まれているせいで、吹き飛んで威力を逃すこともできない。フランの体が大きく浮き上がり、固定されている右の肩が外れたのが分かった。

　まあ、フランもやられているだけではないが。攻撃されながらも左足を振り上げ、ウィーナレーンの右脇腹に蹴りを叩き込んでいたのだ。

「厄介なっ！」

　ウィーナレーンの肌を覆う水の鎧が蹴りを受け止めているが、衝撃が貫通してウィーナレーンに届いているらしい。口から血を吐き出しながら、体をくの字に折って顔をしかめている。しかも、フランの攻撃はこれだけではなかった。

「くら、え！」

　フランの纏う黒雷が、蹴りを通じてウィーナレーンに流れ込んでいる。ゴドダルファでさえダメージを食らっていた黒雷だ。

　しかし、黒雷に全身が包まれているにもかかわらず、ウィーナレーンの表情は変わらなかった。よく見ると彼女が纏う水の鎧に受け流され、地面に流れてしまっているようだ。

　まるで黒雷を見たことがあるかのような、完璧な対応である。もしかしてあの鎧は攻撃を防ぐためではなく、黒雷を無効化するためのものだったのか？

「これで、終わりね」

「？」

　ウィーナレーンがそんな言葉を口にしつつ、何故かフランの腕を離す。慌てて距離を取ろうとしたフランだったが、その足が動くことはなかった。

「みず……！」

　フランの体にいつの間にか大量の水が張り付き、動きを阻害していたのだ。先程の水球は、単に攻撃するためだけに放たれた訳ではなかったのだ。水はあっという間にフランの足と胴体を覆い尽くしてしまう。しかも、この水は単にフランを捕まえる為だけのものではなかった。

「が？　ぐが……！」

　フランの体が突如発光し、電気の弾けるようなバチバチィッという音を伴ってスパークし始める。まるで漏電しているかのようだった。いや、どうやら本当に似た現象が起きているようだ。フランが身に纏う黒雷が一気にその密度を失い、生命力が急速に下がり始めた。

「ちか……ら、が……」

「黒こく天てん虎こを見るのは久しぶりだけど、対策は万全なのよ？」

　この現象、ウィーナレーンは狙ってやっているのか！　長く生きているウィーナレーンは黒天虎と戦った経験があるらしい。黒雷も初見ではなかったのだ。

　なんとか水の縛いましめから逃れようと転移を使用したのだが、何故か発動しなかった。

『今の感じ……。何かに妨害された？』

「転移を使った？　この周囲は空間が分断されているから、転移ができないわよ？　私でさえ使えないわ」

『フラン！　今すぐ閃華迅雷を解け！　このままだとヤバいぞ！』

「……あぁっ！」

　フランはスキルを解除すると同時に、障壁を張り巡らせながら魔力放出を全力で使い、体にまとわりつく水を弾き飛ばした。

「素早い判断ね。しかも、私の拘束を弾くなんて……。完璧に捕まえたと思った後に逃げられたのは、一〇〇年ぶりくらいかしら？　できれば普通の出会いをしたかったわ……」

　自らの傷を癒しながら、ウィーナレーンが再びため息をつく。

　神属性の傷をあっさり治しやがったな！　その表情には疲れの色もなく、まだまだ戦えるだろう。

　対してこちらは満身創痍だ。単純なダメージ勝負なら、天断を叩き込んだ俺たちの勝ちだ。だが、消耗度で見れば圧倒的に負けている。

「そちらはもう体力は残り僅かだけど、どうする？　これ以上は、お互いに本気になり過ぎるでしょう？　できれば降参してほしいのだけど？　まだやる？」

　降伏を促すウィーナレーンの言葉。ここで手打ちとしておけば、傷は少なくて済むだろう。しかし、フランは素直に頷けない。

「……やる！」

　短くそう叫んだ直後、フランが自分の背後に光球を生み出した。これは攻撃の術ではなく、単なる明かり用の術である。

　光球、フラン、ウィーナレーンが一直線に並び、長く伸びたフランの影が、ウィーナレーンを飲み込んでいる。これがフランたちの狙いであった。影の中から突如現れた巨大な獣の口が、ウィーナレーンの足を飲み込む。

　最大サイズに変わったウルシが、影の中から奇襲したのである。

「ガルルオッ！」

「っ……ここまで隠してたとは！」

　ウィーナレーンが咄嗟に飛び上がったことで、ウルシが噛みつけたのは膝下だけだ。しかもアクエリアスによるカウンターで、ウルシは即座に閉じた口をこじ開けられていた。どうやら口内で大量の水が生み出されたせいで、どうしても閉じておけなくなったらしい。

「ガボボ！」

　口から大量の水を吐き出しながら、ウルシが再び影の中に逃げ込んだ。だが、十分仕事をこなしてくれている。

　噛み千切ることはできていないが、ウィーナレーンの両足は激しく損傷していた。牙によって穿たれた穴からは血が溢れ出し、どちらの足も骨が折れているだろう。

　進化したことで手に入れた、次元牙の効果だ。防御無視の攻撃が、アクエリアスによって生み出された防御膜を貫通してダメージを与えたのである。

　水に邪魔されず完全に口を閉じきれていれば、噛み千切ることもできたんだろうが……。だが、これはチャンスである。

　俺とフランはここで最後の攻撃を仕掛けることにした。

「はぁぁぁ！　カンナカムイ！」

『重ね掛けだ！』

　正直言うと、俺の耐久値はもうギリギリだ。剣神化でのダメージと、神水と打ち合ったことによるダメージが重なっているからな。

　それが分かっているフランが選択したのは、魔術であった。苦手な分野であるが、これも修行によって改善されている。

　咄嗟にカンナカムイを放てるほどではないが、以前のように集中に何十秒もかかるほどではなくなっていた。それこそ、ウルシが稼いでくれた時間で準備を完了できるほどだ。俺たちが現時点で放てる、最強の魔術攻撃が降り注ぐ。

　すでにウィーナレーンの足は完全に修復されてしまっているが、回避する様子は見せなかった。

　だが、回避できなかったわけではない。

「神水創造！　ヤマタノオロチ！」

　ウィーナレーンは魔術の大家。前兆を感じ取っていたのだろう。降り注ぐ極雷に対して、即座に魔術を発動した。

　水で形作られた八体の龍が、天に向かって昇っていく。それぞれが凄まじい威力を秘めた水龍は、上空でカンナカムイとぶつかり合い、凄まじい放電を起こしていた。

　バチバチィィバリイイィィィッ！

　そして、雷が急激に細くなり、大地に届く前に消滅してしまう。

　爆発する訳でも、どちらかが一方的に押し勝つ訳でもない。水の龍が極雷の力を減衰、霧散させ、消滅させてしまったのだ。

　多分だが、ウィーナレーンは狙ってやっている。できるだけ周囲に被害が出ないように威力を調整し、カンナカムイを打ち消したのだ。

　接近戦ではいい勝負ができたのだが、魔術の勝負ではあちらに軍配が上がるという事なのだろう。比べるのも烏滸おこがましいほどの、圧倒的な差を見せつけられてしまった。

「戦闘勘が完全に鈍ってるわねぇ。それにしても、天断にカンナカムイって……。この年齢にしては強過ぎじゃないかしら？　もう一度お願いするけど、降参してくれない？」

　多分だが、フランの自主的な降参というのが重要なんだろう。ウィーナレーンは何らかの強制力により、戦闘をせざるを得ない状況だ。それを止めるためには、相手の降参や無力化が必要になるのだと思われた。

「あなたレベルの相手とここで本気でやり合うことになったら、被害も大きすぎるもの。拘束はするけど、すぐに解放するわ。嘘じゃないから」

（師匠？）

『ここは、向こうの言うことを聞いておくべきだ。嘘じゃないとは思うが……』

　虚言の理は、その言葉を嘘だとは認識していない。ただ、鑑定が全く通用しないほど格上の相手に、虚言の理が正常に働いているか分からなかった。

　それでもフランは相手の言葉を信じることにしたらしい。まあ、派手に戦って、怒りが多少発散されたというのもあるのだろう。

「それとも、私を倒して、アレを殺す？」

「……」

　ウィーナレーンとフランの視線が、同時にゼロスリードに向いた。俺によって斬り裂かれた首から血が溢れ出し、全身血まみれ状態だ。顔色が悪いのは、血を流し過ぎたせいだろう。

　だが、騒ぐこともせず、その場に膝をついて静かにたたずんでいた。

「因縁があるのは理解したけど、今はまだアレに死なれるのは困るのよ。それに、ここで貴女がアレを殺してしまったら、今度こそ手加減できない。お願いだから降参してほしいのだけど？」

　ウィーナレーンがそう言って、フランに訴えかけた。立場が逆転している気がするが、ウィーナレーンが本気でこれ以上の戦闘を避けたがっているのは分かる。フランも理解したのだろう。

　それに、これ以上戦い続けても、勝てるヴィジョンが見えないのだ。一見、いい勝負をしたが、ウィーナレーンは全く本気を出していないのが分かる。

「……分かった。降参」

　悔しさの滲む顔で、静かに頷いた。

「ありがとう」

　フランの言葉にウィーナレーンがホッとしたように息を吐く。

「ふむ……。ベルトゥディーがまだ騒いでいる……？」

　だが、数秒もせずに、再びその眉が顰ひそめられた。

「え？　あの狼もってこと？　仕方ないわね」

　誰かと会話しているのか？　何やら虚空に向かって頷いていたウィーナレーンが、再び水の球を生み出した。

「フランはともかく、狼さんへの制裁が不十分みたいなの。ちょっとだけ荒っぽくなってしまうけど、ごめんなさい」

　ウィーナレーンが飛ばした球が、フランの足下に着弾する。フランを拘束するつもりなのかと思ったら、そんな感じでもなかった。

　水球はそのまま地面を舐めるように、薄く広がりだす。一見すると、フランが水たまりの中心に立っているように見えるだろう。何をやっているのだろうか？　俺とフランが疑問に思いながら見守っていると、すぐに水がブクブクと泡立ち出す。直後、水の中から何かが飛び出した。

「ワブブ！」

「ウルシ？」

　口から水を吐き出しながら、溺れているかのように前足で宙をかくウルシだ。というか、本当に溺れている。どうやら何らかの方法でウルシの隠れている影の中に水を流し込んだらしい。

　転移阻害されている以上、ウルシが水責めから逃げることはできなかった。ウルシが飛び出した瞬間を狙っていたかのように、頭上に置かれていた水の球が再度ウルシに襲いかかる。

「ワグゥ……！」

　水球が一気に膨張すると、その内部にウルシが囚われた。せっかく窒息を免れたのに、即座に水の中に逆戻りさせられたウルシは、情けない顔で呻いている。

　それでも、ウルシは諦めていなかった。体を一気に巨大化させたのだ。その勢いで水を弾き飛ばそうと考えたらしい。

　しかし、ウィーナレーンの方が一枚上うわ手てである。

「無駄なのよ」

　なんと、巨大化するウルシに合わせて、水球が膨張していた。結局、ウルシは水球に囚われたままだ。それどころかウルシが苦しげに顔を歪めている。どうも、強制的に口の中に水を流し込んでいるようだった。

「オブブ……」

　ヤバい、ウルシが溺れる！　ウルシが苦し気に顔を歪めた直後、ウィーナレーンがパチンと指を鳴らした。すると、水の球が姿を変え、ウルシの顔だけが外に出る。

「もう諦めなさい」

「クゥン」

　水球がウルシの魔力を吸い取っているのが分かった。多少暴れても、抜け出すことは難しいだろう。

「これで狼の方は大丈夫ね。制裁と拘束完了。次は貴女。大人しくしていてね」

「ん」

　ウィーナレーンが軽く指を振ると、フランの足下から水が一気に立ち昇り、包み込むようにフランに覆いかぶさった。一見すると、青いスライムに襲われているような光景に見えるだろう。

　そのまま、水がフランの首から下に巻き付き、ウルシと同じような状態になってしまった。どうやら絶妙に水圧が調整されているらしく、フランの生命力にダメージはない。しかし、身動きは取れないようだった。

　水の球から顔だけ出すという間抜けな状態で拘束されたフランたちは、悔しそうに項うな垂だれている。

　しかし、ウィーナレーンの顔は未だに顰しかめられたままだった。

「抵抗する気はなさそうだし、動きも拘束したのに、ベルトゥディーがまだうるさいのはなぜ？　クルゥクルゥも騒いでいるし……。え？　剣？　敵対行動って……剣が？」

　また、見えない誰かと会話しているな。念話的な魔力の流れもないんだが……。しかも今、剣って言ったか？　俺が寒気のような感覚に襲われた直後、ウィーナレーンの視線が完全に俺を見た。

　フランを捕まえている水が蠢き、俺だけが分離するような形でフランと引き離される。

「うーん？　剣さん？　と言えばいいのかしら？　抵抗する気はある？」

　周囲には聞こえないくらいの小声で、語り掛けてくるウィーナレーン。

　確実にばれていた。ここはもう、隠していても仕方ないだろう。

「ま、意識があるからといって、質問に答えられる──」

『……いや、ない』

「え？　今、のは……？」

『剣だよ。とりあえず、念話で頼む』

（し、喋る剣て……。はぁ、どんな子たちよ。一人一人でも十分伝説級なのに、それが三人揃ってるって……。まあ、それも後で詳しく聞かせてもらいましょうか。大人しくしていてくれるかしら？）

『ああ』

「敵対者に対する対処完了。これにて防衛行動を終了するわ」

　ウィーナレーンがそう宣言すると、周囲を覆っていた魔力が霧散する。同時に、ウィーナレーンから発せられていた攻撃的な魔力が和らいだ。圧迫感が消え去り、学院の喧騒が聞こえてくる。いつの間に遮断されていた？　そのことにも気づかないほど、追いつめられていたらしい。

「さてと……。フラン、あなたはアレと何らかの因縁がある。それで間違いない？」

　水球から頭だけを出した状態のフランに、ウィーナレーンが質問をする。

「ん……」

「はぁ……。事前に分かってたら今回のことは防げたかもしれないけど、アレの対応に忙しかったせいで、貴女の資料に目を通せてないのよねぇ」

「資料？」

「ええ。職員の面接をする場合、事前に調査室からその人物の資料が出されることになっているの。まあ、貴女の場合はそこそこ有名人らしいし、最初から噂なんかは集めていたっぽいけど」

　面接前に情報を集めるって言ってたもんな。その専門部署みたいなところがあるんだろう。で、その時々で必要そうな情報をウィーナレーンに渡すってことか。

「一昨日からずっとアレを捜してたの。今朝やっと捕まえて、その後はずっと封印処置よ？　それがようやく終わって、隔離室に連れて行こうとした所だったんだけどね……」

　アレ──ゼロスリードに対応していたせいで、本来事前に得るべきだったフランの情報を頭に入れていなかったらしい。その最悪のタイミングで、フランが出くわしてしまったと。

「アレを尋問したら、獣人国から渡ってきたって話していたけど、向こうでの恨み？」

「ん」

　フランは頷いて、暗い感情の込められた瞳をゼロスリードに向ける。

　キアラに復讐するなと言われたが、さすがに目の前に現れたゼロスリードを無視できるほど割り切れてはいなかった。

　殺気をぶつけられたゼロスリードは、逃げるでもなくウィーナレーンの後ろに立っている。ウィーナレーンは捕まえたと呟いていたが、どういった扱いになっているんだ？

「さっきも言ったけど、まだアレを殺されては困るのよ。それに、あんなのでも、今はうちの臨時職員扱いだから。守らないわけにはいかないの。そうなっているわ。まあ、貴女には納得できないのも理解できるから、今すぐ理解しろとは言わない」

「……」

「ただ、アレに復讐をするにしても、場所を選んで欲しかったわ……」

「？」

「周りを見てみなさいな」

　周り？　言われた通り、周囲を見るフランと俺。

　そして、遠くからこちらを見ていた学生たちが、腰を抜かして座り込んでいる姿が目に入る。

「途中からは私が結界を張ったから被害は最小限だけど……。その前。貴女がアレに襲いかかった時の殺気や威圧感を、学生たちがモロに受けてしまったわけ」

　ウィーナレーンが咄嗟に結界を張って戦闘の余波が学生たちに向かないようにしていたらしい。つまり、生徒たちが怯えているのは、結界が張られる前にあった出来事のせい。間違いなくフランの放った魔力と殺気のせいなのだろう。ウィーナレーンが現れた時に、まるで竜を前にしているかのようだと思ったが、学生たちにとってはフランが正にそういった存在だったのだ。

　突然現れた、超魔力と極悪な殺気をまき散らす謎の存在。それを前にして、多くの生徒たちが逃げることさえできずに腰を抜かしてしまったようだ。恐怖と怯えの混じった顔で、フランを見つめている。

「あ……」

「今回は数も少ないし、多少なりとも荒事経験のあるうちの学生だったからこの程度で済んでるけど、町中だったら大パニックよ？」

「……ごめんなさい」

　自分がどれだけ周りが見えていなかったのか、ようやく気付いたのだろう。フランが悄しょう然ぜんとした様子で頭を下げる。

　戦う人間ではない学生たちから自分に対して露骨な恐怖を向けられて、ショックだったらしい。

「あら？　ここで謝れるの？」

「？　悪いことしたから……」

「素直な子ねぇ……。まあ、とりあえずアレをどうにかしちゃおうかしら」

　ウィーナレーンは、頭を下げているフランから視線を外すと、背後に控えるゼロスリードに近づいていく。

　防がれてしまったとは言え、俺の刃はゼロスリードの首を僅かに切り裂いていた。そしてその時は、剣神化によって神属性を纏っていたのだ。ゼロスリードは首の傷を回復することができず、止めどなく溢れ出る血を手で押さえることしかできないでいた。指の間から、赤い血が流れ落ちている。

「少しジッとしていなさい……。神水創造。アクアヒール」

　ウィーナレーンが新たに水の球を生み出すと、軽く手を振った。小さい水の球がゼロスリードの首の傷を覆うと、薄く光り出す。

　数秒後、斬り裂かれた肉の断面が盛り上がると、そのまま高速で再生を始めていた。

　邪人に対して、神属性は相当有効なはずなんだが……。いや、神水を使った回復魔術だからか？　神属性の傷を、神属性の回復魔術で癒す。あり得なくはないだろう。

　あっという間にゼロスリードの傷が癒え、ウィーナレーンが命令を下した。

「立ちなさい」

「ああ」

　回復はさせたものの、ウィーナレーンがゼロスリードに向ける眼差しは非常に冷たい。だが、そんな扱いにも文句を言わず、ゼロスリードは静かに頷く。その視線がほんの一瞬、フランに向いた。怯えも怒りもなく、ただ静かにフランを見つめている。

　だが、それがそもそもあり得ない。本当にこれがゼロスリードなのか？　そう疑ってしまう程に、身に纏う雰囲気が変わっている。以前は、全てを燃やし尽くす業火のような、荒々しく凶悪な気配を放っていた。しかし、今は凪ないだ海のように静かで、穏やかである。

　さっきは間違いなくゼロスリードであると確信したのに、目の前にすると自信がなくなってしまった。よく似た、別人ということはないのか？

　そんなことを考えてしまうほど、ゼロスリードらしからぬ雰囲気だ。

　だが、フランはこいつがゼロスリードであると、確信している。目が合ったことで、フランが再びゼロスリードを睨み始めた。まずいな、このままだと再びフランの怒りが燃え上がりそうだ。それを見たウィーナレーンが声を上げる。

「コレがいるとまともに話もできないわね。コルト、三番塔に連れて行きなさい。向こうにはもう話が通っているわ」

　そう言えばコルトを忘れていた。ウィーナレーンが現れてからずっと空気状態だったからな。

「私で大丈夫ですか？」

「すでに楔くさびも打ち込んで、封印もしてあるわ。ベルトゥディーたちが監視してるし、大丈夫よ。それに、あの子がまだ治療中の状態で、馬鹿な真似はしないわ。そうでしょ？」

「ああ」

　ウィーナレーンの言葉に、ゼロスリードが素直に頷く。

「私はこのままフランと話をするわ」

「わかりました」

　詳しくは分からないが、魔法的な何かでゼロスリードを縛っているようだ。コルト一人でも、ゼロスリードを抑えられるという確信があるらしい。

「あと、他の職員を呼んで生徒の救護を行いなさい。大事に至っている生徒はいないけど、今日の授業は休ませていいわ」

　ウィーナレーンとコルトのやり取りを聞きながら、フランが項垂れる。ゼロスリード憎しで、関係ない生徒たちに被害を与えてしまったことを、今さらながら悔いているのだろう。

「はやくお行きなさい」

「はい。ゼロスリード。君はこちらに来なさい」

「わかった」

　あのゼロスリードが大人しくコルトの言葉に従い、ゆっくりと歩きだす。やはり変わったな。変貌と言ってもいいかもしれない。ウィーナレーンの魔術のせいか？　それとも──。

「フラン、とりあえず今は私とお話しよ？」

　複雑な表情でゼロスリードの背中を睨みつけていたフランの視線を、ウィーナレーンの体が遮った。

「今からあなた達の拘束を解くわ。できれば逃げたりしないでほしいわね。それに、色々知りたいでしょう？」

「へいき。逃げない」

「オン」

「ありがとう。じゃあ、解放するわね？」

　そう言ってウィーナレーンがパチンと指を鳴らすと、フランたちを捕らえていた水球が消え去る。

「私の後についてきなさい」

　二人が着地したのを見届けると、ウィーナレーンが背を向けて歩き出した。落ち着いて話せる場所へと向かうのだろう。

　フランは地面に刺さっていた俺を拾い上げると、小走りにその後を追うのであった。

　ウィーナレーンはフランが付いてきていることをしっかり理解しているのか、振り向きもせずに静かに歩き続ける。そのまま三分ほど歩いて案内された先は、彼女の執務室のようであった。その一角に置かれたソファに座るように促される。

「改めて名乗らせてもらうわ。ウィーナレーンよ。この魔術学院の長をやってるわ」

「ランクＢ冒険者のフラン。こっちはウルシ」

『俺はインテリジェンス・ウェポンの師匠だ』

「師匠？　それが名前？」

『ああ』

「私も学長とか校長とか学院長としか呼ばれなくてね。ちょっと親近感湧くわ」

　なんか、ウィーナレーンのリアクションが薄いな。いや、別に驚いてくれなきゃ嫌なわけじゃないんだが、今まで俺の正体を見抜いたり知った人たちに比べると、大分冷静だ。

　だが、その理由はすぐに分かった。

「まともに会話可能なインテリジェンス・ウェポンに出会ったのは、一〇〇〇年ぶりくらいかしら？」

『お、俺以外に、インテリジェンス・ウェポンを知ってるのか？』

「そりゃあ、長く生きているもの。片手じゃ足りない程度には知ってるわ」

　さすがハイエルフ！　なんと、インテリジェンス・ウェポンに何度も出会ったことがあるらしい。だから、俺を見てもあまり驚かなかったのだろう。

「でも、会話が可能なうえに、ここまで人間臭い剣は貴方で二度目ね。大抵のインテリジェンス・ウェポンは狂ってしまっていたから……」

「狂う？」

「会話はできても、話が通じないって感じ？　精神が、剣の中で変質してしまうのでしょうね」

『そうか……』

　ファナティクスも言っていたが、普通は剣の体に人の意識が入った状態だと、精神的におかしくなる可能性が高いらしい。ウィーナレーンの話も、その事実を裏付けていた。俺は、大丈夫だよな？　狂ってきてないよな……？　剣なのに、寒気を感じた気がした。

　ともかく、彼女にとってインテリジェンス・ウェポンが初見の存在でないことは分かった。むしろウィーナレーンの興味はウルシに向いているらしい。小型化してフランの隣に座っているウルシと、ウィーナレーンがジッと見つめ合っている。まあ、ウルシは格上に見られて、緊張しているだけだが。

「ウルシがどうかした？」

「え？　ああ、初めて見る種だったから。完全に初見の魔獣なんて久しぶりよ？　まあ、そんなことよりも、知りたいことがあるでしょう？」

「ゼロスリードは、コルトにまかせて大丈夫？」

「そこは平気よ。私の術で邪気を封じたうえで行動を縛っているし、さらに精霊たちが監視をしているから」

　やはりゼロスリードの邪気が減っていたのはウィーナレーンが何かをした結果らしい。しかもそれだけではなく、奴隷契約のようなもので縛り、さらに精霊の監視付きか。

「言葉は縛っていないんだけど、妙に大人しいのはこちらに従っているという姿勢をアピールしているんでしょうね。まあ、貴女に襲われた時は一瞬素が出たみたいだけど、反撃はしなかったでしょう？　あれは学院内での戦闘行為ができないようになっているのよ」

　確かに、ゼロスリードはこちらの攻撃を防ごうと手を突き出すくらいしかやらなかった。こっちのファーストアタックが失敗した後は、いくらでも反撃の機会はあったはずなのに。

『そもそも、どうしてゼロスリードがここにいる？』

「きっかけは一昨日のことよ」

　ウィーナレーンのもとに、危険な犯罪者が自治区の中に潜んでいるという連絡が入ったそうだ。

　この国ではあまり知られてはいないが、他国では賞金がかかっているという。国境付近では冒険者が捕らえようと出撃したが、撃退されてしまったという話だ。死人は出ていなくとも、その力は圧倒的であると考えられた。

　そこで今回はウィーナレーン自身が出動することになったという。その武勇伝の派手さ、多さから、どんな時でもウィーナレーンが対応しているように思われがちだが、学外の事件に関して彼女以外で対処可能な場合は任せるようにしているらしい。

「そうじゃないと、後進も育たないし。小さな事件にいちいち対応してられないでしょう？」

　逆に言えば、ウィーナレーンが対応する場合はそれだけ大おお事ごとであるということだった。

　その後、ウィーナレーンは魔術などを駆使してゼロスリードを捜し出し、戦闘の末に捕らえる。だがそこで、ゼロスリードに連れがいることを知ってしまった。

「ロミオっていう子供？」

「ええ、そうよ。ロミオ・マグノリア。私はその子供を保護することにしたわ」

　やはりまだゼロスリードが連れ歩いていたらしい。ウィーナレーンは子供好きという話を聞いたし、ロミオを保護するという決断を下すことは理解できる。同じ子供好きのアマンダだったら、同じようにするだろう。だが、フランは首を傾げていた。

「ゼロスリードを殺しちゃいけない理由は？」

　保護者を殺してはロミオがショックを受けるとか、そういう理由か？　しかし、そう単純な話ではなかった。

「そこが面倒なのよ……。ロミオとアレの間には、主従契約に近い繋がりが結ばれてしまっている。しかも、どちらかが傷つけば、もう片方も傷つくような、厄介なやつがね」

「ゼロスリードがやった？」

「逆よ。ロミオが無意識に契約を行ったのだと思うわ。マグノリアの血のなせる業かしらね……」

『そんなことが、可能なのか？　まだ小さい子供だぞ？　それにマグノリアの血？』

　貴族だっていうのは知っているが、何か特別な家なのか？

「ゴルディシア大陸は、知ってるわよね？」

「トリスメギストスが生み出した魔獣に滅ぼされた大陸。今は、結界で閉じられてる」

「そのゴルディシア大陸には、邪神の欠片の封印を守る、特殊な家があったわ。マグノリア、ウィステリア、カメリア。その三家の人間は邪神の欠片と交信し、その力を操ることができる特殊な血筋だった。その特性を生かして、邪神を鎮める儀式を行っていたのだけど……。竜人に滅ぼされて、欠片を奪われてしまったわ」

　伝説の大罪人、トリスメギストス。伝説的な錬金術師でもあるトリスメギストスが、大魔獣を生みだすのに使った邪神の欠片がその三家の守る欠片だったのだろう。

　にしても、マグノリア？

「ロミオという子供はマグノリアの末裔よ。しかも先祖返りなのか、その血が濃く発現している」

　もしかして、ミューレリアやゼロスリードがロミオに妙に執着するのも、その血のせいなのだろうか？　上位の邪人たちに無意識下で影響を与えるとなると、相当な強制力なんじゃないか？　ロミオはその身の内に、俺たちの想像を超える力を秘めているようだった。

「ともかく、その契約がある限り、アレを殺せばロミオもただじゃ済まない。しかも、それだけじゃないの」

　ゼロスリードと長時間一緒にいたことで、ロミオの幼い体は邪気に汚染されているそうだ。強い邪気に晒されることで起こる邪気酔いという現象があるが、あれをさらに悪化させた状態であるらしい。

　それを治さなくては命に関わるが、契約の関係上、二人を長期間引き離すことは危険である。

　結局、ロミオを学院で保護して治療するには、ゼロスリードを一緒に連れてくる必要があった。

「そこで、私の力でゼロスリードの力を大幅に封印し、ロミオの治療が済むまでは学院に留め置くことにしたのよ……。臨時職員扱いでね。なんでそんなことをするのかも説明するわ」

「ん」

「まず、この魔術学院は強力な守護精霊と、その眷属精霊たちによって守られている。それこそ、数百の精霊が学院内を防衛しつつ監視している状態ね」

『もしかして、フランの攻撃を最初に防いだあの謎の攻撃は……』

「ゼロスリードの監視を担当している上級精霊よ。あの場合、ゼロスリードを守ったというよりも、部外者が学院内で行った暴力行為を止めたっていう感じだけど」

　だから俺には見えなかったのか！　しかも上級精霊ともなれば相当強いだろう。そいつにステルス状態でいきなり攻撃を仕掛けられるとか、そうとうヤバい状況だったんじゃないか？

　ただ、フランは微妙に見えていたっぽい。いや、微かに感じてる程度だったか？　宿のことといい、もしかしたらフランは精霊を感じる能力があるのかもしれなかった。

『フラン、精霊が見えたか？』

「……変なのがいた」

「あら？　もしかしたらフランには精霊使いの才能があるかもね」

　やっぱそうなのか！

「ほんとう？」

「可能性があるというだけだけど。例えば、これはどうかしら？」

　ウィーナレーンが指先を軽く天井に向けた。僅かに魔力が動くのだけは分かるが、俺には何が起きているのか分からない。しかし、フランには確かに何かが見えているようだ。

「もやもや？」

「うーん、姿はほぼ見えないか。でも、感じることはできるみたいねぇ」

　やはりフランには精霊術師の才能があるのかもしれない。ぜひともスキルがほしいところだな。

「どうすれば、覚えられる？」

「ふむ、そうね……。精霊と接して、精霊を常に意識する、としか言えないわね。清い心が必要なんていう人もいるけど、正確には清い心を持った人間が好きな精霊もいる、ってところね。そもそも精霊には人間の善悪なんか関係ないっていう子も多いし」

「そうなの？」

「ええ。考えてもみて？　人間が勝手に定めた価値観や罪過、法律なんて、精霊が斟しん酌しゃくすると思う？　この学院の守護精霊もそう。その防衛倫理には、善悪などは関係ない。まず第一に契約に定められた学院関係者の安全。次に、優先度の高い人間の安全となっているわ。どんな理由があろうとも、守護精霊は敵対者を許さない」

　しかも、この防衛システムは、精霊の監視網だけではなかった。

「そして私自身も、その防衛システムの一部に組みこまれているの」

「？」

　首を傾げるフランとウルシに、ウィーナレーンがさらに説明する。

「簡単に言うと、守護精霊たちが敵対者かどうか判断し、私が制裁を下す。そういう感じね。さっきフランに攻撃を仕掛けたのも、それが理由よ」

　学外の人間が学院に攻撃を仕掛けた場合など、ウィーナレーンはそれに対して対処をしなくてはならないらしい。精霊との契約で強制力が働き、精霊が制裁が十分と判断するまでは自分でも止めることもできないそうだ。

「精霊の目は欺けないから、場合によっては私の意に反して殺さなくてはならないこともあるわ」

　全ての行動を精霊たちが監視しているうえ、精神精霊が敵対者の感情などを読み、反省しているかどうかや嘘をついているかどうかの判別までするそうだ。

　つまり形だけ土下座して、あとで復讐してやると思っている人間に対しては、むしろ制裁の度合いが強くなるということだった。

　また、その制裁の重さも、相手の立場や、敵対度合いでかなり変化する。

　敵対組織が学院内の生徒を傷付けたら、問答無用で破滅だ。相手が完全に滅ぶまで、ウィーナレーンは止まらない。過去には犯罪組織や冒険者パーティに始まり、貴族家や大商会などを皆殺しにしたことさえあった。

　そんな風に血の雨を降らせることもあれば、驚くほど制裁が軽いこともある。例えば、学院に対して好意的卒業生などが、生徒と喧嘩をして思わず手を上げた程度なら、形だけでも謝罪すればそれで終了となる。

　場合によっては学院の方が悪い場合もあり得るが、制裁度合いを判断する精霊にはそんなことは関係ないらしい。たとえ相手が聖人であろうが、重罪人であろうが、それこそ国王であっても、制裁は契約に基づいて平等に発動するということだった。

「邪人であるアレを学内に招き入れるには、肩書なしでは無理だった。精霊達を納得させるためにはロミオの保護者というのでは足りなくて、臨時職員の肩書が必要だったのよ」

「ゼロスリードでも、職員になれる？」

「ああ、罪人でも構わないのかということ？」

「ん」

「そうねぇ。さっきも言ったけど、それを判断する精霊には人間が勝手に作った法律なんて意味ないから。それに、大勢の人間の命を奪ったというのであれば、私が直接手にかけた人数はアレが殺した人間の何百倍にもなると思うわよ？」

　そう言って、ウィーナレーンが肩を竦める。

「長い間、世界を巡ってきて、戦場に出たこともあるし、国を相手取って戦ったこともある。未だに、私を大罪人として手配している国だってあるわ」

　そういえば、学院にちょっかいを出した他国の貴族を殺したりもしているんだったか？　そりゃあ、凄まじい数の人間を屠ほふってきたことだろう。

「そんな人間が学院長をやっているのよ？　今さらではないかしら？　まあ、精霊はどんな罪人だって気にしないと言うことよ」

　結果、学校関係者となったゼロスリードに学外の人間であるフランが攻撃を仕掛けたことになり、制裁が発動してしまったというわけだった。

「そこで一つ、貴女に謝らないといけないことがあるわ」

「なに？」

「貴女への制裁を弱めるために、貴女が学院の関係者であるということにして、守護精霊ベルトゥディーを誤魔化したのよ。具体的には、『特別職員内定者及び短期編入予定者』ということになっているわ。学外の人間が、学院関係者を殺しかけたという扱いではなく、末端の関係者が、末端の関係者といざこざを起こしたということにしたわけね」

　なるほど。そういう抜け道もあるのか。アリステアの紹介状を持ち、実際にウィーナレーンが関係者だと認めたことで、その場で関係者として扱うことが承認されたそうだ。

　特にアリステアの紹介状は強力であるらしい。これを持っているだけでも、ちょっとした暴行事件程度なら問題なしと判断されるほどであるという。だからこそ、殺人未遂というそれなりに大それた事件を起こしたフランであっても、拘束と反省、謝罪で済んだそうだ。

　一瞬、アリステアに対して、なんでそのへんの情報を教えておいてくれなかったのかと思ってしまったが、普通に考えたら教える必要はないだろう。

　学内で暴れてはいけないとか、ウィーナレーンと敵対するなとか、当然のことだしね。これから雇ってもらおうという相手に対し、無礼を働くなというのは注意するまでもない世の常識だ。

　大企業の面接にいく知人に「会社で暴れるなよ」とか「相手の会長を侮辱して怒らせるな」といった注意をする人間がいないのと同じである。

　面接に合格すれば普通に教えてもらえる話だそうだし、あえて教えるまでもないと思ったのだろう。一応、紹介状があれば多少のやんちゃは許されるわけだし。今回は多少じゃ済まなかっただけで。

　いや、そうだ。そこも謎なのだ。

『俺たち、ウィーナレーンに対しても攻撃を仕掛けたが……？　実際にダメージも与えたよな？』

　天断で腹をぶった切って、ウルシも傷を負わせたぞ？　それって、精霊からしたら制裁強化の対象にならないのか？　実際、ダメージを与えないと治まらないとか言ってたよな？　今ならあの呟きの意味も分かる。

「ああ、私が抵抗していいと、最初に告げたでしょう？　だからアレは私が許可を出した扱いになっているから」

　ウィーナレーンの許可によって、模擬戦みたいな扱いになったってことか？　つまりフランが抵抗してもいいように、先に予防線を張ってくれたということなのだろう。

「でも、その後しまったと思ったのよね。フランが想定以上に強かったから。まあ、師匠の支援が計算に入ってなかったせいなんだけど。いくらでも抵抗していいじゃなくて、私を傷付けてもいいくらい言っておけばよかったわ。許可された以上の抵抗をしたと精霊が判断をしてしまったのよ。ごめんなさいね」

　そう言って頭を下げるウィーナレーン。

　ゼロスリードに対する奇襲は、多少のダメージを与えられ、拘束されたことで相殺。ウィーナレーンへの攻撃は、その後にウィーナレーンから与えられたダメージで相殺。生徒に恐怖を与えたことも、その後に謝罪したことで許された。そういうことらしい。だが、問題が残っている。

『特別職員内定者及び短期編入予定者って言ってたよな？　もう決定事項ってことか？』

「はぁ。問題はそこなのよね。そもそも、フランがこの学院にきてからのことを考えたら、好感度が上がる要素が皆無だし。私だって、栄えある学院の一員にしてあげるわ、震えて感謝しなさい！　とか言うつもりもない。でもね、今のところはその肩書があるからこそ、フランはベルトゥディーに許されている」

『拒否したら？』

「……今度は私だけじゃなくて、精霊たちも相手にすることになると思うわ」

　それって、結局拒否権がないってことじゃないか！

「大丈夫。さすがに即辞めたりはできないけど、二週間くらい働いてもらえば、精霊も納得するから。短期編入も、そのくらいで一区切りにできるし」

　いや、説明を聞けば必要な処置だったと分かるが、なんかモヤモヤする……。フランの事を勝手に決定されてしまったからだろう。

　それにしても、教師役だけじゃなくて、編入生？　それってつまり、学生をやるってことだろう？　大丈夫なのか？　だが、当のフランはあっさりと頷いていた。

「わかった。その特別……？」

「特別職員内定者及び短期編入予定者」

「それでいい」

『フラン、いいのか？』

「ん？　もともと働くつもりだった。面接に合格したのと同じ」

　どうやらウィーナレーンに対しても特に思うところはないらしい。普通にウィーナレーンの話を受け入れていた。

「ここにいれば、ゼロスリードも見張れる」

『それは確かに』

　復讐の機会が巡ってくるかどうかはともかく、ここで諦めて見逃すつもりもない。

「それに、この学院には精霊がたくさん？」

「ええ。ここ以上に密度が高い場所は、なかなかないわよ？」

「だったら、ここにいれば精霊魔術の修行にもなる。だからいい」

「はぁ……。よかったわ。本当にありがとう。これでアーちゃんにも怒られずに済む……。ああ、せめてものお詫びと言ってはなんだけど、お給料は弾ませてもらうから。他に何か望みはある？」

「……ウィーナレーンと模擬戦がしたい」

「はぁ？　私と？　別にいいけど……」

　むしろ、この学院に来た理由の大半はウィーナレーンへの興味だ。世界最強のハイエルフの強さを見てみたかった。そして、その強さは実感できたが、まだまだ戦い足りないのだろう。そもそも、フランとウルシを捕らえた時はまだまだ本気ではなかった。もっと本気の世界最強が見たいらしい。

　どうやら戦闘狂ではないらしいウィーナレーンが、苦笑している。

「可愛い顔して貪欲ねぇ」

「？」

「ま、そのうちね。とりあえず、これから短い間よろしくお願いするわ」

「ん。よろしく」










第四章　魔術学院




「じゃあ、とりあえず皆に紹介するわ」

「みんな？」

「職員に顔を覚えてもらわないとね。変な子供が学院内にいるって噂になりそうだし。こっちよ」

「ん」

　ウィーナレーンが立ち上がって、部屋の外へと歩き出す。このまま彼女が案内してくれるようだ。

「今いるのは教員の部屋が集まる教員塔ね。彼ら用の個室以外にも、仕事用の職員部屋もあるの」

　ウィーナレーンが歩きながら、教師の事情を軽く説明してくれる。

　職員の多くは私室や研究室を与えられているが、全員が集まるための大部屋も存在するらしい。授業前の準備や、簡単な申し合わせにはそっちの方が便利だからだそうだ。本当に日本の職員室みたいな感じである。

「それにしても、あのタイミングでこれだけの騒ぎを起こしたのは、創立以来貴女が初めてよ？」

「どういうこと？」

「普通ね、学院に面接に来る人間は私の事を知っているから、ガッチガチに緊張しているのよ。そんな状態で騒ぎを起こす人間、普通はいないでしょ？」

　それはそうだろう。ウィーナレーンを怒らせたら、それこそ身の破滅でもおかしくはない。そういう意味ではフランもかなりヤバかった。

「それに、私がいる場所でおかしな真似はさせないし」

「なるほど」

「面接は一時間くらい待たせるんだけど、そこで怒って帰っちゃう人がいるくらいかしらね？」

「待たせる？　なんで？」

「その程度で帰るような忍耐と熱意しかない人材、いらないもの」

　地球の面接でもよくあるやつだな。俺も就職活動中はよくやられた。大規模面接なんかだと、当たり前のように待たされていたものだ。長時間待たせてからの圧迫面接という最悪のコンボである。

　まあ、面接の時間が長引いてしまい、企業側が意図せず待たせてしまう場合もあるだろうが。企業が超優位な時代を経験した人間なら、分かってくれるだろう。

「大層な肩書を自慢げに話す貴族とかは、堪え性がない人もいるしねぇ。そもそも、教官や教師って大変よ？　素直で良い子ばかりじゃなくて、クソガキも大勢いるから。相手にするには熱意と忍耐は必須ね。もしくはスルーする心かしら？　どれだけ馬鹿な子でも、ひっぱたくわけにはいかないし」

「ん？」

　ウィーナレーンの言葉を聞いたフランが、少し首を傾げる。俺もちょっとだけ違和感があったのだ。

「どうしたの？　不思議そうな顔をして」

「子供好き？」

『クソガキとか、ひっぱたきたくなるとか』

　ウィーナレーンの口調に違和感があった。同じように子供好きなアマンダならまず言わないだろうし、言ったとしてもそこには親愛の情のような物が込められているだろう。しかし、ウィーナレーンの言葉からはそれが感じられなかった。本当にクソガキと思っているとしか思えない。

　すると、僅かに苦笑されてしまう。

「学院長なんてやってると、何故かそう思われてしまうみたいだけど……。まあ、自分で精霊と契約を結んで学院に縛られているみたいに見えるし、そこも勘違いされるポイントかしらねぇ？　そりゃあ、素直でかわいくて優秀な子は大好きよ？　貴女みたいなね？」

　ウィーナレーンはそう言ってウィンクをする。ただ、苦笑はしたままだった。

「でも、子供だからと言って無条件で全員を等しく愛せる訳がないでしょう？」

『それで、どうして学院長なんてやってるんだ？』

「大人には色々あるのよ。ああ、そういえばアマンダと知り合いなのよね？」

「ん」

　そういえば、先程ササッとフランの資料とやらに目を通していたな。それに書いてあったのだろう。

「あの子と比べられてもねぇ」

「知り合い？」

「聞いてない？」

「ん」

「ふふっ。相変わらずね……。まあ、あの子の祖先が私の子供だから。言ってしまえば、私の子孫ということになるかしら？」

　なに？　血縁なのか？　だが、アマンダはそんなこと一言も言っていなかったぞ？

「あの子は私が嫌いだから」

「なんで？」

「グイグイ来るわね。まあ、色々あるのよ。理由の一つは、私が子供好きって言われて持ち上げられてるのが気に入らないんでしょうね。本物の子供好きとしては」

　それだけか？　深くは追及しないけど。あえて濁すってことは、言いたくないんだろうしな。

　そうやって話しながら歩いていると、すれ違った生徒たちがフランを凝視しているのが分かった。

「あれ、だれ？　学長が自ら案内されているなんて」

「どっかの貴族なんじゃないか？」

「あの学長がその程度の理由で気を使うわけないだろ。王族をぶん殴るお人だぞ？」

「というか、あれが学長なの？　初めて見た」

「おいおい、入学式でご挨拶されていただろう」

　さっきの事件がもう広まっているのかと思ったら、単純にウィーナレーンが案内していることに驚かれているようだ。生徒たちはヒソヒソ話をしているつもりだが、俺たちにもウィーナレーンにも聞こえている。というか、ウィーナレーンの顔があまり知られていないっぽいんだけど。

「仕方ないわよ。実務はほとんど部下がやってるし。私が生徒の前に顔を出すのは上級生の模擬戦か、大きな式典の挨拶くらいだから」

　長い歴史のある学校だし、防衛だけではなく、教育のシステムも完全に出来上がっているんだろう。ウィーナレーンが関わらねばならない仕事なんて、もうほとんどないらしかった。学院長ともなれば頻繁に授業を担当したりはしないだろうしね。

　俺も、学生時代の校長先生の顔を思い出せと言われると微妙だ。高校時代の校長先生の毛髪が、ちょいと少な目だったことは覚えているんだけど。ここの生徒たちも、学院長がハイエルフだということは分かっていても、その顔を認識できていない者も結構いるようだ。

「それに、普段から地味な格好で歩いているから、生徒には認識されていないと思うわよ？」

　今も確かに、権力者にはあまり見えない地味なローブを着込んでいる。良い素材を使った高級品だが、見る者が見なければ分からないだろう。

　さらに、あえてオーラを抑えているように思える。騒がれたくないのだろう。

　そんな格好をしたウィーナレーンを見て、フランも納得したようにうなずく。

「ん。ウィーナレーンは地味」

「ちょ、それはなんか意味が違って聞こえない？」

「？」

「……はぁ。悪気無い子っていうのが、実は一番厄介なのかもね」

　諦めたように肩を竦めたウィーナレーンについて歩くことさらに五分。

　ウィーナレーンに続いて入ったその部屋は、予想よりもかなり広かった。職員室という言葉で想像する部屋の、五倍はあるだろう。

　やや大きめの木製机が、それこそオフィスや職員室のように向かい合わせで綺麗に並べられており、一〇〇人近い人間が仕事をしていた。それでも机は半分ほどしか埋まっていないので、実際は二〇〇〜二五〇人くらいがこの部屋を利用していると思われる。

　ウィーナレーンと一緒に登った朝礼台のような物に乗らなければ、奥までは見渡せそうもない。

「はーい、みんな注目ー！」

　ウィーナレーンが台の上からパンパンと手を叩きながら声をかけると、すぐに部屋中の視線がこちらに集中する。

「彼女は冒険者のフラン。特別職員内定者及び短期編入予定者として、しばらく学院に出入りするわ。それと、隣がその従魔のウルシ。サイズは少し変わるけど、頭がいい子よ。よろしくお願いね」

「よろしく」

「オン！」

　フランとウルシがピョコンと頭を下げると、教師陣の反応は綺麗に分かれた。

　戸惑っている者と、納得している者だ。戸惑っている人の方が多いかな。こっちはいわゆる教師という感じの人たちが多く、フランの実力を理解できないのだろう。逆に納得した様子の教師たちはいかにも元冒険者ですという感じの人間や、魔術師風の格好をした者たちだった。

　まあ、座学の教師に戦闘力は必要ないのだろうし、仕方ないけどね。

　一番近くにいた、背広風の服に身を包んだ男性が代表して口を開く。見た目五〇歳程度の、運動不足のぽっちゃりおじちゃんという感じだ。魔力も大したことがなく、ごく一般的な教育者なのだろう。

「短期編入というのは、分かります。年齢的にも問題はないでしょう。ただ、特別職員ですか？　どういった扱いになるのでしょう？」

　フランを侮っている様子はないが、かなり戸惑ってはいる。生徒で教師というのは、さすがにこの学院でも珍しいらしい。

「まず、フランの担当は上級クラスや特戦クラスの教官よ」

「え？　特戦クラスに入学ということではなく？」

「模擬戦教官よ」

　その言葉に微かなざわめきが起きた。

「模擬戦教官って……」

「冒険者ランクがＤ以上の人間しか教官は務められないはずじゃ……」

「しかも、上級や特戦の模擬戦教官は、最低でもランクＣっていう話だぞ？」

　どうやらフランが担当するクラスは、生徒も教師も実力主義のクラスであるらしい。普通の教師たちの目には、フランではとてもその役が務まるようには見えないのだろう。

「大丈夫よ。フランはこれでも、異名持ちのランクＢ冒険者。戦闘力だけで言えば文句なしにランクＡ以上よ」

「え？　いえ、学長がそうおっしゃられるのであれば本当なのでしょう」

「ふふ。何せ何百年かぶりに学校の中で血を流したもの」

　先程よりも大きなざわめきが起きる。ウィーナレーンが血を流したという言葉が余程衝撃だったんだろう。

「が、学長って、この学院を守るために守護精霊と契約を結んでたよな？」

「ああ。学内で戦う際は、強化されるって……」

「そ、その学長に傷をつけたってことか？　嘘だろっ」

　彼らにとっては、常勝不敗の伝説的な存在なのだろうし、苦戦したという話さえ聞いたことがないらしい。

　中には冗談だと思った者もいるようだが、大抵の人間は信じたようだ。だが、そのせいでこちらを睨んでいる者もいる。

　それも仕方がないだろう。ウィーナレーンは世界最強の魔術師で、悠久の時を生きるハイエルフだ。そして魔術学院の創始者で、世界的に有名な英雄である。信奉者も多いはずだ。そんな信奉者たちにとっては、ウィーナレーンが傷つけられたという話は不快であるに違いなかった。

　何があったのか知らないおじちゃんも、戸惑っている。

「それはどういう……？」

「色々あったのよ。まあ、フランの実力が突き抜けていることは私が保証するから」

「わ、わかりました」

　おじちゃんのフランを見る目が変わったね。それまでは謎の美少女を見定めるような目だったのが、確実に畏怖が加わった。恐怖ではないのは、ウィーナレーンが認めている相手だからだろう。

「それでは、クラスはどうなりますか？」

「特戦クラスになるわ」

「よろしいので？」

「教官をやってもらうにはその方が都合がいいしね。それに、フランは魔術の腕も一流だから問題ないわ」

　どうやら特戦クラスに入るには戦闘力だけではなく、魔術の実力も必要であるようだ。

「特戦クラスへの編入が問題ない程ですか？」

「むしろ、フランからしたら得る物がないんじゃないかしら？　残念だけどね。何せフランの魔術の腕前はうちの学院で学科長を任せられるレベルだもの」

「は？　そ、それは……。す、凄まじいですな」

　もうざわめきとかそういうレベルではない。皆がガヤガヤと言葉を交わしている。悲鳴に近いかもしれなかった。多分だけど、相当な実力が必要とされる役職なんだろうな。

（師匠）

『どうした？　注目されるのが嫌か？』

（ん？　そんなのどうでもいい。それよりも、精霊魔術が習いたい）

　教師たちの反応を全く気にしていなかった。むしろずっと編入先について考えていたらしい。一応、学生として何かを学ぶ気はあったんだな。

『いいんじゃないか？　それ系のクラスがあるか聞いてみろよ』

「ん。ねえ、精霊魔術を習えるクラスがいい」

「ああ、フランはそれが気になっていたわね。じゃあ、選択授業で精霊魔術を選べばいいわよ」

　特戦クラスのカリキュラムとは別に、生徒が好きに授業を選択できる、選択授業というのがあるそうだ。そこに、精霊魔術の講座があるらしい。

「特戦クラスの授業には、精霊魔術がないの？」

「基本的な知識は、それこそ基礎学科の間に習うわね。この学院にいる以上、それらの知識は絶対に必要だし。でも、精霊魔術の習得となると、選択授業で習うしかないわ」

「ふーん」

　素質が前提として必要となるし、全員に教えるのは合理的ではないってことかな？

「ただ、精霊魔術を絶対に習得できるかは分からないわよ？　フランには精霊を視みる才能は有りそうだけど、それで精霊とうまく付き合えるかどうかは全くの別物だし」

「そうなの？」

「ええ」

　精霊というのは個体によって性格も、好む相手も違うため、画一的な使役方法も契約の仕方も存在しないそうだ。それ故、教えることも難しい。また、エルフ以外で精霊魔術の才能を持つ者が少なく、その才能があっても上達する者はもっと少ないという。しかも、上達したとしても精霊魔術は非常に不安定で、使いこなせるかどうかも分からない。

　そのせいで、正規の授業に組み込むのは不可能であるそうだ。フランのように精霊を感じる人間が、個別に授業を選ぶくらいでちょうどいいらしい。

　因ちなみに、エルフであれば学院に通うまでもなく、里や親から精霊魔術の手解きをされる。ただ、エルフは個人主義の者が多く、基礎以上の鍛錬は個人で行うことが推奨されているそうだ。それ故、この学院に通うエルフのほとんどは、授業で精霊魔術を選ぶことはしないのだった。

「でも、それならやっぱり特戦クラスがいいかしら。あのクラスの担当教師には精霊魔術師がいるから。話を聞いてみるといいわ」

「ん。そこでいい」

「うんうん。じゃあ、早速手続きをしちゃいましょうか」

　さてさて、どんなクラスなんだろうかね？

　ウィーナレーンが複数の教師に、何やら魔力の籠った書類を手渡す。編入手続き的なものを、この場で行っているのだろうか？　軽く覗いてみると、フランの学生番号らしきものと、各授業への一時的な編入を認める的なことが書かれている。多分この書類によって、教師陣だけではなく精霊への通達も行われているのだろう。

「教官室とかも案内してあげたいのだけど……。私は仕事が残ってるのよねぇ」

　さすが学院長。忙しいらしい。そもそも一介の教官の案内を、学院長がしている時点でおかしいけどね。その後、ウィーナレーンは一人の女性を呼び寄せると、この後の指示を色々と出した。

「で、では！　私が案内させていただきます！　よろしくお願いいたします！」

「わかった」

　ということで、俺たちは案内役に指名された女性と一緒に、職員室を出た。

「で、では、こちらにどうぞ！」

「ん」

「オン」

　女性の態度は、妙にオドオドしている。怯えたような表情で背後のフランたちを気にしていた。案内役は、イネスというフランと同じ模擬戦担当の女性である。能力的に言えばランクＤ冒険者程度。しかし、フランの強さを感じ取る勘の良さは持っていた。そのせいで緊張してしまっているらしい。

　ここはむしろ、戦闘力のない人の方が良かったのではなかろうか？　もう仕方ないけど。

「あ、あそこが第八塔です。上級クラスの教室は一階になりますっ」

　特戦クラスは学外に実習で出ているということで、先に教官として担当するいくつかのクラスを回ることにした。

　先程までいた教員塔を出て、今は少し離れた場所にある学科塔の一つに向かっている。

　歩きながらイネスが簡単に説明してくれたが、塔によって役割が決まっているそうだ。

　教員のための研究塔や、魔道具の保管塔、職員の生活塔など、生徒が立ち入らないような場所もかなりあるという。

　超巨大な大学的な感じなのかね？　ただ単に大きいだけの学校ではなく、研究所なども兼ねているらしい。これから向かうのは、特に戦闘系の実習や訓練で利用する塔であるという。

「フ、フラン殿が編入する予定の特戦クラスの待機教室もここにあるので、利用する機会は多いでしょう」

「わかった」

「最初に、上級クラスに紹介します」

　少し話したことで緊張も解けたのか、オドオドしなくなったイネスが色々と説明してくれた。

　上級クラスはその名の通り、上級生が学ぶクラスという意味であるそうだ。この学校はいくつもの学科があり、専門学科なども多い。だが、特別な専門を持たない一般科という、満遍なく全てを学ぶ科も存在している。上級クラスはその一般科の上級生が所属しているクラスである。

　魔術学院の場合、入学してくる人間の年齢がかなりばらけているため、何年生といった分け方はしていなかった。

「じゃあ、大人と子供が一緒に勉強する？」

「そういう場合もあります。年齢制限もありますが、一〇歳くらい離れている同級生は普通ですよ」

　まず最初は、基礎学科で魔術を学ばされる。ここで魔術を習得できた者だけが、次のステップに進めるのだ。基礎学科で何年修行しても、魔術を覚えられなければ退学だ。まあ、魔術学院なわけだし、そこは仕方ないだろう。

　その次が基本学科。ただ、学内では下級生と呼ばれることが多いらしい。ここでは座学などの魔術とはあまり関係ない授業と、魔術を使うにあたっての基本を二年間ほどで叩き込まれる。

　ここで問題がなければ、晴れて応用学科。つまりは上級生である。一般科の上級クラスだけではなく、冒険者科、魔術師科、特別戦闘科などの他に、火魔術科や水魔術科、

　科のような、かなり細かい専門学科も存在していた。

　生徒はこの中で所属クラスを決めつつ、ゼミや部活のような形で好きな事を学べるのだ。

　授業の七割ほどが学科で決められた授業で、残り三割は自分で好きに選べる。

　それに、応用学科を卒業後に他の科に入り直すことも許されているので、やる気さえあれば好きなことを学ぶことはできるという。中には何度も卒業からの転科を繰り返し、一〇年以上学生をやっている生徒もいるというのだから驚きだ。因みに、平均で五年ほどで卒業していくらしい。

「前の特別模擬戦教官が退職してしまって、私たち一般教官で何とか穴埋めをしている状況だったので、とても助かります」

「特別模擬戦教官と一般教官は違う？」

「それは勿論です。特別教官の最も重要なお仕事は、圧倒的な実力を示すこと。我々には不可能ですので」

　世の中には、多少強くなった程度ではどうにもならない圧倒的な強者が存在する。それを身をもって学ばせるとともに、いざ強者を前にしたときに硬直せず、即座に逃亡に移れる、もしくは交渉を行えるだけの胆力を養わせる。それが特別模擬戦教官の役割なのだという。

　要は、生徒との模擬戦で、圧倒的な力で叩きのめすのが仕事なのだ。それには隔絶した実力が必要であった。

「なるほど。でも、ウィーナレーンじゃダメ？」

　フランがそう尋ねる。そうだよな。今の役目、ウィーナレーンなら確実だと思うんだが。

「学長は手加減が苦手なので。いえ、違いますね。あまりにも力が強すぎて、手加減をするにしても限度があるのでしょう。ドラゴンがどれほど手加減しても、その爪で仔犬を持ち上げられぬのと一緒ですね」

　誤って生徒を傷付けたことはないらしいが、賊相手にやり過ぎたことは何度もあるらしい。そのことから、教師たちもできるだけウィーナレーンが生徒の模擬戦相手をしないように頼んでいるという。

　しかし、ここ数ヶ月は適当な人材が見つからず、教官たちを複数相手にしたり、防御を固めたウィーナレーンに攻撃を打ち込み続けるといった形で特別模擬戦を行っていたそうだ。

「ただ、それではやはり効果が微妙でして。短い間でもフラン殿のような強い方に来ていただけて、本当に有り難いです」

　そんな話をしながら、塔の一階の奥にある部屋に案内される。そこは座学の授業をする教室であるようで、二〇人程の生徒が講義を受けていた。

「リデュア、少し時間をもらえるか？」

「は、はい。イネス先生、こちらのお嬢さんは？」

「それは今説明する。フラン殿、この女性は歴史担当のリデュアです。そして、今講義を受けているのが、上級クラスの生徒たちになります」

「ん。わかった」

　生徒たちが驚愕の表情でこちらを見ている。ただ、その驚きはフランではなくイネスに向いているようだった。

「あ、あの鬼のイネス教官が、子供に……？」

「だ、誰だよあれ。本当にイネス教官か？」

「鬼の霍乱だっ！」

　普段のイネスと今のイネスは、少しばかり違うらしい。生徒たちがそれを見て驚愕したようだった。

「鬼？　人なのに？」

「い、いえ。気にしないでください！　こらぁ！　今私語を口にした者！　後で覚えておけよ！」

「ひぃぃ！」

　なるほど鬼のイネス教官か。

「あー、こちら、短い間ではあるが特別模擬戦教官として貴様らひよっこの相手をしていただくことになったフラン殿だ！」

「よろしく」

「「「えーっ！」」」

　先程とはまた違った悲鳴があがるが、イネスが再び怒鳴って黙らせる。これが彼女の本性であるのだろう。

「静かにっ！」

「「「……」」」

　生徒たちもピタリと黙るのだ。その辺はさすがだね。

「貴様らには分からないだろうが、フラン殿の実力は本物だぞ？　教導いただくのは明日以降になるだろうが、楽しみにしておけ」

「ん」

「オン！」

　ドヤ顔で頷くフランと小型犬サイズのウルシを見て、生徒たちが改めて疑問符を浮かべている。どう見ても、イネスより強いとは思えないのだろう。

「そちらはフラン殿の従魔のウルシだ」

「よろしく」

「オンオン！」

「「「よろしくおねがいします！」」」

　フランが挨拶をした直後、生徒たちが一斉に頭を下げた。半信半疑であっても、ここで下手な態度をとればイネスの雷が落ちることは確実だからな。機を見る能力、空気を読む能力は備わっているのだろう。しかし、イネスは生徒たちが自分の言葉を信じきっていないことが不満であるらしい。

「フラン殿。少々脅してやってはくれませんか？」

「……わかった」

　多分、威圧スキルで脅せという意味だったのだろう。だが、フランは違う方法を選んでいた。先程、生徒たちに殺気を浴びせて脅してしまった事を気にしているのだろう。

「ん」

　フランが無詠唱で発動したのは、光球を生み出す術だ。生徒たちの視線が天井近くの光球に集中する。そして、気付いた時には生徒たちの視界からフランの姿は消え去っていた。

　一瞬でフランがいなくなったことで、生徒たちにざわめきが広がる。本当に一瞬だったからね。

　コンコン。

　教室の後ろで音が鳴り、生徒たち全員が慌てて振り向く。彼らが目撃したのは、教室の一番後ろに静かに立ち、完全に気配を断っているフランの姿であった。そこに居ながら、壁を叩かれるまで全く気付かなかったのだろう。近くの生徒が椅子からずり落ちる勢いで驚き、目を丸くしている。

　フランがやったことは単純だ。光球に目を引きつけ、気配を消して高速移動しただけである。だが、生徒たちには何が何だか分かっていないに違いない。

　しかし、全員の目を欺き、一瞬で移動してみせたことでその実力は十分に示されていた。何せ、これが戦場だったら何もできずに切り倒されていたことは間違いないのだ。

　さらに、上級クラスの生徒は、無詠唱や気配遮断の難易度に気づける程度の知識は持ち合わせている。もう侮った顔をしている生徒は一人もいなかった。

「ふむ。貴様らひよっこでもフラン殿の実力の一端は垣間見えただろう。明日以降、楽しみにしておけ。では行きましょうか」

「ん」

「では、邪魔したな」

　その後、ほぼ同じようなやり取りを五回ほど繰り返し、挨拶回りは終了したのであった。

　しかし、最後に案内された教師の準備室でも同じ反応って、どういうことだ？　イネスは教官の中でもまとめ役であるらしく、その彼女がフランに敬語を使っているのが余程不思議であるらしい。

　模擬戦を担当する教官はともかく、基礎や戦術論などを担当する教師たちはそこまで強くないのでフランの実力を見抜けないようだ。

　特戦クラスは明日課外授業から帰ってくるそうなので、編入の挨拶と一緒にすればいいだろう。

　イネスによる案内が終わった後、次に向かっているのは敷地の中央付近にある三連の塔であった。

　他の塔は離れて建てられているのだが、ここだけは基礎部分がくっつくように建てられ、上層階は連絡通路で繋がっている。宿舎として使われている場所であるらしい。

「フラン殿を特戦クラスに紹介するのは明日になります。朝、先程の教官室まで来ていただきたいのですが、大丈夫ですか？」

「ん。わかった」

「ああ、そうだ。それと、寮などの部屋にお連れするようにと言われているので、このままご案内させていただきます」

　寮まで用意してくれていたか。だが──。

「寮？　今、宿に泊まってる」

　そうなのだ。しかも、フランは今泊まっている緑の古木亭がお気に入りである。

「寮であれば、安いですよ──って、フラン殿にはあまり関係ないですよね」

　イネスも、フランが高位の冒険者であると思い出したのだろう。ランクＢ冒険者ともなれば、そこらの商人などよりも余程稼げる。それこそ、一回の依頼でイネスたちの月給の数倍を稼いでいてもおかしくはなかった。

「高級宿なのですか？」

「ん？　そこまでお高くない」

　高級宿ではないが、居心地はいいし、精霊を身近に感じられる。今のフランが重要視するのは、精霊に関することなのだ。精霊魔術の修行には、宿の方が適している可能性もある。ただ、魔術学院には精霊がたくさんいる。それならばこっちに泊まる方がいいだろうか？

「イネス、寮には精霊がたくさんいる？」

「え？　精霊ですか？　うーん……。いることは知っていますが、見たことはないですね」

「一回も？」

「精霊術師があえて可視化するのでなければ、下級や中級精霊の本体は見えませんから。大精霊のような強大な力を持った存在だと、さすがに我々でも見えるという話ですよ」

「そうなの？」

「又聞きですけど」

　それこそ、クリムトが鎮めたという大精霊。その姿は多くの人間に目撃されているらしい。

「まあ、学院の精霊はむしろ隠密性を重視していると思いますから、精霊魔術を使えない人間には他よりも見えにくいんじゃないでしょうか？」

　だとすると、あまり精霊使いの修行にならない？　いや、むしろ修行になる？　絶対にいることは確かなわけだし、それを感じようとすればいい修行になるのかもしれない。

「うーん」

「あと、寮ですと職場まですぐなので、便利ではあります。食事も出ますしね」

「食事？」

「オン？」

　そこに食いついたか。まあ、フランたちにとっては重要だよね。

「え？　ええ、日替わりで食事が出ますよ」

　予想以上の反応に、イネスが戸惑っている。ここまでは何を話しても淡白な反応だったのに、急に目を輝かせて聞き返したからな。フランとウルシに見つめられながら、最近の献立を教えてくれた。

「朝は大体同じですが、昼、夜は毎日違いますね。量も多いですし」

「美味しい？」

「オン？」

「味ですか？　わ、私はあまりその辺を気にしないので……。不味くはないですよ？」

　少なくとも超美味しいとは言えなそうだ。期待はできないかな？　しかし、フランたちは食堂の料理が気になるらしい。

「食べたい。食べてから決める」

「食事で決めるのですか？」

「当然」

「オン」

「そ、そうですか……。今ならまだ昼食が食べられると思いますので、食堂に行ってみましょう」

「ん」

　一〇〇〇人規模の人間が一度に入れる、メチャクチャ広い食堂があるらしい。ただ、そちらは生徒用で、教師用の食堂の方が落ち着いて食事ができるということだった。出されるメニューは同じであるそうだし、そっちでいいだろう。

「これで狭い？」

「生徒用はこの一〇倍ありますから」

　教師用の食堂も、一〇〇人は食事ができる広さがあった。掃除が行き届いており、それなりに綺麗で雰囲気は悪くない。フランとウルシにとっては、どうでもいいことだが。二人にとって重要なのは、食事の内容だけである。

「少々お待ちください」

「ん」

　イネスがカウンターに小走りに駆けて行った。そして、エプロンをつけたおばちゃんと何やら話している。こちらを指差しているので、フランとウルシの話をしているのだろう。

「今日のメニューは、豆と挽肉のスープにサラダ、芋のチーズがけ、フィッシュパイ、フルーツです。苦手なものはありますか？」

「ない」

「では、少々お待ちください」

「大盛で」

「わかりました。あと、ウルシの分も用意してくれるそうですが、深皿に盛ればよろしいですか？」

「ん。そうして」

「オン」

　そして、イネスによって食事が運ばれてきた。先程言われた通りの献立だ。大盛でと頼んだからか、スープと芋はイネスの倍近い量がある。

「スープと芋はおかわりできますよ」

　見た目は悪くない。ただ、料理の匂いを嗅いだフランとウルシの表情は、微妙だった。

　下処理が甘く、調味料もそこまで多く使ってはいないのだろう。匂いを嗅いだだけでそこまで理解してしまったらしい。二人の鼻の良さに呆れればいいのか、簡単に分かるほど杜ず撰さんな料理を嘆けばいいのか。

　量も多いし、野菜類も豊富で栄養は摂れそうだが……。生徒たちの腹を満たすことが優先で、味はそこそこでいいと割り切っているのかもしれない。

「いただきます」

「オン」

「もぐもぐ……」

「モムモム……」

　一口食べただけで、フランたちのテンションが急下降した。期待を裏切られた子供の顔っていうのは、ここまで切ないものだったっけ？

『どうだ？』

　二人の表情を見れば味も想像できるが、一応聞いてみた。

（普通……）

（オフ……）

　不味くはないが、凄く美味しくもない。量は多いが、大量に食べたくもない。そんな感じであるらしい。やはり学院の食事など、栄養が摂れて、満腹になることが一番なのだろう。何千人分も作っているのだろうし、仕方ないとは思うけど。

「どうですか？」

「ん。寮には住まない」

「オン！」

「宿から通う」

「は、はぁ……」

　キリッとした顔で宿を使うというフランとウルシに、イネスは戸惑っている。内心では「たかが料理で？」と思っているのだろう。だが、フランにとっては最も重要な事であるのだ。

「わ、わかりました。では通行許可を出してもらいますので」

「お願い」

「オン」

　その後、イネスに連れて行ってもらった庶務課のようなところで生徒手帳、教員手帳を受け取る。そこにはしっかりとフランの名前が印字されていた。魔法を使えば簡単なのかもしれないが、地球の即日サービス並みに早いんじゃないか？

「この後はどうされます？」

　今日行かなくてはいけない場所はもう回ったらしく、行きたい場所があれば案内してくれるという。

　ということで、俺たちは気になった場所をイネスの案内で見て回ることにした。

　最初に向かったのは、敷地内の様々な施設の中でも特に異彩を放っている雪山だ。

「おおー」

「オンオン！」

　白い雪が一面に敷きつめられ、そのまま中央に行くにつれて段々と高くなっている。雪山というか、ゲレンデっぽいか？

「雪山登山の訓練や、雪上での基礎戦闘訓練に使われます」

「入っていい？」

「今なら構いません」

「ウルシ、いく」

「オン！」

　イネスの許可をもらった直後、フランとウルシが雪原に駆け出す。

　フランもウルシも、雪が初めてというわけではない。魔狼の平原にだって降っていた。

　ただ、周りは普通の光景なのに、ここだけ雪が積もっているという不可思議な光景にテンションが上がっているのだろう。

　フランの足がズボズボと膝くらいまで埋まっているな。まるで降ったばかりのような柔らかさだ。

　てっきり、冬の間に降り積もった雪を集めて溶けないように冷やしているのかと思っていたんだが、どうも違うらしい。俺の想像通りの方法なら、もっと硬いはずだからな。特に山になっている部分は圧迫されて、氷のようになるはずだ。除雪作業で一ヶ所に集めた雪が、カッチカチに固まってずっと残っているアレである。

　雪塗まみれになるまで駆け回って満足したのか、フランとウルシがイネスの下に戻る。そして、フランがやや興奮した様子で尋ねた。

「これ、どうやってる？」

「氷雪魔術などを使って、維持しているのですよ」

　毎日、魔術で雪を生みだしているらしい。固まった雪は溶かして水に戻し、それをまた雪にしているのだという。魔術師が何百人もいる魔術学院でしかできない方法だろう。氷雪属性は珍しいが、生徒も含めればそれなりの数がいるそうだ。

「とは言え、この時期だけですが」

　外気温がそこまで高くない今の時期だけ造ることができるらしい。

　夏場などは藪の深い小山として、山歩きの訓練などに使うそうだ。

　その後は岩山や、湖、湿地など、主に実習に使う演習場を見て回った。多くの場所は、魔術師や精霊たちが整備をし、維持しているんだろう。

「演習場はだいたい案内しましたね。次はどうされます？　そろそろ日が落ちますが」

「ん……。ゼロスリードはどこにいる？」

「申し訳ありません。今日のところは案内するなと言われております。ただ、互いに落ち着いたら、学長と一緒という条件付きで面会できると」

「……わかった」

　そりゃそうだ。ゼロスリードを殺しかけて、その日の内に会わせてくれるはずもない。フランもダメもとで聞いたらしく、そこまで落ち込んでいる様子はなかった。

「じゃあ、ロミオは？」

「そちらも難しいです。寝込んでおりますので」

　そう言えば、邪気のせいで調子を崩しているんだったか。だが、ロミオが寝込んでいる理由はそれだけではなかった。

「お見舞いはできない？」

「あー……そうですね……」

　なんだ？　妙にイネスの歯切れが悪いな。

「すみません。ロミオという少年が寝込んでいるというのは嘘です。フラン殿が職員室に来た頃には、もう目覚めていたそうです」

「？　なんでそんな嘘ついた？」

「ロミオ少年とフラン殿を会わせるなと言われているのです」

「どういうこと？」

「実は、フラン殿の事を怖がっているということでして……」

　フランがゼロスリードに襲いかかった、あの事件。被害を受けたのは首を斬り裂かれたゼロスリードと、フランの殺気を受けてしまった不運な生徒たちだけではなかった。

　もう一人、大きなダメージを負った者がいたのだ。それが、ゼロスリードと特殊な力で結ばれているロミオであった。ウィーナレーンも言っていた。ゼロスリードとロミオは、どちらかが傷つけば相手も傷つくような厄介な状態にあると。

　そして、フランがゼロスリードを傷付けたとなれば──。

　フランが少々ショックを受けた様子で、口を開く。

「ロミオも、傷ついた？」

「はい……。その、全く同じダメージではなく、せいぜい一〇分の一程度の傷だそうです。ただ、三歳の子供ですので……」

　ちょっと傷がついただけでも大怪我だろう。

「ロミオは大丈夫？」

「怪我はすぐに癒されたそうです。ただ、その傷が誰によってもたらされたものなのか理解しているようでして」

　それで、フランを怖がっているわけか。どうやら、間接的にロミオも殺しかけていたと知ればフランが動揺すると思い、できるだけその事実を伏せようとしてくれていたらしい。

　ただ、ロミオに会いに行くと言い出してしまったので、真実を語ったのだろう。適当に誤魔化した場合は「じゃあ後日で」ということになってしまうだろうからな。

「……今日は帰る」

「わかりました」

　肩を落としてそう呟いたフランを、イネスが心配そうな顔で正門まで送ってくれた。こんな顔をしていると、年相応に見えるのだろう。

「事情は聞いております。その、ロミオのことに関しては予測することは不可能ですし、あまりお気になさらない方がよろしいですよ？」

「ありがと」

　そう返しつつも、フランの顔は晴れない。理屈ではないのだろう。三歳児を殺しかけたという事実が、どうしようもなくフランの気持ちを落ち込ませている。

『まあ、幸いにも殺さずに済んだんだ。今はそっちを喜んでおこう』

「ん……」

「オン」

「ありがとウルシ」

　手をペロペロと舐めるウルシに、フランの顔が僅かに綻ほころぶ。しかし、これでゼロスリードへの復讐が遠のいたというか、難しくなった。

　ウィーナレーンがロミオたちの契約を解除しない限り、傷つける事さえできなくなったのだ。フランが再び激高して殴りかかっただけで、ロミオが死んでしまうかもしれない。

　ウィーナレーンが零こぼしていた通り、厄介な契約だった。




「もぐもぐ……」

「モグ……モグモグ」

　宿に戻ってきたフランは、夜になっても元気がない状態だ。

　目に見えて落ち込んでいるわけではないのだが、いつもの調子が感じられない。なんと食事中であるというのに、テンションが低いのである。スプーンを動かす手の動きも遅く、食事に集中できていない。

　メニューは肉がたっぷりのシチューと、餡かけのジャガイモ。黒パン、ライ麦パン、バターロールの三種のパン。魚のオイル漬けの入ったサラダに自家製の酢漬け野菜と、チーズパスタというかなり豪華なものだ。味も申し分ない。だが、フランの食事速度は学院の食堂と同じくらいだった。

　異常事態である。いつものフランなら、美味しい物を食べれば大抵の悩み事は忘れるはずなのだ。

　隣で食事をとっているウルシも、フランを気にしていつもの勢いがない。横目でフランをチラチラ見ながらご飯をほおばっている。

『フラン、まだロミオのことが気になってるのか？』

「ん……」

　やべっ。ロミオの名前を聞いた途端、フランの表情が目に見えて曇ってしまった。やっぱりロミオを傷付けたことを気に病んでいたらしい。俺がどれだけ仕方なかったと言っても、割り切れないのだろう。遂にスプーンが止まってしまった。

　そんなフランに話しかけたのは、宿の女将のお婆さんだ。

「お嬢、今日はなにかあったかね？」

「ん……」

「詳しいことは聞きゃぁせんよ？　だがね、それはここで悩んどって、どうにかなることなんかい？」

「それは……」

「これはエルフに伝わる言葉なんじゃが……。新芽は深き森の灰より出ずるっちゅう言葉がある」

「？」

　エルフのことわざみたいなものかな？

「たとえ住んでいる森が焼けようとも、いつか木々は再び生えて、新しき森が誕生する。つまり、生きとる限り何でも起きよる可能性はあるが、大事なのはその後という意味だでの。取り返しのつかんこともある。失われたものは戻ってこんかもしれん。だが、それは自分の糧として、この先も生きていくしかないんよ」

　長い寿命を持っているエルフっぽい人生観かもしれないな。人間よりも遥かに長く生きる彼らの人生は、きっと様々な事件や苦難の連続なのだろう。それら全てを気にして後悔していたら、心が押し潰されてしまうのかもしれない。

　だから、いつまでも気に病むのではなく、経験を糧として生きる方が建設的だ。そんなことを言いたいのかもしれない。

「……む？」

　フランも、その言葉を理解しようとしているようだ。だが、すぐに腕を組んで首を傾げてしまう。俺だって言葉の意味は分かるけど、本当に理解できるかと言われたら正直微妙だ。

　まだ一三年しか生きていないフランが納得するには、少し難しい言葉だろう。

「ふむ……。お嬢にはまだ分からんかいね。まあ、わしらエルフの爺じじ婆ばばが、この齢になってようやく身に染みる言葉だで」

「……ごめんなさい」

「こちらこそすまんの。押しつけがましかったけ。ただ、ひとつええかい？」

「ん」

「美味い飯は、集中して食べた方がより美味かとよ？」

「！　確かに」

　お婆さんが慰めようと色々な言葉をかけてくれていたが、結局最後の言葉が一番心に響いたらしい。

　だが、それでお婆さんとフランは通じ合っているようだ。一瞬見つめ合って、どちらからともなく頷き合う。

「他のことを考えながら食べるのは、ご飯に失礼」

「そうだで」

「ん」

　フランが、一心不乱に食事をかきこみ始めた。完璧じゃないけど、調子が戻ってきたらしい。そして、その顔に僅かな笑みが浮かぶ。これでいつもの元気が出てくれればいいんだが……。

　そう思っていたら、再びフランの手が止まった。やっぱり空から元気だったか？　そう思ったが、お婆さんの動きも止まっているな。そして、両者の視線が同じ場所を向いている。

「ほほう？　どうなさったんかいの？」

「……精霊？」

　どうやら、古樹の精霊が食堂の入り口付近に下りてきたらしい。フランとお婆さんが同じ一点を見つめていた。フランが自分と同じ場所を見ていることに気づいたお婆さんが、驚いた様子でフランに問いかけている。

「もしかして見えるんかいの？」

「なんか、いる？」

　やっぱり見えてはいないか。だが、フランがそう返すとお婆さんが一瞬目を見開き、すぐに笑い出した。

「ほっほっほ。精霊様に、随分気に入られたんじゃね」

「どういうこと？」

「才能があっても、精霊様に嫌われておれば、感じることはできん。うむうむ。精霊様はお嬢を見とるよ。元気がないのを心配しとるようだで」

「！」

「気に入らない相手だったら、追い出す場合もあるんじゃが……。精霊様がエルフ以外にここまで気を許すんは、何十年ぶりじゃろうかね？」

「気を、許してくれてる？」

「そうだで。心配そうにしとる」

　お婆さんの言葉に、今度はフランが目を丸くした。だが、精霊がそこまでフランを気に入ってくれた理由が分からないな。たった一晩、泊まっただけだぞ？　いや、フランの可愛さに精霊もやられたってことなのかもしれん。精霊さえ魅了するフラン。うむ、ありえる。

「でも、私何もしてない」

「精霊様は、純粋で優しい相手が好きだでね」

　可愛さじゃなかった。でも、フランの純粋さを見抜くとは、なかなか見どころがある精霊だ。まあ、俺には見えてないんだが。フランもさらに精霊を感じようとしたのか、探知系のスキルを起動させた。しかし、すぐに思案顔になってしまう。

『どうした？』

（スキル使っても、全然分からない）

　どうも、変化がないらしい。その様子を見たお婆さんがアドバイスをくれる。

「普通の探し方で精霊様は見れんよ」

「そうなの？」

「可視化しとらん精霊様を見るには、精霊魔術のスキルか精霊眼が必要なんよ。そのどちらかの素質がある人間には、僅かに感じることができるそうな」

　後は何かきっかけを掴んでスキルを開花させるしかないらしい。感じることができるということは、何かを掴みかけている証拠であるそうだ。ただ、エルフは物心が付く前に精霊を視ることができるようになるため、どうすればいいかという質問には答えられなかった。

「……精霊様？」

「……」

　フランが精霊がいるであろう場所に声をかける。当然だが、何も反応はない。フランにも分かっていないだろう。だが、お婆さんは目を細めて微笑んでいる。

「うむうむ、精霊様、よかったですのう」

「精霊様、どうしてる？」

「喜んでおった。お嬢を言こと祝ほいでおったのう」

「ことほぐ？」

「まあ、ちょっとの間だけ、悪いもんを祓ってくれる力をくれたと思うとええ」

「おー、ありがとう精霊様」

「今はもう樹に戻ってしまったんよ。気まぐれなお方だで。じゃが、ちゃんと聞こえとるよ」

「そう」

　フランは精霊がいたと思われる場所を見つめる。一瞬だけ違和感を覚えるくらいはできているようだが、移動する精霊を追うような真似は無理であるらしい。もしかしたら、自分のことがフランにも分かるように、精霊が少しだけ気配を出してくれたのかもしれないな。

「まあ、あの様子ならまた出てきてくださるだろうよ」

「楽しみ」

　それにしても、この調子だったらこの宿に泊まっている間に本当に精霊魔術を習得してしまうかもしれないんじゃないか？







　魔術学院への登校初日。

　フランとウルシは魔術学院に向かって歩いていた。

『昨日はあれから精霊の気配は感じなかったのか？』

「ん」

　食堂での接触で、精霊が満足してしまったのかもしれない。フランは精霊の気配に目覚めることなく、昨晩はグッスリ快眠であった。

『その格好、動きやすさはどうだ？』

「問題ない」

『うーん。それにしても破壊力がやばいな……。フランはその服、気に入ったか？』

「ん？　防御力は低いけど動きやすい。でも破壊力は上がってないと思う」

『あー、そうじゃなくて、可愛いとか、お洒落とか、そんな感じの感想は？』

「？」

　ダメか。まあ、フランが女の子らしい服を着て「可愛い〜」って喜ぶ姿は想像できんが。

　フランは、魔術学院の制服を身に付けていた。戦闘訓練時などは別として、座学の授業中には制服の着用が義務付けられているからだ。

　これだけ大きな学校になると、生徒の数も膨大だし、見た目で分かる方が色々と便利なんだろう。

　マンモス校なだけあり、購買ではありとあらゆるサイズの制服が用意され、その場で購入することができた。裏地に高級な布を使っている超高級品は、貴族用だろう。

　フランの場合は、通常版のものをタダで貰えた。教官用の備品扱いらしい。

　特戦クラスの制服は、魔術学院のエンブレムが肩口と胸に縫い付けられた濃紺のブレザーに、赤地に白い線の入ったネクタイ。あとは、紺と白のチェックのスカートである。

　それ以外の部分は好きに選んでいいと言うことだったので、白い襟付きのシャツと灰色のベストセーター、白いソックスに黒いローファーを選んでおいた。
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　え？　俺の趣味ですが、何か？　外套とか、上から羽織るローブなどもあり、ファンタジー感のある姿にもできたのだが……。あえて地球の学生服に寄せてみた。だってその方がフランのプリティーさが際立つからね！

　それにしても、ここまで地球風になるとは思わんかった。異世界でも制服となるとこうなる？　それとも、神が伝えた文化なのか？　まあ、可愛いからいいけど！

『あとは高めのツインテールだったら完璧なんだが……』

　しかし、それには大きな問題があった。なんと、高めの位置でツインテールにしようとすると、猫耳が邪魔をするのだ。至高の猫耳が、至高の髪型とぶつかり合うものだったとは！　仕方ないので、結び目低めの、おさえめツインテールにしておいた。まあ、これも素晴らしいものだが。

「師匠」

『うん？　どうしたフラン』

「なんで師匠、小さくなってる？」

『そりゃあ、この格好で俺を背負ってたら変だろう？』

「？」

　せっかくブレザー姿なのに、武骨な剣なんか背負ってたら台無しでしょうが！　俺は短剣サイズに変形し、ブレザーの内側に吊られている。今の俺ならば、サイズ変更程度であれば長時間維持できる。少なくとも、学校にいる間くらいは問題なかった。

　あとは通学鞄があれば完璧なんだが、そこはしかたないだろう。次元収納がある限り、邪魔でしかないからな。だが、あれがあってこその完成形！　やはりフランに持ってもらうべきか？　いや、しかし──。

「師匠……また変」

　昨日、購買で制服を選んでいる時にも向けられた、ジトーッとした目を向けられてしまった。俺の内なる邪念が漏れていたのか？

『は、ははは。変じゃないよ？　どこが変だっていうんだい？』

「やっぱ変」

『ぐ……。ま、まあまあ。それよりも正門が見えて来たぞ』

「……ん」

　ふーっ。なんとか誤魔化せたか？

「……」

　誤魔化せたということにしておこう。

『手帳を見せるんだぞ？』

「わかった」

　守衛さんに教員手帳を見せれば中に入れるはずだったんだが……。

「ちょっとまってくれお嬢ちゃん！」

「ん？」

「オン？」

　教員手帳を提示して、そのまま正門を通り抜けようとしたフランを、守衛のおじさんが止めていた。

　裏門にいた落ち着いた雰囲気の人ではなく、いかにも元冒険者といった厳つい風貌の男性だ。その顔には困惑の色がある。

「あー、お嬢ちゃん、生徒だよな？」

「ん」

「なのに、今提示したのは教員手帳だよな？」

「ん」

「え？」

「ん？」

　生徒姿のフランが教員手帳を提示したことを訝しんでいるらしい。

「しかし、精霊は反応してない……。ああ、もしかして！　猫耳で、狼を連れた……。名前を教えてもらえるか？」

「フラン」

「やっぱり。呼び止めて済まなかった。話は聞いていたが、一度確認しないと本人かどうか分からなくてな」

「ん」

「オン」

　教員手帳か生徒手帳を提示すれば問題ないと言われていたんだが、さすがに初回はもう少しキッチリ見せればよかった。というか、生徒手帳にすればよかった。

「昨日雇われたばかりだっていう話だが、学院内の地理は分かっているか？」

「だいじょぶ」

　さすがに今日向かう教室の位置などは確認済みなのだ。

　フランは守衛さんに別れを告げて、再び歩き出す。しかし、すぐに首を傾げた。

「？」

『どうしたフラン』

「なんか、見られてる」

　フランが呟く通り、周囲の生徒たちの視線がフランに集中していた。もしかして昨日の事件の被害者なのかと思ったら、視線には恐怖や怯えの色がない。悪感情がないわけではないが、嫉妬や苛立ちが主であるようだった。

「あの美少女だれだよ」

「か、可愛い……！」

「ちょっと、何鼻の下伸ばしてるのよ！」

　謎の美少女として注目を集めているらしい。

　ふふん！　まあ、当然だな！　ただでさえ可愛いうちのフランが、制服によっていつもとはまた違う可愛さを手に入れたのだ。学生たちの視線を独り占めしてしまうのは仕方ないだろう。

　男子生徒どもよ！　謎の美少女転校生だぞ？　喜ぶがいい！　好きになるのは仕方ないが、簡単にフランと付き合えるとは思わないことだ。一〇〇の試練を越えたうえで、俺を倒したものでなければフランとのお付き合いは許しません！

　まあ、美少女転校生兼、鬼教官でもあるから、すぐに現実に気付くとは思うけど……。

　冒険者たちの向ける敵意や侮りにはもう慣れたのだろうが、こういった注目のされ方は珍しいため、気になるらしい。

『今は無視しておけ。この学院にいる限りはずっとこの調子かも知れんし、慣れれば気にならなくなるだろ』

「わかった」

　とりあえず今デレデレした顔の男ども、顔は覚えたからな！

　周囲からの視線に耐えつつ歩くフランは、そのまま早足で学院内を歩いた。向かう先は、昨日も案内された模擬戦教官用の準備室だ。

　途中で、視線に含まれる感情が微妙に変わってきたな。昨日挨拶したクラスの生徒や、上級生が多いエリアに入ったからだろう。単純な好奇心だけではなく、畏怖や観察するような色も混ざっている。

　先ほどまでよりもよほど圧力があると思うんだが、フランの顔は涼しいものだ。好奇の視線よりも、こちらの方が気にならないらしい。冒険者で慣れているからだろう。

　視線の集中砲火を潜り抜けたフランは、恐れていたような問題もなく目的地へと辿り着いていた。

　いや、勘違い貴族に絡まれてぶっ飛ばしちゃうとか、フランを認めない天才生徒に絡まれてぶっ飛ばしちゃうとか、嫌み教師に絡まれてぶっ飛ばしちゃうとか、いろいろ想像していたのだ。

　だって、フランだし。でも、精霊の監視のあるこの学校で、変な生徒や教師がいるわけがなかった。

　ガラララ。

「おはよ」

「おはようございますフラン殿。おお、ちゃんと制服で来てくださいましたね」

「ん」

　準備室は、職員室よりも大分狭い。しかも、窓も小さく、空気が籠りがちになりそうな部屋だ。そんな部屋に、一〇人ほどの大人がいた。全員が、革鎧などを着込んだ冒険者風の姿だ。彼らは全員が模擬戦教官である。戦闘準備を整えた今の姿こそ、彼らの正装であると言えた。

　筋肉ムキムキの元冒険者が狭い部屋にひしめくその光景は、暑苦しさ満載である。なんだろう。鼻がないのに、汗臭い気がする。体育教官室を想像してもらえばよいだろう。

　イネスが直立で出迎えてくれた。他の教官たちに対しては昨日のうちに紹介と格付けが終わっているので、こちらも真面目な顔で直立である。それがさらに暑苦しさをプラスしているんだけどね。

「では、これから特戦クラスの教室に案内させていただきます」

「わかった」

「こちらへどうぞ」

　案内されたのは、三連学科塔の二階にある教室の一つであった。

　見た目は、他の部屋と変わらないごく普通の教室だ。内部から感じられる気配も、特に他の教室と変わりはない。やや緊張した、二〇人ほどの人間の気配があった。

　緊張しているのは、フランが来ると分かっているからだろう。ちょっとでも耳が早い人間がいれば、教官兼生徒の美少女がやってくるというのは耳に入るだろうしな。

　緊張感以外に変わったところはない。教室の手前から凄まじい威圧感が醸かもし出されていたり、こちらを驚かせるほどの魔力をまき散らしていたりもしない。人とは違う気配が混ざっていたりも、邪気が感じられたりもしない。ごく普通の、少年少女たちの気配だった。

　特別戦闘クラスなどと言われていたので、どれほど凄いのかと思っていたんだが……。

　考えてみたら当たり前か。まだ学生なんだし、フランの方が圧倒的に強いということだしな。

　さらに言えば、イネスが複数の学生を相手にできているという時点でその実力は推して知るべしだ。学生の中でなら戦闘力が高いという程度なのだろう。俺が少し期待し過ぎていたらしい。

　特戦クラスなんていかにもな名前、特殊な生まれや激レアスキル持ちの少年少女だけを集めた、問題児クラスっていうのがラノベの定番だからなぁ。

「この後の授業は模擬戦の予定なのですが、その前にフラン殿を紹介する時間を設けました。質問などもされるかもしれませんが、答えられない質問は無視してくださって結構です」

「わかった」

「では、行きましょう」

「ん」

　扉の曇りガラスに映った人影を見て、イネスが来たと分かったのだろう。生徒たちの話し声が一気に静まる。イネスに続いて教室に足を踏み入れたフランに、全員の視線が向けられた。

　生徒たちの顔に侮りはない。ただ、強い困惑があった。

「マジで子供だ……」

「び、美少女！　負けたっ！」

「じゃあ、キャロの言ってたことは本当だったのか！」

　昨日のうちにフランと対面を済ませた他クラスに話を聞いたのかと思ったら、どうもそれだけではなさそうだ。

「あ、あなたは！　やはり！」

　喧噪に包まれた教室の中、突如一人の学生が驚きの表情で立ち上がった。だが、驚きなのは俺たちも同じである。その少女に見覚えがあったのだ。

「キャローナ？」

「は、はい！　覚えていてくださったのですね」

「ん」

　そう。そこにいたのは、金髪デコ出しドリルさんことキャローナだった。彼女は、特戦クラスの一員であったようだ。キャローナが事前に、フランの情報をクラスメイトたちに教えていたらしい。

　多分、教官兼生徒の話を他クラスから聞く→その情報を聞いたキャローナがフランのことだと予想する→キャローナがクラスメイトにフランのことを話す。という流れだったのだろう。

　ただ、クラスメイトたちも、半信半疑だったらしい。黒猫族の少女なのに実は超実力派冒険者で、ギルマスと親しげに話していたなど、荒こう唐とう無む稽けいすぎるし仕方ないが。

　しかし、他のクラス、キャローナ、イネスが共謀して自分たちを担いでいない限り、目の前の少女が新たな特別模擬戦教官であることは確実となった。それが分かり、フランが強者であるとようやく信じたようだ。

「フラン殿、彼女は知り合いですか？」

「ん。冒険者ギルドで少し話した」

「そうでしたか。おい！　静まれ！」

「「「……」」」

　相変わらず見事な統制力である。生徒たちが一斉に口を閉じた。

「紹介しよう。この方はフラン殿。この度、特別模擬戦教官として着任された！　フラン殿の冒険者ランクはＢ。しかし戦闘力はランクＡに比肩する！　学院長のお墨付きだぞ。さらに、異名もお持ちだ。黒雷姫の名前は聞いたことがあるだろう？」

　聞いたことがないとは言えない雰囲気である。クラスの大半の人間は首を縦に振っていた。ただ、本当にフランのことを知っているらしい。

「きっちり情報収集はしているようだな。知らんというやつがいたら、情報収集の大切さについて小一時間ほど説教をせねばならなかったところだ」

　どうやら冒険者教育の一環であるようだった。キャローナが最初にフランに気付かなかったところを見ると、生かされているかどうかはわからんが。名前と種族、異名くらいは覚えているのだろう。しかし、それだけで相手の正体を見抜くには、実力も洞察力も足りていない。

　イネスだって、それは分かっているはずだ。それでも、今のうちからそういった情報の大切さを教えているようだった。

「次は模擬戦の授業となるが、その前にフラン殿に何か質問がある者はいるか？」

　これが地球の学校だったら、謎の美少女転校生へと様々な質問が飛んでいることだろう。彼氏の有無や出身地、好みのタイプ等々、その質問攻撃にきりはないはずだ。

　しかし、生徒たちは静まり返ってしまう。教官で、格上冒険者。迂闊な質問をして機嫌を損ねるのも怖いし、なにを聞けばいいのか分からないらしい。ただし、誰も質問をしないのはそれはそれで失礼だとも分かっている。

　生徒同士が目配せをし合い、妙な緊張感が教室を包み込んだ。そんな空気を破ったのは、さすがの金髪ドリルさんだ。

「……はい！」

「キャローナか。いいぞ」

「フラン様は教官と生徒を兼ねるということでしたが、どのような受け持ちとなるのですか？」

「それには私が答えよう。基本は特戦クラスで生徒として過ごされる。ただし、特戦、上級、さらに他複数のクラスの教官も兼ねられるので、その時間だけは席を外されるだろう」

「わかりました。ありがとうございます」

　これは事前に俺たちも説明を受けている。特別模擬戦教官としての仕事以外は、特戦クラスの生徒であるということだった。

　ただ、フランの場合は単位を取得する必要がないので、多少授業を休んでも問題ない。事前に授業の内容を説明してもらったが、半分くらいは受ける必要がなかった。罠解除とか、ゴブリンの解剖授業とか、冒険者として活動するための技能を身に付ける授業が多いらしいのだ。フランにとっては今更なものばかりである。

　その後の質問は、用いる武器や、得意な魔術に関してのものが多かった。模擬戦の前に、情報を集めたかったようだ。それが活かせるかどうかは分からんが。

「では、そろそろ時間だな。第五模擬戦場へ移れ！　私とフラン殿が到着するまでに、全ての準備を済ませておくように！」

「「「はい！」」」

「フラン殿はこちらへどうぞ。とりあえず教官用の更衣室をお使いください。明日以降は、生徒用でも教官用でも、好きな方を使っていただいて構いませんので」

「わかった」

　教官用更衣室でいつもの装備に着替えて、模擬戦場に向かう。残念ながら髪型もいつも通りだ。結ぶのに慣れていないせいで違和感があるらしい。本当に短いツインテール姿でした。

　向かったのは三連塔からやや離れた場所にある、広いグラウンドだ。

　だだっ広い、何もない土のフィールドが広がっている。それこそ、東京ドーム何面分という言葉で表現するような規模だ。

　その模擬戦場に、特戦クラスの面々が着替えを済ませて待っている。先日、冒険者ギルドでキャローナが身に付けていた物と似ていた。本格的な革鎧や金属鎧の上に、学院のエンブレムのあしらわれた外套やローブを身に付けている。

　キッチリ隊列も組んでおり、練度の高さもうかがわせた。無駄口を叩かずに直立して待っている生徒たちの姿に、イネスが満足げに頷いている。

「では、これからフラン殿が貴様らに力の一端を見せて下さる！」

　教官として赴任した者は、最初に実力を示すために模範演武のようなものをするのが習わしであるらしい。

「普通は何する？」

「そうですね。大抵は、打ち込み用の人形などに魔術や武技を放つことが多いですね」

　教官の中から人を選んで斬り合ってもいいし、この広いグラウンドで魔術などをぶっ放してもよいそうだ。

「なるほど」

　生徒たちが、興味津々の表情でこちらを見ている。値踏み半分、期待半分ってとこかな？

　前情報で大分ハードルが上がっているようだし、下手な模範演武じゃガッカリされるかもしれない。

「私は土魔術が使えますので、的を生み出すことも可能です」

（師匠、どうする？）

『そうだなー』

　こういうのは最初が肝心だし、やり過ぎくらいの方がインパクトがあるだろう。ここで舐められる訳にはいかないからな。俺たちは、ちょいと派手目にいくことにした。

「ではフラン殿、お願いします」

「「「よろしくお願いします！」」」

「わかった」

　フランはトコトコとグラウンドに進み出る。せいぜい生徒たちの度肝を抜いてやるとしますか。

『じゃあ、まずはこいつからだ』

「ん！」

　最初に俺たちが行ったのは、的作りである。フランが地面に両手を突き、魔術を発動させた。

　直後、生徒たちから悲鳴があがる。目の前で地面が急激に盛り上がり、高さ一五メートルほどの尖塔ができあがったのだ。足元から伝わる振動と轟音に、思わず声が出てしまったらしい。

「あ、あれ。どう見ても大地魔術だよな？」

「こ、黒雷姫って、雷鳴魔術使いじゃないのかよ！」

「っていうか、もしかして魔術師なのか？　剣士じゃなく？」

　フランのことを、雷鳴魔術もまあまあ使える剣士なのだと、思い込んでいたんだろう。魔力が弱い獣人族で、剣士風の格好をしているからな。

　しかし、大地魔術を使ったことで、魔術の腕前も凄まじいことに気づいたらしい。

　だが、これはまだまだ序の口である。

「覚醒。閃華迅雷」

「あんな黒い雷、初めて見た！」

「ひぇぇ！」

「こ、こんな凄い魔力……。あ、あんな子供が……！」

　黒雷を纏ったフランの放つ魔力を感じ、多くの生徒たちが顔を青ざめさせている。口数が多いのは、自分たちを落ち着かせるためなのだろう。

　もう実力を見せつけるには十分な気がしてきたが、ここからが本番だ。

（師匠、あわせて）

『おう！』

「はぁぁぁ！」

『せいぜい派手にいくぞ！』

　最初に放った雷鳴魔術は、サンダーボルトだった。フランが二発、俺が四発。計六発の雷撃が土の尖塔に襲いかかり、轟音と共に大きな穴を穿つ。だが、これで尖塔が崩れる程の威力はない。最初なので、音と見た目のインパクトを重視してみたのだ。

「次！」

『おう！』

　サンダーボルトは前座で、こちらが本命である。俺とフランは雷鳴魔術トールハンマーを同時に発動させた。上空に複数の魔法陣が重なるように描かれ、極太の雷光が降り注ぐ。

　フランのトールハンマーに俺の放った二発が重なり合い、土の尖塔を飲み込んでいた。

　生徒たちは爆風と轟音、閃光に揉みくちゃにされながら、その場で踏ん張りつつ悲鳴を上げている。吹き飛ぶほどではないが、目は開けていられないらしい。

　十数秒後。目を開いた生徒たちが見たものは、無残な尖塔の姿だった。

「……は、はは」

「い、一発であんな？」

「き、極大魔術じゃないよな？」

　破壊されて半分以下の長さになった尖塔は、表面がドロドロに溶けて蒸気を上げている。一部は蒸発し、一部は粉々に砕けたのだろう。

　それは、生徒たちからすれば信じ難いレベルの魔術であるに違いない。血の気が引くを通り越して、もう笑うしかないという感じだった。

　でも、フランはまだ止まっていないのだ。

　フランの姿が見えないことに気づいた生徒たちが、周囲を見回す。直後、上空から凄まじい魔力が発せられ、ようやくフランを発見したらしい。一斉にその顔が上空を仰ぎ見た。

「これで仕上げ」

『おう。かましてやれ』

「ん！」

　フランが繰り出したのは、渾身の空気抜刀術である。魔術だけではなくフランの実力を見せつけるには剣技も重要なのだ。

　生徒の目で捉えきれるギリギリの速度で駆けるフランの手から、目にも留まらぬ剣閃が奔はしる。

　一瞬後に切断面からズルリと崩れ落ちる尖塔を、生徒たちが呆然の体ていで見守っていた。

　実際、あまりの凄まじさに、どれくらい凄いのかさえ理解できていないだろう。超凄いとしか言いようがない。そんな感じだった。

「ふぅ」

『お疲れ』

「ん」

　俺の転移で開始位置に戻り、これで終了。そのつもりだったんだが、ここで物言いがつく。

「オンオン！」

「ん？　ウルシもやりたい？」

「オン！」

　ウルシも久しぶりにスカッとしたいらしかった。フランの残した破壊跡を見たウルシの尻尾が、ショボーンと垂れ下がっている。

「じゃあ、あれやる？」

「オン！」

　ウルシのおねだりに応えて、フランが再度空中に飛び上がった。空中跳躍である程度の高さを維持すると、二つの魔術を発動させる。

　大地魔術で直径五メートルほどの板を作り出し、その上部で光源を生み出す光魔術を発動したのだ。結果、地面に濃い影が生み出される。

「オオオオォォーン！」

　ウルシの咆ほう哮こうに応え、フランの生み出した影の内側に直径一〇メートルほどの漆黒の円が描き出された。ウルシが発動したのは、暗黒魔術ボトムレスシャドウ。影のフィールドを作り出し、その底に全てを飲み込むという凶悪な魔術である。

　まあ、欠点も多いが。まず影がないと発動しない。さらに飲み込む速度が遅いので、意外と簡単に抜け出されてしまう。制御がかなり難しいらしく、使用中はウルシが動けない。ボトムレスと名乗っておきながら、一度に飲み込める質量には限界がある。さらにさらに、完全に飲み込んだものを出すことはできないので、素材や魔石も回収不可能。それでいて魔力の消耗が桁違いである。

　見た目は派手だが、使い勝手はあまり良くない術であった。少なくとも高速戦闘中には絶対に使えない。まあ、相手の動きを一瞬阻害するような使い方は可能かもしれんが。

　鈍い相手や、夜中に奇襲をかけたりすれば使い道はあるかもしれない。また、今回のようなゴミ掃除にも適しているようだ。

　グラウンドに残っていた尖塔の残骸が、底なし沼に飲み込まれるかの如く、ゆっくりと影の中に沈み込んでいく。そして、一分後には綺麗さっぱりと消え去っていた。

　元の更地に戻ったな。

　フランだけではなく、ウルシまで規格外であると思い知った生徒たちは、口をあんぐりと開いてグラウンドを見つめていた。僅かな静寂の時間が流れた後、イネスが全速力で駆け寄ってくる。その顔は、熱があるかのように真っ赤だ。

「フ、フラン殿！　見事な魔術と剣技！　ありがとうございました！　あれほどのものをお見せいただけるとは！　ウルシの魔術も凄かった！」

　やや上ずった声で、フランたちを称賛する。力を目の前で見せつけられて、かなり興奮しているらしい。

　事前にフランの実力をある程度理解していたはずのイネスでさえこれなのだ。生徒たちは未だに呆然としたままだった。

　ただ、今日の授業はこれで終わりじゃないんだよね。

　事前にイネスに聞かされていた流れとしては、最初にフランの演武でインパクトを与え、そのまま生徒たちと実際に模擬戦。可能であれば、こちらでも少々痛い目を見させる。そう頼まれていた。

　守護精霊の監視は、現在のフランには問題ない。正式に特別模擬戦教官と認められたことで、授業中の戦闘行為や怪我はほぼ不問とされるそうだ。悪意を以って生徒を殺害しない限り、咎められることもない。勿論、授業外や、生徒として扱われている場合には適用外であるが。

　生徒たちはこのまま模擬戦に移れるんだろうか？　休ませてやった方がいいんじゃなかろうか？　驚き疲れて、精も根も尽き果てている感じだ。しかし、イネスはさすが鬼教官と呼ばれるだけはある。

「予定通りに模擬戦を行いたいと思いますが、よろしいですか？」

　このまま、予定通りに進めるらしい。ただ、やや心配げな表情でフランに尋ねてくる。

「休憩はどの程度必要ですか？」

「休憩？」

「はい。三〇分でどの程度回復しますか？　スタミナポーション、マナポーションもありますが」

　大魔術を放ったフランを、しばらく休憩させなくてはならないと思っているらしい。あれだけ盛大に上級の魔術を放ったわけだし、そう思われても仕方はないだろう。普通の魔術師何人分もの魔力を消費したからな。

　だが、フランは涼しい顔で首を横に振った。

「全然へいき」

「ぜ、全然平気ですか……。確かに、もう汗も止まってますね。さすがです……」

　イネスは休憩が必要ないと言われ、心底驚いている。改めてフランの規格外さを思い知り、尊敬の念を抱いたようだ。完全に格上の相手を見る目であった。今にも「姐あね御ご」とか呼び出しそうだ。

「で、では、このまま模擬戦に移行します」

「わかった」

　イネスは生徒たちに向き直ると、未だに呆けた様子の彼らに鋭い声で号令をかけた。

「これよりフラン殿と貴様らで模擬戦を行う！」

　途端に悲鳴があがった。生徒たちの顔には強い怯えの色がある。少々やり過ぎたらしい。

　しかし、強者に対する怯えを克服するのが、特別模擬戦教官との戦闘の主な目的だ。むしろ、都合がいいのだろう。イネスは冷徹な目で生徒たちを睨み、告げた。

「全員、戦闘準備！」

「ぜ、全員でですか？」

「私は全員と言ったはずだが？　聞こえなかったか？」

「いえ！　聞こえました！　申し訳ありません！」

　思わず聞き返してしまった男子学生がイネスにドヤしつけられる。それを見た生徒たちは、その後は一切の無駄口を叩かずにグラウンドの中央部分に駆け出すと、その場で陣形を組み上げた。フランへの恐怖を、イネスへの恐怖が弱めたらしい。まだ青い顔をしたままだが、なんとか動き出す。

　どうも、五、六人一組のパーティを組み、さらにそのパーティ同士で連携をとるつもりであるようだ。この間になにやら生徒同士で話し合っているので、作戦を確認しているのだろう。

「よろしい。ではフラン殿、お願いします。回復に関しては、養護教諭のデッデンを呼んでおりますので、お気になさらず」

「ご紹介に与あずかりました！　デッデンであります！　治癒魔術を習得しておりますので、腕の二本や三本はお任せください。すぐに再生してみせましょう！」

「わかった」

　三本て……。いや、複数人という意味か？　あと、フランもそこで頷かない！　君たちの話を聞いて、生徒たちが顔を引きつらせてるじゃないか！

　彼らには、自分たちの手足が斬り飛ばされる未来が見えているのかもしれない。その危険性は、低くないのだ。

「では、模擬戦を始める！」

　イネスの掛け声で、静かに模擬戦が始まる。

　前衛の生徒たちは武器と盾を構え、その場から動こうとはしない。迎え撃つつもりなのかと思ったら、後衛の補助魔術を待っていたようだ。魔術耐性を上げる呪文と、防御力を上げる呪文を使っている。フランの魔術に対抗するつもりらしい。

　防御力を上げるのも、一撃で倒されることを防ぐためか？　ただ、開幕であれだけ固まっていると、広範囲殲せん滅めつ系の魔術で全滅じゃないか？　それに、防御を上昇させたとして、フランの動きに反応できるつもりか？

　速度で圧倒的に勝る相手と戦う時に、防御力を上げるのは悪くない選択肢だ。だが、それも相手の動きがかろうじて見える場合に限るだろう。そもそも、見ることも感知することもできない相手であった場合、多少防御を上げたところで意味はない。

　ゴドダルファ並みの鉄壁の防御力を得られるのであれば、カウンター狙いもできる。しかし、彼らのレベルの魔術では、ほとんど意味はないと思われた。

　いや、これが模擬戦であるということを前提にしていれば、なくはないか？

　先程見せた魔術や剣技は、そもそも模擬戦では使えない。なにせ当たれば即死させてしまう。そうなのだ。回避や補助はいくらでも本気を出せるが、攻撃に関してはかなり手加減する必要があった。

　生徒たちはそれを織り込み済みということなのだろう。だったら、防御を固めれば何とかなると考えてもおかしくはない。

　ただ、それでいいの？　この模擬戦って、実戦を想定して行うものじゃないの？　模擬戦で、相手が手加減することを前提で作戦立てるって、ありなのか？　まあ、事前に情報を集めて分析し、状況を見極めたとも言えるんだが……。

「……」

　イネスはお怒りの顔だ。やはりダメだったらしい。

「フラン殿。やつらに絶望を与えてやってください。それこそ、心を折ってくださって構いません」

「わかった」

　少し抑え目で行こうかとも思っていたが、イネスのリクエストはその逆だ。フランはイネスの言葉に頷きながら、グラウンドに足を踏み入れる。

　しかし、生徒たちはまだ動かない。やはり広域殲滅魔術は無視して、固まって対処するつもりであるようだ。ベタだが、前衛が動きを止めつつ、後衛が攻撃を加える計画だろう。

　ゆっくりと歩くフランを観察する生徒たち。一挙手一投足も見逃すまいと、目を皿のようにしてフランを見つめていた。

　すでに魔術の詠唱は済んでいるし、矢も番つがえられている。フランがどんな行動を取っても、対処できるつもりなのだろう。

　ゆっくりと歩いて近づくフランを見る生徒たちの顔には強い恐れと、ほんの僅かなやる気があった。

　この授業は生徒たちに圧倒的な強者と向き合うことに慣れさせて、いざという時に逃げられるようにするためと聞いている。

　本来であれば、降参する以外に選択肢がない相手と無理やり戦わされているわけで、ちょっとかわいそうでもあるな。ただ、この授業で絶望を味わうことで、後の冒険で同じ状況でも思考停止しないようになれば、それがいつか彼らの命を救うことになるかもしれない。今ここできっちりと叩きのめすことが、彼らのためになるのだろう。

　それは生徒たちにも理解できているようだ。そもそも勝ち目がないことなど、フランの力を見せつけられた彼らにも分かっている。しかも意地が悪いことに、この模擬戦には勝利条件が提示されていない。

　フランに一撃入れられれば。一〇分間耐えきれば。特定の場所まで逃げ切れば。そういった条件が何もないのだ。つまり、彼らに残されているのは、フランに叩きのめされる未来だけである。

　それでも倒される前にせめて一いっ矢し報いようと考えているのだから、感心すら覚えた。

（どうする？）

『フランはどうしたいんだ？　好きにやればいい』

　魔術で一網打尽にするのでもいいし、斬り込んで全員を叩きのめすのでもいいだろう。フランがやりたいようにやればいい。

「……ん」

　何故か少し顔をしかめて考え込む。生徒たちの行動が不満なのか？　僅かな沈思の後、作戦を思いついたようだ。フランは立ち止まることなく、ゆっくりとした足取りのまま生徒に近づいていく。

（師匠は防御だけしていて）

『どうするつもりだ？』

（ん？　正面突破）

　互いの距離が三〇メートルほどに近づいた瞬間、生徒たちが動き出した。近づいてくるフランのプレッシャーにも負けず、よく引き付けたと言えるだろう。

　前衛の生徒の作る壁の向こう側から、無数の矢と、様々な種類の魔術が一斉に放たれる。

　属性などもバラバラなのは、それぞれの得意な術を使ったからであるようだ。

　これだけ近いのに、狙いは雑だった。フランを直撃する軌道を取っているのは全体の半分ほどであろう。いや、あえてなのかもしれない。多少回避した程度では逃れられないように、広くばら撒いたのだ。なかなか考えている。

　普通であればその場から飛び退くか、障壁などで防ぐはずだ。しかし、フランはどちらの行動もとらなかった。

　ゆっくりとした足取りを止めることなく、降り注ぐ弾幕を見つめている。

　このままでは当たる。生徒たちはそう思ったのだろう。喜ぶどころか、むしろ動揺しているのが分かった。彼らにとってこの攻撃は牽制でしかなかったはずだ。高位冒険者を多少なりとも足止めできれば御の字。それくらいの考えだったはずである。

　予想外に成功しそうに見えたせいで、驚いているらしい。

　まあ、勘違いだけど。

「ふっ！」

　フランが無造作に俺を振るった。そして、矢を叩き落とす。その後も魔術を斬り、弾いて、弾幕の中を悠然と歩を進めた。

「矢を切った？」

「馬鹿！　あれくらいはイネス教官だってやる！　それよりもその後だ！」

「ま、魔術を斬ったぞ！」

「魔剣の力か？」

「それよりも目だ！　正確に自分に影響がある魔術だけ見極めてる！」

　生徒たちが騒いでいるが、変わらぬ速度でゆっくりと近づいてくるフランを見て、それどころではないと気付いたのだろう。再び詠唱を開始し、弓を持った生徒が矢を射かけ始める。

　フランと生徒たちの距離が一五メートルほどに縮まったあたりで、魔術の第二射が放たれた。今度は風魔術や水魔術が多い。視認されにくい術を選んだのだろう。

　しかも、その斉射に合わせて前衛が動き出す。フランが遠距離攻撃を防いでいる間に接近して攻撃しようというのだ。

　先程よりも正確に、それでいて僅かに着弾時間をずらして次々と撃ち込まれる遠距離攻撃。防御をし続けさせることで、フランが前衛に反撃する隙を与えないつもりかね？

　魔術を斬り払った直後のフランに、前衛の生徒たちが一斉に襲いかかった。

　剣士四人が四方から斬りかかり、その隙間から槍持ちたちが穂先を突き入れる。さらにその包囲の後方には、第二陣が攻撃の隙を狙っていた。

　ちゃんと全員が同時に攻撃ができているし、狙いも正確だ。パーティなどの大人数で、一体のモンスターなどと戦う訓練の賜たま物ものなのだろう。

　しかし、今の相手は魔獣ではなく、凄腕の剣士である。

「なっ！　何が！」

「馬鹿な！」

「は、反射？」

　フランは歩みを止めない。それでいて、全ての剣が同時に弾かれていた。まあ、生徒たちにはそう見えたというだけで、フランが超高速で俺を振るい、剣士たちの攻撃を連続で弾いただけだが。

　気がついたら自らが繰り出した攻撃が弾かれたため、反射魔術で防がれたと勘違いした生徒までいたらしい。

　槍による突きも同様だ。穂先を撥ね上げられてしまう。攻撃のベクトルを真上にズラされたせいで、剣士も槍士も全員がバンザイ状態で、フランの前に大きな隙を晒すことになった。

「ん。とりあえず四人」

「ごぼあ！」

「ぐげ！」

　腹にワンパンをもらってその場に崩れ落ちた前方の二人はまだマシかな？　背後の二人は後ろ蹴りを鳩尾に叩き込まれて数メートル吹き飛んでいる。しかも、意識を失わない程度の攻撃だったので、気絶することもできずに胃液を吐き出しながら身悶えしていた。

　気絶させなかったのは、回復させるかどうか他の生徒に悩ませて、一瞬でも判断を遅らせるためだ。あとは、苦痛に喘あえぐ仲間の姿を見せつけることで、恐怖を植え付ける狙いもあった。まあ、他にも目的はあるけど、それは今はまだ関係ない。

　思惑通り、第二陣として後ろに控えていた生徒たちの出足が鈍る。その間に、フランは槍士たちの始末を終えていた。

　フランが使用したのは、魔力放出スキルである。今のフランなら魔力を弾のように飛ばして、複数の敵を同時に攻撃できた。手加減されているとはいえ、魔力弾で腹を攻撃された槍士たちは、剣士たちと同じように涙目で身悶え状態だ。

　生徒たちにとっては、数秒の間に前衛の半分以上が倒されたことになる。その驚愕が生徒の思考を止め、さらなる隙を晒すこととなった。前衛全員がフランの魔力放出スキルで攻撃され、無力化される。結局、攻撃を仕掛けてから一〇秒ももたなかったな。

「う、撃て撃て！」

「こ、このまま攻撃を続けたって……」

「それでもやるしかないだろうが！」

「まて！　無駄撃ちするな！」

　後衛の生徒たちも大いに混乱している。闇雲に魔術を撃とうとする者。逃げようかどうか悩む者。作戦を練り直そうとする者。色々だ。

　結局、散発的な攻撃でフランが止まるはずもなく、彼我の距離が一〇メートルを切った時点で、半分ほどが距離を取るために後退を始めた。

　しかし、逃がしはしない。

　フランが突如ギアを上げ、一気に生徒たちとの距離を詰めたのだ。

　後はもう一方的であった。後衛とは言え近接戦闘の心得もあるのだろうが、前衛の生徒たちと比べるとやはり劣る。結局、何もできずに全員が腹パンを食らって倒れ伏すことになるのだった。

　だが、前衛後衛合わせても、気絶している生徒は誰一人いない。俺たちの狙い通りだ。

「……ねぇ。このまま寝てるんなら、一方的に攻撃するけど？」

「？」

「え？」

　フランの言葉を聞いた生徒たちの顔に疑問符が浮かぶ。苦悶の表情を浮かべながら、その言葉の意味を必死に考えているのだろう。

　そして、悟る。

「お、起きろ！　みんな起きろ！　まだ模擬戦は終わってない！」

「一〇秒後にまた攻撃を開始する」

「立て立て！」

「くそぉぉぉ！」

　フランは全員に一発ずつ攻撃を当てただけだ。生徒たちは派手に吹き飛んだものの、生命力は大して減っていないし、意識を失ってもいない。

　つまり、模擬戦はまだ終了してはいなかった。

　うん。ちょっとかわいそうだけど、イネスの注文通り、絶望を与えることはできそうだ。

　その後、何とか起き上がって武器を構えた生徒たちを、フランが存分に蹂じゅう躙りんしたのであった。意識を失った生徒たちの安心したような表情が、彼らの心情を物語っているのだろう。

　でもね、イネスが鬼教官と言われる意味が分かった。

「お前らが随分と早く模擬戦を終えてくれたおかげで、時間がまだまだ余っている！　喜べ！　二回戦目も行えるぞ！」

　デッデンに介抱されて意識を取り戻したばかりの生徒たちに、そう言い放ったのだ。その時の絶望的な顔と言ったら、かわいそうなほどであった。俺もフランも手加減はしなかったけどね。

　それから一時間後。

　特別戦闘科の模擬戦授業、初日が終了した。

　ボロボロになった生徒たちが、悲壮な顔で整列している。一方的に蹂躙され、一撃もまともに返せなかったからだろう。ただ、その顔にはどことなく悔しさも滲んでいるようだった。

　圧倒的な力の差を見せつけられて、それでもこの顔ができるとは……。生徒たちには、俺の想像以上に根性があったらしい。

「では、本日の模擬戦授業を終了する！　装備などの整備をしっかりと行うように！」

「「「はい！」」」

「それとキャローナ」

「はい、なんでしょうか？」

「フラン殿を生徒用の更衣室に案内してくれ」

「わかりましたわ」

　キャローナがこのクラスに居てくれてよかった。他の生徒だと、確実に怯えられてるし。

　いや、キャローナだって少しビビッている。他の生徒と同じように腹パンしたり、剣技でぶっ飛ばしたりしたからな。ただ、多少なりとも会話をしたことがあり、戦闘時でなければ話が通じる相手だと分かっていることが大きいのだろう。

「では、ご案内いたしますわ」

「ん。ありがと」

　キャローナに先導されて、フランが歩き始める。しかし、両者の間に会話はなく、沈黙が続いていた。フランはいつも通りだが、キャローナは緊張しているからだ。

　その沈黙を破ったのは、キャローナの小さな声だった。

「あの……フラン様」

「ん？　なに？」

「その、私たちはどうでしたか？」

　アバウトな質問だな。多分、沈黙に耐え切れずに、思わず口にしてしまった質問だったのだろう。フランも首を傾げている。

「どうって？」

「フラン様に及ばないことは分かっているのですが──」

「ねえ」

「は、はい？」

「様、いらない」

「え？」

「フラン様じゃなくて、フランでいい」

　フランに言葉を遮られて不安そうな表情をしたキャローナだったが、すぐにホッとした様子になる。その代わり困惑してしまったが。

「ですが、フラン様は──」

「同じクラスだから、対等。ウィーナレーンが言ってた。貴族も流民も、強者も弱者も、同じクラスだったら関係ないって」

　実は、ウィーナレーンから学院の説明を軽く受けた時に、言われたことなのだ。

　この学院は、かなり特殊な場所だ。外の地位や名誉など関係なく、生徒たちは精霊の下に平等である。貴族が権力を笠に着て横暴に振る舞うことも、強者が暴力を以って他者を脅すことも、許されない。

　逆に、弱者が立場や弱さを理由に怠けることや、平民が貴族に対して日頃の鬱うっ憤ぷんを晴らすことも許されないが。

　よくラノベなどで登場する設定だが、俺は少し疑問に思っていた。学院内で平等だったとしても、卒業後には結局身分差が生まれてしまう。だったら、身分の差がある相手にどう振る舞うか、それを教えた方がためになるのではなかろうか？

　そんな疑問をぶつけたら、ウィーナレーンが苦笑しながら教えてくれた。

　実際のところ、学院開校当初、面倒な貴族が入学してこないように作った学則であったという。良くも悪くも、まともな貴族なら平民と平等に扱われる学院などに子供を入れようとは思わないからだ。

　しかし、学院の評判が高まるにつれ、平民との垣根を取り払いたい貴族や、自領に魔術師を抱え込みたい貴族などが、それでも構わないといって子供を入学させ始めた。その流れは段々と加速していき、今では全体の三割ほどが貴族関係者であるそうだ。平等主義とも呼べるその校風は今では当たり前に浸透し、授業で平民が貴族を負かすことなど普通で、怪我をさせても何ら問題がない校風が生み出された。

　学院の伝統はベリオス王国内に根付き、卒業後も平民に対して寛容な貴族が多いらしい。貴族主義者から敵視されそうだが、学院長のウィーナレーンは最強種族たるハイエルフだ。今更文句を言えるものなどいないのだろう。

　つまり、フランとキャローナは互いの強さも立場も関係なく、今は対等であるということだった。

　フラン的には、教官の時は偉い。生徒の時は生徒と同じ立場。そんな認識であるのだろう。

「で、では、フラン？」

「ん」

「私たちは弱いのでしょうか？」

　難しい質問だな。フランからすれば弱い。だが、世間的にはそれなりに強いと言えるだろう。それぞれがランクＥ冒険者並みの実力があり、連携も一応できていた。

　オーガあたりであれば問題なく勝てていただろう。今回は相手が悪過ぎた。だが、キャローナはそうは思えないらしい。多少なりとも持っていた自信が、木っ端みじんに砕けてしまったようだ。

「私たちは戦いを生業とすることを目標に、特戦クラスを志望しました。私は冒険者を目指しています。他にも、騎士や傭兵、特殊兵など、戦闘力が重視される職業を目指す者ばかりです」

「ん」

「ですが、フランには手も足も出ませんでした。勝てるとは思っていませんでしたが、結局一撃も返すことすらできずに……。このような体たらくで、本当に冒険者になどなれるのでしょうか？」

　自分たちの実力がどの程度のものなのか、分からなくなったらしい。不安げに俯くキャローナに対して、フランが口を開く。

「ん。弱かった」

「そ、そうですか……。そうですよね」

　容赦ない言葉に打ちのめされたのか、キャローナの肩がガクンと下がる。分かっていても、肯定されるとショックがあるのだろう。

「魔術を使うのに時間がかかり過ぎ。判断も遅かった。レベルも低い」

「はい……」

「キャローナは魔術師なのに前に出過ぎ」

「はい……」

「体術に自信があるのかもしれないけど、あれで倒せるのはゴブリンくらい。強い冒険者になりたいなら、もっと鍛えないとダメ」

「うう……」

　おいおい。キャローナが涙目だぞ。でも、本当のことだからなぁ。だが、フランの言葉はまだ止まらなかった。

「あれじゃ、強い魔獣から逃げることもできない」

「……っ。確かに、そうかもしれません。私たちは……弱いのですね」

「ん」

「やはり、私たちなど──」

「でも、誰だって初めは弱い。キャローナたちはこれから強くなればいい」

　キャローナは思わずといった様子で足を止め、フランの顔を見つめた。

「ん？」

「……私たちでも、強くなれますか？」

「当然。鍛えれば強くなる。それは誰でもおんなじ」

「ほ、本当に……？」

「ん」

　フランの言葉が慰めではないことが理解できたのだろう。キャローナの目に強い光が宿ったのが分かった。黒猫族であるフランがこれだけ強いという事実も、非常に大きい。最弱種族であっても、鍛錬次第ではこれほど強くなれるという、最大の証明なのだ。

「私、頑張りますわ。もっともっともっと鍛錬します」

「ん。頑張って」

「はい」

　まだぎこちないものの、ようやく笑顔になったキャローナを見てフランも微笑む。

　その後は、驚くほど会話が増えていた。距離が縮まったということなのだろう。学食の食事が微妙だとか、どこの食堂が美味しいとか、そんな話ばかりだったが。

　楽しく談笑していれば、あっという間に更衣室に到着だ。女子更衣室という看板がかかっている。

　そう、女子更衣室なのだ。

『フ、フラン！　まずい！　俺はここに置いていけ！』

（どうして？）

『あ、あ〜……』

　入ってしまいました！　ヒミツの花園に、中身がオッサンの俺が！　見てません！　見てませんから！　目はないけど、目瞑ってますから！　俺は無害で紳士なジェントル・ウェポンですよ！

「やだー、お尻にアザできちゃった」

「また胸大きくなった？」

「ちょ、触らないでよ〜」

　み、見てないから！　本当に！　でもね、音だけはどうにもできんのです！　耳を塞ぐことができないんだもん！　魔術を使って遮断する方法はあるけど、ここでそんなことしたら不審に思われるかもしれんし。仕方なく！　そう、仕方なく声は聞いてしまっているのです！

「あなた、そんなところにホクロあるんだぁ。なんかエッチ〜」

「やぁん！　みないでよ！」

『……』

（師匠？　なんでカタカタ震えてる？）

『何でもないから。早く着替えを済ませて、ここから出ような？』

（？）

　全国の男子諸君。本当に申し訳ない！　不可抗力だからっ！

（……師匠、変）

『うぐっ！』

　いかん！　このままではフランに不審に思われてしまう！

　何とか震えを堪えた俺に首を傾げながら、フランはキャローナと一緒に更衣室の中を進んでいく。

　相当広いようだ。フィットネスクラブやプールのような、大型施設の更衣室に似た作りである。他のクラスもいるらしく、一〇〇人以上の女生徒が着替えをしていた。

　いや、床しか見てませんから！　気配を察知できるだけだから！　床に散らばってる衣服が目に入るのは不可抗力ですから！

　そんな中、キャローナが小さく声を上げる。

「あっ」

「どうしたの？」

「あの、更衣室に案内しましたが、着替えを持っていないのではないですか？」

　ああ、フランが授業前に着替えたのは教官用更衣室だからね。普通に考えれば、着替えはそちらに置きっぱなしだろう。

「へいき。持ってる」

「まあ、時空魔術まで？　凄い」

　俺たちの場合は次元収納に仕舞ってあるのだ。虚空から制服を取り出したフランを見て目を丸くしていた。キャローナの前では相当な数の魔術を見せている。彼女が知っているだけでも、火、風、土、雷鳴、光、時空の六種だ。その多才さに驚きを隠せないらしい。ただ、もう驚きなれているというのもあるのか、そのリアクションは薄めだけどね。

「キャローナ？」

「あ、申し訳ありません。フランはロッカーの使い方は知っていまして？」

「ん。イネスに聞いた」

「フランの場合は時空魔術があるので、あまり使わないかもしれませんわね」

　次の授業は魔獣学という、魔獣の解体などに関する講義らしい。教官としての仕事は、この授業の後に上級クラスを相手にすることになっている。

「では、教室まで案内しますから、着替えてしまいましょう」

「わかった」

　フランとキャローナが着替え始める。うーむ、衣擦れの音が、妙に耳に入ってくる。聞いちゃいけない音を聞いている感じ？　ちょっとドキドキしながらフランたちが着替え終わるのを待っていたら、キャローナが再び声を上げた。

「まぁ」

「ん？」

「いえ、高ランクの冒険者ですのにとてもお肌がきれいなのですね？」

　ああ、普通だったら古傷とかが残るんだろう。歴戦の冒険者であればあるほどに。ただ、フランの場合は俺が回復魔術で治してしまうから、古傷が残りにくいのだ。

　全くないわけじゃないけど、目立つ傷はない。

「何かお手入れなどなさっているのですか？」

「お手入れ？」

「ええ。そのきめ細かな肌は、年齢だけでは考えられませんわ」

「ん？」

「何か美容液などをお使いになっているのですか？」

　お手入れか。実はしていないわけじゃない。ウルムットの漢おと女め、エルザ（本名バルディッシュ）からもらった特製美白美容液を、言われた通りに肌に塗らせているのだ。露出している顔や手足は、特に入念に。

　フランは最初の頃は面倒くさがっていたが、習慣づけることで何が何でも嫌だということはなくなった。まあ、魔狼の平原での修行中はさぼっていたようだが、今は毎晩のスキンケアを欠かしていない。もらった美容液がなくなったら、またもらいにいかないとな。

「液ならこれ塗ってる」

「まあ！　これは！」

　フランが次元収納から取り出した美容液を手渡すと、キャローナが目を見開いて声を上げた。次元収納を見た時よりも数段驚いているだろう。

「どうしたの？」

「こ、これはエルザ印の美白美容液ではないですか！　流通量が少ないために幻とまで言われる逸品ですわ！」

　エルザ印というのは、瓶に描かれた斧と女性の絵柄のことだろう。ブランド化しているらしい。

　キャローナがメッチャ興奮している。しかも、キャローナの叫びを聞いて、周囲の女生徒たちの目の色が変わっていた。他クラスの生徒も、フランにビビッて関わらないようにしていた特戦クラスの生徒も、全員の視線がフランの持つ小瓶に注がれている。

　エルザのお手製って言ってたから、手作りお化粧品をおすそ分けしてもらったくらいのイメージだったんだが……。想像以上の貴重品だったらしい。しかし、持ち主であるフラン自身は美容液に興味がない。気のない返事をするだけである。

「ふーん」

「そ、それをどこで……？　貴族であっても、手に入るものではないのですよ？　市場に出回った僅かな品も高位貴族の奥方様たちが買い占めてしまわれますし……。噂では、王妃様もご愛用なさっているそうですわ」

　そう言われても、フランにとったら面倒な作業の源でしかないのだ。特に感銘を受けたりはしなかったらしい。

「これは、ウルムットの知り合いに貰った」

「ああ、なるほど。ウルムットはこの美容液の生産地という話ですし、フランが飛躍した都市。ならば、そういった伝手があるのかもしれませんね」

　さすがに欲しいとは言わない。高価なものであるというよりも、やはりフランにおねだりはできないのだろう。特に実力を見せつけられた後だしね。

　周囲の女生徒たちも、特に声をかけてくる様子はない。どうも、キャローナに気後れしているらしかった。貴族だから？　いや、特戦クラスだからかもしれないな。とにかく、これ以上騒ぎにならないのであればそれでいい。そう思ってたんだが、騒ぎを起こしたのは他でもないフラン本人であった。

「これ、使っていいよ」

「ええ？」

「はい」

　なんと、美容液の入った瓶を、キャローナに手渡してしまったのだ。

「よ、よろしいのですか？」

「ん。他の人も使いたかったら使えばいい」

「「「──！」」」

　その瞬間、更衣室が揺れた。フランたちの周囲だけではなく、話を聞いていた遠くの生徒達までもがダッシュで集まってきたのだ。ビビッていたクラスメイトたちも、一瞬でフランの周りに集まっていた。人の壁が幾重にもできあがっている。その圧力と言ったら……。ゴブリンの群れに囲まれた時よりも余程恐ろしいんじゃないか？

「こ、これ一本で何千ゴルドもするんですよ？　いえ、出すところに出せば万を超えるかも……」

「もらいものだし」

「はっ！　そういえばフランはこれでも異名持ち……！　この程度ははした金ということなのですか！　貧乏男爵家の我が家とは違いますのね！」

　遠慮していたキャローナも結局は高級美容液への誘惑と、周囲からの「さっさと使ってこっちに回せ！」的な視線には勝てなかったらしい。恐る恐るその美容液を手に出すと、慎重に肌に塗り始めた。

　その後は、周囲の女生徒たちがキャーキャー言いながら美容液の瓶を回し始め、あっと言う間に一瓶なくなってしまう。

　それでも到底全員には行き渡らなかった。物欲しげな視線がフランに集中する。するとフランは新たな瓶を取り出すと、女生徒たちに手渡した。

「使っていいよ」

「キャー！　ありがとう！」

　このままだと、あと一瓶は使われる羽目になりそうだが……。

『おいフラン、自分の分は残しておくんだぞ？』

（……）

『フラン？』

（みんな喜んでくれている）

『あ！　お前、夜にこれ塗るのが面倒だからここで減らすつもりか！』

（……）

　そこまで面倒くさかったとは……。まあ、渡してしまったものを取り上げたら恨まれそうだし、出してしまった分は仕方ない。だが、これ以上はもう渡さんぞ。

『ちょ、フラン！　なんでもう一瓶取り出してんだ！』

「これも使っていい」

「やった！　ありがとうございます！」

「これすっごいシットリ！」

「あはは！　ありがとう！」

「ん」

　皆が笑顔でフランに礼を言う。クラスメイトたちもフランの手を握って興奮しているな。そこにはもう、怯えも壁もない。完全に受け入れられていた。

　仕方ない。女生徒たちに受け入れられるための先行投資だったと思っておくか……。

　結局、たった一〇分足らずの間に三瓶が空になってしまった。

『またエルザから手に入れないとな』

　実は高級品だったみたいだし、さすがに次はお金を払わないとだめだろう。そもそも、貴重品のようだし、気軽に手に入るかも分からないけどさ。

（む……）

　フランは嫌そうな表情だ。

『フラン？』

（……）

　プイッてそっぽむいた！　は、反抗期？　反抗期なのか？　そうじゃないよねアナウンスさん？

〈肉食系獣人には反抗期は存在しません〉

『え？　そうなの？』

　むしろ獣人の反抗期って凄そうだけど。牙と爪でキシャーッバリバリーってイメージだ。

〈反抗期。ストレスが他者への攻撃性や非社会的行動となって発露する、成長期特有の興奮状態。肉体的成長と精神的成長のバランスが崩れることが最大の原因と考察されます〉

『まあ、そんな感じだよね』

　保護者の言うことを聞かなくなったり、家族を無視するようになったり、盗んだバイクで走り出したりする年頃だ。

〈獣人は人間以上に成長が早いとされ、人間やエルフに比べて興奮しやすい種族とされています。獣人族──特に肉食獣の因子を受け継いだ種族に人族の反抗期の定義を当てはめた場合、五歳から四〇歳程度の期間が当てはまってしまい、生涯の半分以上が反抗期とされてしまいます〉

『つまり？』

〈その状態が獣人にとって普通であるため、反抗期などという定義づけがありません〉

　年中無休で反抗期ってことか！　獣王とか、まさにそんな感じだったけどさ。

「む？」

　未だに美容液の興奮が冷めやらぬ更衣室で一人冷静に着替え続けていたフランだったが、何やら呻き声を上げた。

「ど、どうされました？」

「これ、どうやる？」

　そう言って、テロンとした長い布を掲げてみせる。おっと！　そういえばフランはネクタイを自力では結べなかった！　朝も、俺が巻いてやったのだ。これがなかなか面倒な作業だった。生きてた頃は自分で巻いていたんだけど、他人に巻いてやるのは勝手が違うんだよね。

　恋愛作品なんかで若い奥さんが旦那さんにネクタイを巻いてあげる甘々なシーンがあるけど、あれって相当練習しなきゃ無理だと思う。朝は最終的にはフランの後ろに回って、自分に巻く感覚で何とかなったが……。今は人の眼があるせいで、同じことはできない。

　ネクタイを完全に解くんじゃなくて、軽く緩めて首から抜くだけにしておけばよかった。すると、キャローナがフランからネクタイを取り上げる。

「貸してくださいまし」

「ん」

「ふふ。入学したての頃、他の子たちにやってあげていたら覚えてしまったのですわ」

　キャローナは仁王立ちするフランの前に立って、手際よくネクタイを結んでいく。その際に襟や裾を手早く直してくれる。キャローナはできる女だった。

「さあ、これでよいですわ」

「ありがと」

　そうやってキャローナにネクタイを結んでもらった直後。つかつかと近づいてきて、フランたちに声をかけてくる者がいた。

「あなた！　冒険者ですってね！」

「ん？」

「その美容液。私に献上なさい！　あなたのような平民が使っても無駄なものでしてよ！」

　うわー、魔術学院にきてからこの手のテンプレ貴族を初めて見たかもしれん。

「あなたも使う？」

「そういう意味ではありませんわ！　全て寄越しなさい！　私も手荒な真似はしたくありませんの。さっさと渡して去りなさい」

　ちょっとツンデレさんで、自分も使いたいと言い出せずに上から目線になってしまったのかと思ったが、普通にクソ貴族だった。これって完全にカツアゲだが、精霊の制裁の対象にならないのか？

　どう対処するべきか悩んでいると、キャローナが厳しい表情で前に出た。

「あなた。この学院では、身分を笠に着た横暴は許されておりませんわ」

「はあ？　なに建前を本気にされてらっしゃいますの？」

　女生徒が小馬鹿にした態度で言い返す。そんな相手を憐れみさえ籠った目で見つめながら、キャローナがさらに言い募った。

「建前ではありません。入学時に注意されませんでしたか？　学院在学中、どのような者であっても身分は意味を成さないと」

「ふん！　多少規模が大きいようですが、たかが学院の学則程度で我が侯爵家の威光をどうこうできると？　むしろ私のような高貴な身分の者が編入したことを喜ぶべきですわ！」

　侯爵家の娘か。高位の貴族だし、領地だったら女王様のように振る舞えるのだろう。そんな人間にとって、まさか自分の家の爵位が意味を成さない場所があるとは思っていないらしい。だが、この学院を守護する精霊にとって、爵位なんぞ本当に無意味だからな。

「その物言い……この国の出身ではありませんね？」

「栄えあるヴァッサー王国の重臣、レンゲ侯爵家の──」

　そこまで言い募ったところで、猛ダッシュで迫ってきた女生徒がレンゲ侯爵の娘に飛びついた。そのまま羽交い絞めにして、口を塞ごうとしている。

「な、何をするんですの！」

「それはこっちの台詞です！　何をなさっておいでですかクルダお嬢様！」

「お離しなさい！　無礼ですわ！　サルッタ！」

　暴れるお嬢様を押さえつけながら、サルッタと呼ばれた女生徒が言い聞かせるように叫ぶ。

「お父上にも、こちらの学院では大人しく過ごし、学則を守るように言われたではありませんか！　忘れたのですか！」

「ですから！　学院の職員やこの国の上級貴族の子息には従っているではありませんか！」

「いいですか？　お父上が仰られていたのは、この学院の学則を一切破らず、全てに従えという意味です！」

「侯爵家の長女たるこの私に、平民相手に気を使えとでもいうのですか？　ばかばかしい！」

　サルッタは、お嬢様のお付き的な存在なのだろう。侍女などを連れては入れないが、一緒に入学して同室にしてもらうことはできるらしい。蝶よ花よと育てられたお嬢様にいきなり独り暮らしは不可能だし、その程度は認められているのだ。

「本当のことです！　ともかくこれ以上は本当にまずいのです！　御家の進退にすら関わります！　行きますよ！」

「ちょ、離しなさい！」

「何が御家の進退ですか！　むしろ、このようなふざけた学院など──」

「あー！　それ以上は本当にダメです！　精霊様！　嘘ですから！　だからハイエルフ様に告げ口とかしないでっ！」

「むがー！　むごご！」

　サルッタはそこそこの使い手だな。少なくとも特戦クラスの生徒よりは強い。お目付け役兼護衛でもあるらしい。そのサルッタに羽交い絞めにされて、貴族のお嬢様が抜け出せるはずはなかった。口を塞がれて、声も封じられている。呼吸できてる？　顔が真っ赤になってきたけど？

　そんなお嬢様を押さえながら、サルッタは心底困った顔でフランとキャローナに頭を下げてくる。彼女はこの学院で騒ぎを起こすことのマズさを理解しているようだ。

「あの、大変申し訳ありませんでした。もう二度と近づかせませんので、どうか見逃してはいただけませんでしょうか？」

「サルッタ！　なにを──ムグ！」

「黙っていてください！　もう！　本当に落としますよ！」

「むごー！」

「はぁ。どうしますかフラン？」

「ん？」

「彼女たちを見逃してよろしいですか？」

　最初に絡まれたのはフランだ。キャローナがフランの意見を聞いてくる。だが、フランはこんなやつらに全く興味がない。

「好きにすれば？」

「ありがとうございます」

「それよりも、もうスカートはいていい？」

　フラン、まだスカートはいてなかった！　しかし、以前のフランだったら完全に無視して着替えを終えて、そのまま立ち去ろうとしていただろう。作業を止めて話を聞こうとしただけでも、大きな進歩だ。

「え、ええ。どうぞ。貴女たち、もう行っていいですわよ？　まあ、もうお会いすることはないかもしれませんが」

「そうですね……。そうなってしまうかもしれませんね……」

　退学処分になるってことかな？　まあ、未遂だし、どれくらいの処分になるかは分からんけど。

　去っていく二人を見ながら、キャローナが肩を竦める。

「国外の貴族などでも、この学院の卒業生ともなれば箔はくが付きますから、たまにああいった人がいるのですよ」

「ふぅん」

「まあ、ちょっとの間待っていれば、すぐに精霊に呼ばれた教官たちがやってきますわ。ですから、ああいった時は少し我慢するといいでしょう」

　キャローナは、貴族の横暴に従って唯い々い諾だく々だくと従う必要はないと忠告してくれているんだが……。

「わかった。ぶっ飛ばすの、少しだけ我慢する」

　フランの言葉を聞いたキャローナが苦笑する。目の前の少女が、国家さえも気を使わねばならない異名持ちの強者であると思い出したのだろう。

「……フランには違う心配が必要でしたわね」

「？」

「何でもありませんわ。いきましょう」

「ん」

　更衣室から教室に戻ると、すでに他の生徒たちは教室に戻っていた。

　制服姿のフランを見て、男子生徒たちが固まってしまう。フランが可愛いから──ってわけじゃなさそうだな。どうやら、模擬戦でのトラウマのせいであるらしい。

　女生徒は先程の更衣室で多少なりとも距離が縮まっているので、そこまで露骨ではない。中には手を振ってくれている者などもいる。

　しかし、男女比で圧倒的に男子生徒が多い教室内は、一気に静かになってしまった。

　失礼なやつらだ。フランを怯えた目で見やがって！　ちょっと半殺しにされただけじゃないか！　むしろ、美少女にボコられたことをご褒美に思えるくらいの図太さがなきゃ、冒険者として活躍することなんてできんぞ！

「……」

「…………」

「ん？」

「フラン、こちらへ」

　全く喋らずフランを静かに見つめる男子生徒たちの間を縫って、キャローナが席に案内してくれた。

　教室と言っても、大学の講義室のようなすり鉢状の形状である。どうやら特定の場所が決まっている訳ではなく、各々が好きな場所に座るシステムであるようだ。

　キャローナがあえて最後列に座ったのは、皆の視線がフランに集中するのを少しでも緩和するための気づかいだろう。

「……」

「……」

　フランたちが着席しても、教室を支配するのは静寂だ。男子生徒たちは誰もが猛獣を前にしているかのように息を殺して、フランの気配に集中していた。

　女生徒たちは苦笑しているな。仕方ないという想い半分、だらしないという想い半分であるようだ。

「おやおや？　随分と静かだが、どうしたのかのう？」

　その静寂を破ったのは、教室に入ってきた一人の老人である。次の授業の講師なのだろう。

「あ、いえ、何でもないです……」

「そうかね？　なら授業を始めようかのう。ああ、そういえば編入生がいるのだったかね？」

「わたし」

「おお君が噂の教官兼編入生か。うちの学院で獣人は珍しいの」

　ピッと手を挙げたフランを、老教師が興味深げに見つめている。紹介時に職員室に居なかったらしい。

「では、魔獣学の授業を始める」

　魔獣学というのは、その名の通り魔獣の生態や構造、素材の価値などを学ぶ授業であるらしい。実習では解剖なども行い、場合によっては大型の魔獣を皆で解体することもあるという。

　老教師はフランのプロフィールの書かれた紙を見ながら、何やら考えている。

「編入生の君は冒険者だという話じゃが、解体なんかも色々と経験しているのかね？」

「ん」

「どうだろう？　今日は少し趣向を変えて、その話を聞かせてはもらえんだろうか？　現役冒険者から実際の話を聞ける機会は貴重だからのう」

「別に構わない」

「おお、それはよかった！　高位冒険者の解体の経験談など、そうそう聞けるものではないぞ！」

　生徒たちよりも老教師の方が興奮している。教師であり、研究者でもあるのだろう。好奇心に満ちた目で、喜びの声を上げている。

「何から聞くかの？　そうさな……。例えば、今まで解体した中で最も巨大な魔獣は何かね？」

「大きさ？」

「うむ！」

「うーん……？」

「なんだね？　あまり大物を解体した経験はないかね？」

「たくさんすぎて、どれが一番か分からない」

「お、おお。そうだったか。では、最近で一番大きかったやつではどうかな？」

「じゃあ、あれ。魔狼の平原で倒したやつ」

「ほほう？　噂では、様々な種類の魔獣が出没するらしいのう？　して、何を倒したんじゃ？」

　メッチャ前のめりの老教師。この教室の中で、一番真剣だろう。

「インビジブル・デス」

「な、なんじゃとぉ！　イ、イ、インビジブル・デスと言えば脅威度Ｂの魔獣じゃぞ！　そ、それを仕留めたというのかっ！」

　もうね、生徒たちなんか完全に置き去り状態？　老教師の興奮とは逆に、生徒たちはポカーンとした表情だ。それを見て、マズいと思ったのだろう。自分が教師であると、何とか思い出したらしい。

「ゴホン。あー、そのだな。インビジブル・デスという魔獣について、先に解説しておこうか」

　教科書などはないので、板書しながらインビジブル・デスの説明をし始める。

　魔獣に関して専門なだけあり、老人の説明は非常に詳しかった。

　ただ、実地でしか分からないこともあるので、そこはその都度前に出たフランが補足する。

　例えば光学迷彩。光を屈折させて姿を消すという話は知っていたが、それがどの程度の隠密性を持っており、どの程度の脅威なのかという具体的な情報は知らなかった。

　そうして、フランと老教師の会話で授業は進んでいく。生徒たちは理解しようと頑張っているが、中々難しいらしい。

　あまりにも強すぎて現実感が湧かないし、その能力は多様で想像もしにくい。一応、老教師が黒板に図解を入れて説明しているが、いまいちイメージが湧かないようだった。

「あの、モーライ先生」

「キャローナ君、何かの？」

「その、いまいちお話し中の魔獣の姿が想像し難く、今からでも魔物図鑑を取りに行ってはダメでしょうか？　一五分も頂ければ、戻ってまいりますわ」

　いつもであれば、図書館などに所蔵されている魔物図鑑を持ってきて、そのページを見せながら授業を進めるらしい。今日は急きゅう遽きょ授業内容が変わってしまったため、用意がないようだ。

「大まかなサイズなどは何となく分かったのですが、鱗の特殊な構造と言われましても、私たちにはなかなか想像しづらく……」

「ふむ。そうじゃのう。確かに板書だけではなかなか難しいか」

　老教師も気づいたらしく、考え込んでいる。貴重な授業時間を削って図鑑を取りに行かせるかどうか、悩んでいるのだろう。

　すると、フランが次元収納からある物を取り出した。手のひらサイズの水晶のようなものを、ゴトリと教卓の上に置く。

「これ」

「も、もしかして！　インビジブル・デスの鱗かの？」

「ん」

　キャローナが、鱗の構造が分からないと口にしたからだろう。教卓に載っているのは、インビジブル・デスから射出された鱗の一つだ。収納して防いだから、結構数が入っている。

「ほ、他にもあるんかのう？」

「全部とってあるよ？」

「ぜ、全部ぅ？　もしかして、インビジブル・デスを丸々一頭ということか！」

「ん？　二匹あるよ？」

　フランが頷いた瞬間、老教師が発狂したような叫び声をあげた。

「うひほぉぉ！　そ、それを見せてもらえんか？　な？　若者の勉学のために、是非にも！」

　絶対に自分のためだよね？

「ここだと狭い」

「移動しよう！　すぐ行こう！　ほれ！　皆も移動準備じゃ！　解剖室へ行くぞい！」

　その後、全員で解剖室へと移動した。道中も、老教師から質問攻めである。

　そうして辿り着いた解剖室は、想像以上に広く、天井も高かった。大型の魔獣でも解剖できるように大きく作られているらしい。しかも、床などには補助用の魔法陣が複数描かれている。解剖時に魔獣の血液などを逃さないようにする、保存効果のある魔法陣などだ。

　その部屋の中央に、フランがインビジブル・デスの死骸を取り出した。こいつは未解体の、修行前に仕留めた一匹だ。

　柱のように太い水晶を全身に纏った、一〇メートルオーバーの巨獣の死骸は、圧倒的な存在感で全員の目を釘付けにしている。

　教師も生徒も、激闘の痕が生々しく残る巨獣を前に、言葉を失っていた。知識で分かっていても、目の前で見せられると迫力が違うのだ。

　甲羅の一部が砕かれたインビジブル・デスの死骸からは、体液や内臓の一部が流れ落ち、異臭を放つ。その臭いが、この魔獣の死骸に現実感を与え、さらなる迫力を醸し出していた。

　気分が悪くなったり、臭いなどに顔をしかめる生徒がいないのはさすがだ。普段から解剖や解体を行っている成果が出ているらしかった。

「出したよ？」

「お、おお……。素晴らしいのう……。皆もしっかりと観察するように！　脅威度Ｂの魔獣をこれだけ間近で見られる機会など、二度とないかもしれん！」

　そう叫んだ老教師は、自ら率先して魔獣の死骸を観察し始めた。それを見て生徒たちも周囲に散らばって、スケッチなどを始める。

「フラン。この魔獣のこと、教えてもらえます？」

「私たちもいいですか？」

　近寄ってきたのはキャローナを先頭にした女生徒たちである。

「ん。わかった」

「ありがとうございます」

「じゃあ、一番嫌だったやつから。この尻尾。ここに穴がある。ここから──」

「なるほどっ──」

「あとはこれ──」

「まあ、そのような能力が──」

　フランの淡々とした説明を聞きながら、キャローナたちがいちいち大げさに反応してくれる。その反応に、フランもノッてきたようだ。フランにしては饒じょう舌ぜつに、解説を続ける。

　そんな様子を見ていた男子生徒たちも、段々とフランたちに近寄ってきた。そして、いつしか質問をしてくる生徒も出てくる。実際に接してみて、フランを必要以上に恐れる必要はないと分かってくれたのだろう。

　フランが語るインビジブル・デスとの激闘の様子や、仕留める際の苦労などを、皆が真剣な顔で聞いている。

　授業は脱線する形になってしまったが、これでクラスメイトたちとの距離はさらに縮められたかな？










第五章　狙われたゼロスリード




『さて、今日は模擬戦が午後にしかない日だから、朝は普通に授業を受けるぞ』

「ん！」

「オン！」

『お？　結構乗り気か？　もしかして授業が楽しかったか？』

　でも、フランはともかく、ウルシが乗り気なのは何でだ？

「今日は調理実習！」

　ああ、そういうこと……。

『なあフラン』

「ん？」

『他に、どんな授業があったか覚えてるか？』

「ん……？」

　俺の質問に、フランはキョトンとした顔で首を傾げる。「それが何か？」って感じだ。悪びれていない──というか覚える必要性を全く感じていないようだった。

『調理実習があることを覚えてるんだから、一応もらった時間割に目を通したんだろ？　他は本当に覚えてないのか？』

「ん」

　まあ、フランだしな……。ただ、調理実習って自分たちで料理を作る授業だぞ？　学生の料理で満足できるのか？　しかも特戦クラスの場合は、戦場や野外でササッと作る簡易調理を習うはずだ。フランの口に合う料理が出てくるとは思えない。

『フラン、調理実習ってどんな授業かわかるのか？』

「きっとご飯食べる」

　ペッタンコな胸を期待に膨らませるフランに、俺は調理実習について本当のことを教えた。

　すると、フランの表情が見る見る陰っていく。やはり想像とは違っていたらしい。

　ウルシの尻尾もショボーンと垂れ下がっていた。美味しい料理のおこぼれ狙いだったんだろう。だが、素人の料理のおこぼれなんて、まともに食べられるかどうかも怪しいのだ。それが分かっているらしい。フランとウルシは、テンションだだ下がりのまま門を潜る。

「おはよう！」

「……おはよ」

　今日は守衛さんにも止められなかったな。いい笑顔で挨拶してくれた。

　学内ではまだ知り合いも少ないので、ほとんど声をかけられない。ただ、昨日の更衣室の件でフランの顔を覚えた生徒もいるようで、何度か会釈されていた。

「フラン、おはようございます」

「おはよ」

　教室に入ると、早速キャローナが話しかけてきてくれた。フランも自然な流れで彼女の隣に腰かける。まだ友達とはいえないかもしれないけど、仲良くはなってきたな。

　今日のウルシは小型犬サイズだ。フランの座った椅子の横にチョコンとお座りしている。強力な魔獣だとばれていても、可愛らしい姿だと女生徒たちの視線が柔らかい。キャローナの顔も綻んでいた。

「……ウルシ、可愛いですわね」

「そう？」

「ええ。その姿であれば怖くありませんわ」

　まあ、ウルシはまだ調理実習に一いち縷るの望みをかけていて、餌付けされやすい小型犬のサイズになっているだけだが。

　朝一の授業は調理実習ではない。この世界には様々な種族がいるので、それらに関して詳しく学ぶための授業だった。

「やあやあ、まさかこんなところでかの黒雷姫殿にお目にかかれるとは光栄の至り。本当に進化なさっているとはねぇ」

　講師は獣人の男性だった。ホリアルという名前の、鹿の獣人だ。ホリアルはフランの前で慇いん懃ぎんに頭を下げると、やや馴れ馴れしい態度で握手を求めてくる。ただ、その目には本気の感動が浮かんでおり、進化した黒猫族を直接目にできたことに感激しているのだと分かった。

「フラン殿もおられることだし、今日は進化について語ろうか。昨年までは、獣人で唯一進化できないのは黒猫族であると教えてきたが、その説が誤りだったと判明した。その事実を世に知らしめたのが、何を隠そうこのフラン殿だ！」

　ウィーナレーンは黒天虎の存在を知っていたようだが、進化できないって教えていたのか？

　その疑問をぶつけると、進化するための方法も分からず、何百年も存在が確認されていないことで、進化ができなくなったと判断したらしい。それでも、黒天虎の情報を全く教えなくなるというのは違和感を感じるが……。

　神罰の影響なのだろうか？　獣人国でも、不自然なほど綺麗に、黒天虎の情報が失われていたのだ。神罰によって、黒猫族が進化できるという記憶や情報が出回らないように制限をかけられたのかもしれない。神だったら、世界中の人間に対して影響を及ぼすことだってできるだろうしな。

　だが、今年から一部の授業内容が変更され、黒猫族は条件を満たせば進化可能な十始族の一つであると教えているそうだ。それを聞いたフランが、嬉しそうに笑う。黒猫族が見直されていることが嬉しいのだ。

「まさに歴史を変えた存在と言ってもいい！　そんな方と同席できるんだ、君たちは本当に運がいいな！　それに、この学院は獣人が少ないうえに、進化している者はいないからねぇ。君らはもう、進化した姿を見せていただいたのかな？」

　キャローナたちが苦笑を漏らしている。彼女たちにとってフランは、貴重な存在であるというよりも怖い教官の一人なのだ。運がいいという言葉にはまだ同意しかねる部分もあるのだろう。しかも、進化した姿のフランによってボコボコにされたしね。

　ただ、フランだけは違う言葉が気になったらしい。

「この学校は、獣人が少ないの？」

「はい。ほとんどいませんね」

　この規模の学院なのに、獣人がほとんどいないなんてことあり得るのか？　だが、思い返してみると確かにその姿を見ていない。もしかしてこの国や学院だと、獣人が差別されているとか？

「なんで？」

「簡単に言ってしまえば、ここが魔術学院で、獣人は魔術が苦手だからでしょうね」

　差別とかではなかった。そう言えば獣人は魔術が得意な種ではなかったのだ。

「黒雷姫殿のように、魔術を得意とする獣人はとても貴重です。かく言う私も、魔術は不得手としておりますね」

「先生なのに？」

「学問を学び、教えるだけならば魔術の腕は必要ありませんから」

　そうか。魔術に関係ない授業の場合、教える能力さえあれば問題ないのか。

「詳しく説明しますと、まず獣人は魔力が低い個体が多いのです。これは種族的な傾向で、人間やドワーフに比べると顕著です」

　ドワーフだって魔術が得意な印象はないけど、獣人はそれ以下であるらしい。

　この世界には様々な種族が存在するが、魔術が得意なのはエルフや魔族。上位の種族には劣るが、普通に使えるのが人間やドワーフ、魚人に鬼人。苦手とするのが獣人や蟲人、鳥人であるそうだ。

「さらに性格的な問題もありますね……。というか、こちらの問題の方が大きいかもしれません」

「性格？」

「はい」

　これ、フランは首を傾げているが、俺は何となくわかったぞ。

「魔術の修行は非常に地味です。しかも退屈ですし、日々の積み重ねも目に見えては分かりません」

「ん」

「つまり、せっかちな獣人には、その修行に耐えられない者が多いのです」

　適性がないことは確かだろう。獣人全てがせっかちで短気なわけではないが、全体的にその傾向があることは確かである。

　そんな中でも魔術が使える獣人たちは、単に才能が凄まじいのだ。多分、少しの修行でアッという間に魔術を習得し、感覚的に扱えてしまうようなやつらである。野生の勘が鋭いとも言えるだろう。

　獣王とかメアはそのタイプだと思われた。

「しかも、獣人の多くは戦闘職を目指します。五、六歳くらいから鍛錬をはじめ、一〇歳を待たずして見習いとして働き始める者も多い。遅くとも一五歳くらいで現場に出るでしょう。それ故、学校というものに縁が薄くなってしまいます。勉強なんかするくらいなら、実地で修行を積むという考え方が一般的なのですよ」

　将来的に冒険者や兵士になるつもりだったら、小さい頃から鍛錬を積む方が確かに効率的ではあるのかもしれない。

「あとは地理的な問題もあります。このベリオス王国では魔術師の地位が高く、隣国では冒険者の地位が高い。結果、特に差別があるわけではないのですが、獣人の多くはクランゼル王国に行ってしまいますね」

　冒険者に対して手厚く遇する国と分かっていれば、最初からそっちへ行ってしまうようだ。

　しかし、獣人が絶対的に魔術師に向かないのかと言われたら、そうでもないらしい。大きな利点としては、種族ごと毎に使える魔術の適性がある程度決まっているという点がある。

　あらゆる魔術に対して適性があるかもしれない人間と違い、獣人はそれぞれの種族で特性が偏っていることが多い。たとえばホリアルの青鹿族は、水と土、樹木魔術の適性がほぼ間違いなくある。

　それ故、修行の時間をかなり短縮できるらしい。

「魔力が低いので魔術師として大成することは難しいですが、魔法戦士として両方鍛えることは難しくはありません」

　とは言え、やはり獣人たちに魔術の修行をさせるのは中々難しいだろう。だって、フランや獣王が、地味な修行を何年間も延々と続けられると思うか？　絶対に無理だろう。

　ホリアルの授業はさらに続く。少々脱線して獣人の魔法適性の話になってしまっていたが、内容が進化の授業に戻っていた。

「ではキャローナ君。この世で、唯一進化しない種族は何かな？」

「はい。我々人族です」

「その通り──」

　多分、フランのためだと思うが、ホリアルが以前の復習だと言って今までの授業内容を簡単におさらいしてくれる。

　自然人類学と文化人類学に、神話学と民俗学を融合したような不思議な話だが、この世界では事実とされているのだ。

　簡単に言うと、神様たちがこの世界を作り、自然を生み出し終えた後、大神たちが協力して人間を作った。この後、人間を基に各神たちがそれぞれの眷属を生み出した。

　獣蟲の神の眷属であれば、獣人、蟲人。森樹の神であればエルフ。大地の神ならドワーフや鬼人。そんな感じである。神に生み出された種族はそれぞれの神々に与えられた特別な力を持ち、進化という可能性を手に入れた。

　一見すると人間だけ力を与えられていないようだが、十大神の力をバランスよく与えられた人間は苦手なこともなく、繁殖力も高いうえ、非常に安定した能力を持った優良種族であるそうだ。進化できないのではなく、進化する必要がないのである。

　まあ、この辺の解釈は種族によって大分違うらしいが。さすがに人間の王族が支配するこのベリオス王国で「人間は特に良い所のない器用貧乏な種族です」とは教えないだろう。

　獣人国に行けば、獣人は魔法なんていうチマチマした物には頼らない、最も強く気高い種族であると教えているそうだ。ホリアルは苦笑いで、各種族が自分たちこそ一番と教えていると語る。

「さて、次に進化について語ろう。まず、人間以外の種族は、レベルを上げて条件を満たせば、自然と進化することができる。変異の場合もあるが、ここでは進化の中に変異を含ませてもらうよ？」

　鬼人は進化じゃなくて、変異するんだったな。進化はレベル最大時に訪れる大きな変化。変異はレベルに関係なく、条件さえ満たせば可能な小さな変化。だったかな？

「獣人でもエルフでもドワーフでも竜人でも、進化できることは変わらない」

　ただ、進化や変異する種族の中には、時おり特殊な進化を遂げる個体がいるらしい。

　獣人族の十始族などもその特殊な進化に入るそうだ。そして、他の種族にも特殊な進化が存在する。

　アースラースの種族である禍まがツつ鬼おにも、実在が疑問視されていた幻の種族である。絶対とは限らないのかもしれないが、特殊な進化を遂げると普通よりも強くなるのかもしれない。

「その特殊な進化の中でも、特に珍しい進化がある。それが、神戻りや先祖返りと呼ばれる進化だね。神代種などと言う研究者もいる」

　神の字を冠するとは、大層な呼び方だ。

「その言葉通り、神が手ずから生み出した、原初の種族に近い種族に戻っていると考えられている。まあ、進化というよりは回帰というべきなのかもしれないが、ここでは進化の一形態として語らせてもらう。私の知る限り、ハイエルフは神戻りに当たるかな」

　神戻りと普通の進化を分ける大きな違いは、種族の変化にあるという。

　例えばエルフ。ウッドエルフやリーフエルフ、グラスエルフなどが存在しているが、どれだけ進化してもエルフはエルフである。ステータスなどがやや強化されるだけで、神戻りと呼ばれることはない。

　しかしウィーナレーンの場合、少々違っているというのだ。彼女はハイエルフに加え、亜神という種族でもあるらしかった。

（すごい。神様だって）

『いやいや、まじで？　つまりウィーナレーンって神ってことか？』

　俺もフランもそう驚いたが、単純に神様になったというわけではないらしい。亜神は正式な神ではなく、その力を与えられた神に次ぐ存在という位置づけであるそうだ。

「とはいえ、歴史上そこまで多くはないので、あくまでも資料や学長の話を聞いたうえでの、私の見解となるがね」

「神戻りは、ハイエルフ以外に何がいるのですか？」

　フランがいることに対する緊張が完全になくなったのか、他の生徒たちも積極的に質問をし始めた。

「良い質問だ。私が知る限りでは、ドワーフの神戻りであるエルダードワーフ。魔族の神戻りである神魔人が確実にいるとされているね。どちらも存命であるとは聞いていないし、今も存在しているという話もないが。ただ、実際に出会った人物などの証言もあるため、居たことは間違いないだろう」

「では、未確認ではどのような種族が噂されているのでしょう？」

「そうだね。まずは神竜人。これは竜人の神戻りとされているが、ゴルディシア大陸が滅んでしまったせいで資料が失われてしまっている。ただ、今でも竜人たちの中にはその存在が確実なものとして伝わっているので、実在する可能性は高いだろうね」

　神竜人。俺はその存在に心当たりがあった。王都での戦いにおいて、狂信剣ファナティクスに支配されて暴走したベルメリアが、神竜化というスキルを持っていたはずだ。

　そして、実際にそのスキルで凄まじい力を発揮していたのを目撃している。

　あれが神竜人なのではなかろうか？

「また、私たち獣人。その中でも特に歴史の古い部族には、神獣人と呼ばれる存在がいるという口伝が残っているそうだよ？」

「神獣人？」

　自分に関係ありそうな話なので、フランも興味を持ったようだ。ホリアルに聞き返す。

「ええ。十始族を超える力を持った、超越者だそうです。その口伝の中では、素手で神剣に勝ったとされていますね」

「えー？」

「それはさすがに……」

　ホリアルの言葉を聞いた生徒たちは、一斉に否定的なざわめきをあげる。この学校では神剣に関しての授業もあり、その力の凄まじさを伝えられているようだ。

　多分、獣人であるホリアルが、獣人の神戻りについて大げさに伝えていると考えているのだろう。

　だが、俺やフランの考えは違っていた。実際にベルメリアが神剣使いであるアースラースと互角に戦っているところを見たからな。ウィーナレーンにしろ、まだ全ての力を見たわけではないが、神剣と戦うくらいの力を持っていそうだった。

『もし、その神獣人がウィーナレーンや暴走したベルメリア級の力を持っているんなら……』

「ん。神剣に勝つ可能性はある」

　フランの呟きは、意外と多くの学生の耳に入ったらしい。ホリアルも、興味深げに問い返してくる。

「黒雷姫殿には、なにか心当たりが？」

「ん。ウィーナレーンと少し戦ったけど、神剣と戦えるくらい強いのは確か」

「……神剣を見たことがあるのですか？」

「アースラースが神剣を使って戦っているのを見たことがある」

「なるほど。神剣と神戻り、双方を見たことがあるのですか！」

　教室のざわめきがさらに大きくなる。どうやら、開放状態の神剣を見たという話が衝撃的だったらしい。周囲の生徒から質問攻めに遭ってしまった。

　話が脱線してホリアルが怒るかと思ったが、彼自身も神剣について質問をしてくる始末である。

　こっちの世界では伝説的な存在だし、仕方ないのかもしれないが。

　結局、授業終了までアースラースと神剣について語ることになってしまったのであった。

　ホリアルの授業が終われば、次はいよいよ調理実習である。

　ただ、場所は調理実習室でも、食堂でもなく、何故か外であった。芝生の生えたグラウンドに、制服のまま集合している。

　そのグラウンドには冒険者ギルドでも見たことのあるスライム製のブルーシートが敷かれ、さらにその上に一〇匹ほどの魔獣の死体が並べられていた。見た目は体長一メートルほどのタヌキって感じだ。毛皮は乾燥気味なうえにボサボサで、お世辞にも清潔とは言えない。

　しかも臭かった。微かではあるんだが、卵が腐ったような臭いがするのだ。

　スカンクラクーンという魔獣である。こいつは肉が非常に臭く、まともに料理してもとても食べられるようにはならない。むしろ、普通の冒険者なら魔石と毒腺を回収して、他は捨てるだろう。毛皮なども品質が低く、売り物にはならないのだ。

　美味しく食べようと思ったら、相当上手く調理しなくてはならない。もしかしてこれを調理するのか？

　ブルーシートの前には、大柄な女性が立っていた。ヤフィと名乗った、元冒険者の教師である。

「今日の実習は、野外で仕留めた魔獣をその場で捌いて調理することを想定した授業となるわ！」

　単に調理するだけではなく、解体なども自分たちで行うようだ。

「今まで教えてきたことを思い出しながらこのスカンクラクーンを解体し、調理すること！　作る料理は何でもいいとします！」

　やっぱりスカンクラクーンは調理用だったのか。また、意地の悪い獲物を用意してきたな。

「各班に分かれて、一匹を処理すること！　必ず、人数分の食事を作ってね！」

　多分、食料を失った時などに備える授業なんだろう。不味い獲物を調理して、無理やりにでも食べる授業だ。ウルシはそれを悟ると、そっと影の中に消えていった。逃げたな。

「フランだったわね？　あなたはどうしようかしら……。魔獣の解体や、料理をした経験は？」

「どっちもある」

「あら？　そうなの？」

「ん」

「さすがソロの高ランク冒険者。だったら、どこかに入ればいいかしら？」

「でしたら私たちの班ではいかがでしょう？」

　声を上げてくれたのはキャローナであった。他のメンバーも、微妙な顔だけど拒絶しているわけではなさそうだ。

「そうね。じゃあ、フランはあの班に加わってくれるかしら」

「わかった」

「ああ、手加減する必要はないわよ？　手持ちにある調味料なんかも使っていいわ」

「そうなの？」

「思いもよらない同行者がパーティに加わるのは、冒険者になればよくあること。その相手に、自分たちの取り分が減るから手加減しろと言えるの？」

「なるほど」

「むしろ、そういったイレギュラーな同行者の力をきっちり引き出して、協調できなければ一流とは言えない」

　それもそうなのかもしれん。複数のパーティが合同して受ける依頼だってあるだろうし、特定の地域に詳しいソロ冒険者を一時的にパーティに加えることだってあるだろうしな。

「まあ、私も一組くらいは美味しい物食べたいしね」

　それが本音か！　とは言え、俺は何もしないが。解体はともかく、料理に俺が口を出したら普通に美味しくなってしまう。フランには、自分で色々と経験してもらいたいのだ。今回は、フランに自力で頑張ってもらおう。

「よろしくお願いいたしますね。フラン」

「ん。よろしく」

「あと、調理実習の班の仲間を紹介いたしますわ」

「レ、レルスです。よろしくお願いします」

「マーチェスです」

「オスレスだ。どうぞよろしく」

　気が弱そうなヒョロ長がレルス。魔族の魔術師であるようだ。特戦クラスの生徒には珍しく、純粋な魔術師タイプである。

　真面目そうなマッチョがマーチェス。レルスとは逆で、盾役の戦士だろう。魔術が使えるのが信じられないほど、脳筋タイプの外見だった。相手を惑わせるために、あえて魔術に縁がなさそうな格好をしているのかもしれない。

　最後に手を上げて挨拶してきた、軽薄そうな優男がオスレスだ。一人だけ年齢が少し上である。二〇代前半くらいだろうか？　魔術学院には年齢での入学制限がないので、中には他の者より年嵩で入学してくる者もいるのだろう。もしくは、進級するのに時間をかけたかのどちらかかね？

　この三人にキャローナを加えた四人が、調理実習の班であるらしい。冒険者ギルドでパーティを組んでいた仲間かと思ったが、そうではないという。

「私たちが冒険者ギルドでクエストを受ける時、固定パーティを組むことはありません」

「卒業後も、クラスメイトとパーティを組める可能性は低いですからね」

　慣れたクラスメイトたちだけとパーティを組んでいては、いざという時に柔軟に対応できなくなってしまう。それを防ぐために、特戦クラスの生徒が外でクエストを受ける時はローテーションで組み合わせを変えるらしい。

「フランが解体スキルをお持ちなのは授業で分かっていますが、料理の方はどうなのですか？」

「ん……まあまあ？　師匠に比べたら下手だけど」

「まあ？　フランの師匠？　どのような方なのですか？」

「師匠は最強。なんでもできる」

「そ、それは……。いえ、フランの師匠になるような人物ですから、きっと本当なのでしょうね」

　メチャクチャなフランの師匠＝もっとメチャクチャに違いない。そう考えたらしかった。能力はともかく、俺はフランよりは常識人だから！　全然メチャクチャじゃないからね！

「それで、どうされます？　私たちは指示を出していただいても構いませんが」

「わかった」

　料理の腕前の未だに分からないフランに指示を仰ぐとは……。キャローナ、中々ギャンブラーだな。いや、高ランク冒険者に従うという、ある意味冒険者として当然の行動をとっただけか？　仲間たちも、特に異論はないらしい。普通に嬉しそうに頷いている。特に喜んでいるのがオスレスである。

「いやー、助かった。うちの班、全員料理が苦手なやつばかりでさ」

「そうなの？」

「そうそう。俺以外のやつらは壊滅的だからさ〜。まあ、三人とも貴族だから仕方ないけど」

　オスレス以外の三人とも、零細貴族家の子女であるらしい。ただ、貧乏とは言えさすがにお手伝いさんの一人や二人はいたそうだ。この学院に入ってからは多少頑張りはしたものの、料理が得意と言えるほどにはなれなかったのだろう。

　対するオスレスは兵士長の息子で、平民の出である。そのため、普通に幼い頃から母親の手伝いで台所に出入りしていたし、料理に関しても抵抗はないらしかった。

「お世辞にも得意とは言い難いが、こいつらよりはマシなんだよね。一応スキルも持ってるからさ」

　ということで、リーダーはフラン。補佐がオスレス。他の三人はお手伝いとなるのだった。

「この班の持ち物に調味料はある？」

「はい。班ごとに保管してある物がありますわ」

「じゃあ、それを全部持ってきて。あとは調理道具も」

「分かりました」

　ヤフィには手持ちの調味料を使っていいと言われたが、できるだけキャローナたちが持っている調味料だけで何とかしようと考えたらしい。

「俺たちはどうするんだい？」

「まずは獲物を確保。一番いいやつを取ってくる」

「一番いいやつって言っても、全部同じ魔獣だよ？　大きさも同じくらいだし、そんなに違いがあるのかい？」

「明らかに鮮度に違いがある。多分、何日もかけて準備して、あえて差を作ってる」

「そんなのよく見分けられるね」

「臭いと毛と目の濁り。あと舌の色とか」

「なるほどねー」

　キャローナたちを引き連れてスカンクラクーンを検分していたフランは、その中でも最もマシな個体を選び出していた。鮮度もよく、若い個体なので臭いがマシだ。肉質も柔らかいだろう。

　他の班はとりあえず大きい個体を選んだり、臭いを嗅いで無臭の個体を選んだりしていた。

　だが、大きいやつは年齢が高い個体だから、臭いも味も酷いし肉は固い。無臭の個体は、実はあれが一番の罠だった。学校側が洗浄したやつなのだ。つまり、スカンクの名の由来である毒煙を使用して、酷い臭いが毛皮に付いていたということである。毒を使用すると肉にも臭いが染みつくので、一見無臭でも解体したら相当酷いだろう。ご愁傷様。

　フランはスカンクラクーンを捌く前に、まずは調味料を確認してどんな料理を作るかの相談から始めるようだ。調味料を前に、考え込む。

「あの、フラン？　班を分けて、解体を始めなくてよろしいのですか？」

「他の班は、もう解体始めてますよ……？」

「へいき。あれくらいの魔獣ならすぐに解体できる」

「さすがだな」

「頼りになるねー」

　フランが本気を出せば、三分はかからないだろう。しかし、それはフランだからだ。

　こっそり他の班の手際を覗いてみると、かなり酷い。遅いし、獲物の構造を理解できていないし、全体的な手際が悪い。多分、解体だけで三〇分以上はかかるだろう。

　いや、俺たちが解体スキルの恩恵で超人的に速いだけか。

　考えてみれば、この世界にやってきたばかりの頃の俺に比べたら、十分上手いな。適当に解体してみようとして、素材をボロボロにしてしまっていた頃が懐かしいぜ。

「調味料、これだけ？」

「え？　そうですけど……」

「むぅ」

　キャローナたちが用意した調味料を見て、フランが珍しく弱ったような呻き声を上げる。

　まあ、気持ちは分からなくもない。何せテーブルの上に置かれているのは、岩塩、山椒、香草が二種類。後は刻んだ茸きのことオイルを塩に混ぜた調味塩。それだけだったのだ。

　調味塩は素人の手作りっぽいし、香草は香りなどが弱いタイプの物で、味もあまりよくはない物ばかりだ。どうやら、この辺の野山で採取できる物しかないらしい。話を聞いてみると、今までの授業で採取したり、作った調味料であるそうだ。

「……実習の前に、買ってきちゃいけないの？」

「許可されていますが、私たちは調味料にあまり詳しくないので……」

　今までは調味塩や香草をかけて熱を通せば、何とか食べられるようになる食材ばかりだったらしい。

　ただ、今回のスカンクラクーンは一筋縄ではいかないぞ？　熱の通し方を加減した程度では、臭いは消せないだろう。

「わかった。調味料はなんとかする」

　結局、フランが持っている調味料を使わなきゃならんか。

「何かお持ちなのですか？」

「ん。色々もってる」

「ああ、フランは時空魔術を使えるのでしたね」

　ということで、フランたちはまずは解体を進めてしまうことにしたらしい。

　フランが全力でやればすぐ終わるが、キャローナたちに解説しながら解体を行うようだ。これが授業の一環であるからだろう。さすがのフランでも、自分が何でもかんでもやってしまってはいけないということは理解しているのだ。だが、フランたちが解体に取りかかる前に、他の班の生徒から大きな悲鳴があがった。次いで、他の班も目鼻を押さえて叫び始める。

「うげー！」

「なんだこの臭い……！」

「くさ！　くさくさくっさ！」

「ギャー！」

　どうやらどこかの班が解体中に毒腺を傷付けてしまったらしい。スカンクラクーンの毒は微毒であるが、とにかく臭いが凄まじかった。

　肉の臭みもそれが原因と思われがちだが、実は違う。スカンクラクーンの血中には、自分の毒に耐えるための成分が含まれている。その成分の持つ化学薬品のような香りが、肉の臭みの正体なのだ。

　対して、毒の持つ臭いは強烈な硫黄いおう臭である。他班が毒腺に傷をつけたせいで、その臭いが周囲に一気に広がってしまったようだ。どの班も涙目で悶えている。

　キャローナたちもえずいているな。男三人はともかく、貴族の令嬢であるキャローナがその顔はマズくない？　フランも一瞬だけガスを吸ってしまったらしく、顔をしかめていた。

　だが、すぐに風魔術で周囲の空気を吹き飛ばすと、結界を張って臭いを遮断する。

「た、助かりましたわ」

「あ、ありがとう」

「阿あ鼻び叫きょう喚かんだな……」

「うわー、みんな酷い顔だね」

　周囲は半ばパニック状態だが、フランは特に気にしていない。自分たちの周囲が臭くなくなったことを確認すると、解体の説明に戻るのだった。

「じゃあ、まずはここにナイフを入れる」

「え？　あ、はい」

　キャローナたちも、自分たちの作業が遅れていると思い出したのか、すぐにフランの手元に集中した。臭いだけじゃなくて、悲鳴も遮断しておこう。

　周囲の雑音に惑わされることなく、作業を進めていくこと一〇分。フランたちの班は、ほぼ全ての解体を終えていた。勿論、毒腺を傷付けて異臭騒ぎを引き起こすようなヘマはしなかった。

「素晴らしい手際ですわ」

「さ、さすがですね」

「慣れれば誰でもできる。それよりも、これはどうする？」

「魔石などが上手く採取できたら、後で先生に渡す形です」

　教師が冒険者ギルドなどに持ち込んで、授業を行うための費用を少しでも賄まかなうらしい。毎回解体用の獲物を用意していたら、そりゃあ金がかかるんだろう。

「結構お肉が取れましたが、どんな料理になさいます？」

「な、なんか、変な臭いがします……」

「色も悪い」

「筋もかなり多いね。味はどうなのかな？」

　食べる前から、あまり美味しくなさそうだという顔をするキャローナたち。フランがその言葉に大きく頷いた。

「ん。とても臭くて不味い。焼いたくらいじゃ、どうしようもない」

「うわー、それは……。だったらどうする？」

「仕方ない。これを使う」

　フランが次元収納から取り出したのは、俺が配合したカレーパウダーの数々であった。食材や調理法によって、香りや辛みを調節したものである。

　困ったときはカレーだよね。聞いた話だと、地球の特殊部隊もカレー粉を携帯しているって話だった。どんなマズい食材も、カレー粉をかければギリギリ食えるようになるかららしい。

「これは？」

「師匠が作ったカレー粉。これがあればどんな素材でも究極の味になる。至高の調味料」

「へー、カレーっていうのは、料理の名前ですか？」

「ん。最強の料理」

「それは凄そうだ。でも、不思議な香りですね。香辛料を調合しているのかな？」

　カレー粉に食いついてきたのはオスレスだけだった。料理に興味がなきゃ、珍しいだけの調味料だからな。だが、すぐにキャローナが声を上げる。

「待ってください。カレーと言ったら、クランゼル王国で最近流行り始めているという、新しい料理なのでは？」

「師匠が作った」

「では、もしかしてフランの師匠とは、噂のカレー師匠？　彼の人物は凄腕の料理人だと聞いたのですが……。冒険者の師匠ではないのですか？」

　キャローナの疑問に、ドヤ顔のフランが言い返す。

「師匠は全てが完璧。料理も戦いも魔術も、全部が一流。私の全部の師匠」

「まあ、そうなのですか。高名な冒険者なのでしょうか？」

「冒険者じゃない。師匠は師匠」

「はぁ……」

　なんて話をしている間に、オスレスがカレー粉の確認を終えていた。

「俺如きじゃ使い道が分からないな。まぶして焼けばいいのか？」

「それでもいいけど、今回は違う使い方をする」

　フランたちは作る料理を決定して調理を始めたんだが、他の班とはあらゆる面で違っていた。

　何せ、他の班が焚き火にフライパンをかざして調理しているのに対して、土魔術で作った即席コンロを使っているのだ。

　しかも包丁やフライパンは、フランの次元収納に入っていた一級品である。ドワーフの匠たくみが作った超高級品だ。値段だけではなく、機能も一級品である。地球だったら、専門店のショーケースに飾られているランクの器具たちだろう。

　下処理に使う香辛料や、臭み消しのミルクなんかも贅沢に使用している。

　さらに、土魔術、火魔術、風魔術、水魔術を併用した疑似圧力鍋で、肉をトロットロになるまで煮込んだりもしていた。疑似圧力鍋は一見すると簡単そうなのだが、実は魔術の併用と維持、調節が非常に難しい、高等技術が必要な技である。まあ、誰も気づいていないが。魔術科の教師辺りが見たら、技術の無駄遣いに驚くことだろう。

　その後はフランが指示を出しつつ、全員で料理を進めていった。

　あのフランが人に指示を出して、協力して料理をするなんて……。前だったら、全部自分で終わらせて、一人で料理をほおばっていただろう。フランのちょっとした成長が実感できて、涙が出そうだ。涙腺ないけどね！

　そうしてでき上がった料理を、教師に提出する。フランたちが目の前に並べた料理の数々を見て、調理実習担当教師のヤフィが感嘆の声を上げていた。

「へえ？　独特の刺激臭がまったくない。スカンクラクーンの肉を使ったとは思えないわ」

　白磁の食器からして、野外料理で使うとは思えない見栄えなのだ。他の班もヤフィと同じように驚いている。

「あれ、なんていう料理だ？」

「さあ？」

「でも美味そうだ……。しかもこの短時間で四品も……」

　生徒たちが感心しているのは、料理だけではない。

「解体の速度見たか？　すごかったぞ？」

「解説に聞き耳立ててたんだけど、メチャクチャためになった」

「さすが現役の冒険者だよな……」

「ていうか、魔術であんな風に料理ができるなんて」

「俺だっていつか……」

　単に野外料理をしただけでも、その実力差が感じられたのだろう。疲れ切った様子で、フランに羨望の眼差しを向けていた。

　ああ、生徒たちが疲れているのは、何度も起きた異臭騒ぎで心身ともに消耗しているからだ。多分、半数ほどの班が、解体に失敗して毒腺をダメにしていただろう。気絶するほどの悪臭を何度も嗅いでいたら、そりゃあ消耗具合もハンパないに違いない。

「これは美味しそうね」

　ヤフィの「これは」という言葉に、彼女の心情がよく表れているだろう。ここまで碌ろくな料理が出ていないのだ。香草塗れの塩焼きとか、塩味のスープとか、そんなんばかりであった。しかも、半数は毒腺の臭いが肉に染みつき、味以前の問題だったらしい。

　査定のためとはいえ、アレを食べなくてはいけないとは……。フランが、ちょっとだけ尊敬の目を向けているほどだった。

　唯一マシそうだったのが、毎回この授業で良い評価をもらっているという班の料理だ。他の大陸出身の、褐色肌にプラチナブロンドの爽やかイケメンが班長として調理を担当していた。

　アゼリア王国という砂漠の国で、香辛料をたくさん使った料理が有名らしい。この授業でもアゼリアスープと、焼いた肉を小麦粉の生地に挟んだトルティーヤ風の料理を作っていた。

　スープの方は一見スープカレーなのかと思ったが、どちらかと言えば香辛料を入れたシチューっぽいようだ。トルティーヤの具は、薄切りにした肉を重ねて焼いた物をそぎ切りにした、いわゆるケバブのような感じである。

　どちらも香辛料とココナッツミルクで臭みをかなり消せているようだったが、血抜きなどの下処理が甘いせいで、完璧ではなかったらしい。ヤフィの評価は「まあまあね」だった。

　さて、フランたちが作った料理はどう評価されるだろうか。

「ではいただくわ」

「ん」

「これは、スカンクラクーンの肉を叩いてミンチにしたのかしら？　上はチーズ？」

「アバラ肉の脂肪をできるだけ取り除いてから細かく潰して、特製の調味料を混ぜて丸めて焼いた」

　まあ、簡単に言ってしまえば、カレー粉を混ぜて焼いたハンバーグ、チーズ乗せである。

「味は──」

　ヤフィはフォークを使ってハンバーグを切り分けて、ゆっくりと口に運ぶ。

「もぐもぐ……！」

　一回二回と咀嚼した直後、彼女の目がカッと見開かれた。

「美味しい！　な、なんなのこれは！　普通にお金が取れる味だわ！　しかも食べたことのない複雑な味……。アゼリア料理よりも辛いけど……。あと、この辛みの正体は──」

　意外なほど的確に味を分析していくヤフィ。冒険者上がりの、野外料理を教えるための教師かと思っていたが、ちゃんと食と料理に精通しているらしい。

「これはジャーキー？　短時間でよく作ったわね」

「魔術で作った生ジャーキー」

「魔術の腕もすごいのね……。ふむ……調味液と香辛料を使うことで、独特の味に仕上がっている。あー、お酒が飲みたいわ」

「それとこれ。肉味噌にした。この小麦粉のクレープに包んで食べる」

「また珍しい料理ね。もぐもぐ──これも美味しい。信じられない……」

　香辛料や味噌で臭いと味を誤魔化しているのだが、そこは料理スキルがカンストしているフランだ。今まで俺が作ってきた数々の料理の中からこの場で作れる料理を選び、再現していた。

「そして、最後が不思議なスープね……。スープなのかしら？　妙にトロッとしてるけど」

「それはカレー。この世で一番おいしい食べ物」

「そ、それはまた大きく出たわね。じゃあ、いただいてみようかしら……もぐもぐ」

　フランが用意したもう一品は、具だくさんのカレーである。ライスはないが、スープ代わりということだろう。疑似圧力鍋でトロトロになった肉や野菜が入った、やや辛みが強めの赤いカレーである。そのカレーを口にしたヤフィが、先程よりもさらに驚いた表情をした。

「こ、これは！　なんて複雑な味なの！　辛いけど、いくらでも食べられる……」

　これまでの料理は「満腹になると審査が上手くできない」と言い訳しながら数口しか食べなかったヤフィが、フランたちの料理にはがっついている。これは文句なしで高評価だろう。

「わ、私たちも頂きましょう」

　まずはヤフィに審査してもらうために、軽い試食だけで我慢していたキャローナたちも待ちきれなくなったらしい。

「ん」

「や、やっと食べられる」

「美味そうだ」

「いっただーきまーす！」

「オンオン！」

　ウルシもちゃっかり出てきて、カレーをもらっている。ただ、その反応は芳かんばしくない。作ったフランに気を使って美味しそうに食べてはいるが、尻尾の振れ方でどれくらい喜んでいるか分かってしまうのだ。だが、フランは怒らない。何せ、フラン自身も微妙な表情だからだ。カレーを愛するフランにとって、満足のいく味ではないのだろう。

　それでも班員たちの評判はすこぶる良い。フランは俺の料理と比較しているから厳しい評価になってしまうが、そこらの料理に比べたらかなり美味しいはずだからな。

　美味い美味いと言いながらカレーを食べるキャローナたちを羨ましそうに見ているのは、他のクラスメイトたちである。作った物は全部食べるというルールなので、どの班も無理やり料理を流し込んでいたのだ。

「……な、なあ。その料理、余ってるなら一口もらえないか？」

　最初に声をかけてきたのは、アゼリア料理を作ったイケメン君だ。料理が得意なだけあって、興味津々であるらしい。

「いいよ」

「本当か！　ありがとう！」

「え！　じゃあ、私も欲しい！」

「俺も俺も！」

　結局、全員が手を挙げていた。だが、希望者に行き渡るほどの量はない。

　なんていうか、ジャンケンに負けた生徒たちよ、次頑張れ！

　フランたち以外には色々な試練もあった調理実習だが、フランの班は高評価だった。ある物を最大限利用し、美味い物を作ったという評価なのだ。

　そんな調理実習後、フランは昼食を食べるために食堂にいた。

　キャローナたちも一緒だ。調理実習で食べた程度の量では、体育会系少年少女たちには足りないのだろう。他のクラスメイトたちにとっては、口直しの意味もあるようだった。

　皆が食堂で出された料理を美味しそうに食べている中、フランだけは違うものを食していた。ここは、外から食事を持ち込むことも許されているのだ。まあ、学食だからね。

　特に寮住まいではなく町から通ってくる生徒たちは、外で食事を調達してきているらしい。

　フランが食べているのは当然カレーである。自分たちで作ったスカンクラクーンカレーは、フランにとっては全く満足のいく物ではなかったのだろう。でも、カレーの口直しに、またカレーって……。

『う、美味いか？』

「ん。やっぱこれ」

「オン！」

　フランは何度も何度もうなずきながら、カレーを口に運んだ。ウルシも仔犬モードでカレーを貪っている。口の周りがベッタベタだな。そんなフランたちを、キャローナが興味深そうに見ていた。

「それは、先程の調理実習で作ったカレーという料理ですよね？」

「ん？　そうだけど、違う」

「えっと……？　カレーではないのですか？」

「カレー。でも、さっきのとは全く違う。これが本物。さっきのは全然ダメ」

「あれで、ですか？　とても美味しかったのに？」

「ん。これ」

「え？　あ、ありがとうございます。では失礼して……あーん」

　フランが差し出したスプーンにキャローナが遠慮がちに口を付けた。

「こ、これは……！　お、美味しいです！　確かに、先程の物とは比べ物になりません！」

　今日何度目か分からない驚愕の表情である。

　まあ、調理実習で作ったものも美味しいのだろうけど、素材も良くないし、カレー粉の味付けもそれに合わせて調合した訳ではない。それに対して、今フランが食べさせたのは俺が本気で作った最高のカレーだ。比べるまでもなく、こっちの方が美味しいはずであった。

　感動しているキャローナを見て、フランがドヤ顔である。

「ふふん」

「これをフランの師匠が？」

「ん！」

「本当に冒険者なのですか？　料理人ではなく？」

　カレーを褒められたことがよほど嬉しかったのだろう。フランが次元収納から盛り付け済みのカレーを取り出すと、ソッとキャローナの前に置いた。

「よ、よろしいのですか？」

「ん」

「ありがとうございます！」

　キャローナが輝かんばかりの笑顔で礼を言う。すでに食堂で提供されたランチを腹に収めているのだが、まだまだ食べられるらしい。

「いただきますわ」

　スプーンを動かす所作は、貴族なだけあって中々上品なんだが、その勢いは凄まじい。スプーンを動かす手は一切止まることなく、皿の上のカレーが減っていく。

「そ、そんなに美味しいのか？　な、なあ、俺たちにも……」

　調理実習終了の流れで食堂にやってきたので、同じテーブルにオスレスたち男子生徒も一緒に座っていた。あまりに美味そうにカレーを食べるキャローナを見て、我慢できなくなったのだろう。オスレスたちが自分たちも食べたいと言い出した。

　いつものフランだったら、カレーを分ける時に相当悩むはずだ。しかし、僅かな間でも共に調理実習を行い、仲間意識が芽生えたのだろうか？　フランは快くカレーを出してやっていた。福神漬けのおまけ付きである。

「美味しいです！」

「やべー！　うまい！」

「がつがつ！」

　ただね、ここでオスレスたちにカレーを振る舞ってしまうと──。

「……ごくり」

「……じゅるり」

　食べ盛りの少年少女たちなんて、飢えた野獣みたいなものだ。周囲にいる全てのクラスメイトたちが殺気さえ感じさせるギラギラした目で、フランたちのテーブルを見ていた。キャローナたち以上に酷い料理を食べたわけだし、美味しい料理を欲する気持ちは相当なものだろう。

　いや、クラスメイト以外の生徒も、カレーの匂いに釣られてこちらに視線を送ってきている。

「むぅ……」

「クゥン」

　魔獣の群れに囲まれても笑っていられるフランとウルシが、学生たちに気圧されている。それほど、飢えた学生たちの放つ圧力は凄まじかった。

「……これ、食べていーよ」

『あ！　それは悪手──』

「「「「うおおおおおおおおおお！」」」」

　フランが次元収納から寸ずん胴どうを一つ取り出した瞬間、地鳴りのような歓声が上がる。まるでウォークライだ。

『パ、パニックになっちまうぞ！』

　フランが的確な配膳なんてできるはずもない。このままではカレーを巡って大暴動が起きかねないのだ！　最悪、鍋を仕舞う必要があるかもしれない。俺はそう思って身構えたんだが、オスレス、マーチェス、レルスの三人が自主的に配膳や列の整理を担当してくれていた。

「俺たちのせいっぽいからな……。これくらいはさせてくれよ」

「そうだな」

「ほ、放置したらどうなってしまうか分かりませんし」

　特戦クラスは一目置かれているらしく、他の科の生徒たちもちゃんと従っている。そのおかげで暴動に発展することもなく、スムーズにカレーを配り終えることができていた。

「食堂のメシより数段美味い！」

「数段どころの話じゃないだろ」

「確かに！　一〇〇倍美味しいな！」

　空になった寸胴を悲しげに見つめるフランを尻目に、食堂の各所では喜びの声が上がっている。カレーは受け入れられたらしい。ただ、その状況を単純に喜べない人間が、フラン以外にもいた。キャローナたちではない。

「あんた。そこの獣人の嬢ちゃん。ちょいと話を聞かせてもらえねぇか？」

「ん？」

「俺らに断りなく、何してくれてんだ？」

　言葉だけ聞くと、まるで町のチンピラがイチャモンを付けているかのようだが、それもまあ仕方ないだろう。額に青スジを浮かべてフランを睨んでいたのは、白いコック服に身を包んだ一人の壮年男性であった。

「俺は、ここの調理を担当している、ノリッツってもんだ。ちょいと話を聞かせてくれるよな？」

『やべぇ。ブチギレてない？』

　完全に臨戦態勢で現れたコックのノリッツだったが、よく話を聞いてみるとカレーに興味津々だということがわかった。口調は怒っている。だがその内容は、遠回しにカレーを食べさせてほしいというものだったのだ。オッサンのツンデレ。全く萌えないな！

　本当は自分もカレーが食べたいけど、騒ぎを起こしたことには怒っているし、でも匂いは美味しそう。生徒たちの言動にはちょっと傷つきつつ、しかし新しい料理には興味がある。

　そんな色々な感情がごちゃ混ぜとなり、結果としてツンデレ対応になってしまったらしい。

「く……美味いじゃねーか。やはり大量の香辛料が使われている……」

　ノリッツはフランが渡してやったカレーを食べながら、色々と分析している。

「さすが開発者。売っているレシピの二歩も三歩も先に行っているぜ」

「カレーのレシピ知ってるの？」

「おう。ルシール商会で取り扱っているやつだけはな。ゴールドじゃなくてシルバーランクの料理人が開発したってことで、興味をもってよ」

　なんとノリッツも料理ギルドの会員であるらしい。そこまで大きい組織ではないが、大きなレストランのシェフなどであれば大抵は会員であるそうだ。そして、カレーの開発者が料理ギルドのシルバーランク会員だと知り、購入を決めたという。

「衝撃だったぜ。だがな、レシピ通りに作っちゃ原価がな……」

　ノリッツが料理を作る際に最も気を付けることが、栄養バランスだ。次に量。最後が味である。勿論、不味い料理を提供するわけではない。しかし、予算の範囲内で工夫するには限界があった。

　家庭であればいくらでもやりようはあるのかもしれないが、数千人分を少人数で作らなくてはならないのだ。小さな工夫を重ねるにしても、時間や労働力が足らない。

「ちなみに、これの原価は？」

「それは──」

　ザックリした原価や使っている材料を教えてやると、ノリッツが頭を抱えた。魔獣の骨で出汁だしを取り、魔獣肉を大量に使い、魔法植物なども惜しみなく使っている。まあ、学食で提供できるレベルじゃないだろう。

　ノリッツも色々と工夫して、安く美味しいカレーを作ろうとしているらしいが、どうしても上手くいかないらしい。高価な香辛料を減らしてしまうと、一味違うというか、香辛料が少し入ったスープみたいにしかならないのだ。

　そもそも、この国では香辛料が高い。いや、港町であるバルボラが特別安かったのだ。そんな香辛料をレシピ通り使えば、どうしても値段は上がってしまう。

　そうやって悩むノリッツの姿を見て、フランは感じ入るものがあったようだ。彼が心の底から、生徒たちにできるだけ美味しい物を食べさせたいと思っていることが分かったのだろう。

（師匠、何かない？）

『うーん……』

　ノリッツの失敗は、バルボラで販売されたレシピを基にして、その味の再現を目指したことだろう。カレーというのはこれなのだという、思い込みがあるからだろうが……。

「私に考えがある」

「なに？　もしかして、手を貸してくれるのか？」

「ん」

「おお！　ありがとう！　それで、どうする？」

「厨房を貸して」

「了解だ！」

『フラン、考えって？』

（師匠なら、きっとここの調味料でも美味しいカレーを作れる！）

　俺に丸投げするつもりでした！

『いや、でもな。どんな調味料があるか分からんし、上手くいくかは……』

（だいじょぶ！　師匠ならやれる！）

　フランの信頼が重いぜ！　だが、フランをガッカリさせるわけにはいかない。

　俺は厨房の食材などを確認した直後、フランに指示を出して料理を開始した。

　行き当たりばったりだったが、結構うまく作れたんじゃないか？　真っ先に味見したのは、当然フランとウルシである。いい食べっぷりだ。それに続いてノリッツもその料理を口にした。

「こりゃあ……。カレーなんだが、カレーじゃない。だが、安くて美味い……」

「それはカレーマーボーライス」

「マーボー？　面白い名前だな」

「カレーとは少し違うけど、美味しい」

　俺たちが作り上げたのは、外国産香辛料を減らし、山椒を多めに使ったカレーマーボーである。この国は、実は様々な山椒が安価で手に入る。なにせ、そこらに自生しているのだ。

　だが、ノリッツたちはカレーに使える物とは考えていなかった。思考の差だろう。普段から大量に使っている安価な山椒が、高級なスパイス類の代わりになると思っていなかったのだ。匂いなども結構違うしな。

　俺はそこに目を付け、元々この地に存在していた山椒と醤油、砂糖で味付けしたマーボーに似ている料理をカレー風にアレンジしたのである。カレーとはまた違った辛みが癖になる、エスニックな味わいを目指してみた。目新しいし、生徒たちには喜んでもらえるだろう。

「味付けとかトロミ具合を変えれば、蒸しパンの中に入れたり、ロールパンに挟んだりもできる」

「なるほどな！　しかも具はいくらでも変えられる！　こいつは良い物を教えてもらった！」

　これ以外にもカレーチャーハンとか、既存の料理のアレンジ方法も教えておく。ノリッツの腕なら、今以上に学食の味を向上させられるだろう。

「ありがとう。これで、ガキどもに美味い飯を食わせてやれる。それで、謝礼なんだが……」

「ん？　別にいらない」

　フランは謝礼を断る。まあ、これは半分は騒がせてしまったお詫びという意味もあるし、他の生徒のためでもあるからだ。それに、材料費を抑えるために涙ぐましい努力をしているノリッツたちを見てしまったからな。これでレシピの謝礼などもらったら、せっかく安く作るためのレシピを教えた意味もなくなってしまう。

　そう告げると、ノリッツがタダでは受け取れない、自腹で払うと言い出した。

　そして短い話し合いの結果、学院と取引のある商会の紹介状を書いてもらうことに落ち着いたのであった。今後のためにも、山椒が大量に欲しかったからちょうどいい。

　そんな風に学食で一仕事を終えた俺たちだったのだが、そこで不意の遭遇を果たす。それは、学食を後にしようと、出口に向かっている時だった。

「……！」

「？」

　それは、まだ三、四歳ほどに見える茶髪の少年だった。よほど食事が楽しみだったのか、笑顔で食堂に駆け込んできた少年は、フランを見た瞬間に動きを止めてしまう。

「「……」」

　互いに見つめ合うフランと少年。笑顔から一転して、少年はフランを睨みつけている。その目には強い怒りと、僅かな怯えがあった。こんな少年にそんな視線を向けられる覚えは──あったな。

　数秒ほど睨み合いをしていると、一緒に居た女性が少年の肩にそっと触れた。

「ロミオ君、ここで止まっては他の人の迷惑ですよ」

「……ご、ごめんなさい」

「行きましょう？　ね？」

「うん」

　すれ違いざま、女性が申し訳なさそうに頭を下げてくる。少年──ロミオはこちらを睨んだままだ。世話係なのだろう。

『やっぱあれがロミオか』

「……」

『フラン？　あまり気にするなって』

（あの目……どっかで見たことある気がする）

『え？　ロミオのことか？』

「ん」

　ロミオに睨まれて落ち込んでいるのかと思ったら、違うことが気になっていたようだ。

『どこでか思い出せないのか？』

「ん……」

　俺たちはロミオとは初対面だ。こちらに対する敵意と怯えの籠った瞳が、かつて戦った相手と重なったのだろうか？

「どこで……？」







　学院にやってきて数日。

　フランは教官として恐れられつつも、生徒としては学院やクラスに馴染みつつあった。

　生徒たちとすれ違えば挨拶を交わし、その日に模擬戦の予定があればお手柔らかにと懇願される。味が多少は改善された食堂で食事も一緒にするし、授業中には互いに足らない部分を教え合う。

　フランも学院の生活をそこそこ楽しんでいるようだった。

　授業に関しても、居眠りしっぱなしというわけでもなかった。精霊に関する授業や、魔術に関する授業など、フランの興味を引く授業がいくつかあったのだ。まあ、興味がないと居眠りだけどね。

　俺だって、最初はフランを起こそうとしたんだよ？　だが、俺の呼びかけを無視して眠り続ける術まで編み出しやがったのだ。その執念に、俺はフランを起こすことを諦めた。あまりうるさくすると、フランが学院を嫌いになりそうだし。

　それに、つまらない授業以外にも、不満があるようだった。

『ここは学院なんだし、そうそう本気で暴れられないのは仕方ないだろ？』

「……ん」

「……オン」

　この数日間、ほとんど本気で力を振るえていないことで、フランもウルシもかなりフラストレーションが溜まっているらしかった。

『もう少ししたら学外サバイバル実習だ。魔獣やなんかを倒す機会もあるさ』

「ほんと？」

『……絶対じゃないけどな。それに、町の外に出たら、ウルシと模擬戦をしたっていい』

「おおー、なるほど」

「オンオン！」

『だから、次の模擬戦で力加減を間違えるなよ？』

「ん！」

「オン！」

　実は、特戦クラスなどの数クラスは、毎年この時期に学外に出て訓練を行うことが恒例になっている。

　場所はヴィヴィアン湖の畔が予定されていた。水練も行うことができるということらしい。

　この国に住んでいる以上は一度は訪れておく方がいいだろうし、あの巨大湖を訪れることは国外からの入学者にとっても得難い経験になるだろう。

　フランは引率教官側として参加することになっていた。

（楽しみ）

『護衛も兼ねてるんだからな？』

　まあ、ヴィヴィアン湖周辺の冒険者も雇われるらしいから、そうそう生徒が危険な目に遭うこともないだろう。生徒自身もそれなりに強いんだしな。

　移動には馬車を使うらしく、行きに三日。滞在三日。帰還に三日となっている。

『それが終わったら、教官の仕事も終わりだ』

「ん……」

　終わりという言葉を聞き、フランの顔が軽く曇る。何だかんだ、学院生活はつまらないことばかりではなく、楽しいことだって多い。早く終わらせたい気持ちとともに、寂しいと感じる部分もあるのだろう。

『なあ？』

「なに？」

『フランが残りたいんだったら、学院に正式に雇われるっていう手もあるぞ？　いや、生徒として入学したっていい』

　フランにとっては初めての学院生活だ。それどころか、これだけたくさんの同世代と接することも初めてだろう。もしフランが学院に対して居心地の良さを感じているのであれば、残ることだって選択肢の一つだった。

　だが、フランはフルフルと首を横に振る。

「……いい」

『本当に、いいのか？』

「ん。ここは楽しいけど、冒険者の方が楽しい。それに、ここにいたら強くなれない」

『でも、知識は得られる。それは遠回りかもしれないけど、強くなる手助けになるぞ』

「それでも、いい。進化の話を聞いて、思った」

『授業のか？』

「ん。ホリアルの話。あれを聞いて、みんなも進化できるようになったらいいのにって、そう思った」

　このみんなというのは、自分以外の黒猫族のことだ。今までも、フランは黒猫族のことを想って戦ってきた。自分だけではなく、黒猫族全体にかかった呪いを解く。どうやらホリアルの授業を聞いて、今一度その想いを確認し直し、強いものとしたらしい。

『覚悟は、できてるんだな？』

「もちろん」

　黒猫族の呪いを解くというのは、茨いばらの道などという言葉が生温く感じるほどの、苦難の道となるだろう。黒猫族の力だけで、脅威度Ｓ以上の邪人、もしくは邪神の眷属を倒す。それが条件だ。

　しかし、現状ではフラン以外に戦いに参加できそうな黒猫族はいなかった。

　獣人国の黒猫族たちはすでに鍛錬を開始し、邪人たちを狩り始めているだろう。だが、それが実を結ぶまではかなりの時間がかかるはずだった。

　しかも脅威度Ｓ以上の邪人と戦うには、パワーレベリングで得たハリボテの強さでは不足だ。経験を血に、修練を肉に、全てを己でつかみ取った芯のある強さでなくてはならない。黒猫族たちがその域に達するのはどれほど先になることか。

　となると、フラン単独か、仲間を探すしかない。最弱と言われ、進化を封じられている黒猫族。しかし、キアラという例外が存在していたのだ。彼女は、闘神の寵愛というエクストラスキルのおかげであれだけの強さを得たらしい。それと似たことが、他の黒猫族に起こっていないとも限らない。

　だが、いるかどうかも分からない相手だ。それだけに頼ることなどできるはずがない。

「もっともっと、強くならなきゃならない」

『ああ、そうだな』

　結局、仲間と一緒に挑むにせよ、独りで挑むにせよ、フランが今以上に強くなることは試練の達成には必須なのだった。

『まあ、とりあえず今日は買い物にいくとしよう。山椒とかを買い込みたいし』

「ん」

　気を取り直して、学院の外へと向かうフラン。その横を、学生でも教師でもない、複数の大人たちが通り過ぎていく。全員、それなりに綺麗な服を着ている。それぞれの正装なのだろう。

　今日は魔術学院の雰囲気が朝から違っていた。実は、新入生の入学式があったのだ。

　とはいえ、盛大な式典などがあるわけではない。

　この学院では四ヶ月に一度、新入生が入ってくるらしく、入学はそこまでメモリアルな行事ではないようだ。出席するのは新入生と数人の教師だけである。ウィーナレーンすら参加していないんだから、マジで特別なことではないのだろう。

　フランも出席しなくてもいいと言われていた。希望すれば参加できるそうだが、当然不参加だ。自分の入学式でさえ居眠りは確実だと思われるのに、他人の入学式なんて絶対に寝る。新入生たちの晴れがましい思い出を、わざわざ汚すこともないだろう。

　既に入学式は終わっており、今は引率の教師に率いられて、学内を案内されているところである。

　期待に胸を膨らませる新入生たちのざわめきが、学院内を明るくしているようであった。

『どの世界でも、新入生がキャピキャピしているのは同じなんだな』

（師匠の世界も？）

『おう。似たような感じだったぞ。まあ、あれだけ年齢がばらけているのは珍しいが』

　新入生たちの年齢はバラバラだった。下は一〇歳くらいから、上は二〇歳以上もいる。一番多いのは一二〜一四歳くらいの年齢層かな。フランと同年代だ。

　定時制高校ならこれくらいの年齢差は当たり前だろう。だが、子供と大人が交じることはないはずだ。小学生と大学生が同じ教室で勉強をするようなものだからね。しかしこの世界ではそう珍しいことではないらしく、子供に交じっている大人新入生たちに恥ずかしがる様子はないし、子供たちが変な目で見るといったこともないようだった。

　とはいえ、同年代で固まってしまうのは仕方ないのだろう。そこは地球と同じである。

　魔術学院の施設を見て、目を輝かせている新入生たち。彼らを横目に歩いていると、後ろから声をかけられる。

「フランさん？」

「ん？」

「やっぱり！」

　振り向いたフランは、声をかけてきた相手の顔を見て珍しく驚いた表情をした。

「カーナ？　なんでここにいる？」

「それは私の台詞ですよ」

　フランの視線の先にいたのは、クランゼル王国からの峠越えで一緒だった少女、カーナであった。

　なんと、新入生であるらしい。この学院の制服を身に付けている。

「フランさんは入学式に出なかったのですか？」

「ん？　どういうこと？」

「いえ、入学式の会場にいなかったので。でも、ここにいるということは入学できたのですよね？」

「ん。入学した」

　入学というか、臨時に生徒扱いになっているだけだけどね。

「でも入学式は出なくていいっていわれた」

「あら、そうなのですか？」

「ん」

「でも、良かったです。またお会いできて。姿が見えなかったので、急遽入学を取りやめたのかと思っていたんですよ。フランさんの実力で入学できないなんてあり得ませんし」

　フランとカーナの会話が微妙にかみ合っていない気がしていたんだが、その理由が分かった。カーナは、フランが自分と同じ新入生だと思っているらしい。

　考えてみたら、カーナにはフランの目的地が魔術学院であるとしか教えていなかった。フランの年齢的にはちょうど入学するのに適しているし、カーナが勘違いをしても無理はないだろう。

「同じ新入生同士、お願いいたしますね」

　やはりそうだ。勘違いされている。

「あら？　でもその制服は……？　私たちとは随分違いますね」

「これは特戦クラスの制服」

「え？　特戦クラス？　それは、上級生のクラスでは……？」

「ん」

「基礎学科ではないのですか？　飛び級したとしても、応用学科の前に基本学科があるはず……」

　ここで、カーナもようやくおかしいと気付いたのだろう。

　互いに情報を交換し、ようやくフランが新入生ではないと分かってもらえたのだった。

「そうですか。まさか教官扱いだなんて。フランさんの実力なら、それも当然かもしれませんね」

「カーナは、最初からここを目指してた？」

「え？　まあ、そうなんですけど……」

　旅の目的が魔術学院への入学だと明かさなかったのは、確実に入学できるかどうか分からなかったかららしい。断られる可能性もあったんだとか。

「ここは、誰でも入学できるって言ってたよ？」

「まあ、私にもいろいろあるんですよ……」

　訳ありなのは微妙に感づいてはいたが、入学を断られるかもしれない訳っていったい何なんだろうな？　まあ、聞いても教えてはくれないだろうが。フランもその辺はあまり興味がないのだろう。違う質問をしている。

「ねえ、あとの二人はどうしたの？」

「ディアーヌとシェラーですか？」

「ん。それ」

　フラン、カーナのお付きの名前を完全に忘れていたな。まあ、いつものことだ。

「シェラーは町で、滞在中の仕事を探しています。私が無事に卒業できれば、その後は私と一緒に実家へと戻ることになるでしょう」

　カーナの卒業までは年単位で時間がかかるだろう。それを待つとなれば、宿にただ泊まり続けるだけでも莫大な費用がかかってしまう。その滞在費を少しでも捻出するため、レディブルーで就職するつもりであるらしい。

「あの騎士は？」

「ディアーヌはどうするのか分かりませんね。元々、彼女の仕事は私をこの場所に送り届けることでしたから。ただ、しばらくはレディブルーに滞在すると言っておりました」

「なるほど」

「武者修行をするといっていましたが、まだどこに行くかは決めていないようですね。今日はどこに行っているのやら……。何か用事があるとかで、会場には来ていませんね」

　ここにいないのであれば、それでいい。むしろいなくてよかった。

「ああ、もう行かないと。お引き留めしてすみませんでした」

　新入生を引率している教師から呼ばれ、カーナが慌てて戻っていく。

「あの！」

「ん？」

　最後に、振り返ったカーナがどこか思いつめた表情で口を開いた。

「また、お会いしましょうね？」

「ん。またね」

「はい！　また！」

　頷きつつ手を振るフランの言葉を聞いて、ホッとした様子で微笑むカーナ。会話中にニコリともしないフランを見て、迷惑がられていると思ったらしい。フラン的には、カーナに再会できて結構喜んでいるんだけどな。

『知り合いが増えてよかったな』

「ん」

　最近、ちょっとささくれ立っているフランの気持ちも、少しは晴れるかな？

　時々。本当にふとした瞬間、フランが妙に攻撃的になるのだ。模擬戦の授業でちょっとやり過ぎて生徒たちを泣かしてしまったり、町で他所から来た冒険者に絡まれて半殺しにしたり。ちょっと暴れすぎかなーと思うことが多いのだ。これもまた、フラストレーションを溜めすぎていることが原因だろう。課外授業で、発散できればいいんだがな。

『今日は授業もないし、町で美味いものでも食おう。な？』

「ん」

「オンオン！」

　こういう時に裏表なく、「美味しいものだー。やったね！」とテンションを上げられるウルシの存在が有難いね。ウルシのルンルン気分が染ったのか、フランの足取りも段々と軽くなっていく。

　そして、町に出るころには完全に食べ歩きモードとなっていた。

「今日は西側行ってみる！」

「オン！」

　まだ足を運んだことがない、町の西地区へと行くらしい。

　楽しく元気に迷子になりながら、一人と一匹は入り組んだ道を迷いなく進んでいく。この町では迷子になるのは当たり前だと、学習したのだろう。むしろ積極的に知らない道に入って、迷子になろうとさえしている。

　迷った先に美味しい店があるということも、経験から学んだのだ。帰りが苦労するんだけど、そこは考えないことにしたらしい。狙い通りに美味しいワッフル屋さんを見つけてご満悦のフランたちだったが、不意にその足を止めていた。

「なんか、変な魔力」

「グル！」

　少し離れた町中に、巨大で攻撃的な魔力が突如出現していた。空を見上げると、赤黒い魔力が噴水のように立ち上っているのが僅かに見える。ただ、狭い路地にいるため、全貌はよく分からない。

　フランたちは空中跳躍で建物の上へと駆け上がると、異変の起きた方角を見つめた。

　微かに悲鳴が聞こえてくる。どう考えても、穏やかではなかった。

「いく！」

「オン！」

　フランとウルシが、謎の魔力を目指して駆け出す。完全に厄介事だが、駆け出したフランを止めるのは難しいだろう。目をギラつかせて、完全にやる気なのだ。やはりフラストレーションが溜まっているようだった。

　ウルシを引き連れ、屋根を渡っていく。異変を感じて窓から顔を出していた住人達に驚かれながら、フランはあっという間に現場へと辿り着いていた。レディブルーにたくさんある小広場の一つだ。

　宙から直径二〇メートルほどの広場を見下ろしながら、フランが戸惑いの表情をする。

「あれ、なに……」

「オン」

　俺も同じ気持ちだ。

　広場にいたのは、悲鳴を上げながら逃げ惑う人々と、その中心に立つ魔獣たちの姿であった。数は三体。どいつも二足歩行の人型に近い外見をしている。だからと言って、人に紛れて町に入ってこられるわけじゃないだろう。頭は獣だし、筋肉質の体は三メートルオーバー。しかも、全身は毛むくじゃらなのだ。そんな魔獣たちが、こんな町の中心部にどうやって侵入した？

　俺たちから一番近い位置に立つのは、黒い羽毛に包まれた、鳥人間としか言いようのない外見の魔獣だ。頭部は鶏に似た鳥の形状で、両腕も翼状に変化しているし、足も骨ばった鳥のものだった。胴体の形は人間なのだが、全身は羽毛に包まれている。ゴリマッチョのニワトリ人間だ。

　この世界には、鳥人という種族もいる。獣人の鳥版と言える種族で、覚醒時には鳥に似た特徴を得ることができるという。だが、目の前の鳥人間は、明らかに魔獣だった。なんせ、体内から魔石の気配がするのだ。

　鳥人間の右側にいるのは、鳥人間と同じようなサイズの牛人間である。牛の顔に、一メートル近い漆黒の角。赤い剛毛が全身を包んだ、二足歩行の牛だった。邪人には牛頭人身のミノタウロスがいるが、やつらは手足が人の形なのだ。対して、こちらの魔獣の手足は蹄ひづめである。邪気も感じないし、違う存在だろう。

　さらにその奥には、毛色の違う魔獣が仁王立ちしている。いや、毛色って言ったけど、毛は生えていない。その姿は、女性の姿を模した彫像にしか見えなかった。鎧を着こんだ、女騎士の彫像だ。だが、ゆっくりと動いており、他の二体を超えるほどの魔力を放っている。

　ゴーレム系の魔獣だと思われた。だが、クレイゴーレムは見たことがあるが、外見も内側も全く違う。似て非なる──圧倒的に格上の存在だ。本当に、どこから現れたのだろうか？

「……？」

『どうしたフラン？』

　フランも何かを疑問に感じているようだが、俺とは気にしている部分が違っているように感じた。フランは、ゴーレムの顔部分を凝視していたのだ。

「あの顔、どっかでみたことある──気がする」

『え？』

　改めてゴーレムの顔を見る。女性の顔だ。凄い特徴的というわけではないが、言われてみるとどっかで見た覚えがある気がした。だが、どこでだ？　そもそも、女性ということは分かるが、絶妙に大雑把な作りをしており、正確に特徴を捉えることができない。そのせいで誰というか、誰にだって似ていると言えそうだった。

　いや、今は悩んでいる場合じゃなかった。

「あの人、助ける！」

　魔獣たちのすぐ横に、逃げ遅れたと思われる男性が立っていたのだ。

　恐怖に歪んだ顔で、立ち尽くしている。安全なはずの町中でいきなり魔獣に出くわし、恐怖のあまり体が動かない──ように見えるが、何か変だ。

『フラン、ちょっと待て！　なんか変だ！』

　明確に何が変だと言われると困るが、男性の恐怖心が魔獣たちだけに向けられていないような気がしたのである。耳を澄ませると、男性の口からブツブツと零れ落ちる呟きを拾うことができた。

「ああ、なんでこんな……。いやだ。あんな化け物に……。でも、やらねば……裏切ったと思われる……。ああぁぁぁぁ！　ちくしょう……なんでだよ！」

　なんだ？　裏切り？　男性は怨嗟の籠った声で、何者かへの呪じゅ詛そを吐き出していた。最後に大きな声で「チクショウ！」と叫んだ男性が、その手を自身の鳩尾に押し当てた。

　掌てのひらには微かに魔力が込められている。

　その魔力が呼び水になったのだろうか？　男性に驚きの異変が起こっていた。なんと、男性の腹を突き破って、結晶のようなものが顔を覗かせたのだ。鳩尾から生えた拳よりも大きな魔石には、べっとりと赤い血が張り付いている。

「ぐがあぁぁぁ！」

　激痛で呻き声を上げる男性を余所に、魔石からは大量の魔力が溢れ出していた。俺たちがここの異変を察知した時にも目撃した、赤黒い魔力だ。

　禍々しい魔力のせいだろうか？　男性の肉体はメキメキという耳障りな音を立てながら、凄まじい速度で肥大化と変形を繰り返していった。身に付けていた装飾品が弾け飛び、衣服は内側から破れる。

　その間、僅か一〇秒。

　その短い時間で、新たな魔獣が誕生していた。

「ヂュウウウゥゥゥゥゥ！」

「人が魔獣なった！」

「オ、オン！」

　白い蒸気を全身から立ち上らせながら、全身を震わせる鼠ねずみ人間。他の魔獣たちも、同じように出現した？　これ、他にも同じようなやつらが町の中に紛れ込んでるんじゃないか？　だとしたらヤバそうなんだけど……。

『鑑定は──は？』

　少しでも情報を得ようと鑑定を使ったが、失敗した。名前が文字化けしてしまっているのだ。しかもステータスも読み取れない。この現象は、憶おぼえがある。

　クランゼル王国の王都で、ファナティクスを鑑定した時に同じことがあったのだ。つまり、こいつは疑似狂信剣の生き残り？　だが、外見は変な魔獣にしか見えない。疑似狂信剣の気色悪い気配も感じないのだ。

　文字化けしているのは、鼠人間だけではなく、他の魔獣たちもだった。鳥人間、牛人間、そしてゴーレム。どいつもこいつも、文字化けしてやがる。

「師匠、どうする？」

『あー、そうだな……』

　どうする？　攻撃するべきか？　だが、下手に戦闘をすれば、周囲への被害も馬鹿にならないだろう。もっと広い場所へと誘導するか？　だが、悠長に熟考している余裕はなさそうだった。

「コッケェェ！」

「ひぃぃいぃぃ！」

　鳥人間が、逃げ遅れた住民をロックオンしたらしい。グリンと視線を向け、嘴くちばしの先から涎よだれを垂らしながら叫ぶ。その眼には、強烈な殺さつ戮りく本能が宿っているのが分かった。元人間であっても、理性など全く感じない。

「危ない！」

「コケェェェ！」

　フランは咄嗟に飛び出すと、落下する勢いで鳥人間と男性の間に割って入っていた。

「コケコォォ！」

「しっ！」

　鳥人間のナイフのような蹴け爪づめを、俺で弾き返す。感心してしまうほど鋭く、綺麗な蹴りだった。どうやら蹴脚術を持っているようだ。鳥人間は躱されても翼を羽ばたかせて体勢を立て直し、さらに蹴りを繰り出してくる。魔獣としての能力と、格闘家としての能力を組み合わせた凶悪な連撃だ。

　フランは地面で腰を抜かしている男性の襟首を掴むと、少々首が締まっているのにも構わず宙へと飛び退いた。

　フランに躱されたことで、その蹴りは背後にあった街路樹を直撃する。前蹴りのようにして突き出されたその爪が、硬い幹に根元まで突き刺さっていた。かなりの貫通力だろう。しかも、それだけではない。刺し傷の周辺が薄墨色に変色し始めたのだ。どうやら石化しているようだった。

『フラン！　あいつ、ただのニワトリ人間じゃない！　気を付けろ！』

「ん」

　何故か嬉しそうに頷くフラン。強敵だと分かって、テンションが上がっているのか？　修行を経て、戦闘狂っぷりに磨きがかかっちゃってるな！

「ウルシ！　この人どっかに捨て──逃がして！」

「オン！」

　捨てるっていいそうになった！　もう目の前の魔獣たちとの戦いにしか興味がないのね！

　フランはゲホゴホと咳き込んでいる男性をウルシに投げ渡すと、改めて身構えた。そんなフランの闘志に当てられたのか、鳥人間がさらに猛々しく咆哮した。

「コケッコオォォォォ！」

　目を血走らせながら、宙にいるフラン目がけて飛びかかってくる。体を浮かせることが可能なサイズには見えない翼だが、魔力によって飛行が可能であるらしい。一直線に向かってくる速度は、相当なものだ。だが、フランを捉えるほどではない。

「コケェオォォ！」

「遅い」

「コ、コケェ!?」

　鳥人間が「か、躱しただとぉ！」的な表情をしているな。必勝を確信していたのだろう。

　蹴爪を俺で弾きながら、体勢を崩した鳥人間を殴り飛ばす。上から被せるように放たれた打ち下ろしは、鳥人間の左鎖骨を正確に捉えていた。フランはこの攻撃で決めるつもりだったようだが、鳥人間は自ら落下して衝撃をギリギリで逃がしたらしい。

　骨を砕く音はしたが、内まで衝撃を通すことはできなかったようだ。鳥人間が凄まじい速度で地面に墜落し、衝撃と共に石畳へとめり込む。血を吐いてはいるが、生きていた。

　それでも、もう死に体だ。止めを刺そうと、フランが俺を構える。

　しかし、そこに横やりが入っていた。

「ブモオオッ！」「ヂュオォ！」

『奴ら！　脳筋にしか見えんのに、魔術使いやがるのか！』

　牛人間の放った風魔術と鼠人間の放った雷鳴魔術が、フラン目がけて飛んできていたのだ。脅威ではないが、明らかに連携している。そこの点が厄介と言えば厄介だろう。ただ、だとしたらゴーレムはどこに行った？　いつの間にか姿がないが──。

「きゃあぁぁぁぁぁ！」

「うわぁぁぁぁぁ！」

　ドゴンという破砕音と共に、人々の悲鳴が響き渡った。

　なんと、ゴーレムがいつの間にか移動し、広場に面した店の前にいたのだ。何の変哲もない普通の雑貨屋に見えるが、ゴーレムの気を引くようなものがあるのか？

　気配を探ってみると、雑貨屋の中には人が取り残されているようだ。逃げるタイミングを逸いっしてしまったのだろう。それに、妙な気配がある。人がいるような、何もないような……。魔道具か何かで、気配を消している人物がいるようだ。お忍びの貴族か何かか？

「ゴオオォォ！」

『まずいぞ！』

　ゴーレムは頭を下げると、入り口から無理矢理店内へと入ろうとしている。このままでは、中にいる人たちがどうなるか分からなかった。

「師匠！　いく！」

『おう！　転移するぞ！』

　ここから攻撃しては、雑貨屋の中の人たちまで巻き込むかもしれない。まずは、店内の人たちの救助が先であった。転移を使って店の中へと入り込むと、店の奥で肩を寄せ合って震える男女の姿があった。というか、見覚えがある子供がいるんだけど！

「ロミオ？」

「！」

　なんと、ロミオがいた。それだけではなく、ゼロスリードの姿もあるではないか。ただ、本人かどうか怪しく思えるほど、感じる力が小さかった。全身に付けた魔道具によって、力をほとんど封じられているらしい。ゼロスリードの気配がおかしかったのも、魔道具のせいだろう。

　ゼロスリードが学院から外出する際に、必要な措置なんだろうな。ゼロスリードはともかく、ロミオは罪人でもなんでもないし、ウィーナレーンが許可するなら外出することだって問題はない。その時、ゼロスリードと引き離すことができないのであれば、こうして連れ出すしかないのだろう。

　そのせいで、身を守る力さえ失ってしまっているようだが。

「……」

「……」

　フランとロミオがにらみ合う。食堂でかち合ってしまった時と同じだ。視線がぶつかり合い、妙な緊張感が漂う。しかし、今はそんなことをしている場合ではなかった。背後では、ゴーレムが雑貨屋の入り口を破壊する音が響いているのだ。

『フラン。今は動け！』

「そうだった！」

　ただ、この後どうするかが問題である。どうもこの建物には裏口のようなものがないらしく、逃げるにはゴーレムが塞いでいる入り口を使うしかないようだ。そこを、ロミオ、ゼロスリード、店主の男性、客と思われる女性二人の計五人を連れて通れるか？　無理だろう。

『だとしたら……奥だ！』

　申し訳ないが、これも逃げるためである。俺は壁の向こうに人の気配がないことを確認して、オーラブレードによって壁を切り裂いた。我ながらうまく正方形にくり抜けたんじゃないか？　念動で押せば、この建物とその後ろの建物の壁がズンと倒れ、避難経路の完成だ。

　この先は民家っぽかった。家屋破損に不法侵入だが、今は緊急事態だ。最悪、あとで弁償するんで許してください！

「みんな。そこ通って逃げる！」

「あ、ああ！」

「行きましょう！」

　急に少女が現れたと思ったら、いきなり壁が斬り裂かれて穴が開いたのだ。唖然としてしまうのも無理はない。だが、ゴーレムの圧力とフランの緊迫した声によって、今が緊急事態だと思い出したんだろう。とりあえず逃げることにしたらしい。

　店主やお客さんは、何も言わずに壁へと向かって駆け出す。

　問題はロミオだろう。未だにフランを睨んでいるのだ。フランの世話になるのは嫌だってことか？

　だが、そんなロミオを担ぎ上げたのは、複雑な表情のゼロスリードであった。

「……すまねぇ」

「ふん。とっとといく」

「ああ」

　ゼロスリードは頭を下げて、そのまま駆け出す。あとはゴーレムを倒すだけだ。

　そのはずだったのだが──。

「ゴオオォォォ！」

「え？」

『これが、気づいたら移動してた原因か！』

　なんと、ゴーレムが突如姿を消したかと思うと、ゼロスリードたちの前へと立ちはだかっていた。転移能力を持っているらしい。そのまま手を伸ばし、明らかにゼロスリードたちを狙っている。こいつの目的って、ゼロスリードかロミオ？　他の魔獣はフランを狙ってきたのに！

「くっ！」

　フランは咄嗟にゼロスリードへと飛びかかると、その腕を掴んだ。そして、全力で後ろへと引っ張る。本当なら、怪我する勢いで無理やり引っ張って、背後に投げ捨ててしまいたいところだ。ゴーレムに捕まるよりはマシだろう。しかし、今はできない相談だった。

　なんせ、ゼロスリードが傷つけば、ロミオにも影響が出てしまうのだ。

　フランは手加減しながらゼロスリードを後ろに引くと、体を入れ替える。身を挺ていしてでも、ゼロスリードを──いや、ロミオを守るつもりなのだろう。

　フランは、ロミオに怪我をさせてしまったことを悔いていた。本人に贖しょく罪ざいするという思考はないだろうが、それに近い想いを無意識に持ってしまっているようだ。

「ゴォォォ！」

「はぁぁぁ！」

　ゴーレムの拳と、フランの回し蹴りがぶつかり合う。響き渡ったゴキャァという鈍い音は、ゴーレムの腕が粉砕された音か、フランの足の骨が砕けた音か。

　衝撃によってゴーレムの体が押し返され、フランが大きく吹き飛んだ。雑貨屋の棚をなぎ倒しながら、壁へと背中を打ち付ける。

「ごほっ……！」

『フラン！　大丈夫か！　グレーターヒール！』

（へいき！）

　障壁のお陰でダメージは意外と少ないらしい。咳き込んだのは、息が詰まったせいだろう。治ったばかりの足をふんばって立ち上がると、フランは即座に魔術を放つ。

「スタンボルト！」

「ゴオオォ！」

　注意を引くことを目的にしているんだろう。ただ、ゴーレムの動きは全く変わらない。フランに視線を向けることすらなく、ゼロスリードに向かって再び手を伸ばそうとしていた。本当にゼロスリードたちだけを狙っているようだ。

　俺は咄嗟に念動を発動して、ゼロスリードを持ち上げる。

「お、おじちゃん！」

「ロミオ、大丈夫だ。俺に掴まっていろ」

「う、うん」

　いきなり自分の体が浮き上がったことで、ロミオが怯えたように上擦った声を上げた。三歳児には少々スリルがあったか？　だが、ゼロスリードが安心させるように声をかけると、それだけで落ち着いたらしい。ゼロスリードの服をギュッと掴んだままではあるが、震えが止まっていた。

　まるで本当の親のようだ。やっぱり、あれがゼロスリードだと思うと、違和感があるぜ。

　とりあえず、ゼロスリードたちを雑貨屋の前に放り出す。地面に尻を打つくらいは、我慢しろ。フランはお前らのせいで、もっとダメージ受けてんだからな！

（師匠、魔石は？）

『探ってるが、分からん！』

「……なら！」

　フランは俺を構えると、背後からゴーレムを唐竹割りにした。脳天からまた下まで、一直線に斬線が走る。白刃の閃きはそれで止まらない。

　真っ二つにした断面が再生する前に、今度は胴体が上下に分かたれた。その後は滅多切りだ。秒間一〇発を超えるような速度で斬撃が放たれ、ゴーレムはドンドンと細切れにされていく。僅か一〇秒ほどの間に、全身くまなく切り裂かれたであろう。

　それでも、ゴーレムを倒すことはできなかった。傷を即座に再生させながら、前へと歩き続ける。戦闘力よりも、その不死身性の方が厄介なタイプか！　しかも、脅威はこいつだけではないのだ。

「コケェェ！」

「きゃぁぁぁ！」

　鳥人間の叫び声と、ロミオの悲鳴が重なった。やや遅れて、他の魔獣の声も聞こえる。

　転移でゴーレムを躱して慌てて外へと飛び出すと、ロミオを抱えて走るゼロスリードに鳥人間たちが迫りつつあった。

『くそ！』

　やつらがゼロスリードたちと近すぎて魔術は撃てないし、転移も間に合わない！

　フランが全速力で駆けるが、先頭を走る鳥人間の足はすでに振り下ろされようとしていた。

「やらせない！」

　フランはそれでも止まりはしない。死んでいなければ、どうにかなるのだ。今のゼロスリードでは、鳥人間の攻撃に耐えられるかは分からない。それでも僅かな可能性を信じて、行動するしかないのだ。

　だが、想定外の事態が、俺たちの目の前で起こっていた。

「コケェェ──」

「くははははは！　俺様参上！」

　上から降ってきた何かによって、一瞬にして鳥人間が肉塊へと変わる。

　骨や肉が砕けて潰れる生々しい音と共に、大量の血と肉片が辺りへと飛び散った。

「え？」

『は？』

　俺とフランは、思わず間抜けな声を上げてしまう。それほど、衝撃的だったのだ。

　だって、急によく分からんものが空から降ってきて、鳥人間を地面の染みへと変えてしまったんだぞ？　しかも、人型の黒いソレは、さらに拳を振るって牛人間を粉々に砕くと、鼠人間の首を掴んで持ち上げた。そいつの方が背が低いはずなのだが、鼠人間は逃げることもできずに手足をバタつかせるだけである。

　鼠人間がその肉体から青白い電撃を放って応戦しても、全く効いた様子がなかった。痛がる素振りもないし、麻痺も効かないようだ。

　人の形をしている。外見だけは、鳥人間どもよりもよほど人に近い。

　だが、人ではなかった。

　人種の差などではあり得ない、炭を人の形にしたかのような漆黒の肌。頭部には鬼のような角が生え、鋭い牙が口元からのぞいている。二メートルほどの肉体は全裸なのだが、生殖器などは見えない。隠れているのではなく、最初からなかった。

　まあ、それで問題ないのだろう。そもそも、こいつは生物ではない。

「アンデッド……？」

「ほう？　見抜くか小娘！」

『間違いない。こいつ、死霊魔獣だ』

　ワイズオーガ・ドラウグルとなっている。上位の死霊──いや、それ以上の存在だった。何せ、言葉を話し、会話すら可能なのだ。この特徴には、憶えがある。

「……黒こく骸がい兵団」

「おお！　おお！　その名を知るとは！　小娘、何者だ！」

「フラン。冒険者。お前の仲間と、戦ったことがある」

「それで生き残っているとは、やるではないか！　それにしても、小娘一人仕留められんとは、栄えある最強の兵団に相応しくない無能であるな。どいつだ？」

「アイスマン」

　フランがその名前を告げた瞬間、漆黒のアンデッドの表情が驚くほど変化した。

　こちらを見下すようなニヤニヤ笑いを浮かべていたのに、急に真顔になったのだ。

「ほう？　行方不明になっていた、アイスマンの名前をここで聞くとはな……。貴様が生き残っているということは、アイスマンに勝ったのか？」

「ん」

「くはははははは！　それは失礼した！　ただの小娘ではないなぁぁ！」

　その顔には、アンデッドらしからぬ複雑な感情が見て取れた。仲間を倒された怒りに、強者を前にした高揚感。そして、強烈な愉悦。

「いいぞ！　アイスマンを倒すほどの強者を食らえば、俺はさらなる高みへと昇れる！　その血を啜り、命を食らってくれよう！」

　どうも、このアンデッドは相手の強さを察知するような力に欠けているらしい。確かに、身体能力を強化するようなスキルは持っているが、武技や武術のレベルはあまり高くなかった。脳筋の中でも身体能力でゴリ押す、脳筋オブ脳筋であるらしい。察知系の能力も低く、相手の強さを察するために必要なスキルは軒並み低レベルである。その代わり、再生や身体強化は充実している。

「貴様には特別に名を教えてやろう！　俺様の名前は『チャードマン』！　黒骸兵団第八席！　いや、今は一つ繰り上がって第七席か！」

　チャードマンの肉体が肥大化していく。ウルシほどではないもののサイズを変更する能力があるらしく、一メートル近く身長が伸び、その身長は三メートルを超えただろう。既に、掴んで持ち上げている鼠人間よりも大きくなっていた。というか、鼠人間は息ができなくてグッタリしてるけど、もう死んでる？

　鑑定では、チャードマンはサイズ変更系のスキルを持っていないんだが……。死霊操作などを応用しているのか？　ともかく、俺の鑑定でも分からない、特殊なスキルの使い方をしてくる可能性があった。

　にしても、隠密アンデッドがいるかもなんて冗談交じりに考えていたが、本当に黒骸兵団がこの町にいるとは！　どう考えても、噂の黒い怪人はチャードマンのことだろう。体のサイズと言い、外見の特徴と言い、意外に当たっていることばかりだった。

「……なんで、ここにいる」

「ハイエルフの偵察だよ！　あれはやべぇからな！　俺たちでも絶対に敵対できん」

　ウィーナレーンの情報を集めて、かち合わないようにしようってことかね？

「さて、ゴチャゴチャ話してねーで、殺し合おうぜ──と言いたいところだが、逃げんじゃねぇよ」

「！」

　チャードマンが、少しずつ後ずさっていたゼロスリードを見た。気配を消していたんだが、気づいていたらしい。その視線に射すくめられ、ゼロスリードは足を止めてしまった。それ以上動いてはまずいことになると、本能的に理解したのかもしれない。

「てめぇらもやかましいわ！」

「ゴオオオォォッ！」

　転移によってゼロスリードの正面に現れたゴーレムが、チャードマンの拳一つで吹き飛ばされていた。殴られた胴体には大きな穴が開き、凄まじい勢いで雑貨屋の壁へと激突した。入り口も壁もボロボロだ。やはりこのアンデッド、アイスマンの仲間だけあって強い。

「ゼロスリードっつったよなぁ？　抜き身の刃みたいに危険な男だって話だったが、随分となよっちくなっちまったなぁ？」

「……俺を、知っているのか？」

「噂くらいはな！　まあ、ゼライセもお前を狙ってるみたいだしよぉ。俺が捕まえちまえば、ゼライセのやつを悔しがらせることができるだろ？　くははは！」

「ゼライセ？」

「ああ、この出来損ないの魔獣どもは、ゼライセの手下だぜ？」

　チャードマンが、首を掴んだまま持ち上げた鼠人間をプラプラさせる。

　魔石によって魔獣へと変貌したことから、ゼライセの存在を疑ったことは確かだ。だが、本当にゼライセの奴の仕業だったとは！

　チャードマンはレイドス王国の黒骸兵団の所属。魔獣たちは錬金術師ゼライセの手下。どちらもゼロスリードのことを狙っている。気になるのは、チャードマンとゼライセの関係だ。

「ゼライセは、レイドス王国にいるの？」

「さてなぁ？　出入りしていることは確かだろうが、今はどうかは分からんな」

　外部協力者的な立ち位置なんだろうか？　レイドス王国の家臣というわけじゃなさそうだ。

「……仲間じゃないの？」

　フランが、牛人間だったものの残骸を見ながら、首を傾げた。だが、チャードマンはその言葉を鼻で笑う。

「はっ！　軟弱な錬金術師如き、仲間なわけねーだろ！　むしろ、いつかぶっ潰してやりてぇと思っていたんだよ！」

　レイドス王国も一枚岩じゃないらしい。まあ、各公爵が権力を持ち、好き勝手やっているって話だからな。それぞれに縄張りや柵しがらみがあって、簡単に敵味方では分けられないんだろう。

「ってことでだ、殺し合おうぜぇぇ！　勝った奴が、その男を手に入れるってわけだ！　くはははは！　お姫様じゃないと、盛り上がらねぇが仕方ねぇ！」

「ウルシ！　ゴーレムを牽制して！」

「オン！」

　チャードマンは明らかにフランをターゲットにしている。ゼロスリードを攫さらって逃走するような真似はしないだろう。対してゼライセの魔獣たちは、油断がならない。特に、ゴーレムだ。フランが全身斬り裂いたのに、倒せなかったのだ。しかも転移能力まである。ゼロスリードを横から掻っ攫われる可能性があった。

「オン！」

（私たちは、チャードマン）

『鑑定した感じ、近接物理タイプだ。油断するなよ？』

（わかった）

　頷きつつ、笑うフラン。その好戦的な微笑みを見て、チャードマンも嬉しそうに笑った。戦闘狂同士通じ合っているのか？

「ふん！」

「ヂュゥゥゥゥ！」

　唐突に、チャードマンが鼠人間をフラン目がけて投げ放った。まだ生きているらしく、情けない悲鳴を上げ、錐きりもみしながら向かってくる。牽制のつもりなのだろうが、フランは冷静に鼠人間を切り捨てていた。

　胴体で上下に分断され、体の中身を撒き散らしながら鼠人間が石畳を転がっていく。

　しかし、チャードマンにとっては、鼠人間の生死などどうでもよかった。フランに一瞬でも隙が作れればそれでよかったのだ。チャードマンがどこからか取り出した小さな瓶を高々と掲げると、躊躇なく握り潰した。中に入っていた液体が、腕や体を濡らす。

「くははは！　きたきたきたぁぁぁぁ！」

「あれ、アイスマンのと一緒！」

　魔狼の平原で戦った黒骸兵団のアンデッド、アイスマン。奴は、小瓶に入った薬を浴びたことで絶大なパワーアップを遂げていた。それこそ、脅威度が一段変わるほどの強化である。それは、チャードマンも同じだった。やはり、アイスマンと同じ薬だったのだろう。フランの呟きを聞きつけたチャードマンが、狂ったように哄笑する。

「くはは！　くははははははは！　やはりアイスマンも進化薬を使っていたかぁ！」

　肉体的に大きな変化は見られない。だが、その身から発せられる威圧感が恐ろしいほどに増大し、漏れ出す魔力が暴風を伴って吹き荒れる。今までだって、十分に強かった。

　だが、今はもう、ただ強敵と呼べるだけの生温い相手ではない。全ての生きとし生けるものに絶望を与えるかのような、凶悪な気配を撒き散らす、死の化身である。

　あの薬の厄介な点は、使用後にほぼ隙がないことだろう。ゲームでもアニメでも、敵キャラのパワーアップには時間がかかるものだ。こちらの世界でも、そういうやつは多くいる。だが、黒骸兵団が使う進化薬という薬は、使うとほとんど一瞬で強化されてしまうのだ。ある意味、強化アイテムの完成形と言えるだろう。

　その凶相をさらに極悪に歪めると、チャードマンが身構えた。

「これだけの威圧を受けてんのに、涼しい顔してやがんなぁ！」

「もっと怖い相手と戦ったことがある」

「くはははは！　なるほどなぁ！　いいねぇ！　ますます殺し甲斐があるぜぇ！」

「死ぬのはそっち」

「やってみろやぁ！」

　そして、双方が同時に動いた。

「はあああぁぁ！」

「どらぁぁぁぁ！」

　俺と、チャードマンのハンマーのような巨拳がぶつかり合う。

　ギャリイイィィン！

　まるで金属同士が打ち合わされたかのような音が鳴り響き、俺とチャードマンの拳が反発するように弾かれた。元々硬い拳に、膨大な魔力を纏わせているのだ。恐ろしく──それこそ、剣と正面からぶつけ合っても傷ひとつつかないような硬さを誇っている。ハンマーのようなと言ったが、もうハンマーそのものと言ってもいいかもしれない。

「くははっ！」

「むぅ！」

　さらに数度、斬撃と拳打が打ち合わされ、フランとチャードマンが示し合わせたように距離を取った。

「その剣！　ただの剣じゃねぇな！」

「最高の剣」

「あながち嘘ってわけでもなさそうだ！　だが、これでどうだ！」

　叫んだチャードマンの拳が、紅の炎に包まれる。属性剣のように、火炎を纏うことが可能であるらしい。チャードマンが軽く両拳を打ち合わせると、その間にボボンという音を立てて爆発が起きる。ただの火炎属性ではなく、爆炎を伴っているようだ。

　しかも、爆炎を使うのは攻撃面だけではない。

「いくぜぇ！」

　チャードマンの背後で爆発が起こり、その体が突然加速する。爆発の威力を利用し、加速したらしい。いや、それだけではない。爆音が立て続けに鳴り響くと、チャードマンの姿が突如消え失せていたのだ。

「しぃぃやぁぁ！」

「！」

『こいつ！　突然横から！』

　どうやら爆発を連続で起こして体を無理矢理移動させることで、急カーブを描いて真横に移動したらしい。体の横で爆発を起こして体をスライドさせつつ、背後の爆発で前にも出る。さらには細かい爆発を利用して、鋭いスピンやターンもこなせるようだった。

　あまりの急な動きに、一瞬チャードマンの姿を見失ってしまう。そして、気づいた時にはその拳がフランの眼前へと迫っていた。

　だが、フランだってただ見ていただけではない。

　チャードマンの拳に合わせるように、俺を突き出す。ぶつかり合った衝撃を利用して、距離を取るつもりなのだろう。フランの狙い通り、その体が大きく吹き飛ばされていた。だが、それだけでは済まない。俺とぶつかり合った瞬間、チャードマンの拳から爆炎が放たれていたのだ。

　フランの体が、真紅の激しい炎に包まれる。

『フラン！』

（へい、き！）

　フランは空中跳躍を使って体勢を整えると、何とか着地していた。

「今のをその程度の傷でやり過ごすのかよぉぉ！　やんなぁ！」

　フランの両腕が痛々しく焼け焦げているが、すぐに俺が癒す。それを見て、チャードマンは嬉しそうに笑っていた。

「そっちも、あんな早く動けるとは思わなかった」

「あっさり躱しておいてよく言うぜ」

　肩をすくめるチャードマンの体表から、黒い煙が上がっているのが分かった。爆発を使って加速と進路変更を起こす技は、その性質から無傷でとはいかないらしい。むしろ、あれだけの急加速を得ることができるほどの爆発だ。体の近くで使って無傷なわけがなかった。よく見ると、脇腹が大きく抉えぐれている。再生力が高いアンデッドだからこそ可能な、自爆覚悟の諸刃の剣つるぎと言えるだろう。

「次はぶち殺す！　行くぜぇぇぇ！」

「やってみる！」

　互いにさらにギアを上げ、超高速の殺し合いが始まる。普通の人間には、残像すら捉えることも難しいだろう。

　黒雷と火炎が広場を照らし、凄まじい衝撃が荒れ狂う。

　本来であれば、近接戦闘はフランが有利なはずだ。チャードマンは動けば動くほど、その体が自身の爆発で傷ついていくのである。長引けば長引くほど、そのダメージは積み重なっていくはずだった。しかも、長引けばフランは相手の動きに慣れることもできるのだ。

　だが、戦いは拮抗している。決定打がないまま、両者は再び距離を取っていた。

「よほど、そいつらが大事みたいだなぁ？」

「別に」

「くはははは！」

　フランもチャードマンも、ゼロスリードを殺すわけにはいかない。最終的に彼らを確保するために戦っているのだ。しかし、両者には無視できない差があった。ロミオのことも考え、ゼロスリードに毛ほども傷を付けられないフラン。何も知らないため、半殺しでも構わないと考えているチャードマン。それが、戦闘にも影響していた。

　ゼロスリードがそばにいるせいで、フランは思い切った攻撃ができないのだ。

　しかし、そろそろ限界だ。ゼロスリードに大怪我と言える傷はなくとも、衝撃や礫つぶてのせいで全身に細かい傷がつき始めている。当然、ロミオにも影響があるだろう。それに、チャードマンの放つ爆炎のせいで、周辺の街路樹などが燃え始めている。このまま長々と戦っていては、どんな大災害に発展するかも分からなかった。

　結局、多少の無茶は承知で、チャードマンを葬るしかない。

（師匠。全力で行く）

『了解だ』

「はぁぁ──閃華迅雷！　剣神化！」

　剣の神を降ろしたフランが、チャードマンに向かって駆ける。相変わらず、静かで滑らかな動きだ。一瞬で目の前に現れたフランに対し、チャードマンは反応できていない。こちらが本気の攻撃を放てないと知り、余裕振っていたせいだろう。

「なっ！　くそがっ！」

「ふっ」

　咄嗟に拳を突き出してくるが、フランは余裕をもって回避し、横から伸びきった左腕を斬り落とした。魔力によって恐ろしく硬かったはずの腕が、まるで豆腐のように簡単に斬り裂かれる。しかも、剣神化によって、俺は神属性を纏っているのだ。

「急に、動きが変わりやがった！　再生もしねぇ！」

　チャードマンは距離を取ろうとしたが、その前に足が斬り飛ばされた。剣神化によって、相手の動きが完全に読めているのだろう。

「ぐおおぉぉぉ！」

「これで終わり」

　倒れ込んだチャードマンに対し、俺を振り上げるフラン。冷静なその目は、チャードマンをただの倒すべき獲物としてしか認識していなかった。熱も狂気もなく、ただ止めのために斬撃を放つ。

　しかし、チャードマンは往生際が悪かった。

「ぬおおぉぉぉぉおぉぉ！」

　なんと、少しずつ広場の端の方へと移動していたゼロスリードたちに向かって、爆炎の魔術を打ち出したのだ。速度はさほどでもないが、込められた魔力は凄まじい。あれが起爆すれば、ゼロスリードとロミオは、跡形も残らないだろう。

　それを悟ったフランは、咄嗟に剣神化を解除した。剣の神は、ただ敵を倒すために最適な行動をするだけだ。このまま身を任せていては、ゼロスリードたちを見捨てることになる。フランは一瞬でそう判断したのだ。

　そして、フランは黒い雷と化す。

　黒雷転動を使って一瞬で射線に割り込むと、障壁で爆炎を受け止めようとしていた。

「うあああぁぁぁぁぁぁぁ！」

『くそったれぇぇ！』

　俺も障壁と念動を全力で発動したが、完全に爆発を抑え込むことはできないだろう。だが、それでもフランを守って見せる！　ゼロスリードもだ！

　大爆発と共に、暴風と熱波が押し寄せる。やばい、想定以上の威力だ！　一瞬で念動が消し飛ばされ、障壁が削られていく。このままじゃ──。

「うおおおおぉぉぉ！」

　背後で、男の汗臭い咆哮が聞こえた。

　ゼロスリード？　だが、今の奴が何を？

「邪気顕現！」

『こりゃあ……ゼロスリードが何かやったのか？』

　背後でほんの一瞬、強烈な邪気が沸き上がったかと思うと、爆炎の威力が一気に弱まっていた。完全に無効化されたわけではないが、これなら障壁で防ぐことができる！

　結局、俺もフランもほぼ無傷で、チャードマンの魔弾を防ぐことができていた。

　背後で、ゼロスリードが倒れ込む姿が見える。やはり、ゼロスリードが無理に邪気を使用して、俺たちを助けたらしい。

「おじちゃん！」

　泣き顔のロミオが、ゼロスリードの腕の中で甲高い悲鳴を上げる。

「大丈夫、だ。だが、これ以上は……」

　力を封じられている状態では、今のが限界だったのだろう。荒い息を吐くゼロスリードは、しばらく動けそうもなかった。それでも笑みを浮かべようとしているのは、ロミオを安心させるためだろう。

「……助かった」

「……ロミオの、ためだ」

「ふん」

　自分の攻撃が何の成果もあげられなかったことに、チャードマンが驚きの顔をしている。

「何なんだよ……！　くそが！　だったらこうだ！」

「！　やめろ！」

「やめねぇよ！」

　地面に転がったままのチャードマンの周囲に、無数の火球が生み出される。それぞれが、爆炎を込められた凶悪な魔弾であった。何の躊躇もなく、周囲へと魔弾をばら撒くチャードマン。全方向に向かって飛んでいく魔弾は、やはり速度が遅いものの、一つでも爆発すれば大きな被害が出ることは間違いなかった。

『野郎、無差別に……！』

「全部、落とす！」

『間に合えぇぇ！』

　心が折れてもおかしくはない光景を前に、それでもフランは諦めない。黒雷転動で回り込むと、魔弾を次々と斬り落としていく。俺も、念動と魔術でとにかく遠くの魔弾を攻撃していった。

　それでも手数が足りないと悟ると、フランは斬撃を放ちつつ魔術も使い始める。魔術を同時に放つために、並列思考を使い過ぎたのだろう。フランの鼻から赤い筋が流れ落ちていた。

　鼻血を出しながら無茶をし続けたフランの頑張りによって、全ての魔弾が叩き落とされる。

「くぅ……」

『よくやったな！　フラン！』

　並列思考を使い過ぎて、凄まじい頭痛におそわれているようだ。それに、魔力も使い過ぎだ。俺がいなければ、とっくに魔力枯渇で動けなくなっていただろう。

　フランが頑張ったことで、周囲への被害は少ない。しかし、それはただ絶望の到来を少し遅めたに過ぎなかった。

「くはははは！　じゃあ、これでどうだ！」

『あの野郎！』

　チャードマンが、再び魔弾を生み出したのだ。しかも、さっきの倍はあるだろう。

「おら！　頑張って防いでみろや！」

　無理だ。全てを叩き落とすなんて──。

「やらせないっ！　あああああぁぁぁ！」

　俺が諦めかけたその時、フランの咆哮が響いていた。

　想いが、流れ込んでくる。フランの絶望と、それを越えようという諦めない心。そして、絶対に皆を助けるのだという、決意。

　ああ、フランがこんなに頑張っているのに、俺は何を勝手に絶望しようとしていた？

　俺は剣だ。フランの剣なのだ。

　使用者が諦めていないのに、俺が諦めていいわけないだろうが！

『おおおおおおぉぉぉ！』

　この感覚は、なんだろう？　自分の体のことが、異常なほどに把握できる。人としての感覚が薄れて、剣の自分が強く感じられた。まるで、生まれた時から剣だったのかと思ってしまうほど、今の体がしっくりきているのだ。

『形態変形』

　俺の鍔つばが一瞬で数百の糸に変形し、超高速で弾けた。魔力を纏って宙を奔る無数の鋼糸の煌めきは、まるで流星群のようだ。俺は、糸の一本一本を完璧に把握し、驚くほど冷静にその動きを制御できている。アナウンスさんの力も借りずにこれほどの攻撃を繰り出すのは、剣になって初めてのことだ。

　しかも、無理がない。以前であれば、無理にスキルを使用すると不思議な痛みを感じていた。それがない。

　本当に、この土壇場で剣としての高みに上ったらしい。

「馬鹿な……」

　無数の鋼糸によってすべての魔弾を叩き落とされたチャードマンが、信じられないという顔でこちらを見ている。ざまあみやがれ！

「ならば──」

「もう終わり！　はあぁぁぁ！」

「ぐがあああぁ！　こむ、すめぇぇ！」

　フランがチャードマンへと駆け寄ると、その心臓に俺を突き立てた。さらに、全ての魔力を使い切る覚悟で、黒雷を流し込み続けた。無理をするせいで、フランの生命力と魔力が恐ろしい勢いで減っていく。だが、フランは決してやめようとはしなかった。

「あああああああ！」

　だが、俺の心の隅に、一抹の不安が沸き上がる。本当に、チャードマンを仕留められるか？

　神属性が含まれない黒雷は、アンデッドであるチャードマンに効きが悪い。チャードマンの魔力が減っていっているのは分かるが、このままでは俺とフランの魔力が尽きる方が早いんじゃないか？

　俺がそんな心配を抱いた直後、不意にフランの体が緑色の光に包まれた。

　驚いたが、すぐに警戒心は消え去る。その光から、敵意や悪意を感じなかったのだ。

　むしろ、清浄な雰囲気さえあった。

　光は俺の刀身を伝わり、そのままチャードマンの中に流れ込んでいく。

「あ、が！　ぐああああああああああああああああああああああああぁぁ！」

　唐突に決着が訪れる。

　チャードマンの悲鳴が途切れ、その肉体が灰と化して崩れ落ちたのだ。チャードマンが滅んだことで、肉体が黒雷への抵抗力を失ったのだろう。

　フランはすぐに閃華迅雷を止めたのだが、一瞬の間にチャードマンだったものは崩れて撒き散らされ、跡形もなく消え去っていた。黒い灰が舞い散る中、フランが呆然と立っている。俺も訳が分からず唖然としていると、フランが呟いた。

（精霊様？）

『精霊？　今の、精霊が何かしたのか？』

（精霊様の気配がした）

〈精霊の言祝ぎの効果と推測されます〉

　アナウンスさんの言葉で思い出す。大樹の精霊の祝福だ。悪いものから身を守ってくれるって話だったが、まさかこれ程のご利益があるとは……。チャードマンは滅んだが、ウルシの唸り声を聞き、フランはまだ完全に終わっていなかったことを思い出す。

「ウルシ！」

「ガルル！」

　俺は気づいてたよ？　鋼糸を使った時に、援護もしたからね。ゴーレムの足に糸を巻きつけて、引きずり倒してやったのだ。結果、ウルシはゴーレムの完全な拘束に成功していた。四肢を両足で押さえつけつつ、影でその体を搦からめ捕っている。

『ウルシ！　援護するぞ！』

「ガルッ！」

『え？　いいのか？　最後まで自分でやりたいのか？』

「ガウ」

　ウルシはこのまま自分でゴーレムを倒すつもりであるらしい。だが、全身を切り刻まれても再生し続けるゴーレムを、どうやって倒すつもりだ？

　見ていると、ウルシが新たに魔術を発動した。ボトムレスシャドウである。何と、相手を組み敷いた状態で、自分の体の影を媒介に術を発動させたのだ。なるほど、これなら自分の体の下にいる相手を確実に影に沈み込ませることができるだろう。暴れるゴーレムを拘束したまま、背中からボトムレスシャドウに食わせていく。そのまま数十秒。

　巨大な人型の土塊は、影の中へとゆっくりと姿を消したのであった。どれだけ硬くて再生力が高くとも、影の世界へ追放されてしまえば意味がないのである。改めて、嵌まれば恐ろしい術だな。

「勝った」

『おう！』

「ガル！」

〈周辺に、敵性反応有りません〉

　場所も敵も、ひたすらに厄介で面倒な戦いだった。大樹の精霊の援護がなかったら、フランも町も、タダでは済まなかっただろう。本当に、紙一重の戦いだった。

「ウルシ、だいじょぶ？」

「オン！」

　近寄ってきて、フランに異常がないかフンフン匂いを嗅ぐ姿からは、激戦の消耗は感じられなかった。厄介な相手ではあったが、ウルシからしたら頑丈なだけの格下だったのだろう。

「……ゼロスリードは？」

「オン！」

　ウルシが鼻を向けた方を見ると、ゼロスリードとロミオが所在なさげに立っていた。

　フランはゼロスリードたちに近づく。ただ、微妙な距離で足を止めた。そのまま、微妙に体をモゾモゾと揺らしている。ゼロスリードの剣の間合いを測っているとか、相手を警戒させないためとか、そういった明確な理由があるわけではない。

　単純に、どれくらいの距離で会話をすればいいのか、分からないんだろう。

　微妙な沈黙が、広場に降りる。さっきまで激しい轟音が響いていたとは思えない、耳が痛くなるような静寂だ。

　そんな中、フランがつっけんどんな態度で、口を開いた。

「……怪我は？」

「ない。助かった」

「ふん。私も……助かった」

「ああ」

　何だろう。人見知り同士の無理やりの会話って感じ？　どちらも、相手にどんな態度をとればいいのか分かっていないらしい。

「そっちの……子供は？」

「……へいき」

「そう」

　未だに睨んでくるロミオだったが、その呟きを聞いたフランの表情が少しだけ和らぐ。ロミオを無事に守ったことで、勝手に背負ってしまっていた重荷が軽くなったのだろう。

「学院に戻った方がいい」

「ああ、そうだな。だが、ここを放っておくのは……」

「うーん」

　どうすればいいんだ？　ゼライセの魔獣や、チャードマンの仲間がやってこないとも限らない。しかし、個々を放置したまま逃げていいのか？　とりあえず周辺に怪しい人物がいないか警戒していると、ロミオの世話役が戻ってきた。近くの屋台へと食事を買いに離れたところで、異変が起きたらしい。フランが世話役へと事情を説明している横で、ゼロスリードがウルシに向かって頭を下げている。

「助かった」

「オン」

「ロミオも礼を言え」

「うん。ありがとう。狼さん」

「オン！」

　ゼロスリードに対してはそっけない態度のウルシだが、子供を突き放すほど大人げなくはなかったらしい。愛嬌一杯の顔で、ロミオを見上げた。尻尾をワサワサと動かしてロミオを軽く撫でてやっている。

　ようやくその顔に笑みが戻ったな。色々と怖い思いをしただろうが、子供は笑っているのが一番だ。

『フラン。よかったな』

（ん）

　フランがロミオを見つめる目は、とても柔らかい。ゼロスリードを許すことはまだできていないだろうが、ロミオのことは保護対象だと思っているらしかった。ホッとして、ようやく周囲に目を向ける余裕が出たのだろう。

「怪我してる人がいないか、心配」

　確かに、家屋だけではなく、人にも何らかの影響が出ていてもおかしくないだろう。俺たちはフランの言葉に従い、要救助者の捜索を行うことにした。やはり怪我を負った人がそれなりにおり、俺たちは家々を回りながら回復魔術をかけて回る。

　そうこうしている内に、町の警備兵が駆けつけてきた。そこからがまた長い。ゼロスリードたちが狙われたと言っても、俺たちが広場で戦闘を行い、周辺に被害を出してしまったことは確かなのだ。広場の石畳は凸凹だし、周辺の家屋のガラスは無事なものの方が少ないだろう。

　困った顔の警備兵は、フランを拘束するかどうか悩んでいるようだった。

　ただ、ここでフランの身分が効力を発揮する。学院の模擬戦教官というのは、信用度が凄まじい肩書であったのだ。急に下にも置かない態度になると、フランの証言がほとんど疑われもせず、受け入れられ始めた。椅子があったら、絶対に勧められていただろう。

　それに、人型魔獣の死骸は残っているし、雑貨屋から逃がした人たちや、ロミオの世話役の証言もあった。また、案内役の女性は実は学院内で結構な重役であったらしく、学院が修理費を弁償すると請け合ってもいた。怒っている様子の住民たちも、それで矛を収めたのである。

　結局、一時間くらいで解放されたかな？　弁償とかの話は、学院の事務員が引き継いでくれるそうだ。下手したら今日は帰れないかと思っていたので、本当に助かったね。

　まあ、俺たちが倒した魔獣に関しては学院で検分が行われるらしいので、それには立ち会わなきゃいけないけど。それも明日以降だ。

　燃えるような夕焼けの中、フランとウルシは歩いて学院へと戻っている。顔を照らす夕日のせいだろうか？　フランの顔が、妙に儚はかなく見えた。

『フラン』

（ん？　なに？）

『俺は……』

　何かに突き動かされるように戦いを求め、身を挺してロミオを庇ったフラン。最初はただ単に、戦闘狂の血が疼うずいているのかとも思った。修行を終えたフランが、今まで以上に強い相手を求めていることも確かだからだ。

　しかし、それだけじゃないのではないだろうか？　フラン自身が理解できているのか分からないが、何か心の奥底に抱えるものがあるんじゃないか？　そんな風に、思えてしまった。

『その……何かあるなら、俺に言うんだぞ？』

（……師匠）

『なんだ？』

　フランが何かを言おうとするかのように、口をモゴモゴと動かす。しかし、結局何かを言うことはなかった。

（……なんでもない）

『……そうか』

（ん。ありがと）
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　微かに呟きながら微笑むフランの顔は、何故か寂し気に見えた。







　襲撃騒ぎから数日。

「ほい。今夜が最後だぁ言うから、豪勢にしておいただよ」

「おおー」

「オンオン！」

　緑の古木亭、最後の夜。

　明日からは学外サバイバルだし、それで教官の仕事はお役御免となる。この宿は引き払うことになるだろう。

　そう伝えるとお婆さんは、今まで以上に豪華な料理をフランたちのために作ってくれたのだった。

　大盛のパスタや焼き肉を、フランたちが超スピードで食べ続けている。もう一〇人前は胃に収めたと思うが、その速度が落ちることはなかった。

　というか、少し食べ過ぎじゃないか？　明日が心配だ。いや、その前に宿の経営が心配だ。

「もぐもぐもぐもぐ！」

「モムモムモムモム！」

「いい食べっぷりだぁねぇ」

　お婆さんはフランたちの食べっぷりを見て、相変わらずニコニコ笑っている。

　そんな中、お婆さんが不意に天井を見上げた。俺もウルシも視線の先を追ってみるが、ただ普通の天井があるだけである。

　しかし、お婆さんにはそうではないのだ。

「あんれまぁ。精霊様が悲しんどる」

「そこにいるの？」

「そうだで」

　お婆さんの言葉に反応したフランが、同じ場所を見つめた。暫しそのまま天井に目を向けつつ、時おり目を細めたりしている。

「見えるようになったんかい？」

「見えない」

　フランがお婆さんの言葉に、フルフルと首を振って返す。だが、フランの言葉には続きがあった。

「でも、分かる」

「ほう？　感じることができるってことかね？」

「ん」

　フランは居住まいを正すと、全身の力を抜く。さらに、普段は無意識に使用している様々なスキルの使用を止めてしまった。特に感知系スキルを切ったことで、入ってくる情報量が大幅に減ったことだろう。

　五感の全てを、目だけに集中させるつもりなのだ。目を見開くその姿は、何もない虚空を見つめる猫を思い出させる。フェレンゲルシュターデン現象ってやつだ。まあ、そんな現象本当はないらしいけど。

　そんなフランを見守りながら、俺は数日前に受けた精霊学の授業を思い出していた。

　魔術学院の特別講義には、精霊に関する授業が二種類あった。

　一つが精霊魔術講義。その名の通り、精霊魔術についての講義と、鍛錬を行うための授業である。

　もう一つが精霊学。こちらは、精霊魔術を使えないものの、精霊の存在を感じ取ることができる生徒たちが、精霊魔術の習得を目指すための授業である。基礎的な知識や、目視するための鍛錬を行う。

　フランが受講できたのは、精霊学の方であった。

　珍しくフランも真面目に授業を受けていたな。余程興味があるんだろう。授業によると、精霊魔術はかなり特殊な術であるという。知っているつもりだったが、その特殊性は想像以上だ。

　まず、スキルレベルと、扱える精霊の強さが比例しない。精霊魔術のスキルレベルは、精霊とのコミュニケーション能力を表すものであるらしい。

　精霊魔術のスキルレベルが高ければ、精霊をハッキリと視認し、その声を聴き分け、多くの魔力を精霊に分け与えることができる。だが、精霊というのは意思を持つ気まぐれな存在だ。どれだけ彼らの話を聞き、声を届けることが上手くても、最後にものをいうのは相性であった。

　精霊魔術のスキルレベルが１でも、大精霊に気に入られて契約を結べれば、絶大な力を手に入れることも可能だ。逆に、精霊魔術が得意でも、精霊に嫌われる体質であれば強い精霊とは契約が結べない。そして、相性の良い上位の精霊と出会えるかどうかは、運次第であった。

　強い精霊魔術師にエルフが多いのも、実はこの部分が深く影響している。実は、エルフは種族特性として精霊に好かれる者が多いらしい。

　さらに、エルフ族は長年蓄積された経験と知識から、精霊が多く集まる場所を知っている。そこで自分と相性のいい精霊を探して契約を結ぶのも、彼らが優秀な精霊使いとなれる要因の一つであるという。ただ、自分と相性がいい精霊を探すのは、非常に時間がかかる。エルフの格言で「精霊との出会いは一〇〇年に一度」などと言われるそうだ。

　つまり、エルフ並みの寿命がないと、精霊魔術を極めることができないということなのだろう。ただ、精霊と契約を結ぶだけなら、人間であっても不可能ではない。

　フランの場合、感じ取る能力はあるので、精霊との繋がりが深まれば、精霊魔術を覚えることができるはずだという。授業では、学院にいる精霊たちに協力してもらい、その存在を感じ取る訓練を行ってもみた。ただ、その授業を経ても、精霊魔術の獲得に必須である視認までは行けなかったのだ。

「……やっぱり見えない……」

『そうか』

「クゥン」

　五分間ほど、精霊様がいるであろう場所を見つめていたんだが、肩を落として項垂れてしまう。

　宿ではほぼ毎日、精霊の存在を感じ取っていたフランだったが、結局その姿を見ることはできなかったようだ。

　だが、落ち込むフランにお婆さんが優しく声をかけてくれる。

「大丈夫だで。お嬢なら、きっと精霊様と通じ合うことができる。大樹の精霊様にここまで好かれているお嬢なら、絶対になぁ」

「ほんと？」

「ああ。間違いない。保証するだで。それに、最初は全然感じ取れなかった精霊様のことが、分かるようになったんだろう？」

「ん」

「こんなに成長が早い人間、見たことなかよ」

　そうだよな。そもそも、フランが精霊魔術のことを意識してまだ一〇日ほどだ。それで使えるようになったら、この世には精霊使いが溢れているだろう。

　むしろ俺の能力にも頼らず、自力で精霊の存在を感じ取れるようになったのが凄いのだ。

「ありがと。精霊様のおかげで、勝てた」

『そうだな。チャードマンに止めを刺せたのは、精霊様のお陰だ』

「ん」

　フランが深々と頭を下げる。

『ありがとうございました』

　俺の言葉が通じるかは分からないが、俺もしっかりとお礼を言っておこう。

「わしも精霊様も、こんなに楽しかったのは久しぶりだからねぇ。またきんしゃい」

「ん」

　お婆さんの言葉に大分慰められたらしい。フランが微かに頷き、笑う。

（今はダメでも、いつか必ず精霊とお話しする！）

『そうだな。そうなったらいいよな』

（ん！）










エピローグ　前のゼライセ×今のゼライセ




「あーあ、ディアーヌちゃんやられちゃった！」

「彼女には、一番強いの埋め込んどいたのにねぇ。でも、思ってたよりも、弱かったかな？　他の三人なんて、雑魚だったじゃん？」

「でも、相手がフランさんたちじゃなければ、上手くいってなかった？　雑魚三匹の方は暴走しちゃったけど、ディアーヌちゃんは一応ゼロスリードさんを確保しようとしてたし」

「一応命令は覚えてたみたいだけどさぁ。単純行動しかできなかったし、思考力も微妙な感じ？　脅威度Ｃのアース・タイタンに、色々混ぜた魔人石だよ？　もうちょっと頑張ってほしかったよねぇ」

「元々が落ちこぼれの騎士だしね」

「君が探してきたんだろ？　酷い言いぐさ！　あはははは！」

「今回のことで手柄を立てたら紅旗騎士団に戻してあげるって言ったら、何でもするってさ！　元の体に戻れないことも知らずにさ！」

「赤騎士だったの？　それにしちゃあ、弱かったけど」

「まさかぁ。紅旗騎士団の幹部の娘で、下働きをしていたってだけさ。それで騎士気取りってだけだよ。で、問題起こして追い出されたところを僕が拾って、モーリーのところに潜り込ませたのさ」

「追い出されるって、何したんだい？」

「紅旗騎士団の内部情報を、南なん征せい公こうに漏らしたんだよ」

「うわぁ。紅旗騎士団て、南征公と仲悪くなかった？」

「うん。犬猿の仲だね。レイドス王国でも有名な話のはずなんだけどさ。あのお馬鹿なディアーヌちゃんは、祖国のためにとか言われて、ほいほい喋っちゃったんだってさ」

「あははは！　ほんと、あの国ってもう終わってるよね！　洗脳教育が行き過ぎて、思考能力が欠如してる人間が騎士になれちゃうんだから！」

「素体があれじゃ、どれだけ強い魔人石を与えたって、あんなものさ。相手も悪かったし」

「学院都市にフランさんがいるとは驚きだよ。黒骸の死に損ないが首突っ込んでくるのも想定外だったしさ。前もそうだったの？」

「黒骸は、前の時はいなかったよ？　フランさんはいたね。ウィーナレーンと一緒だった」

「っていうか、道中でディアーヌちゃんとフランさんが接触したっていうのにも驚いたけどさ！」

「あれは僕も知らなかったね」

「前は違ったの？」

「ああ。前の時、ディアーヌちゃんはフランさんと一回も接触せずに終わってる。そもそも、前は魔人石じゃなくて、魔剣製造の生贄に使っちゃったから」

「前とは歴史の流れが違っているってわけか。はあ、おかげで手駒が減っちゃった」

「まあまあ、また送り込めばいいじゃん？」

「そうだけどさ。でも、次送り込むなら、埋め込む魔人石をマシなものに改良しないと」

「魔人石の質よりも、施術方法と契約の改良が必要だと思うよ？」

「やっぱり、適当に言いくるめて、何も知らないままに魔人石を埋め込むだけじゃ弱い？」

「うん。契約の力が、想定を大きく下回ってるね」

「本人の同意があっても、契約内容を把握してなきゃ契約魔術の効果が下がっちゃうってわけか」

「多分ね。そのせいで魔人石との繋がりが弱くなっちゃって、魔獣化しても想定以下の力しか発揮されないってわけだ。そもそも、魔人化せずに魔獣化しちゃうのも、契約の不備が問題だと思うし」

「どうする？　やっぱり解放を餌に、罪人でも使う？」

「罪人だと言うことを聞かせるの難しいじゃん？　人質も意味なさそうだし、絶対に命令違反するよ？」

「魔人石の改良はその内やるとして、今回は僕らが直接乗り込めれば手っ取り早いんだけど」

「ヴィヴィアン湖での計画はもう大詰めだよ？　無理無理！」

「うーん。仕方ないかぁ」

「計画優先でいこうよ」

「そうだね。今は大魔獣に専念しよう」

「そうそう。きっと、面白いことになるよ？　それに、僕らの望みだって！」

「そうだね！　この計画が成功すれば僕らの──錬金術師ゼライセの名前は歴史に刻まれるはずだ！　ああ、楽しみで仕方がないよ！」

「あはははは！　そうだね！　僕らの名前を、歴史に刻もう！　国を滅ぼした大悪人として！」










あとがき




　お買い上げありがとうございます。

　ページ調整に失敗して、今回もあとがきを書くことになってしまった作者です。

　いつもなら「ぐぬぬ」となるところなんですが、今回の私は一味違いますよ！




　いつもは茶番でページを稼ぐのですが、今回はネタがあります！

　そう！　アニメ化しますからね！




　なんとアフレコ現場に立ち会わせていただき、声優さんと少しだけお話させていただきました。




　師匠に声を吹き込んでくださったのは、三木眞一郎様。

　私が若いころから第一線で活躍されている、本当に大好きな声優さんです。しかしながら、現場では非常に気さくでお優しく、謙虚な方でした。あのお声で軽く挨拶していただくだけで、男の私ですら「キュン」ってなります！




　フランの声優さんは、加隈亜衣様。

　小説家になろう原作作品の声もたくさん担当されている、人気急上昇中の声優さんですね。いえ、私は以前からファンでしたが。クールなフランとは違いとても可愛らしくて、ふんわりとした雰囲気の方でした。挨拶をさせていただいた時に、「あー、かくましだー」って思っちゃいましたよ！




　他にも多くの声優さんや、スタッフの皆様が集結し、アニメ「転生したら剣でした」を作り上げてくださいました。本当に感謝の想いしかありません。




　オタクとして生きてきた作者にとって、生きてきた中での最大の慶事と言っていいでしょう。

　改めて、ありがとうございました。




　編集者のＩさん。今回も色々とありがとうございます。マジで助けられてますね。

　るろお様。今回のイラストも素敵過ぎて、心がピョンピョンして仕方ないんじゃー！

　丸山朝ヲ先生。コミカライズのキャラがカッコよすぎて、原作が引っ張られるんです！

　いのうえひなこ先生。スピンオフのフランが可愛すぎます。プニ具合が神！　やばい！

　友人知人家族たち。そして、この作品の出版に関わって下さった全ての方々と、応援してくださっている読者の皆様方。アニメ化に辿り着くことができたのは、皆様の応援のお陰です。本当にありがとうございます。
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